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　　　　はじめに




　太平洋上の孤こ島とうに存そん在ざいする巨きよ大だい学園〝オーヴァードアカデミア〟。

　超ちよう常じよう能のう力りよくを持った者〝オーヴァード〟と、力を持たない一いつ般ぱん人じんが共きよう存ぞんするために造つくられた、実験的な学園都市である。

　そこでは、超ちよう人じんと一般人が、同じ生徒として学び、遊び、青春の日々を過すごしている。

　数万人の生徒の頂ちよう点てんに立つ生徒会、超人としての力で治安を守る風紀委員会、腕うで自じ慢まんの揃そろった番長たちに、能のう力りよくを駆く使しした珍ちん妙みようなサークルの数々、そして、学園の平和を脅おびやかす、仮か面めんの秘ひ密みつ結社──。

　ようこそ、オーヴァードアカデミアへ！　ここでは超常と日にち常じようの交差する奇き妙みような青春が、キミを待っている。




　　　　＊　＊　＊




　──やあ、お友達。

　ダブルクロスリプレイ・アカデミア「進め！　第三生徒会」を手にとってくれてありがとう。

　この本は、テーブルトークＲＰＧ『ダブルクロス The 3rd Edition』の追加ステージ、「オーヴァードアカデミア」を舞ぶ台たいにしたリプレイだ。




　テーブルトークＲＰＧロールプレイング・ゲーム（ＴＲＰＧ）とは、参加者たちが、会話によって物語を作り出すゲームである。ルールブックとダイス（サイコロ）、そして想そう像ぞう力りよくをツールとし、無む限げんの物語を生み出せる、非ひ常じように面おも白しろいゲームだ。

　家庭用ゲーム機や、オンライン用のＲＰＧの原型となったものであり、また、独どく自じの進化を遂とげた、現げん代だいにおいて最上のストーリー・ゲームのひとつである。

　リプレイとは、このＴＲＰＧを遊んだ様子を読み物として書き起こしたものだ。




『ダブルクロス The 3rd Edition』（『ＤＸ３』）は、そのＴＲＰＧのシステムのひとつ。現代を舞ぶ台たいにし、謎なぞのウィルス、レネゲイドウィルスに感かん染せんし超常能力を得た、オーヴァードと呼よばれる超人たちの戦いと日常を描えがくゲームである。

　そして、その『ＤＸ３』の新たな舞台のひとつが、本書の舞台となる〝オーヴァードアカデミア〟（アカデミア）。太平洋上のどこかに浮うかぶ孤島に造られた、オーヴァードと一般人の共存を目指す学園都市だ。

　本書は、このアカデミアを舞台に、四人のオーヴァード生徒で結成された特とく務む組そ織しき〝第三生徒会〟の活かつ躍やくを描えがいたものである。それでは最後に、このゲームで使われる独どく特とくの用語を解かい説せつして、本ほん編ぺんへ進むことにしよう。

　あらためてもう一度──ようこそ、オーヴァードアカデミアへ！




用語解説

・セッション：ＴＲＰＧの、一回のゲームプレイのこと。

・ＧＭ：ゲームマスターの略りやく。セッションの運うん営えいや、物語の進行を司つかさどる。

・プレイヤー：独自に作成したキャラクターを用いて物語に参加するゲームプレイヤー。

・ＰＣ：プレイヤーキャラクターの略。物語のメインとなる登場人物。プレイヤーひとりにつき、ＰＣひとりを担たん当とうする。

・ＮＰＣ：ノンプレイヤーキャラクターの略。ＧＭが担当するキャラクターたち。

・シナリオ：そのセッションでのストーリーの原型になるもの。状じよう況きようや事じ件けん、ＮＰＣたちの行動やセリフなどが書かれている。

・ダイス：サイコロのこと。『ＤＸ３』では十面体ダイスを複ふく数すう使用する。Ｄ10と略りやくすこともある。たとえば３Ｄ10なら、十面体をみっつ振ふることを示しめす。
















　　　ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay01◆デザイナーさん、ハーレムですよ、ハーレム！




　その日──わたくし、中なか村むらやにおは、ＴＲＰＧ界の王子こと『ＤＸ３』のゲームデザイナー、矢野俊策やの・しゆんさくと打ち合わせをしておりました。お題は『ＤＸ３』の新作リプレイについて。




矢野俊策（以下、矢野）：──というわけで、ステージ「オーヴァードアカデミア」を使ったリプレイを出したい、と思うわけさ。

中村やにお（以下、やにお）：ほいほい。サプリメント『ディスカラードレルム』で追加された、学園ステージですな。超ちよう人じんたるオーヴァードが、能のう力りよくを隠かくすことなく学園生活を過すごす、超人パラダイス！

矢野：パラダイスかどうかはともかく、オーヴァードと一いつ般ぱん人じんの共きよう存ぞんを目指した学園だね。「レネゲイドのある日にち常じよう」をテーマにした、学園ステージだ。

やにお：いいね～。俺おれ、あのステージ大好きよ。

矢野：設せつ定ていは、ほとんどやにおが書いてるしね。

やにお：ういうい。たいへん楽しく書きました！　巨大学園大好き！

矢野：うん。なので、アカデミアのリプレイは、やにおに書いてもらおうと思うんだが。

やにお：オッケーオッケー。実はさ、ちょうどやりたいアイデアがあるんですよ！

矢野：おお、もうアイデアがあるのか。どんなの？

やにお：ふふふ、アカデミアといえば学園……学園といえば──。




「デザイナーさん、ハーレムですよ、ハーレム！」




矢野：…………うん。ちょっとすごく意味がわからない。

やにお：女の子がいっぱい出てきて、きゃっきゃうふふします！

矢野：……つまり、女じよ性せいキャラクターがたくさん出てくる、学園ラブコメがやりたいと。ふむ……確たしかにオーヴァードアカデミアは、『ＤＸ３』の基き本ほんステージより明るい感じの学園ものを意い識しきしたステージだし、そういうのはアリだね。

やにお：でしょでしょ。

矢野：ラブコメものなら、それに向いたプレイヤーを選んだ方がいいね。

やにお：それについては考えがあるんで、任まかせておいて！




　そして数日後。わたくし、今度は別の人と打ち合わせをしております。




やにお：──というわけで、ラブコメに向いたプレイヤーさんをお願いします。

萩原猛はぎわら・たけし（以下、萩原）：丸投げきた────────っ!?




　今度の打ち合わせ相手は、タイトなファッションにジャラジャラと鎖くさりをつけたロックなイケメン──富ふ士じ見み書しよ房ぼう編へん集しゆう部ぶの『ＤＸ３』担たん当とう、萩原猛である。




やにお：ちなみにですね、企き画かくとしては、ヘタレな主人公をヒロインで囲んで、メインヒロインの座ざを争うヒロインバトル！　という非ひ常じように王道なものを考えております。

萩原：いい……いいですね。そいつはナイスアイデアですよ！

やにお：でしょでしょ。さすが、初対面の作家に「巨きよ乳にゆう派はですか？　貧ひん乳派ですか？」と挨あい拶さつするという萩原さん、わかってらっしゃる。

萩原：そういうことなら、ラブコメバトルに楽しんで乗れるプレイヤーさんがいいですね。

やにお：そういうプレイヤーさんに、二人参加して欲ほしいのです。

萩原：ふ、二人ですか。

やにお：ええ、ヒロインバトルですから！　可愛かわいい女の子が俺を巡めぐってバトルですから！

萩原：うん、違いますよね。やにおさんじゃなくて、主人公を巡るんですよね。

やにお：そんなことは些さ細さいな違ちがいです。ああ、そうだ……バトルになってもプレイヤー同士は楽しく遊べるように、仲のいい二人がいいですね。さらに美人だと俺が喜びます。

萩原：最後のは置いておいて……。ふむ……実は、心当たりがなくもないですね。おふたりとも──やにおさんを喜ばせるためではないですが、美人です。

やにお：きたこれ。

萩原：声せい優ゆうさんで、ＴＲＰＧをプレイしたこともある方々──やにおさんの言った条じよう件けんを満たし、しかも、ふたりの間の会話が抜ばつ群ぐんに面白い、という心当たりが。

やにお：きたなー。これ、きちゃったなー。

萩原：微び妙みようにキモいなーこの人。ちなみに、他のプレイヤーはどうするんですか？

やにお：主人公的な立場をこなせるプレイヤーをひとり、あとはヒロイン役兼、シナリオの進行や突つっ込こみを担当できるクレバーなプレイヤーをひとり。……ま、ＧＭの俺がやりやすい、気心の知れたメンツを呼よぶつもりですわい。

萩原：じゃ、そっちは大だい丈じよう夫ぶそうですね。自分は声優さんのスケジュール確かく認にんしてみますんで、やにおさんは、シナリオ作る方をお願いします。

やにお：うっしゃうっしゃ！　任せてください！　テンション上がってきた……！







◆Preplay02◆激げき闘とう！　ヒロインバトル！




　そして、さらに二週間ほど過すぎて──夏の日差しが照りつける、某ぼう月げつ某ぼう日じつ。

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の会議室に、五人の男女が集まっていた。




やにお（以下、ＧＭ）：さてさて、セッション当日でございます。よろしくお願いします！

一同：よろしくお願いします！




　それでは、参加してくれるプレイヤーの皆みなさんを紹しよう介かいしよう。

　まずは、気心の知れたベテランプレイヤーのふたり──。




大畑顕おおはた・あきら

　ＴＲＰＧ製せい作さく会社、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の社員。特とく技ぎは「三さん下したプレイ」。『アリアンロッド・サガ』シリーズでは三下犬いぬ娘むすめベネット、『ダブルクロス・リプレイ・オリジン』シリーズでは主人公格かくの高崎隼人たかさき・はやとを演えんじ、プレイの幅はば広ひろさとリアクションの良さに定てい評ひようがある。




矢野俊策

　ゲームデザイナー、作家。『ＤＸ３』のゲームデザイナーであり、また小説『ダブルクロス』シリーズも手がける。先読みの鋭するどさやルール勘かんの確たしかさから「クレバー矢野」の異い名みようを持つ。あとなんかかっこいいから「王子」とか呼よばれてるらしい。絶ぜつ対たいに許ゆるさない。




ＧＭ：今回はですね、主人公っぽい男子がいろんなヒロインにモッテモテ！　という話をやりたいと思いまして。そこでお呼よびしたのが、この大畑！

大畑顕（以下、Ｏはた）：そ、そんな大役を……！　既すでに足あし下もとがおぼつかない！

ＧＭ：うん。大畑のね、そういう打たれ弱さを見み込こんで呼びました。

矢野：打たれ弱さを見込んだのかよ（笑）。

ＧＭ：そう。モテる主人公たるもの、あたふたしたり、鈍どん感かんだったりせねばならぬ。そうでなければ、たとえ天が許ゆるしてもこの俺が許さない。

矢野：お前かよ！

ＧＭ：で、大畑は打たれ弱くてフラフラになる予定なので、矢野は進行担当で。

矢野：あいよ。ま、キャラは周り見て考えるよ。

ＧＭ：それでＯＫ。……そして、今回のゲストであるおふたり──声優の、片かた岡おかあづささんと、佐藤有世さとう・ありせさんです！




片岡あづさ

　81プロデュース所しよ属ぞくの声優。『侵しん略りやく!?　イカ娘』の斉藤渚さいとう・なぎさ役、『プリティーリズム・オーロラドリーム』の高たか峰みねみおん役などで活かつ躍やくされている。

　おっとりとした清せい楚そな美人さん。的てき確かくなつっこみや状じよう況きよう判はん断だんをこなしつつ、ボケる時は全力でボケてくる。趣しゆ味みはキノコや石集めと不思議な一面も。




佐藤有世

　アトミックモンキー所属の声優。『機動戦士ガンダム00』のクリスティナ・シエラ役、『ストライクウィッチーズ』の山川美千子やまかわ・みちこ（みっちゃん）役などで活躍されている。

　明るく華はなやかな美人さんだが、バリバリの天然さんで、予想もつかない発言を次々と繰り出してくる。その脱だつ力りよく系けいトークの破は壊かい力りよくは恐おそろしい……。




ＧＭ：おふたりは、ＴＲＰＧ経けい験けんもある、ということで、今回は、ＰＣのヒロインをプレイしていただくつもりでお呼びしました。

片岡あづさ（以下、片岡）：ヒロインがふたり……これはつまり、バトルですね！

ＧＭ：そうです、ヒロインバトル！

佐藤有世（以下、佐藤）：うう～、あづっちに勝てる気がしないよぉ……（笑）。

ＧＭ：ま、そこは、バトルといっても勝ち負けをつけるものではなくて──。

佐藤：でも！　あたしも、勉強してきたんですよ！

片岡：勉強……？

佐藤：そう！　あのね、あたし本を買ったの。恋れん愛あいマニュアル本（一同笑）。

ＧＭ：恋愛の本かあ……ま、まあ、その成果は、楽しみにしてます、はい（笑）。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：さて、今回のセッションは、〝オーヴァードアカデミア〟が舞ぶ台たいになります。

Ｏはた：オーヴァードと、能力を持たない一般人が一いつ緒しよに通う学校なんですよね。

ＧＭ：うん。ちなみにこのアカデミアには、初等部から大学部まで、おおよそ二万人ほどの学生がいます。で、ざっくり半分。一万人ずつ、オーヴァードと一般人がいる。

佐藤：はい！　あたし、ちゃんと勉強してきました！（ノートを広げる）

ＧＭ：おお、アカデミアに関する記き述じゆつが手書きでまとめてある！

Ｏはた：ホントに授じゆ業ぎようで取ったノートみたいですよ。

片岡：えらいな～。私わたしはこれまで出たリプレイを読み返してたくらい。

ＧＭ：いやいや、それで十分ですよ。

片岡：準じゆん備びっていうか、普ふ通つうに楽しんで読んでました（笑）。

ＧＭ：ありがとうございます（笑）。……では、次は今日のシナリオの説明です。まずは、トレーラーを読みますね。これは予よ告こく編へんみたいなものだと思ってください。




●トレーラー

　オーヴァードアカデミア。オーヴァードと一般人との共存を目指した人工の楽園。

　しかし、人が……特に若わか者ものが集まれば、そこには当然、トラブルが発生する。

　中でも解かい決けつ困こん難なんな事じ件けんを扱あつかうべく、特とく務む組そ織しきが設せつ立りつされることになった。

　選えりすぐりの人材による万ばん能のう解決集しゆう団だん、それが──アカデミア第三生徒会である！




Ｏはた：ほほう、第三生徒会。

佐藤：うっふーっ♪　これに、あたしたちが参加するのかなっ？

片岡：多分、そうじゃないかな？　万能解決集団……かっこいい。




　──だが、そんなうたい文もん句くは、生徒会長の卑ひ劣れつな罠わなだった。

　リーダー──第三生徒会会長に選ばれたのは、右も左もわからぬ転校生。




佐藤：卑劣な罠！（笑）転校生なのにリーダーなんだねっ！

片岡：あの、「休んだヤツ保ほ健けん委員にしちゃおうぜー」みたいな（一同笑）。




　そしてメンバーは一ひと癖くせも二癖もある問題児たち。

　結成早々、任にん務むに雑ざつ務む。走りに走るハメになる。

　話が違ちがうと叫さけんでみても──既すでに、賽さいは投げられたのだ。

『ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・アカデミア』第一話

「結成、第三生徒会！」

　ダブルクロス──それは裏うら切ぎりを意味する言葉。

-

片岡：裏切り……（シリアスな声で）いったい、誰だれが？

Ｏはた：生徒会長ですよね、明らかに（笑）。

[image: ]

佐藤：雲雀ひばりくんですよね！　ノートにも書いてあります！

ＧＭ：はい。オーヴァードではない一般生徒ですが、有能さと無茶振りで知られる、ちょっと腹黒な生徒会長、雲雀宏こう一いちくんです（笑）。……続いて、ハンドアウト──個こ々このＰＣの、シナリオの導どう入にゆう──を読んでいきます。




ハンドアウト：転校生

シナリオロイス：オーヴァードアカデミア　　　推すい奨しよう感かん情じよう　Ｐ：憧しよう憬けい／Ｎ：不安

　キミは、オーヴァードアカデミアへの転校生だ。

　夢ゆめと期待に胸むねを膨ふくらませてアカデミアにやってきたキミに、突とつ然ぜんの災さい難なんが降ふりかかる。生徒のトラブルを解決するべく設立される特務組織〝第三生徒会〟。

　そのリーダーに、キミがなるというのだ！




ＧＭ：これは大畑にやってもらおうと思ってます。やっぱ主人公といえば転校生！

矢野：その理り屈くつはよくわからんが、まあ大畑くんは適てき任にんだと思うよ（笑）。

片岡：シナリオロイス……は、学校なんですね。

ＧＭ：はい。ロイスは、普ふ通つうはキャラクターに取りますが、今回はちょっとひねってます。




　ロイスとは、特定の対象への感情を表わすデータである。

　感情は、ポジティブ（Ｐ）とネガティブ（Ｎ）の二種類が設定され、相反する感情を表ひよう現げんすることができる。『ＤＸ３』における、もっとも特とく徴ちよう的てきで重要なルールのひとつだ。




ＧＭ：で、この転校生を中心に、他のＰＣがヒロイン役、という感じになります。

佐藤：（なぜか華はなやいだ声で）……矢野さんもっ!?

片岡：ど、どうしたの？

佐藤：（そわそわして）これっ、これって……そういうことだよねっ？

片岡：どういうこと？（笑）

佐藤：男子と男子で、みたいな……（嬉うれしそう）。

片岡：うん、違うと思うよ（一同笑）。

矢野：女キャラになると思います、はい。

佐藤：そっ、そうですか……盛もり上あがってしまってすいません！（一同笑）

ＧＭ：……佐藤さんも落ち着いたところで（笑）、次のハンドアウトを読みますね。

Ｏはた：僕は「転校生枠わく」って感じですね。基本ステージでいう「高校生枠」みたいな。

ＧＭ：はい。……で、次が「幼おさななじみ枠」。

矢野：『ＤＸ３』でそんな枠初めて聞いたわっ!?（一同笑）

ＧＭ：こうね、ヒロインとしての立ち位置を表現したかったんです。

矢野：嫌いやな予感がするぞ……その次は？

ＧＭ：「一ひと目め惚ぼれ枠」

矢野：お──────いっ！（一同笑）

ＧＭ：このふたつは続けて読んじゃいましょう。『転校生』とあるのは大畑のＰＣです。




ハンドアウト：幼なじみ

シナリオロイス：『転校生』　　　推奨感情　指定なし

　キミは新しん設せつされた第三生徒会のメンバーにスカウトされた。

　生徒会などにおさまるキミではない……のだが、今度ばかりは少し事じ情じようが違う。

　ＰＣ『転校生』──キミの幼なじみであり、キミにとっては特別な存そん在ざい。その彼かれがアカデミアに転校してきて、しかも第三生徒会とやらのリーダーになるというのだ。




ハンドアウト：一目惚れ

シナリオロイス：『転校生』　　　推奨感情　指定なし

　キミは新設された第三生徒会のメンバーにスカウトされた。

　生徒会などにおさまるキミではない……のだが、今度ばかりは少し事情が違う。

　　ＰＣ『転校生』──一目会ったその日から、なぜかキミにとって特別な存在となった転校生。その彼が、第三生徒会とやらのリーダーになるというのだ。




佐藤：（嬉うれしそうに）あら────まぁまぁっ！

ＧＭ：佐藤さん、おばちゃんみたいなリアクションになってますよ（一同笑）。

矢野：前半は同じ文章なんだね。

ＧＭ：はい。このふたつを、片岡さんと佐藤さんにやってもらおうかな、と。どっちがどっちかは、えーと、そうですね、「一目惚れ」の方が……（佐藤さんを見る）。

片岡：（佐藤さんを見る）こう、感性が弾はじける感じが……ぴったりだよね（笑）。

佐藤：ありゃっ、そうですか！　ありがとございまっす！

ＧＭ：なぜお礼を（笑）。……それでは、片岡さんが「幼なじみ」、佐藤さんが「一目惚れ」ということで。んで、最後は矢野用のハンドアウト。




ハンドアウト：監かん視し役やく

シナリオロイス：『転校生』　　　推奨感情　指定なし

　キミは、オーヴァードアカデミアの生徒であり、学園の運うん営えいを司つかさどる生徒会のメンバーでもある。このたびキミは、新設される第三生徒会……第二はいつできたのだ？　まあいい、とにかくそのメンバーに選ばれた。




矢野：なんでそんな疑ぎ問もんがハンドアウトに書かれてるんだよ（笑）。

ＧＭ：思いついたんで、つい書いちゃった（笑）。ちなみに第三にしたのは語ご呂ろがいいからなんですけどね！




　あの『幼なじみ』と『一目惚れ』をメンバーにするという、生徒会長・雲雀宏一のアイデアには驚おどろかされたが、なんでも『転校生』がいれば、そのふたりを制せい御ぎよできるという。『転校生』……一体、どんな人物なのか、見み極きわめる必要があるだろう。




ＧＭ：第三生徒会の会長としてふさわしい人物か見極めよう、ということで監視役です。

矢野：幼なじみ、一目惚れときて、監視役なんだね。

ＧＭ：そう。第三生徒会は、アカデミア生徒会の内部組織なんだけど、まあそっちの、元の生徒会から派は遣けんされた監視役、あとまあ、兼けん、世話役みたいな感じ。

矢野：なるほどね。ま、キャラはちょっと思いついたんで、それでいこう。




　さて、次はキャラクター作成となる。

　今回は全員、Ｄロイス──特別な設定と能力のつく、特とく殊しゆなロイス──をひとつ取得することになった。ルールブックを開き、相談や雑ざつ談だんをしながらキャラクターを作っていく。




片岡：……（真しん剣けんな顔で考かんがえ込こむ）……有世ちゃん。

佐藤：ん？　なに～？

片岡：有世ちゃんのキャラクターは、胸は大きいの？

佐藤：んっ？（笑）んっ？　どゆことっ？（笑）

片岡：こう……ヒロインには大きい人と小さい人がいたほうがいいかな、と思って。

ＧＭ：片岡さん……素す晴ばらしいプレイヤーだ……。

矢野：お前の「素晴らしいプレイヤー」はどういう基準なんだ（笑）。

佐藤：あたしね、ない。ないよ！　全然ない！　何もないよ！

片岡：……何もないの？（笑）

佐藤：くびれもない。ずどーん！　ってなってる。でもお腹なかは出てる。

片岡：幼よう児じ体型ってこと？（笑）でもお腹が出てるのはよくないと思うよ？

佐藤：（しょんぼりした口調で）そっかー、そうだよね……あれ？

ＧＭ：どうかしましたか？

佐藤：あの！　胸のサイズ書くところがキャラクターシートにないなって！

矢野：『ＤＸ３』のキャラクターシートにはないですね。すいません（笑）。




　そんな感じで、和なごやかに相談しつつ小一時間──。

〝第三生徒会〟メンバーとなる、四人のキャラクターが完成したのであった。




▼転校生：星川修太郎ほしかわ・しゆうたろう　──大畑顕

　学園！　オーヴァードである僕ぼくが、隠かくれずに堂々と通える、そんな学園があったなんて！　いやぁ、嬉うれしいなぁ。ワクワクドキドキの学園生活が、僕を待っている！




Ｏはた：星川修太郎、一七歳さいの高校二年生です。ハンドアウト見て考えた設定なんですが、ちゃんと学校に通ったことがないんですね。それで、学園生活にすごく憧あこがれてる。

ＧＭ：体が弱かった、とかそういう設定かな？

Ｏはた（以下、修太郎）：中学に上がるくらいに、オーヴァードとして覚かく醒せいしまして。それで、周囲に力がバレたり、迷めい惑わくをかけるのが嫌いやで、家出しました。

ＧＭ：ああ、なるほど。ちょっと気弱、っていうか、周囲を気にする性格なんだね。

修太郎：はい。それでふらふらと……あちこちでオーヴァード絡がらみの事件に巻まき込こまれたり、それから逃にげたり、あとはまあバイトしたりして暮くらしてきたわけです。

ＧＭ：なるほどねぇ。家はどんな家だったの。

修太郎：出自が「安定した家庭」。すごく温あたたかい、仲のいい家で、家族は両親と妹。

ＧＭ：でも能力に目覚めて、家を出ちゃったんだ。

修太郎：家族を巻き込んではいけない、と思ったのと……小さい頃ころに、オーヴァードになった友達がいてですね、やっぱり、いなくなってしまったんですよ。

片岡：それが私のキャラクターです。ライフパスを決める時に、ちょっと相談しました。

ＧＭ：なるほど、だから自分も同じようにしなきゃいけない、みたいに思ったんだ。

修太郎：そうなんです。なので、ひとつの場所に長なが居いしないようにあちこちを転々と……バイトも続かないので、生活が苦しい……（笑）。

ＧＭ：了りよう解かい。勤労少年なんだ。苦労人だねぇ。

修太郎：シンドロームは、バロール／エグザイル、ガード役です。

ＧＭ：重力操そう作さのバロールと、肉体を変形させるエグザイルね。

修太郎：バロール能のう力りよく者しやは、〝魔ま眼がん〟っていう球体を出しゆつ現げんさせるんですが……エグザイルの力で、この魔眼が変形してもいいですかね。魔眼も自分の体の一部ってことで。

ＧＭ：ＯＫ。問題ないよ。

修太郎：最後に、Ｄロイスは「触媒カタリスト」にしました。他人の力を増ぞう幅ふくさせる体たい質しつの持ち主です。
















▼幼なじみ：御影透子みかげ・とうこ　──片岡あづさ

「バケモノ」──と、あの人は私にそう言った。彼女を守るために戦ったけれど、彼女は私を恐おそれ、去っていった。仕方のないことだと、今ではそう思う。

　けれどあのとき、私のひび割われた心が砕くだけずに済すんだのは、〝彼〟のおかげだった。そのことはずっと──今でも、感かん謝しやしているのだ。




片岡：どうも、幼なじみ枠です（一同笑）。名前は御影透子。一六歳の高校二年生。ガラスを操あやつる特殊能力者、ガラス使い。

ＧＭ：ほうほう、ガラス使い！　かっこいいですね。

矢野：ガラス使いで、名前が御影透子……片岡さんはセンスいいなぁ。

片岡（以下、透子）：シンドロームは、エンジェルハィロゥ／モルフェウス。ガラスを変形させたり、生み出したりして、それを操あやつって攻こう撃げきする能力の持ち主。割とクールな性格で、口調もそういう……堅い感じかな──感じだ。

ＧＭ：光を操るエンジェルハィロゥと、物ぶつ質しつ生成能力を持つモルフェウスですね。

透子：うむ。小さな子こ供どもの頃に、母親と一いつ緒しよに怪かい物ぶつに襲おそわれて、オーヴァードとして覚かく醒せいした。怪物は撃げき退たいしたのだが──母親は私を「バケモノ」と罵ののしって家を出てしまった。

ＧＭ：守るために戦ったのに、守った相手からは恐きよう怖ふされて……辛つらいですね。

透子：父親は見み捨すてないでくれたのだけど、仕事も忙いそがしく……それで、近所の「安定した家庭」でよく預あずかってもらってた。それが──。

修太郎：僕の家だったわけです、はい。

透子：母親に捨てられたことで、他人を信用できないようになって、父親も、いつか自分を見み捨すてるんじゃないか、って、ずっと不安で……あんまり他人と交流しないようにしていたのだが、修太郎の家だけは安心していられたのだ。

ＧＭ：うう、いい話だけど、かわいそうですね……。

透子：ただ、能力を隠かくして生活するのは大変で……その修太郎とも別れて、転々と転校することになって──で、オーヴァードでも隠かくさずに入れる学園がある、と聞いて、父親を説得して、ひとりでアカデミアにやってきた。

ＧＭ：なるほど。自分から入った……と。迷めい惑わくをかけないように、みたいな気持ち。

透子：そう、そういう感じで。──でも、アカデミアに来て以来、オーヴァードとしての能力は高いし、成せい績せきもいいしで教きよう師しからもだいぶ放ほう任にんされて、自由を満まん喫きつしている。理科準じゆん備び室しつを占せん拠きよして、たまに何か破は壊かいしたり、爆ばく発はつさせたり、好き放題（笑）。

ＧＭ：満喫しすぎだ！（笑）優ゆう秀しゆうなんですね。

透子：ライフパスの境きよう遇ぐうが「勉学」なので成績がよくて……それと、Ｓランクなので。

ＧＭ：おお、Ｓランクオーヴァード！




〝ランク〟とはオーヴァード生徒の能力の強さを分類したものだ。Ｓランクは、その最上位で、アカデミア全体でも十数人しかいない、強力なオーヴァードだということになる。




透子：コードネームは〝硝子の誘惑クリスタル・ミラージユ〟。……能力は高いのだけど、母親に「バケモノ」と呼ばれた時のトラウマで無む意い識しきに自分を傷きずつけてしまう……Ｄロイスは「対抗種カウンターレネゲイド」。

ＧＭ：オーヴァード相手のダメージが増ぞう加かするけど、代わりに自分もダメージを受けてしまうＤロイスですね。実にいい設定です。

透子：固定ロイスは父親と、もうひとつは無む道どうささきに「Ｐ：憧憬／Ｎ：猜さい疑ぎ心しん」。
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ＧＭ：学園の自警団、番長連のリーダー──総番長ですね。

透子：そう。大おお雑ざつ把ぱな性格の、すぐ寝ねる奴やつで、勝手に私の部屋に来て寝ている。で、それを口では邪じや魔まそうに言うんだけど、心のどこかで安心している、みたいな関係。

ＧＭ：了解です。だいたいこんなところですかね──。




　だが、片岡あづさのターンは、まだ終わっていなかったのである。




透子：外見は銀ぎん髪ぱつのセミロングで、片かた側がわだけ編あみ上あげて、耳にガラスの……プレパラートを飾かざりにしてつけてます。アタック方法は基き本ほん的てきに──巨乳を活かした色いろ仕じ掛かけです。

矢野：あははははははっ！（[image: ←]爆ばく笑しようしている）

ＧＭ：アタックっていうのは、別に戦せん闘とうの攻こう撃げき方法ではなくって……（笑）。

透子：「私こんなに大人になったのよ」っていう色仕掛けで……戦っていこうと（笑）。

佐藤：（わなわなと震ふるえながら）おっ、おそろしや～……！
















▼一目惚れ：光こう月げつれい　──佐藤有世

　どうしてだろう、どうしてみんな、あたしのことを、わかってくれないんだろう。

　あたしは普通の女の子なのに、どうして怖こわがったり、嫌いやな顔をするんだろう。

　でも、いいの！　いつかあたしは運命の人と、運命的に出会うんだから！




佐藤：キャラクター名は光月れい！　コードネームは、「ラブ☆ハリケーン」（一同爆笑）。

ＧＭ：ラブ……ハリケーン……！

矢野：恋こいの……嵐あらし……！（一同笑）

佐藤（以下、れい）：シンドロームは、ブラックドッグ／ハヌマーンで、どかーん！　って走っていって、ばーん！　びびびーっ！　って感じです！

Ｏはた：す、すごい。意味はわからないけど、勢いだけは伝わってくる……！（笑）

ＧＭ：電でん撃げきを操あやつるブラックドッグと、加速能力や風使いであるハヌマーンですね。

れい：はい！　物心ついた時からもう力が使えて、何かあると、ばーんっ！　って、びびびーってなっちゃって、家族から疎うとまれてきました。

ＧＭ：出自の「疎まれた子」ですね。

れい：でもっ、何でそんな風に疎まれているのかわからずに、「なんなんだろー？」って不思議に思ってて！　親とかはずっと、「力を隠しなさい」「使うのはやめなさい！」って言ってきて、バレそうになると転校とか繰くり返かえしてましたっ！

透子：かわいそうにな……。

れい：あたしは「能力使いたいのに～」って思ってたんで、高校に入る時、アカデミアの存在を知って、自分から希望して入りましたっ！

透子：私と似にたような感じなのに、なぜか前向きに聞こえる（笑）。

れい：前向きな子なの！　で、境遇が「恋れん愛あい」で……いつかあたしの元にも素す敵てきな王子様がきて、「そのままのキミでいいよ♡」って言ってくれるって、信じてる！

透子：ヒロインっぽーい（笑）。

れい：ほんと？　ほんとにヒロインっぽい？　えっと、すごく前向きで一いつ生しよう懸けん命めいな子で、アタック方法は押おしだけなんですけど（一同爆笑）、それがすぐ裏うら目めに出ちゃう感じの子です！　よろしくお願いしますっ！

ＧＭ：了解です（笑）。

れい：あっ、あと、腕うでが《サイバーアーム》なんですけど、これは腕を機械に取とり替かえるんじゃなくて、外におっきい機械をがしゃーんって着けるのでもいいですか？

ＧＭ：いいですよ。多分、普ふ段だん背せ負おってるバックパックに格かく納のうされてて、戦せん闘とう時じにはすぐに着用する、みたいな感じかな。

れい：はいっ！　それでお願いします！

ＧＭ：了解です。……あ、れいちゃんも、Ｓランクなんですね。

れい：はいっ！　Ｓランクの、しかもアタッカー！　で、Ｄロイスもですね、「学生王者ヘラクレス」っていう、模も擬ぎ戦のチャンピオン！　を取りました！

ＧＭ：おー、Ｒファイトと呼ばれる、オーヴァードたちによるバトルの優ゆう勝しよう者しやですね。

れい：でも、いい男は見つからないんです！

ＧＭ：そう……でしょうね（笑）。

れい：固定ロイスは、ひとつめが家族。「Ｐ：幸福感／Ｎ：劣れつ等とう感かん」で、劣等感が表。あたしは家族好きなのに、なんで嫌な顔されちゃうんだろー、って、思ってます！

透子：かわいそう……ほろり。

れい：もうひとつは、風紀委員長の真面目な子、ベアトリス・ハックマンちゃんです。邂かい逅こうで「貸かし」が出たんで、なんか貸しがあります！　わーお！（一同笑）
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ＧＭ：風紀委員の取とり締しまりとかを、たまたま手伝っちゃって。

透子：ベアトリスとしてはそれが悔くやしいんだけど、借りは借りで仕方なく（笑）。

れい：そんな感じです（笑）。
















▼監かん視し役やく：エナ・ソフォス　──矢野俊策

　あたいは天才──人造の天才だ。そのあたいにとって、外の世界なんて、すべて計算できてつまらない。けれど、このアカデミアには、面白いことがいっぱいあるのだ。




ＧＭ：最後は矢野だね。監視役ということで、まとめ役的な感じを期待してます。

矢野：うむ。任まかせろ。……名前はエナ・ソフォス。ある組織の実験で作られた人工の天才で、年ねん齢れいは九歳さいだけど、飛び級で高校二年生。

ＧＭ：おお、人工の天才……いいじゃない。

矢野（以下、エナ）：何しろ天才だからな。で、一いち人にん称しようは「あたい」。

ＧＭ：（両手で顔を覆おおって）お前バカじゃーん！

エナ：バカじゃない。あたいは天才だ（一同笑）。

ＧＭ：自分で天才だって繰り返すあたり、馬鹿の所しよ行ぎようだよ！（笑）

エナ：はっはっは！　……シンドロームはブラックドッグ／ノイマン。ノイマンってのは、天才になるシンドロームね。謎なぞの結社に、実験体として「お前は天才になるのだー」って言われて、天才になる注ちゆう射しやとかを打たれた（笑）。それで出自は「結社の一員」。

ＧＭ：な、なんか悪そうな組織じゃないか、それ。

エナ：うん、悪い。でも、もうその実じつ験けん施し設せつは壊かい滅めつしてて、あたいとその姉し妹まい「ソフォス（賢けん者じや）シリーズ」と呼ばれる実験体は救出されて、アカデミアに保ほ護ごされた。

ＧＭ：あー……意外と重い設定だった。

エナ：まあね。本人は気にしてないけど。……能力は基本的に支援系。コードネームは模造ダイヤを意味する〝ジルコニア〟。あとは……いつもヘッドフォンをつけてる。

ＧＭ：何聞いてるの？

エナ：特に何も。高すぎる思考能力をこれで抑おさえている。あたいは天才だからな。

ＧＭ：そうか。わかった。

エナ：Ｄロイスは「実験体ロストナンバー」。実験の結果、能のう力りよく値ちにボーナスがある。

ＧＭ：了解。……アタック方法とか一いち応おう言っておく？

エナ：あたいは天才だから、恋愛とかには興きよう味みないな、ってお菓か子しとか食ってる。

ＧＭ：ただの子供じゃねえかっ！（笑）

エナ：子供じゃない、天才だ！（一同笑）

ＧＭ：……えー、というわけで様々なアタック方法が出ましたが、修太郎としてはどのようなディフェンスを行なっていく感じですかね。

修太郎：は。ヘタレと鈍どん感かんを武ぶ器きにがんばります。

透子・れい：えー（笑）。

ＧＭ：では、そんなところで、セッションを始めましょうか……（笑）。
















　　　ＯＰＥＮＩＮＧ ＰＨＡＳＥ







◆Opening01◆ようこそアカデミアへ！　Scene Player ─── 星川修太郎




　そこは太平洋上。見上げればどこまでも空は広く、周囲にはぐるりと水平線。

　空と海、ふたつの青の間で、少年は──。




ＧＭ：というわけで、最初のシーンは、星川修太郎くんのオープニング。

修太郎：では１Ｄ10、侵しん蝕しよく率りつを上げます。（ダイスを振る）ていっ……４上がりました。34。

ＧＭ：季節外れの転校生である修太郎は、アカデミアに向かう貨物船に同乗して、学がく園えん島とうに向かっています。船の上でキミは──。

修太郎：──おふっ、おげえ……っ（いきなり悶もだえ苦しみはじめる）。

ＧＭ：えーと……船員が、「おーい兄ちゃん、大だい丈じよう夫ぶかー？」と声をかけてきます。

修太郎：（苦しげに）……あ、あまり、僕ぼくに近づかない方がいい……っ、それ以上近づくと……もう、抑えきれない……っ！

ＧＭ：船員に緊きん張ちようが走る。彼らはアカデミア関係者なので、オーヴァードのことも知っているんだね。「オーヴァードの発作ってやつかい？　抑えられないのは……力か？」

修太郎：いえ、朝食です。

エナ：それはただの船ふな酔よいだよ！（一同笑）

ＧＭ：じゃ、キミがそんな風に船酔いで意い識しきが朦もう朧ろうとしているところで、アカデミアに転入することになった場面を回想することになります。ぽわぽわぽわ～ん……。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：修太郎は家を出て、学校も行かずにバイトとかしてるんだよね。

修太郎：ええ、牛ぎゆう丼どん屋やでバイトしてました。

ＧＭ：了りよう解かい。ではある日のこと──。キミがバイト中、客にどんぶりを運んでいると、その客──黒いスーツの男が「星川……修太郎くんだね」と言います。

修太郎：そうですけど……あれ、なんで僕の名前を？

ＧＭ：そう言ったところで、修太郎は店の中に、いつの間にか自分とその男しかいないことに気づく……周囲に展開されているのは、《ワーディング》。オーヴァードのみが持つ、一般人を無力化する能力だ。今は、人払いに使っているようだね。

修太郎：（緊きん張ちようした口調で）──何かご用ですか、オーヴァードさん。

ＧＭ：「そんなに警けい戒かいしなくても大だい丈じよう夫ぶさ。私わたしはそう……スカウトマンのようなものだ。キミを誘さそいに来た、ね」

修太郎：その口調は明らかに悪い組そ織しきの勧かん誘ゆう員いんじゃないですかっ!?（笑）

ＧＭ：あれ、おかしいな、なぜか口調が怪あやしく（一同笑）。気を取り直して……「キミのことは調べさせてもらった。能のう力りよくを恐おそれ、その能力が日にち常じようを壊こわすことに怯おびえて……学校にも通わず、転々と逃とう亡ぼう生活を送っている……そうだね？」

修太郎：他人に迷めい惑わくをかけるの、嫌きらいなんですよ。……あなたも他のお客さんに迷惑なんで、帰ってくれませんかね？

ＧＭ：「ははっ、まあそう邪じや険けんにするものじゃないよ。──もし、キミのその力を隠かくさずに通える学園が……あるとしたら？」

修太郎：なっ、なんだって!?　──いや、そっ、そんな学校があるわけないよ！

ＧＭ：「あるのさ……それは絶ぜつ海かいの孤こ島とうにある、洋上の学園都市。生徒の半分はオーヴァード。我わがオーヴァードアカデミアなら……誰だれでもウェルカム」（一同笑）

修太郎：くっ、怪しい……怪しいよこの人っ！

ＧＭ：い、いかん、どんどん怪しくなる。そうだ、パンフレットを見せよう。

修太郎：パンフレット！　そういうのもあるのか……。

ＧＭ：パンフレットには、学園の概がい要ようや風景、そして学園の中で能力を解放した生徒たちの姿が写っています。山の中でオリエンテーリングをしながら、なぜか巨きよ大だいな熊くまと戦っている生徒がいたり、マラソン大会で背せ中なかから翼つばさを生やして飛んでいたり。

透子：すごい学園だ（笑）。

れい：（インタビューへのコメント風に）──この学園に来てから、あたしは開放的な性せい格かくになりましたっ！（一同爆ばく笑しよう）

透子：れいは色んな場面に写ってそう（笑）。

れい：もう写りまくりだよっ!?（一同笑）すっごい笑顔でピースとかしてる。

修太郎：くっ、なんて魅み惑わく的てきな文もん句くなんだ（笑）。……でも、ちょっと透子ちゃんのことを思い出して、真顔になる。

ＧＭ：「……星川くん？」

修太郎：──噓うそだよ、そんな風に、オーヴァードが普ふ通つうの人みたいに過すごせる場所なんて……あるわけないんだ。

透子：私、後ろの方でちょっと見切れて、顔半分くらい写ってるぞ（笑）。

修太郎：あれ、透子ちゃん!?（一同笑）　……い、いや、でも見み間ま違ちがいだよ、あれから何年も経たってるし……ちょっと銀ぎん髪ぱつとプレパラートに見覚えがあるけれど（笑）。

ＧＭ：「……我がオーヴァードアカデミアは、内ない密みつだが、大だい企き業ぎようによる協きよう賛さんも得ている。もし、経けい済ざい的てきに厳きびしいようなら、学費と生活費は保ほ証しようしようと思っていたのだが」

修太郎：あ、じゃあ行きます。

ＧＭ：即そく答とうかよ！（笑）では、決心したところで、場面は現げん在ざいに……。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：では現在。甲かん板ぱんの修太郎には、船の行く手に、島が見えてきます。いくつかの山に濃い緑、そしてその合間に、鮮やかに白い建物がいくつも見える。

修太郎：あれが、オーヴァードアカデミア……僕の行く、学園。

ＧＭ：──その時です。船が不意にガクンっと大きく揺ゆれると、船員たちが急に緊きん迫ぱくし、バタバタと走り出す。「ちっ、また出やがったか！」

修太郎：なんだなんだ！　「また」ってどういうこと!?

ＧＭ：「このあたりにはな、レネゲイドの影えい響きようで巨きよ大だい化かした水すい棲せい生物が出しゆつ現げんすることがあるんだよ。最近増ふえててなぁ」

修太郎：聞いてないよ!?（一同笑）

ＧＭ：水面からは、巨大な触しよく手しゆが何本も飛び出て、船体に絡からみつきます。

修太郎：なっ、なんじゃこりゃー!?

ＧＭ：巨大なイカのような、オーヴァード生物……ＥＸレネゲイドですね。暴ぼう走そうしているようです。背はい後ごでは「全速で振ふり切きれ！」「船長！　スクリューに触手が！」と声が上がり、それに渋しぶい声の船長が、「……イカんな」と答えたりしている（一同笑）。

修太郎：い、イカはともかく、避ひ難なんしたりした方がいいのかな!?　きょろきょろ。

ＧＭ：うん、キミが避難しようと手すりから手を離はなしたところでだね……ひときわ大きく船が揺ゆれ──キミは海へと落ちていく。

修太郎：落ちた────っ!?（一同爆笑）そんなっ、たす……うわがぼごぼがぼっ！

エナ：じっ、ＧＭが何か言う前に勝手に溺おぼれたっ!?（笑）

ＧＭ：うん。そこにはただ揺れる海面のみが映うつし出だされ、キミの姿すがたはない。

修太郎：ぼ、僕の青春が……始まる前に、終わってしまった……（笑）。

ＧＭ：修太郎のオープニングは２シーンあるんで、よろしく（笑）。では、次のシーンへ。




　陽光に煌きらめき、波が揺れる。こうして、修太郎の青春の日々が始まった。

　……始まった？



侵蝕率　オーヴァードの体内のレネゲイドウィルスが、どの程度活性化しているかを表わす数値。シーンに登場したり、能力を使用することで上がっていく。









◆Opening02◆硝子がらすのメモリー　Scene Player ─── 御影透子




　オーヴァードアカデミア、高等部校こう舎しや群ぐんの一角。

　薄うす暗ぐらい理科準じゆん備び室しつの中には、いくつものガラス細工が並ならんでいる。

　御影透子──ガラスを操あやつる少女は、そこでいつものように放課後を過すごしていた。




透子：私のシーンか。登場の侵蝕率は……３。37になった。

ＧＭ：透子さんは今、根ね城じろにしている理科準備室にいます。なので、放課後ですね。

透子：私は棚たなに並んでいるガラス製せいのオブジェ──工芸品を磨みがいている。

修太郎：こ、工芸品……。どこが理科準備室なのだろう……（笑）。

透子：ちゃんと、趣しゆ味みで集めた石とかキノコを詰つめたガラス瓶びんも並んでいるぞ（笑）。




　ガラス細工を磨きながら、透子はひとりの少年を思い出していた。

　星川修太郎……かつて、傷きずつき、ひび割われた彼かの女じよを救ってくれた幼おさななじみ。




透子：やはり、行き先も告つげずに別れてしまったのは残念だな……ふぅ、と溜ため息いきをついている。……久ひさしぶりに修太郎のことを思い出してしまった。

修太郎：絶ぜつ賛さん、遭そう難なんしています（笑）。

ＧＭ：久しぶりに思い出したってことは、虫の知らせかもしれないですね。

透子：うむ……久しぶりだ。一時間ぶりくらいかな。

修太郎：全然久しぶりじゃない!?（一同笑）

透子：一時間ぶり六度目の回想。

修太郎：甲こう子し園えんみたいに言った!?（一同爆笑）

透子：とにかく、思い出にふけりつつ、今度はガラス瓶に新しいキノコを詰つめたりしている。……やはり私の前ぜん世せはアカアザタケだと思うのだがどう思う、ささき？

ＧＭ：いたのか、無道ささき。じゃ、「むにゃむにゃ、もう食べられないぞー」（笑）

透子：ささきはいつも寝ねているな。やれやれ、仕方のないヤツだ。

ＧＭ：さて、そこに来客があります。ノックが響ひびき……入ってきたのは、生徒会長──雲雀宏一ですね。「や、御影くん、今いいかな？」

透子：キノコをガラス容よう器きに詰めながら……見ての通り私は今、忙いそがしい。ちなみに、この白いキノコがアカアザタケだ。真っ白だが、傷きずつけると血のように赤い色が滲にじむ。

ＧＭ：「こわっ！　こわいよ御影くん！」（笑）

透子：ちなみに実じつ在ざいするぞ。……で、何の用だ？

ＧＭ：雲雀は冷たくされても笑顔のままで、「御影くんみたいな優ゆう秀しゆうなオーヴァードが、こうして力を寝かせているのはもったいないなーって。生徒会、手伝ってみない？」

透子：ふん、その話なら何度も断ことわったはずだ。

ＧＭ：雲雀は「あ、そう？　残念だなー」と言いつつ、めげた様子もなくニコニコしている。

透子：……相変わらず、腹はらの底の読めない男だ。無む視しして作業を続けよう。

ＧＭ：「ところで御影くん、今日、この学園に転校生が来るんだけどね」

透子：（淡たん々たんと）興きよう味みがないな。

ＧＭ：「そう？　その彼かれ……あ、星川修太郎くんっていうんだけど──」

透子：がしゃーん！　と持っていたガラス瓶を落とす（笑）。……（動どう揺ようした声で）ほほほっ、ほしかわっ、しゅうたろうだとっ!?

ＧＭ：「ん？　どうかしたのかな、御影くん？　ずいぶん驚おどろいているねぇ。あっ、もしかして彼──星川修太郎くんとは、知り合いなのかな？　奇き遇ぐうだねぇ」（笑）

透子：（動揺して）そっ、それはその、もしかしたら、だが……っ！

ＧＭ：「へぇ～？　そうなんだ。知り合いだとしたら、再さい会かいが楽しみだねぇ」

エナ：これ、絶ぜつ対たい過か去このこと知ってて持ち出してるよねぇ（笑）。

透子：どっ、同どう姓せい同名の人物かもしれん！　そんなに気になっているわけではないが……気になっているわけではない、がっ！　……どういう経けい緯いでこのアカデミアに来ることになったのか……聞いてやっても、やぶさかではないぞ？（一同笑）

ＧＭ：寝ているささきが「ツンデレかよー！　……むにゃむにゃ」（一同笑）

修太郎：ね、寝ね言ごとでメタなツッコミを……便利だ（笑）。

ＧＭ：雲雀はニコニコしつつ……「彼は中学生になったあたりでオーヴァードに覚かく醒せいしたらしくね、それ以来、学校には通わず、家も出てしまって放ほう浪ろうしていたそうだよ」

修太郎：なんでそんなに詳くわしいの!?（笑）

ＧＭ：「そのせいで、アカデミア側の職しよく員いんも、捕ほ捉そくが遅おくれたってことでね。二年生の、こんな時期にまで入学が遅れてしまったらしい」

透子：……修ちゃん──修太郎が、オーヴァードに……。あの家も出て……。

ＧＭ：「やっぱり知り合いかい？　いやぁ、奇遇だね。世の中は不思議なもんだな～。じゃ、あんまり邪じや魔ましちゃ悪いから、このへんで失礼するよ」……雲雀は、勝手に納なつ得とくしたように、理科準備室を出て行こうとします。

透子：──べ、別に、会いたいとか、今すぐにでも会いたいとかではないがっ！　だが、そ、その修──星川とかいうのが着いたら、会ってもやぶさかではないぞ！　なんなら、すぐにでも連れてきてもいいんだぞっ、たまたま、今は暇ひまだからな！

れい：さっき忙しいって言ってたのに！（笑）

ＧＭ：背せを向けた雲雀は小さな声で「うん、やっぱり〝彼〟は使えそうだね」と独ひとり言ごとを漏もらします。

修太郎：な、なんか腹はら黒ぐろいムードが……！（笑）

ＧＭ：雲雀はそのまま退たい場じようしていきます。で、ささきが「素す直なおじゃないな～、透子は～」。

透子：う、うるさいぞ、ささき！

ＧＭ：「……むにゃむにゃ」

修太郎：寝言かよ！（笑）

透子：じゃあ、ちょっと頰ほおを赤くして……うっ、うんっ！　って咳せき払ばらいとかして（笑）、こっそり置いてある、小学生の頃ころの、私と修太郎の写真の入った写真立てを手にする。……本当に、修ちゃんなの……か？　と、呟つぶやく──。




　ガラスの板で保ほ護ごされたその写真には、幼おさない、少年と少女が手を握にぎり合って──色いろ褪あせぬまま、写っていた。




ＧＭ：では、その写真立てのガラスに──ヒビが入ります（一同笑）。シーン終しゆう了りようです。







◆Opening03◆恋こいはいつでもハリケーン　Scene Player ─── 光月れい




　海が……見たかった。恋に悩んだ乙女おとめは、海を見るものだって本で読んだから。

　恋……あたしの運命の恋は、一体どこにあるんだろう。教えて……海！




ＧＭ：と、いうわけで、次はれいちゃんのオープニングです。

れい：はいっ！　どっきどきです！　あ、侵蝕率は６上がりました！　40！

ＧＭ：このシーンはどういうシーンかといいますと……。

れい：一ひと目め惚ぼれしますっ！

ＧＭ：はい、その通りでございます（一同笑）。

透子：一目惚れというのはつまり、見た目に惹ひかれた、ということだな？

れい：いやーんっ！　ちがうよぉっ！（笑）

透子：だが、一目惚れなんだから他に理由はないだろう？（笑）

エナ：もうさ、寝言でもいいからさー、あの、言って欲しいってやつ、「そのままのキミでいい」だっけ、あれを言えばいいんじゃない？（笑）

ＧＭ：いやいや、それは……。

れい：それっ！　それがいいです！　それでお願いしますっ！（一同笑）

修太郎：ほっ、本気かい……？（笑）

れい：あたしはいつでも本気よっ！（一同笑）

ＧＭ：……と、とにかくシーンを始めよう（笑）。……場所はですね、浜はま辺べです。

修太郎：浜辺……だと……？（[image: ←]なぜか震ふるえ始める）

れい：いい男がいないんで、悲しみのあまり海を見に来ました（笑）。

ＧＭ：じゃあそれで（笑）。そうすると──浜辺にひとりの少年が打ち上げられてます。

修太郎：うおーっ！　やっぱりかーっ！（一同笑）何度目だ！　アリアンロッドでも、セブン＝フォートレスでも、僕はいつだって浜辺に打ち上げられてきた！




　大畑顕──。様々なリプレイで、浜辺に打ち上げられることに定てい評ひようのある男である。




ＧＭ：うん、打ち上げられてるねー。……じゃ、侵蝕率上げて（笑）。

修太郎：ぐっ……８！　うおお……僕の中のレネゲイドが騒さわいでいるっ。

ＧＭ：でも気き絶ぜつしてるよ。

修太郎：レネゲイドは騒さわぐけど気絶してます。

れい：じゃあっ、男の人が倒たおれてるんでっ、心配して駆かけ寄よる！　だいじょうぶー？　って。

修太郎：うう……イカ……イカが……っ（一同笑）。

エナ：イカはもういいんだ。それより早く言うんだ。「そのままのキミでいいよ」って（笑）。

修太郎：ほっ、ホントに言うのかっ!?　う、うう……そ、そのままの、キミで……（笑）。

透子：（すかさず）それは昔むかし、透子に言った言葉だな。気絶したので、その時の夢ゆめを見ているのだろう。透子が自分の力に怯おびえて……（幼い女の子の声で）えーん、えーん……。

修太郎：うう……な、泣かないで……っ。




　この動き！　この、他人のシーンでさりげなく、幼おさななじみとしての自分をアピールする動きを、読者諸しよ君くんは是ぜ非ひ覚えておいて欲ほしい。

　ていうか……片岡さんマジ策さく士し──と、この時ＧＭは慄りつ然ぜんとしていたのだが、しかしこの後、佐藤有世──光月れいによる反はん撃げきが始まるのである。




透子：（幼い声で）えーん……修ちゃん……みんながわたしをいやだっていうのっ。

修太郎：う、うぅ……泣かないで……大丈夫だから……。無理なんかしなくていいんだ……キミは……そのままの、キミでいいんだ……（一同笑）。

れい：ちょっと、それ……どっ……！

一同：ど？




れい：どっきんマイハートッ!!



















一同：どっ……どっきん……マイハート！（爆笑）

ＧＭ：なっ、ど、どういう表ひよう現げんなんですかそれはっ!?

エナ：こっ、言葉の意味はわからないが……とにかくすごい響きだ……！

透子：ど、どっきん……っ！（[image: ←]大受けしている）

修太郎：マイハート……っ！（[image: ←]悶もん絶ぜつしている）

れい：どうしたらいいのっ!?

ＧＭ：えっ、俺おれが質しつ問もんされてる!?

れい：これって運命じゃないっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：え？　いや、まあ……そう、かな？

れい：そうなのよ！　もうっ、体中に電でん撃げきが走る！

ＧＭ：じゃ、じゃあ、それが刺し激げきになって修太郎は目を覚ます（笑）。目の前にいるのは、泣いている透子ではなく、見知らぬ……目をハート型にした少女。

修太郎：ここは、どこ……っ！　キミは？　あの、パンフレットで見た……あれ？

れい：これが──運命なのね！

修太郎：う、運命……？　ディスティニー？

れい：ディスティニーよ!!

透子：なんだこの会話……（笑）。

ＧＭ：じゃあですね、このどこまでも頭が悪くなっていく世界を救うために、海から巨大なイカが登場します（一同笑）。




　れいと修太郎の背後で、盛せい大だいに波なみ飛沫しぶきが上がる。

　そこに現あらわれたのは、大王イカが変へん異いしたような、巨大なＥＸレネゲイド。修太郎を海に落とした怪かい物ぶつだ。




ＧＭ：で、その触手が、れいに向かってすごい勢いきおいで──あっ！

修太郎：……？　どうしたんだろ？

ＧＭ：うん……触手がね……れいに攻こう撃げきするじゃない？　修太郎はさ……どうする？

修太郎：かばいますね。ガードキャラですし。

ＧＭ：うん、そうなるよね……そこで一目惚れすればよかったんじゃない？

エナ：……そう、だね。

修太郎：ま、まあ、カバーリングしますよ！（笑）




　凄すさまじい速度で襲おそう触手。

　だが、れいに攻撃が届とどく直前、少年が飛び出した！

「危あぶない！」

　岩をも砕くだく強力な一いち撃げき……だが、いつの間にか少年の前に浮うかび上あがった球体が、盾たてのように形を歪ゆがめると、触手の衝しよう撃げきを受け止める。




修太郎：背後の女の子に──大丈夫かい？

れい：お名前はっ!?（[image: ←]いきなり）

修太郎：え？　……ええと、星川、修太郎だけど。

れい：ほっしーね！

修太郎：ほ、ほっしー？（一同笑）　ええと、ここはどこかな……あと、このイカは危ないんで、逃にげた方がいいよ。僕が食い止めている間に！

れい：あたしはれい！　光月れいよ！（[image: ←]聞いてない）

修太郎：……こ、光月さん……？

れい：いや！　れいって呼よんで（一同爆笑）。




　巨大イカを見事に無視して会話（？）を続ける光月れい。

　大物である。




ＧＭ：えー……イカはキミたちが無視するんで、「イカーッ！」と、イカりの咆ほう吼こうを上げて、残りの触手で攻撃してきます（一同笑）。

れい：ちょっと、うるさいわねっ！




　瞬しゆん間かん。光が煌きらめいた。

　レネゲイド技ぎ術じゆつにより光月れいのバックパックに収しゆう納のうされた強化外がい装そう型がたサイバーアームが瞬しゆん時じに展開。彼女の右みぎ腕うでを、鋼はがねの外装で包つつみ込こむ。




れい：運命の邪じや魔ましないでよね!?




　シュンッ──！

　空気が震え、次の瞬間。巨大なＥＸレネゲイド──イカの姿は消えていた。

　衝撃を受けて円えん筒とう形けいにえぐられた海が、波を立てて戻もどっていく。




修太郎：い、イカが……お星様になって……（笑）。

れい：大丈夫。ほっしーのことはあたしが守ってあげる！

修太郎：いやあの……キミは、強いんだね、すごい能力だ。

れい：（急にもじもじして）……変な風に思わない？

修太郎：え？　思わないよ。それで助けてもらったし、すごいじゃないか。

れい：この力のことも、褒ほめてくれるのね！　……やっぱり、これって運命なんだわ！

修太郎：運命？　さっきから運命っていったい……。

ＧＭ：このへんでシーンを締しめましょうか。──溺おぼれてすぐ激はげしく動いた修太郎は、そこで意識が遠のいていきます。

修太郎：……運命とはいったい……うごごご……（笑）。（[image: ←]気絶した）

ＧＭ：遠くから、サイレンの音──沿えん岸がん警けい備び班はんでしょう──が響ひびいてきますね。

れい：じゃあ、あたしはほっしーの頭に手を乗せて、呟つぶやきます──。




「見つけたわ──あたしの、運命の恋」

　水平線に、夕日が沈しずんでいく。

　気絶した少年を膝ひざに乗せ、巨大な鋼こう鉄てつの拳こぶしでその髪かみを撫なでながら、少女は、夕日と恋に頰ほおを染そめ、幸せそうに微笑ほほえんでいた。







◆Opening04◆エナのパーフェクト生徒会活動　Scene Player ─── エナ・ソフォス




　あたいは天才だ。そのあたいに、生徒会長みずから頼たのみがあるという。

　仕方がない、ひとつ聞いてやろうではないか。なにしろ、あたいは天才だからな。




ＧＭ：えー、混こん迷めいを深める一方のオープニングフェイズですが（一同笑）。──話を進めるため、満を持して監かん視し役やくのシーンです。

エナ：あたいだー！

ＧＭ：お前かーっ！（両手で顔を覆おおう）

エナ：大丈夫大丈夫、あたい天才だから（一同笑）。

ＧＭ：まあいい……シーンは生徒会本部。雲雀に呼よび出だされたところです。




　生徒会本部ビル。高等部校舎群の一角にある、真新しいインテリジェンスビルである。いくつかの委員会本部も入っているが、基き本ほん的てきには生徒会が管理するビルだ。




ＧＭ：その最上階にある生徒会長室に、キミはやってきた。

エナ：（ドアをばーんと開ける仕草）あたいがきたぞーっ！

ＧＭ：（両手で顔を覆う）バカだーっ！

エナ：あたいだー！　あたいがきたぞー！（一同爆笑）

ＧＭ：どうしようこのバカな子こ供ども！　ですが雲雀はうろたえません。手に携けい帯たい電話を持っていて、「ああ、すまない。今電話中でね、少し待ってくれるかい？」。

エナ：おー。

ＧＭ：「（電話の向こうに）……なるほど、船や積み荷に被ひ害がいはなかったんだね？　それはよかった。──その彼は？　気絶してる？　……ああ、寝ているだけなんだね」

透子：これは、修太郎のことだな。

ＧＭ：そうです。「（電話の向こうに）うん、そのまま寮りように運んで寝かせてしまえばいいよ。……じゃ、よろしく」──と、雲雀は笑顔のまま電話を切って、エナに「待たせたね」。

エナ：勝手に戸と棚だなを開けてお菓か子し食ってる（一同笑）。

ＧＭ：雲雀は特に突つっ込こみません。スルーして、「いやぁ、まいったよ。色々と物ぶつ資しを積んだ輸ゆ送そう船せんが、巨大なイカに襲おそわれたそうでね」（一同笑）。

エナ：なんか最近イカ多いなー。よく出しゆつ没ぼつしてるって聞くよ。付ふ属ぞくシナリオとか（笑）。




　オーヴァードアカデミアを舞台にしたシナリオも付属した追加ステージ集『ディスカラードレルム』、富ふ士じ見み書しよ房ぼうから好こう評ひよう発売中。シナリオにはイカ（？）も出ます。




ＧＭ：「まあ、イカの話はいいんだ。キミに来てもらったのはね……新しい組織の立ち上げに関する話なんだ」

エナ：……。あたいは無言でスルメをしゃぶっている（一同笑）。

ＧＭ：「知っての通り、このオーヴァードアカデミアは近年、急速に生徒数を増ふやしている。これは、世界的なオーヴァードの増ぞう加かを受けたものだ」

エナ：……。（[image: ←]スルメをしゃぶっている）

ＧＭ：「それに伴ともなって、アカデミア内部でも、レネゲイド、オーヴァードに関かかわる事じ件けんやトラブルが急きゆう増ぞうしているのは確たしかだ……エナくん、聞いてるかい？」

エナ：うん。（[image: ←]スルメをしゃぶっている）

ＧＭ：「スルメが気に入ったのかい？」

エナ：うん（一同笑）。

ＧＭ：「……そこで、生徒会内部に、新たに特とく務む組そ織しきを新しん設せつし、対たい処しよにあたることにした。キミにはその新組織のメンバーとなって、他のメンバーのサポートをして欲しい」

エナ：他のメンバーってだれ？（[image: ←]食べ終わったらしい）

ＧＭ：「ふむ、それは資し料りようを……」と、雲雀はやたら散らかった机つくえの上をごそごそ探さがし始める。「えーと……どこだっけな」って言うと、「こちらです」と、いつの間にかそこに立っていた男子生徒が書類を渡わたしてくれる。

エナ：この天才のあたいに気づかせずに侵しん入にゆうするとは！

ＧＭ：というか、最初からいました。彼は生徒会副会長のひとり、影かげ田たくんです。えー、彼はとても雰ふん囲い気きの……えーと、なんといいますか──。

透子：影かげが薄うすい？

ＧＭ：そう、その通り。影の薄い人。

れい：ひどい言われよう……（笑）。

ＧＭ：で、書類を渡すと、雲雀が「ありがとう、シャド田くん」「影田です、会長」（一同笑）。

[image: ]

透子：シャ、シャド田くん……（笑）。

エナ：（雲雀になって）「いつもご苦労様、シャド田くん」

ＧＭ：「影田です」……で、影田くんから資料を渡された雲雀が「あー、これこれ」って言いながら、エナに資料の束たばを渡します。一番上にタイトルが書いてあって、「第三生徒会設せつ立りつに関しての資料」とある。

エナ：第三……あたい天才だから知ってるんだけど、第二生徒会って存そん在ざいしないよね？

ＧＭ：雲雀は笑顔で、「第二は語ご呂ろが悪くてねー」（一同笑）。

エナ：語呂かぁ……それじゃーしょうがないね。

ＧＭ：で……エナの聞いた、他のメンバーですが、資料をめくると、もう鳴り物入りで、ばばーんと、「御影透子」「光月れい」のふたりが載のっています。

エナ：じゃ、資料をめくって、ふたりを見て……まじで!?　って驚く（笑）。

ＧＭ：雲雀はにこにこしながら、「ふたりとも、我がアカデミアの誇ほこるＳランクのオーヴァード。これ以上の人材はないだろう？」。

エナ：えー？　あのふたりが、黙だまって従したがうわけないじゃん！

ＧＭ：「そこに気づくとは……やはり天才か」（一同笑）

エナ：うん……あたいは天才だけど（笑）。

ＧＭ：「さすがはエナくん！」と肩かたをポンポン叩たたいて……「でも、僕には秘ひ策さくがあるんだ」。透子とれいのふたりの後に、もうひとり。キミが見たことのない人物がリストに入っている。

エナ：しらないやつだなー。

ＧＭ：名前は星川修太郎。写真もついてますね。気絶しているようだ。

エナ：なんか、ワカメとかついてるぞ!?（笑）

修太郎：おかしいでしょ!?　いつ撮とったの!?

ＧＭ：雲雀は「気絶した彼が病院に運ばれてね、そこで撮ったのさ」と（笑）。

修太郎：シーンの外に返事するなよ!?（一同笑）

エナ：このワカメくんは何者だー？

ＧＭ：「彼は星川修太郎くん。彼がいれば、御影さんや光月さんを、制せい御ぎよできるはずだ」

エナ：マジか。

ＧＭ：「マジさ」

エナ：こいつが、その秘策ってやつなのか……ふーむ、と首を傾かしげていよう。

ＧＭ：「エナくん。天才たるキミの役やく割わりは、まず、他のメンバーのフォローとなる。オーヴァードとしての実力は高いとはいえ、生徒会活動には素人しろうとのふたりと、転校生の星川くんだけでは、事じ務む処しよ理りもままならないからね」

エナ：まかせて、あたい天才。

ＧＭ：「そして、もうひとつ──」雲雀の眼鏡めがねがキラーンって光ります。

エナ：光った！

ＧＭ：「……星川修太郎くん。彼を──見み極きわめて欲しい」

エナ：……見極める？

ＧＭ：「そう。この学園にとって、彼がどういう存在になるのか。どのような影えい響きようを与あたえるのか……もし、危き険けんすぎるようなら、キミの独どく断だんで……〝処しよ分ぶん〟してくれて、構かまわない」

修太郎：どどど、どういうことなの!?（一同笑）

ＧＭ：「僕が知るわけがないだろう。シナリオ作ったのはキャラができる前なんだから」

修太郎：メタなこと言うなよっ!?

エナ：なるほど……（ごくり）じゅーよーな役割……だな。

ＧＭ：「無む論ろんだ。天才であるキミに、重要でない役割など与えるわけがない」

透子：こ、こいつ、エナを操あやつるために適てき当とう言っているだけなのでは……（笑）。

エナ：よし、あたい天才だし、生徒会長のたっての頼たのみとあれば、その仕事、引き受けよう！

ＧＭ：「ふっ、頼たよりにしているよ。天才であるキミにしか頼めないことだ」

れい：うさんくさいー（笑）。

エナ：よっし、じゃあこれでシーンは終わりかな？

ＧＭ：うむ。

エナ：（ドアをばーんと開ける仕草）あたいがかえるぞーっ！




　元気よく部屋を出て行く天才、エナ。

　生徒会長、雲雀宏一はその背中を見送って……真しん剣けんな口調で呟つぶやいた。

「本当に──重要な仕事なのさ。頼んだよ、エナくん」



オーヴァードの増加　『ＤＸ３』の世界では、この数年、立て続けに世界的なレネゲイド関連事件が発生し、それに伴って、オーヴァードが増加しつつある。









◆Opening05◆はじめてのアカデミア　Scene Player ─── 星川修太郎




　目が覚めると、知らない天てん井じようが見えた。

　物の少ない部屋。唯ゆい一いつ、わずかな私し物ぶつを詰つめたバッグだけが、見覚えのある品だった。




ＧＭ：では……オープニング最後のシーン。修太郎の２シーン目です。

修太郎：なん……だと？　れいちゃんのシーンが２シーン目じゃなかったのか！

ＧＭ：実じつ質しつ３シーン目だね。ははは……さあ侵蝕率を上げてくれたまえ。

修太郎：ひぃっ！　９上がった！　まだオープニングなのに既すでに51だと？　うごご……。

ＧＭ：はっはっは。修太郎は寮の部屋で目を覚まします。ドアの向こうからは、若わか者ものたちが眠ねむたげに喋しやべりながら歩いている気配。時計を見ると、翌よく日じつの朝のようです。

修太郎：あれ、僕は海に落ちて……。色々ありすぎて……どこまで夢ゆめだかわからないな……と思ったところで、お腹なかが「ぐー」と鳴ります（笑）。食堂とかあるのかな……。

ＧＭ：食堂を探しに廊ろう下かに出ると──突とつ然ぜん、キミの背中が、バーン！　と叩たたかれます。

修太郎：うおっ、だ、誰だよもう!?

ＧＭ：えー、快かい活かつそうな男子生徒ですね。彼は眩まぶしい笑顔で言います。「よう転校生！　元気ないなぁ！　もっと熱くなれよ！」（一同笑）

修太郎：じゃあ、バンって叩かれて、げほげほ咳せき込こんでます。……誰？（笑）

ＧＭ：「俺はこの寮の副ふく寮りよう長ちようだ。わからないことがあれば、なんでも聞いてくれよ、転校生！　俺は保ほ健けん委員会にも所しよ属ぞくしてるし、サークルも色々所属している！　なんでも聞いてくれ！」……えー、まあ説明用のＮＰＣですね。エキストラです。

修太郎：あ、ありがとう……ええと、学年は同学年なのかな。

ＧＭ：はい。二年生です。名前は、そうですねぇ……「俺はコウノスケ！　よろしくな、修太郎！　俺のことはギャルゲーに出てくる情じよう報ほう通つうの友人みたいなものだと思ってくれ！」。

[image: ]

修太郎：なんて学園っぽいんだ！　と嬉うれしくなる（一同笑）。

透子：修太郎……現実の学園を知らないから……不ふ憫びんだ（笑）。




　歩きながら、コウノスケは色々と教えてくれた。

　ここは春はる風かぜ寮りよう。アカデミアにいくつかある学がく生せい寮りようの中でも、比ひ較かく的てきベーシックな寮だ。男だん子し寮りようは少々ボロだが、女じよ子し寮りようは綺き麗れいな新しん築ちくらしい。

　修太郎は昨日、気絶したまま運はこび込こまれて、寝ねかされた。特に怪け我がなどはないということで、保健委員であるコウノスケが、様子を見ることにした……とのことだ。

　そんなこんなで食堂につき、食しよつ券けんで朝食を購こう入にゆうするふたり。食券は、修太郎のように学費免めん除じよの生徒は、学園から支し給きゆうされる。




修太郎：ご飯を食べつつも、顔色悪い感じで。侵蝕率が……！（笑）

ＧＭ：「大丈夫か？　顔色悪いぜ、オープニングなのに、登場するのはもう３シーン目だ……みたいな顔してるぜ？」（一同笑）

修太郎：メタな発言の多いやつだな！（笑）

ＧＭ：で、彼はジュースをひとつ置きます。「この『スペリオルミックス』は俺からのサービスだ。まずはこれを飲んで落ち着いて欲しい」……飲むと、以後、登場した際さいの侵蝕率上じよう昇しようがマイナス１されます。

修太郎：マジで？

ＧＭ：マジで。『ディスカラードレルム』掲けい載さいの、アカデミア専せん用ようアイテムです。

修太郎：コウノスケ……お前、いいやつだな……。

ＧＭ：「まあ俺の出番はこのシーンで終わりだけどな」（一同笑）

修太郎：きっと次のシナリオでまた会えるさ。もしかしたらロイスを取るかもしれない……僕はそのくらいキミに感かん謝しやしているんだ（笑）。

ＧＭ：「気にするなって、ちょっとお節せつ介かいなだけさ。一いつ緒しよに熱くなろうぜ」（笑）

エナ：おまえら……バカだろ（笑）。




　食堂の中心で、がっちりと手を握にぎり合う少年たち。美しい友ゆう情じようのはじまりであった。




ＧＭ：えー、さて、朝食を終えた修太郎は、学園に行く……でいいよね？

修太郎：行きます行きます。友達もできたし、体が軽い。

ＧＭ：では、春風寮を出て高等部校舎群の方へと向かいます。




　学園都市は、開発が始まってからまだ十数年ほど。

　新しい建物が並ならぶ町まち並なみに、多くの生徒たちが歩いている。




ＧＭ：で、中にはこっそり宙ちゆうに浮ういて重力制せい御ぎよで移動してる生徒とか、足が動物に変化して疾しつ走そうしている生徒とかいて、風紀委員会の腕わん章しようをつけた生徒に見つかって怒おこられてます。ピピーッ！　「そこ！　無む許きよ可かのエフェクト使用は禁きん止しです！」

修太郎：その光景にショックを受ける……本当に、オーヴァードが力を隠かくさないで過ごせるんだなぁ、ここは……。

ＧＭ：「修太郎はオーヴァードなのか？」と、一緒にバスに乗っているコウノスケ。

修太郎：ああ、そうだよ。ここは確たしか、一いつ般ぱん人じんとオーヴァードが半々なんだっけ。

ＧＭ：「そうだな。ま、オーヴァード生徒も、ほとんどは、たいして役に立たないエフェクトしか使えないんだけど……でも、いいよなぁ、俺もかっこいいエフェクト使ってみたいぜ。サラマンダーシンドロームがいいな……熱くなりてぇ……」（笑）

修太郎：……そんな、いいものじゃないさ。いろいろ、辛つらいこともあるんだ。

ＧＭ：「そうか、そういうもんかもな」と、コウノスケは特に逆さからわずに言って……「お、着いたぜ、学がく園えん中ちゆう央おう駅。ここからまた少し歩くけどな。俺は別の校舎だけど、案内図見ていけばわかるから……じゃあな！」

修太郎：おお、またな！　……しかし、ほんと、広い学園だなー。




　学園中央駅。学園島内を走る路面電車の中心となる駅だ。

　中等部と高等部の校舎群、そして市街区の中心に近く、学園島内でもっとも人通りの多い、賑にぎやかな一角である。

　駅の近くには、巨大な液えき晶しようモニタが据すえられている。学園に関かかわるニュースや連れん絡らく事じ項こうを流す、掲けい示じ板ばんの役割を果たすものだ。なお、掲示板は学園島内の主立った駅などに設せつ置ちされ、内ない容ようはネットでも確かく認にんできる。
















ＧＭ：バスから降おりた修太郎は、その掲示板を大おお勢ぜいが見上げているのに気づきます。

修太郎：おー、なんだろう？　掲示板かぁ！　うーん、学園っぽいなぁ。これから、ここで学園の行事が色々発表されるんだろうなぁ～！　わくわくするぞ！

エナ：……なんでそんなテンション高いの？（笑）

透子：ほら、修太郎、学校にちゃんと通ったことないから……。

修太郎：ヒューッ！　掲示板にはどんなニュースが出てるんだい？

ＧＭ：映し出されたのはこんな文字列です。「第三生徒会設立のお知らせ」

修太郎：うっひょー、さすが巨大学園都市だ！　生徒会がみっつもあるのかぁ！

ＧＭ：「第三生徒会は、急増するレネゲイド関連の苦く情じようや相談に応こたえ、みなさんの悩なやみを速すみやかに解かい決けつするために設立されました」

修太郎：いやー、大変な部ぶ署しよだなー。オーヴァードばかりを相手にするのかぁ。

ＧＭ：「選えりすぐりのオーヴァード生徒を集めた、万ばん能のう解決集しゆう団だん！　それが、アカデミア第三生徒会です！」　そして画面はさらに切きり替かわり──。




「第三生徒会生徒会長には、高等部二年、星川修太郎が就しゆう任にんしました」




修太郎：へー、星川修太郎さんかー、大変そうだなー。

ＧＭ：……。

修太郎：……ほし、かわ……しゅうたろう……？（一同笑）

ＧＭ：掲示板には、最後に「高等部二年の星川修太郎くんは、昼休みになりましたら、生徒会長室まで来てください」と出て、別のニュースに切り替わります。

修太郎：そんなのメールで言えよ！　……あ、僕、携帯電話持ってなかった……。

一同：…………。

修太郎：ほら、僕、ずっと家出してたでしょ？　だからね？　ね？

エナ：涙なみだふけよ（ハンカチを差し出す）。

修太郎：泣いてないしキミこのシーン出てないよねっ!?（笑）

ＧＭ：では、修太郎くんが呆ぼう然ぜんとしているところで、シーンが終了します。




　駅の雑ざつ踏とうの中に立たち尽つくし、修太郎は呟つぶやいた。

「僕の学園生活……いったいどうなっちゃうんだ……？」



エキストラ　データをもたないＮＰＣのこと。









◆Inter Scene◆学園の絆きずな　




ＧＭ：んではっ！　オープニングも終了したところで、ＰＣ間ロイスと、それから、各ＰＣのシナリオロイスの感かん情じようを決定していきたいと思います。




▼星川修太郎

修太郎：えー、シナリオロイスの〝オーヴァードアカデミア〟は「Ｐ：憧しよう憬けい／Ｎ：隔かく意い」で。憧あこがれているけど、まだ溶とけ込こめていない感じの……。表にするのはポジティブです。

ＧＭ：了解です。ＰＣ間ロイスは御影透子さんに。

修太郎：幼なじみということで、ポジティブが「友情」。

透子：愛あい情じようでもいいのだが？

修太郎：……ええと、友情で、はい（笑）。ネガティブは「疎そ外がい感かん」。久しぶりだし。




▼御影透子

透子：修太郎には、「Ｐ：好こう奇き心しん／Ｎ：疎外感」で取った。どのくらい変わったのか、どこが変わったのか……と好奇心。成長を実感したりする。疎外感も同じで、こっちは「変わっちゃったなぁ……」という寂さびしさから。

ＧＭ：なるほど。修太郎の成長にスポットを当てたんですね。

透子：思い出メインだと幼い頃の友達から抜ぬけられないので！　あと、恋れん愛あい感情だとは自分では認にん識しきしていない、というのもあって「好奇心」で。

ＧＭ：かっ、賢かしこい……透子さんは知ち恵え者ものだ……！

透子：で、私とれいは──知り合いでいいのだな？

ＧＭ：はい。学園に十数人しかいないＳランク同士ですしね。

透子：では、私はれいのことを──溺でき愛あいしている。「Ｐ：親近感／Ｎ：偏へん愛あい」。

れい：愛されちゃったわ！

ＧＭ：おお、偏愛（笑）。親近感は実は生おい立ちが似にてる部分とか……。

透子：かもしれない。とにかく、「れいは可愛かわいいなー」「れいは私のものだ」と常つね日ひ頃ごろから公言している（笑）。ちなみに、相手の性せい別べつにかかわらずアタック方法は同じなので、すぐ抱だきしめたりする。色いろ仕じ掛かけ。

れい：ちょっともーっ！　フェロモン出してくんなっ！（一同笑）




▼光月れい

ＧＭ：では、れいちゃん。

れい：ほっしーには、純じゆん愛あい！

ＧＭ：きましたねー、純愛（笑）。ド直球で。

れい：そう！　愛しちゃってるから（一同笑）。ネガティブは「恐きよう怖ふ」。見み捨すてられるのが怖こわい……ってどっかで思うけど、でも、表にしてるのはポジティブでっ！

ＧＭ：了りよう解かいです。ＰＣ間ロイスはエナに、ですね。

れい：「尊そん敬けい」と「劣れつ等とう感かん」で、かしこいなー、すごいなーって（一同笑）。




▼エナ・ソフォス

エナ：あたいはＰＣ間ロイスもシナリオロイスも、しゅーたろーちゃんだな。

ＧＭ：そうなります。他のひとより、ひとつ枠が空きますね。

エナ：了解～。では、「Ｐ：庇ひ護ご／Ｎ：憐れん憫びん」で。

ＧＭ：かっ、完全に上から目線だーっ！（笑）

エナ：あたいってば天才だからなー（笑）。

ＧＭ：では、ロイスも結んだところで、ミドルフェイズに入ります。


















ＰＣ間ロイス　ＰＣの間を一巡するように自動で取得するロイス。関係性を表現する。

シナリオロイス　シナリオで指定された対象に取得するロイス。シナリオへの関わりを示唆する。









　　　ＭＩＤＤＬＥ ＰＨＡＳＥ







◆Middle01◆結成、第三生徒会！　Scene Player ─── 星川修太郎




　父さん、母さん、妹よ。もう四年くらい会っていませんが、元気ですか？

　僕ぼくは今、憧あこがれの、〝学園〟に通い始めたわけで。

　でも、そこでは予想もしなかった事じ態たいが次々発生しているわけで……。




ＧＭ：ここからミドルフェイズ。続けて修太郎のシーンになります。転校初日ということで、午前中は各種手続きを済すませ、今は担たん任にんの先生と校内を見て回っているところです。

修太郎：いやー、楽しみだなぁ……ここで勉強したり、部活したり……学園祭や運動会、修しゆう学がく旅行とかもあるのかなぁ。どうしよう……どうしましょう先生!?

ＧＭ：「そうねぇ～、どうしましょうねぇ～」（笑）

修太郎：ゆるい人だ（笑）。……そういえば、どんな先生なんですか？

ＧＭ：ブロンドの女じよ性せい教きよう師しですね。名前は、えーと……ヒロミ・マスケンドール先生。

[image: ]

透子：なんだかすごい名前だな。

ＧＭ：日につ系けい人じんですね。アカデミアでは教師や生徒の国籍は多種多様です。

修太郎：へぇ～……。あ、日本語通じるんですよね。この学園。

ＧＭ：はい。細かく考えると大変だからねー。




　高等部校こう舎しや群ぐんの、教室や特別教室、設備を確かく認にんしていく修太郎とヒロミ。アカデミアでの授じゆ業ぎようは、選せん択たく授業が多く、その分特別教室も大量にある。




ＧＭ：さて、そうしてると……ヒロミ先生が悩なやましげに言います。「うぅ～ん。先生ねぇ～、ランチはイケメンの体育教師と約束してるのぉ～ん。そろそろ準じゆん備びしたいから、誰だれか交代してくれないかなぁ～。あは～ん」（一同笑）

修太郎：あは～んじゃないですよ先生っ!?（笑）

透子：なんだこの教師（笑）。

ＧＭ：「あっ、うちのクラスの子がいたぁ～」……と、そこで、透子さんが登場になります。

透子：ふむ……再さい会かいシーンというわけだな。（小声で）……よし、がんばるぞ。

ＧＭ：「御影さぁ～ん、この、転校生の星川修太郎くんを案内して欲ほしいの～」

透子：無む視しして通とおり過すぎようとしていたのだが──振ふり向むいて……星川……修太郎だと？

エナ：なんかすごいスローモーションになって振り向いたぞ！（笑）

透子：もう、これまで誰だれも見たことがないような、乙女おとめな顔になっている（一同笑）。

ＧＭ：「どっ、どうしたの御影さん!?　これまで見たことがないような乙女な顔になっているわよ!?」（一同爆ばく笑しよう）

透子：（ものすごく華はなやいだ声で）修ちゃ～んっ！（一同笑）

修太郎：急に「修ちゃん」って呼よばれたんで、びっくりしてそっちを見──。

透子：（即そく座ざに）抱だきつきます。

れい：抱きついたーっ!?

修太郎：──抱きつかれるとは思っていなかったんで、受け止めたまま後ろにバターンってこけて、壁かべに後頭部をぶつけて一いつ瞬しゆん意い識しきが飛びます！

れい：気き絶ぜつしたーっ!?（一同爆笑）
















ＧＭ：なに……この攻こう防ぼうは、なんなの……一体何と戦っているの……？（笑）




　一瞬、意識が飛んでいた。

　修太郎が目を開くと──そこには、どこか懐なつかしい面おも影かげを持った少女。

　耳元で、ガラスの板が揺ゆれる。それは確たしか──。




修太郎：透子ちゃん……？　本当に透子ちゃんなのかい？

透子：修ちゃん……。大きくなって……。

修太郎：透子ちゃんこそ……（チラッ）……いろいろ大きくなって（一同爆笑）。

ＧＭ：……今、「大きくなって」のところで、明らかに修太郎の視し線せんが胸むな元もとに。

れい：さい……ってー！（一同爆笑）　最低だわ！（笑）

修太郎：慌あわてて目をそらして……えーと、透子ちゃん、久ひさしぶり。

透子：ああ、久しぶりだな……と、思い入れたっぷりに（笑）。

修太郎：元気そうでよかった……とりあえず、上からどいてもらっていいかな？（笑）

透子：（無視して）修ちゃんもオーヴァードに？

修太郎：あ、うん。あれから、色々あって……それで、この学園に来ることになったんだ。……あの、どいてもらっていいかな？

透子：（無視して）……これからは一いつ緒しよのクラスだね。──また、一緒のクラスだね？

れい：ちょっと何で今言い直したのっ!?（笑）

エナ：細かく過か去こをアピールしているぞ（笑）。

修太郎：そうか、あの人が担任なんだもんね。あの……なんかユルい先生が（笑）。

透子：うん、そう……。……（言い直して）うむ、そうだ。……ちょっと興こう奮ふんして自分の口調を忘わすれていたようだ（一同笑）。そういうわけで、よろしくな、修太郎。

ＧＭ：──で、先生が「なんだか仲良しみたいだし、じゃあ御影さん、校内の案内、よろしくね～ん」って言って去っていきます。「るんるん♪」って（笑）。

透子：──それでは、学園を案内しよう。

修太郎：う、うん、よろしくお願いします。

透子：まずは理科準じゆん備び室しつだ。

れい：連れ込んだーっ!?（一同爆笑）

透子：いやいや、まずは私わたしが常つね日ひ頃ごろ親しんでいる場所を修太郎に紹しよう介かいしようと思ってだな……（後ろ手でドアを閉しめるジェスチャー）。

エナ：ガチャリっ（鍵かぎを閉めるジェスチャー）。

透子：（冷静な口調で）……やっと、ふたりきりだな。

修太郎：と、透子ちゃん？　校内を案内してくれるんじゃないのかい透子ちゃん!?（笑）

透子：（聞いてない）ふぅ、少し暑いな……と言って脱ぬぎます。

修太郎：ちょっと待ったーっ!!

透子：白衣なので、脱いでも服は着ている（笑）。……どうした修太郎、そんなに慌あわてて。

修太郎：いやっ、あの……っ。

ＧＭ：じゃ、そのへんで校内放送が流れます（笑）。「高等部二年の星川くん、星川修太郎くん。生徒会長室まで来てください」

修太郎：はっ！　……ああっ！　忘れてたっ！　第三生徒会だ！

透子：……第三生徒会？

修太郎：う、うんっ、なんだかわからないけど、その会長っていうのにされてて……。

ＧＭ：「──同じく御影透子さん、光月れいさん。生徒会長室まで来てください」

透子：……ほぅ。雲雀め、なにか企たくらんでいるな。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：というわけで、生徒会長室の場面です。全員登場になります。

エナ：全員ってことは、あたいも登場なの？

ＧＭ：うん。エナは直ちよく接せつ、雲雀に呼ばれてて、最初から会長室にいます。エナのいる生徒会長室に、修太郎と透子さんが入ってくる、という感じで。

透子：じゃ、ノックもせずに、ばーん！　って開こう。

エナ：あたいが、生徒会長の机つくえに、ばーん！　って座すわってる。

修太郎：こっ、この子が生徒会長なのかっ!?（笑）

透子：修太郎、それは生徒会長ではない（笑）。……知り合いってことでいいのか？

ＧＭ：同学年ですし、いいですよ。お互たがい成せい績せきトップクラスつながり。

透子：（エナに）おう、ちっこいの。

エナ：おー、とーこちゃん！

ＧＭ：そこで、れいちゃんがやってきます。

れい：ばーん！　って、勢いきおいよく入ってきます（笑）。

ＧＭ：どうしてこの人たちはおとなしく入ってこれないの!?（笑）

透子：おお、れい。やっと私のものになる気になったか？

れい：ならないわよっ！　フェロモン出してくんじゃないわよ！（笑）

修太郎：あ……昨日の。

れい：！　……（急にもじもじして）放送聞いてきたの……ほっしーが……あたしの運命の人が、一緒に呼ばれたから……（笑）。

透子：…………ほっしー？

れい：ほっしーよ。

ＧＭ：なぜか緊きん迫ぱくした空気が……。

修太郎：僕はその変な雰ふん囲い気きに気づかず……あだ名で呼ばれるとか小学生以来だなー、って、ちょっと嬉うれしそうにしてます（一同笑）。

透子：（修太郎とれいを見み比くらべて）……知り合い、なのか？

修太郎：ああ、うん、昨日ちょっと──。

れい：ちょっと出会っちゃった（一同爆笑）。

透子：どういう日本語なんだそれは（笑）。

れい：透子こそ、ほっしーと知り合いなの？

透子：私たちは、幼おさななじみだが……？

れい：へぇ……。

透子・れい：…………。

修太郎：なっ、なんだこのプレッシャーは……っ！

エナ：うーん……なんか頼りなくて、もやしみたいだなーこのワカメくんは。

修太郎：野菜なのか海藻なのかはっきりしてよ!?（笑）　そもそも君は誰なの!?

エナ：あたいはエナ。天才だー！

修太郎：てっ、天才、だって……？（ごくり）　なんてすごい学園なんだ……。

ＧＭ：そんなとこで雲雀が出てきましょう（笑）。「やあ、ご足労願ってすまなかったね。僕が、生徒会長──雲雀宏一だ」

修太郎：生徒会長さん……あのっ、第三生徒会っていうのは一体……？

ＧＭ：「新しん設せつされた、生徒会内部の特とく務む組そ織しきさ。生徒からの苦く情じようや依い頼らい、特にオーヴァードに関連するものに対たい応おうするのが役やく割わりだ。そして、キミがその会長になる。ここにいるのは、第三生徒会のメンバーたちだ」

修太郎：そ、そんなこと、急に言われたって……。

透子：そうだ。修太郎はまだ、オーヴァードとしての経けい験けんも浅いはずだ。そんな危き険けんな任にん務むに就つかせるわけにはいかない。

れい：うん、そうよ。ほっしーを危あぶない目に遭あわせるのはダメ！

ＧＭ：「ふむ……キミはどうだい？　星川くん。危険だから嫌いやなのかい？」

修太郎：そっ、そういうわけじゃないですけど、なんで僕なのか……。

ＧＭ：「第三生徒会はね、困こまっている生徒のために、学園中を駆かけ回まわる組織だ」

透子：面めん倒どうそうだな。

れい：そうよそうよ。やってらんないわよ。

ＧＭ：「〝学園生活〟を思いっきり体験するのに、最さい適てきだと思わないかい？」

修太郎：そっ……それは……！

エナ：弱いトコつついてくるねー。こりゃ相当下調べしてるな。

修太郎：……困ってる人を、助けるんですよね。

ＧＭ：「そうだ」

修太郎：僕なんかで……できるんですか？

エナ：天才のあたいと、Ｓランクオーヴァードがふたりもいれば、なんだってできるよ。

透子：わ、私はまだやるとは言っていないが……。

れい：あたしだって！

ＧＭ：「──そう。だから、星川くん……キミにもできることは、あるだろう？」




　修太郎は、雲雀の言葉に少し考えて──透子とれいに、向き直った。




修太郎：透子ちゃん、れいちゃん……僕は、この第三生徒会をやってみたい。でも、僕だけじゃ、無理だから……力を貸かしてくれないか？

れい：もちろん♡（[image: ←]即そく答とう）

透子：修太郎がそう言うなら。（[image: ←]即答）

エナ：すげー、ひばりちゃんの言った通りだ！（笑）

ＧＭ：雲雀は、満面の笑えみを浮うかべて、「さあ、これで第三生徒会が始まった！　これから、よろしく頼たのむよ！」と両手を広げます。シーンを終わりましょう。




　四人が出て行った後……雲雀はにこやかに呟つぶやいた。「楽しみだねぇ、シャド田くん」

「影田です。──ですが、本当に大だい丈じよう夫ぶなのですか？　あのメンバーで」

　いつの間にか背はい後ごに立っていた影田の言葉に、雲雀はうなずく。

「大丈夫大丈夫……僕は、人を見る目だけは、自信があるのさ」







◆Middle02◆最初の任務　Scene Player ─── エナ・ソフォス




　そして放課後──四人はさっそく、第三生徒会に用意された会議室に集まっていた。

　そこは、ごく狭せまい──明らかに物置として使われている部屋だった。段だんボールが積み上げられ、申もうし訳わけ程てい度どに机つくえとパイプ椅い子すが用意されている。そして、机の上には、紙の束たば。




ＧＭ：これが、既すでに集められた、生徒からの依い頼らいや苦情ですね。対応が必要なものは、四つあります。どれからやるか選んでね。一応、挙げた順番に緊きん急きゆう度どというか優ゆう先せん度どが高い。




①園芸部の畑が不良グループに占せん拠きよされている件けん

②校内での連続盗とう難なん事じ件けん

③廃はい棄きされた旧きゆうサークル棟とうに出しゆつ没ぼつする幽ゆう霊れい

④手芸部からの応おう援えん要よう請せい




透子：見事にバラバラだ。なるほどな、なんでも屋みたいなものか、この第三生徒会は。

修太郎：普ふ通つうに不良の件からでいいかな……どう思う？

透子：不良は面めん倒どうだな……幽霊からがいいんじゃないか？

れい：やぁ～だぁ～！　幽霊こわいよぉ！（笑）　あたしはねっ、手芸部がいい、手芸部！

修太郎：うん、あの、そうだね……（笑）。でもほら、一いち応おうこの、困ってる人がいるやつを、先にね、やったほうがね……いいんじゃないかな……って。

透子：修太郎がそう言うなら。（[image: ←]即そく答とう）

れい：ほっしーに賛さん成せい♡（[image: ←]即答）

修太郎：自分の意見が通ったのは嬉うれしいんだけど……何か一いち抹まつの不安が……。

エナ：あたいは、「いやーホントにひばりちゃんの言う通りだ」って感心してる（笑）。

修太郎：不良……僕らに依頼が回ってきたってことは、オーヴァード不良か。僕、攻こう撃げきとかできないけど大丈夫かな……。

エナ：大丈夫大丈夫。この、れーちゃんは、オーヴァード生徒の模も擬ぎ戦せんでチャンピオンになったことがあるくらい強いんだ。偉えらいんだぞー。

透子：ああ、れいは優ゆう秀しゆうだからな……可愛かわいいやつだ。

れい：ちょっと透子！　くっつかないでよ！　なんかでっかいのが当たってんのよ！（笑）

修太郎：えーと……あのＧＭ、じゃあ、園芸部のところに行きます（笑）。

ＧＭ：了りよう解かい（笑）。じゃ、シーン変えずに続けます。みなさんは、路面電車に乗って、学園島南部に向かいます。しばらく行くと、周囲は見渡す限りの農場になる。

修太郎：うおお……このへん一帯、全部農場と牧場なのか！　本ほん格かく的てきだ。

ＧＭ：島の住人三万人ほどの食料を賄まかなっていますからね。先せん端たん技ぎ術じゆつや、オーヴァードの能のう力りよくで効こう率りつ化かしていますが、やはり広大です。

エナ：園芸部は、学園の食料供きよう給きゆうに欠かせない存そん在ざいなんだよねー。

ＧＭ：そんなところで、路面電車は「農場・牧場」駅に到とう着ちやくします。




　依頼の主は園芸部の部長だということで、四人はトラクターに乗った園芸部員に道を聞きつつ、部長がいるという「専せん用ようの畑」に向かう。

　しばらく歩くと、明らかに周囲よりも見事に手入れされた畑にたどり着いた。

　つやつやと光るスイカやメロン、そして聖しよう護ご院いん大だい根こんに賀か茂も茄な子すなどの野菜類が実っている。




修太郎：な、なんで京野菜なんだ……？（笑）

ＧＭ：見ていると気づくのですが、そこに実っている野菜や果物は、すべて丸いものですね。どれも見事な球体に育っています。

修太郎：まっ、丸い……（笑）。どうしてこんなに丸いんだ。

ＧＭ：そして畑の中央のひときわ大きな、丸いシルエットが──振り向きます。

透子：ほう、最近の作物は動くのか。興きよう味み深ぶかいな。

修太郎：いや、透子ちゃん、あれ人だよ！　人！（笑）

エナ：じゃあ……第三生徒会がきたぞー！　あたいが来たぞー！って呼よぼう（笑）。

ＧＭ：そうすると、その人物……えー、丸々とした体たい格かくの女子生徒なんですが、遠くから「ちょっと待ってな」と叫さけんでから、すぅーっと息を吸すい込こみます。

れい：深しん呼こ吸きゆう？

ＧＭ：すると、その体が完全な球体になって──ごろごろと転がってくる（一同爆笑）。

修太郎：げぇ……はっ、速いっ！（笑）

ＧＭ：修太郎以外は知ってていいでしょう。彼かの女じよは園芸部の部長で、高等部二年のオーヴァード生徒。ボール・マキさんです。球体に変形して移い動どうするのはエグザイルシンドロームのエフェクトだね。

[image: ]

エナ：確たしかにエグザイルは肉体変化のシンドロームだけど……（笑）。

ＧＭ：ちなみにボールが名みよう字じで、マキが名前ね。

エナ：あたいは知り合いだってことにしよう。おー、マキちゃん、相変わらず丸いねー。

ＧＭ：「褒ほめても何も出ないわよ」（一同笑）

透子：褒めているのか、あれは（笑）。

ＧＭ：「エナ、アンタ相変わらずちっこいわね。もっと丸いものを食べなさいよ」

れい：やだっ……この人、おっかしい……（笑）。

エナ：なんか畑が不良に荒あらされてるって聞いて来たよー。

ＧＭ：「あー、その話なの。そうなのよ、困ってんのよね」……マキちゃんは、困ったもんだ、って感じに腕うで組ぐみして溜ため息いきをつきます。




　園芸部では、部員個こ人じんが使うため、あるいは新入部員に園芸や農業の基き礎そを教えるために、小さな畑をいくつか持っている。

　そのひとつが、不良生徒たちに占せん拠きよされてしまったのだという。




ＧＭ：「その畑は新人の練習用で今は使ってないんだけど、勝手に占拠されちゃ困こまるのよ。それに……多分あれよ、いけない草とかを育ててるんじゃないかと思うのよね」

エナ：それは困るねー。どんな感じなの、不良は。

ＧＭ：「一応、話し合いには行ったんだけど……オーヴァードの力、エフェクトを使って追おい払はらわれたっていうのよ。危あぶないじゃない？」

透子：ふむ。エフェクトを他人への危き害がいに使うとは、確かに不良生徒だな。

れい：透子、あんた人のこと言えるの!?（一同笑）

透子：私は常つねに正しい目的のために使用している（笑）。

ＧＭ：「風紀委員会には申し立てたんだけど、そこは学園の敷しき地ち外がいっていうか、風紀委員会の方で管かん轄かつが決まってないらしくて、動きが遅おそいわけ。それで、生徒会に連れん絡らくしたんだけど……第三生徒会ねぇ。なんで第三なのよ？」（笑）

透子：その質しつ問もんは却きやつ下かする（一同笑）。

ＧＭ：「そう。まあいいけど。……ま、そんなわけで困ってんのよ」

修太郎：任まかせてください。僕たち第三生徒会は、困っている生徒の助けになるための組織です……と。ちょっと緊きん張ちようしながら。

ＧＭ：「ありがと。じゃ、よろしく頼たのんだわよ」マキちゃんは、また息を吸い込むと、球体になってゴロゴロ転がっていきます（一同笑）。




　畑を占拠し、勝手に使っているというオーヴァード不良グループ。

　果たして、いったいどのような集しゆう団だんなのだろうか……。

　緊張しつつも、第三生徒会の一行は、マキに教えられた畑へと向かうのだった。







◆Middle03◆対決！　アフロ団だん！　Scene Player ─── 御影透子




　その畑は森のそば──というより、ほとんど森の中にあった。立地上、広い畑を確かく保ほできないため、練習用とされていたのだろう。




ＧＭ：キミたちが畑に…近づこうとすると、森の中から、ざざっと、いかにも不良でございって感じに制せい服ふくを着き崩くずした……アフロヘアの一いち団だんがあらわれます。

修太郎：アフロ！　アフロだって!?（[image: ←]なぜか嬉うれしそう）

ＧＭ：その中でもひときわ巨きよ大だいなアフロヘアの、リーダーらしき大男が──「超ちようお前たちは、超何者だ？」と尋たずねてきます。

エナ：……その、超なんとかってのは、なに？

ＧＭ：え……キャラ立て（一同笑）。

修太郎：ぼ、僕らは第三生徒会。キミたちが勝手に園芸部の畑を使っているという報ほう告こくを受けて、確認しにきたんだ。

ＧＭ：「第三生徒会？　超知らねえな。ここは超俺様の畑だ。生徒会なんざ、超ノーサンキューだぜ。超怪け我がしないうちに、超帰ることだな」

修太郎：お、脅おどしても無む駄だだぞっ！　って言いながらガクガクしている。

ＧＭ：後ろのアフロ団員たちのひとりが「へへっ、こいつ超ビビってますぜ、こんなヒョロヒョロのもやしヘアー、超団長が出るまでもねえや！」（一同笑）。

修太郎：もっ、もやしヘアー！　髪かみ型がたで実力を判はん断だんしているのか!?（笑）

透子：もやしとは心外だな？　──と、自じ慢まんのボディを見せつけながら近づく（笑）。

ＧＭ：リーダーが重々しくうなずいて……「超ちょっとはやるようだな」。

修太郎：超なの？　ちょっとなの？　そして何を認めたの!?（笑）

ＧＭ：「超俺様の名前は……アフロ団だん吉きち。超不良集団アフロ団の、超団長だ」

修太郎：……アフロ……団吉……っ！（[image: ←]ツボに入ったらしい）
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ＧＭ：ざざっと団員が前に出る。団吉が「超いいぜ……腕うでずくで排はい除じよしてみろよ。できるもんならな！」と叫んで──ここで戦せん闘とうになります。敵は、団吉のアフロ団の雑ざ魚こたち。




◆第一ラウンド

ＧＭ：雑魚はトループと呼ばれる集団で、10人でひとつのキャラクターとして扱あつかいます。

透子：３グループで30人か……多いな、アフロ団（笑）。

ＧＭ：では、ラウンドの開始。セットアップです。

[image: ]

修太郎：僕は《虚きよ無むの城じよう壁へき》を使用します。これでガード値ち＋９……「Ｂランク：ディフェンダー」と併あわせて11。〝魔ま眼がん〟が盾たてのように変形していく。

ＧＭ：他にセットアップないですね？　では、行こう動どう値の高いキャラクターから行動。

エナ：あたいだ。背せ中なかからもぞもぞ、拳けん銃じゆうを抜ぬく。

修太郎：驚おどろくよ！　けっ、拳銃だ────っ!?（笑）

エナ：ふふふ、あたいは天才だから拳銃くらい持ってる（笑）。で、天才ゆえのものすごく正せい確かくな射しや撃げきをするよ！




『ＤＸ３』の判はん定ていは、【能のう力りよく値ち】個この十面体イスを振ふり、もっとも高い目＋技ぎ能のうレベルが達たつ成せい値になる、というもの。クリティカル値（通つう常じようは10）以上が出たダイスはさらに振り足すため、達成値は天てん井じよう知しらずに上がっていくのだ。

　エナはクリティカル値を下げる《コンセントレイト：ノイマン》と、判定のダイスを増ふやす《コンバットシステム》を組み合わせ、攻こう撃げき。達成値は19で──命中！




エナ：ダメージは２Ｄ10＋攻撃力の３……おおっ、すごい出目がいい。10と９。合計22！

ＧＭ：げぇ……そ、それで戦せん闘とう不ふ能のう（一同笑）。

エナ：安心しろ、峰みね打うちだ。

ＧＭ：みっ、峰打ち？　まあ、戦闘不能なだけで死んだわけじゃないんで……ゴム弾だんとかなのかもしれないね。一いつ瞬しゆんで団員10人を倒たおされ、アフロ団のみなさんは動どう揺ようしてます。

エナ：あたいは天才だから気をつけな。

ＧＭ：──行動値18のエナが終わり。続いて、行動値17で透子さんの行動。

透子：私か……。では、プレパラートに指を添そえ……分ぶん裂れつ。さらに変化して、ガラスの針はりを錬れん成せい。投とう擲てきしよう。……対象は、雑魚。簡かん単たんに落ちそうだからな。




　透子の手の中で、ガラスが液えき体たいのように姿すがたを変え、幾いく本もの針になる。

　透子が無む造ぞう作さに手を振ふると、針は独どく自じの推すい進しん機関を持つように、高速で飛んでいった。




透子：《コンセントレイト：エンジェルハィロゥ》《光の手》《砂すなの刃やいば》で攻撃！　クリティカル値は８で……２回クリティカル。達成値29。

ＧＭ：まったく避よけられません。ダメージどうぞ。

透子：ダメージに「対たい抗こう種しゆ」で＋２Ｄ10して──28点のダメージだ。

ＧＭ：くぅ……！　はい、戦闘不能。針で服とか縫ぬい止とめられて、身動きできなくなりました。──で、団員のひとりが「あのガラス……！　御影透子だ！　Ｓランクオーヴァードだぞ！」「ひぃっ、え、Ｓランクだとぉーっ！」（一同笑）

透子：じゃあ、ランクとかはどうでもよさそうに……ふんっ、ってふんぞりかえる（笑）。で──対抗種の効こう果かで３点、ＨＰが減へります。ちょっと、ズキっとする。

ＧＭ：では行動値11で、アフロ団吉です。「よくも超俺様の超部下たちを……」と、怒いかりにアフロを膨ふくらませます。ぷくー。

れい：やだぁ……（笑）。

ＧＭ：部下が「やだとはなんだ！」「超団長のアフロ馬ば鹿かにすんな！」と怒おこる。

修太郎：いいから、判定してください（笑）。

ＧＭ：はい……。では団吉が前に出て、「教えてやるぜ、超俺様のコードネームをなぁ」。マイナーアクションで《インフィニティウェポン》。アフロから大たい剣けんを取り出します。

修太郎：一体どうやって入れてたんだ……？（笑）

ＧＭ：さらに組み合わせた《シールドクリエイト》の効果で、巨きよ大だいな盾たてをアフロから取り出して……地面に置きます。──さらに《ハンドレットガンズ》！　アフロの中から大口径の銃じゆうを取りだして……地面に、置きます（笑）。

エナ：なんでいちいち、地面に置くの……？（笑）

ＧＭ：それは、手に持てるふたつまでしか装そう備びできないから（笑）。

修太郎：い……意味が、ない（笑）。

ＧＭ：「意味ならあるさ──」と、団吉は不ふ敵てきな笑えみを浮うかべます。「これが超俺様の能力にしてコードネーム……ソード・シールド……＆ファイア！」

一同：…………。

ＧＭ：「えー……アース・ウィンド＆ファイアというバンドにですね、超アフロヘアーで超有名なミュージシャンがいてですね……」

エナ：うん。知ってる。はやくメジャーアクションして（笑）。

ＧＭ：「あっ、はい……超すいません。じゃあ、あの、この銃……超撃うちますね……」




　コードネームが滑すべったからといって、攻撃に影えい響きようが出るようなアフロ団吉ではない！　アフロから取り出した銃の性せい能のうを限げん界かいまで引き出し、さらには弾だん丸がんを巨きよ大だい化か！　爆ばく発はつさせて、第三生徒会の面々を一気に殲せん滅めつしようとする！

　ドッジ（回避行動）に成功したエナをのぞく３人に、巨大化したアフロ弾だんが命中！




ＧＭ：ふっふっふ……ダメージはけっこう高いですよ～。

修太郎：えー、《崩くずれずの群むれ》でカバーリングを──。

ＧＭ：かばえるのは、ひとりだけ。修太郎くん……キミは、どっちをかばうんだい？

透子：……（じっと修太郎を見ている）。

れい：……（そわそわしながら修太郎を見ている）。

修太郎：ぐっ……こ、ここは、ＨＰの少ない方を……かばう。

ＧＭ：まあ、ゲーム的には正しい（笑）。

れい：あたし、【肉体】高くて、ＨＰ34あるから……いいよ！　透子をかばって！

修太郎：では──透子ちゃんをかばいます。

れい：（即座に）恨うらみます（一同爆笑）。

修太郎：ちょっとぉーっ!?（笑）




　銃じゆう口こうから放たれた特とく殊しゆアフロ弾が、中空で爆ばく発はつする。

　炎ほのおと衝しよう撃げき、爆ばく煙えんが晴れた後に──第三生徒会は、誰だれも倒たおれず、立っていた。

　れいは高いＨＰで耐たえ、透子をかばった修太郎は《グラビティガード》でガード値を上じよう昇しよう。かすり傷きずしか負っていない。




透子：頰ほおを染そめて……（感極きわまった声で）修ちゃん……っ♡

れい：…………。（[image: ←]頰をぷくーっと膨ふくらませている）

ＧＭ：ちょっとなんですかれいさん。俺を睨にらんでも何も解かい決けつしないですよ!?（一同笑）




　──さて、残ったアフロ団の雑魚１グループはアフロからバットを取り出してエナに殴なぐりかかる……が、これは外れ。一方、雑ざ魚こに殴りかかった修太郎は攻撃用のエフェクトを持っておらず、〈白兵〉のみで攻撃──これも外れる。




ＧＭ：雑魚が「なんだこいつたいしたことねーぞ」「女の方がつえーぞ」（一同笑）。

修太郎：その通りなので何も言い返せない……（笑）。

ＧＭ：そして、お待たせしました──１ラウンド目の最後は。

れい：あたし！　じゃあ、背中のバッグから、ガシャガシャって機械が飛び出して、腕うでがごっつくなります！




　瞬しゆん時じに装そう着ちやくされた外がい装そう型がたサイバーアームが、ブラックドッグ能のう力りよく者しやの発する強力な生体電流により起動。一列のランプが次々と灯ともり、そして全体に稲いな光びかりが走った。




れい：《コンセントレイト：ブラックドッグ》《アームズリンク》《雷らい光こう撃げき》で、達成値23！




　れいの一撃は命中、ダメージ25点を叩たたき出だし、アフロ団のトループは全ぜん滅めつした！




◆第二ラウンド

　戦せん闘とうは第二ラウンドに突とつ入にゆう。とはいえ、既すでに残るはアフロ団吉のみ。

　行動値の遅い団吉の運命は……。




エナ：ごろごろごろって、かっこよく転がってアフロを狙ねらって射しや撃げき！

ＧＭ：ド命中。団吉は「うおーっ、超俺様のアフロが欠けた！」（一同笑）

　エナの射撃に続き──透子のガラスがアフロを狙う！




透子：ガラスを、無数の小さな針はりに変えて、その自じ慢まんのアフロの──毛根を攻撃する。

ＧＭ：「やっ、やめてください！　やめてっ、やめ……やめろォーッ！」（一同爆笑）

修太郎：ひどすぎる……やめたげてよぉ！（一同爆笑）




　透子の針により毛根を攻せめ立たてられた団吉は、あっけなく降こう伏ふくしたのであった……。




ＧＭ：……というわけで、戦闘終了です。団員たちは伸のびており……団吉は、あちこちが欠けてしまったアフロを抱かかえて、ぜぇぜぇ言っている（笑）。

修太郎：嫌いやな事件だったね……。

透子：で──畑では、何を作っているんだ？

ＧＭ：「それだけは超言えねぇ……」と答えますが、畑に木の札が立っていて──「アイツに贈おくるための情じよう熱ねつの花……咲さき誇ほこれ、アフロのように」と書いてあります。

修太郎：ぽ、ポエム……？

透子：……花？

ＧＭ：団吉がそれを聞いてビクっとして、「どうして花だって知ってやがるんだ！」（笑）。

透子：どうしても何も、書いてあるからな……（笑）。

れい：どんな花なのかなー？

ＧＭ：外から持ってきた、この学園島にまだ咲いていない花を、どうにか咲かせようとしてたみたいですね。ま、知ってそうなＰＣならわかる、ということで。

透子：私がわかるかな……ふむ。がんばってこの花を根付かせようとしていたのか。

ＧＭ：団吉はビクっとします。図星のようです。

エナ：花育てるなら、園芸部に入って普通に育てればよかったのに。

ＧＭ：「馬ば鹿か言うんじゃねえ。不良が花なんてそんな……超恥はずかしいだろ」（一同笑）




　アフロ団吉。シャイな不良であった。




ＧＭ：さて、どうしましょう。このまま彼かれらを追い出すなり、まあ風紀委員会に突つき出だすなりすれば、一応解決になります。

修太郎：うーん……でも、ただの花だし……一いつ生しよう懸けん命めい育ててたんだよね？

ＧＭ：そうですね。素人しろうとなりに丹たん精せい込こめて育てていたのはわかります。

修太郎：ただ追い返すのもなぁ……。

エナ：じゃ、マキちゃんが来るといいんじゃない？　ここに。呼よんでこようか。

ＧＭ：そうですね……じゃ、向こうから来たことにしましょう。森の方からゴロゴロゴロと音が聞こえてきます──「話は聞かせてもらったわ！」（一同笑）。

修太郎：……マキさん、彼らは、やり方は悪かったけど、花を育てたいって想おもいは本物なんだよ。きちんと謝あやまらせるから、ここ、使わせてあげてくれないかな。

れい：あのお花、女の子にあげるためなのよね？

ＧＭ：団吉はビクっとします。

れい：素す敵てきじゃない！　がんばって！（笑）

ＧＭ：じゃあ……そうですね、キミたちがそこまで言うなら、団吉は地面に手をついて、マキちゃんに「超すまなかった……」って謝あやまります。

透子：（真しん剣けんな口調で）命より大事なアフロが地に着くほどに……本気だな。

ＧＭ：マキちゃんは、「ふん……」と鼻息ひとつ漏もらすと、畑にのしのし近づいてですね……土をひとつまみ取って、見て……ちょっと嗅かいだり、ペロって舐なめて……「確かに、技術はともかく、気持ちは本物みたいね」。

透子：達人の貫かん禄ろくを感じる……（笑）。

ＧＭ：マキちゃんは、まあ、憮ぶ然ぜんとした顔のまま、「いいわ。確かにここは今使ってないしね。きちんと許きよ可かを取って、活動報告も出すなら、アンタたちに使わせてあげる」。

修太郎：うんうん。僕らからは提てい案あんしかできないけど、園芸部の部長さんに話がつけば、問題ない……よね？

エナ：うん。あたい天才だからわかるけど、これで大丈夫。

ＧＭ：アフロ団吉が修太郎に、でかい手を差し出して……「超ありがとよ、ブラザー」。




　アフロ団吉と修太郎は、がっちりと握あく手しゆをする。

「もう、無む許きよ可かで使ったり、エフェクトで他の生徒脅おどかしたりしないでよね」

「ＯＫ、ブラザー。魂たましいの約束だ」

　団吉は真っ白な歯を見せ、そう言って笑った。

　──こうして、第三生徒会、最初の任務は、成功に終わったのである。



虚無の城壁　ラウンド中、ガード値を上昇させるバロールのエフェクト。

《光の手》　【感覚】で〈ＲＣ〉判定を行なうエンジェルハィロゥのエフェクト。

《砂の刃》　射撃攻撃を行なうモルフェウスのエフェクト。

《インフィニティウェポン》　白兵武器を造り出す、モルフェウスのエフェクト。

《シールドクリエイト》　盾を造り出す、モルフェウスのエフェクト。

《ハンドレットガンズ》　射撃武器を造り出す、モルフェウスのエフェクト。

《崩れずの群れ》　カバーリングを行なっても行動を消費しない、エグザイルのエフェクト。

カバーリング　他人のダメージを代わりに受ける行動。

《アームズリンク》　武器と結線してダイスを増やすブラックドッグのエフェクト。

《雷光撃》　雷を纏ってダメージを上昇させるブラックドッグのエフェクト。









◆Middle04◆怪かい奇き、見えない泥どろ棒ぼう猫ねこ！　Scene Player ─── 光月れい




　無事、園芸部からの依い頼らいを解決した第三生徒会の面々。

　そのまま、第二の任務である「連続盗とう難なん事じ件けん」に取りかかることになったのだが……。




ＧＭ：というわけで、みんな高等部校舎群まで戻もどってきました。そろそろ夕方くらいかなーという感じです。……で、部活や委員会が終わるのを待ったりして、盗難事件の被ひ害がい者しやである、複ふく数すうの生徒に話を聞いたのですが──。




　生徒たちの話は、奇き妙みようなものだった。

　盗ぬすまれたのは、お菓か子しやヘアピン、消しゴムといった、どれも些さ細さいなもの。それも、少しの間、目を離はなした隙すきになくなっていたのだという。

　まるで、〝見えない犯はん人にん〟に盗まれたように……。




修太郎：盗まれたのは、どれも額がくとしては小さいものなんだね。

ＧＭ：そうですね。みんな、最初は気のせいとかで済すませていたんですが、被ひ害がいが広がったことで、「そういえばこないださー」「あれ、それ私も」みたいに、実は連続して発生していたことがわかった……みたいな現げん状じようです。

れい：…………。

透子：お菓子……か。エナ、早く自白したらどうだ？

エナ：あたいじゃないよ!?（一同笑）

透子：ちっ……エナが犯はん人にんならすぐに終わったのに（笑）。

ＧＭ：透子さんは修太郎が絡からまないとスーパー面めん倒どうくさがりだ……（笑）。

れい：…………。




　先ほどからなぜかムスっとしている光月れい。この時はまだ、誰だれもその異い変へんに気づいていなかった……。




ＧＭ：そんな感じで第三生徒会の会議室でみんなが話し合っていると、バーン！　とドアが開きます。「たのもー！」……陽気に入ってきたのは、肩かたにハツカネズミを乗せた女子生徒──報ほう道どう部ぶ部長、学園一の情報通こと、プリシラさんです。

[image: ]

透子：（面倒くさそうに）今は会議中だ。部外者は出ていってもらおう。

ＧＭ：プリシラはめげた様子もなく、「謎なぞの新しん組そ織しき、第三生徒会が連続盗難事件に目をつけたと聞いてやってきたＹＯ」と、腕うで組ぐみします。ネズミのオリオも一いつ緒しよに腕組みしてる。

修太郎：えーと、キミは……事件について、何か知ってるのかい？

ＧＭ：「もちろんだＹＯ！　学園の情じよう報ほうを一手に握にぎる報道部部長、プリシラです！」

透子：──待て修太郎。気をつけろ……こいつはいわば、パパラッチだ。

ＧＭ：「パパラッチ？　いやぁ～……えへへ」

修太郎：なんで照れるの!?　褒ほめてないよ！（笑）

透子：うかつに関かかわりを持つのはやめたほうがいいぞ。

修太郎：でも……困ってる生徒がいるなら、早く解決したいから。少しでも情報があるなら、協力してもらいたいな。

透子：修太郎がそう言うならいいだろう。（[image: ←]あっさり）




　そんなわけで、学園一のお騒さわがせサークル、報道部のプリシラと協力することになった第三生徒会。プリシラが独自に集めた情報と総そう合ごうし、犯はん人にん像ぞうを推すい理りすることになる。




ＧＭ：「犯人は、透とう明めいになる能のう力りよくを持ったオーヴァードだと思うんだＹＯ」

修太郎：透明に……そんな能力があるのかい？

ＧＭ：「色々あるＹＯ。あたしと同じエンジェルハィロゥとか、〝領りよう域いき〟を操そう作さして隠かくれるオルクスとか。透明とはちょっと違ちがうけど、エグザイルで無機物に化ばけたりＮＥ」

修太郎：色々あるんだなぁ……。

ＧＭ：「あとねー、いつもなら、この子」と、肩のハツカネズミを示しめして「オリオが、色々手伝ってくれるんだけど、今回はなんか、現げん場ばに行くと怯おびえちゃうんだＹＯ」

透子：ふむ……れいはどう思う？




　先ほどから、妙みように沈ちん黙もくの続くれいに水を向ける透子──。

　だが、その視線の先で、れいは……フグのように膨ふくれっつらをしていた。




れい：（元気な声で）あたしね！　いま不ふ機き嫌げんなの！（一同笑）

ＧＭ：どうしたんですか？（笑）

れい：あのね……なんでさっき、かばってくれなかったの!?　って……（笑）。

透子：まっ、まだ根に持ってたんだ……っ（笑）。（[image: ←]素すになって笑っている）

れい：それが言いたくて、でも我が慢まんして……むーってなってるの！（一同笑）

修太郎：じゃあ、気づいて……えーと……その、なにか怒おこってらっしゃいますか？

れい：ぜんぜんっ！　ぜんぜん怒ってないけど!?（笑）




　そう言いつつ、頰ほおがリスのように膨ふくらんでいる光月れい。乙女である。




修太郎：機き嫌げんを損そこねていらっしゃるなら、僕は何かした方がいいのかな……とか……。




　なぜか敬けい語ごになっている星川修太郎。ヘタレである。




れい：じゃあ～、いっこ！　わがまま聞いてくれる？

修太郎：えー……ええと、まあ、僕にできることでしたら……。

れい：ほっしー、春風寮りように入ったんでしょ？　夜、部屋に遊びに行ってもいい？（一同笑）

修太郎：ちょっ、夜って……それは……あの、僕がいるのは男子寮だし、ちょっと……。

れい：ふぅ～ん……じゃ、あたしが春風寮に引ひっ越こすね！

透子：（不思議そうな声で）……なぜ、れいが春風寮に引っ越すのだ？

れい：なぜってそりゃ、ほっしーの近くにいたいからじゃない。

透子：（不思議そうな声で）……なぜ、れいが、修太郎のそばにいたいのだ？

れい：なぜってそりゃ……おっ、おおー……ぅ？（一同笑）




　不思議な声をあげて誤ご魔ま化かす光月れい。




透子：ん？　不思議だな？　どういうことだろうな？

エナ：とーこちゃんは、れーちゃんの気持ちには気づいてないって方ほう針しんなんだ？

透子：（素になって）そう、全然気づいてないです。ホントに不思議だなーって（笑）。

エナ：あんなにハートいっぱい出てるのに……（笑）。

れい：──ま！　それはいいから！　それより盗難だよっ、盗難！　んもぉーっ！　大変だよっ、校内で盗難とかっ！　早く捕つかまえようよ！（一同笑）




　──というわけで、盛せい大だいに脱だつ線せんしつつ、捜そう査さに戻もどってきました。




エナ：手がかりは……盗まれているのは、小物とか、お菓子とかだけ。

ＧＭ：そうですね。食べ物とか、匂においのするもの、あとアクセサリなんかが多い。

透子：アクセサリだと、カラスとかを想そう像ぞうするな……。

修太郎：あとは、ネズミが怯おびえる──というと。

れい：──猫？

ＧＭ：お。ではそこで──れいちゃんが、「猫？」と……そう口にした瞬しゆん間かん、外の廊ろう下かから、「にゃーん」と、小さな、けれど確たしかに猫の声が聞こえてきます。

修太郎：ちょっ！　その猫、絶ぜつ対たい外で、出番待ちしてたよね!?（笑）

ＧＭ：してないですよ、偶ぐう然ぜんです、偶然（笑）。──ま、ぶっちゃけると、正体に思おもい至いたる、というのが、イベントのフラグになってました。

修太郎：ああ、なるほど。よし──廊下に出て追いかけよう！




「あれを見てＹＯ！」

　プリシラの声に視線を向けると、風景の一部が、小動物程度の大きさに歪ゆがんでいる。




修太郎：熱光学迷めい彩さいみたいな感じだね、シルエットだけちょっと歪んで見える。

ＧＭ：そうそう、まさにそれです。で、その歪みはだだだーっと逃にげ出だします。




　廊下を逃げる透明な猫（？）と、第三生徒会の面々の追いかけっこが始まった。

　捕ほ獲かくするためには、まず透明な相手を見つける〈知覚〉判定が必要だ。これは、〈知覚〉のベースとなる【感覚】が高い透子から挑ちよう戦せんすることになる。




ＧＭ：難なん易い度どは８です。みんな失敗したらシーン変えて再さい挑戦ね。

エナ：あたい、「Ａランク：サポーター」を使うよ。他人の判定のダイスに＋２個！

透子：合計で10個……よし！　９が出た。成功！




「とーこちゃん、あのへんだー！」

　エナの指し示じに、透子は耳元のプレパラートを瞬しゆん時じに分ぶん裂れつさせて投とう擲てき。床ゆかに突つきたったガラスが複ふく雑ざつに光を屈くつ折せつさせ──透とう明めい化かを解かい除じよ。猫が姿を現あらわした！




ＧＭ：では続いて、猫を捕つかまえるための〈白兵〉判定。猫の〈回かい避ひ〉との対決です。

修太郎：これは、れいちゃんにやってもらうのがいいかな。

れい：まかせて！　びゅんっ！　って、すごい勢いきおいで走り出す！　判定は……わっ、２回10が出た！　達成値29！

エナ：天才のあたいは……ねこだー！　って走っていって、ずべしゃってコケてる（笑）。

ＧＭ：こちらも判定……おや、クリティカル。……またクリティカル……なんと29！

一同：──同どう値ち！




　生徒会本部ビル。その廊下を、少女と猫が、驚きよう異い的てきなスピードで駆かけ抜ぬけていく。

　稲いな妻ずまのように迫せまる少女を、機き敏びんな動きでかわす猫──デッドヒートであった。




ＧＭ：同値の場合、普通は受動側が勝利するんですが……今回は、どちらが能のう動どう側・受動側、と決めてないので、お互たがい振ふり直なおしになります。

れい：今度は負けないぞー。Ｄロイスの「学生王者ヘラクレス」を使う！　これで、〈白兵〉の達成値が１Ｄ10増ふえるから……えいっ！




　しばし続いた透明猫の逃とう亡ぼう劇げきも、ついに終わりを迎むかえる。

　行き止まりに追おい込こまれた猫は、慌あわてて再さい度ど、透明になろうとするが、集中するために動きが止まり──。

「そっこだぁ────っ！」




ＧＭ：はい。対決はれいちゃんの勝利──猫を無事、捕つかまえました。

れい：ふはぁー、大変だった。犯はん人にん、エナちんじゃなかったね！（笑）

透子：……猫は、どんな猫かな？（[image: ←]そわそわしている）

ＧＭ：小さな猫です。れいの両手で胴どう体たいすっぽり、手足と頭がじたばたにゃーにゃー。

れい：かわいい～（笑）。

ＧＭ：口にくわえていた消しゴムが落ちたんで、こう、手を伸のばしてじたじたしてます。体毛は青みがかった感じ。まだ子こ猫ねこみたいですね。

透子：青……ロシアンブルーとかかな。

ＧＭ：さて、そこにのんびりとプリシラが追いかけてきます。「やー、さすがれいクン、ＳランクのオーヴァードだＹＯ！」と、陽気に言うその肩には、ネズミがいない。

れい：逃にげてる！（笑）

ＧＭ：逃げてます（笑）。プリシラは猫を見て、「ん～、それはたぶん、大学部あたりの研究所から逃げてきたんじゃないかＮＡ？」と言います。

修太郎：じゃあ、返さないとダメかな。

れい：え～……飼かいたい……（笑）。

透子：（猫の声真ま似ねで）みゃ～？　……みゃーみゃー！

エナ：とりあえず預あずかって、あとでひばりちゃんに相談したらいいんじゃない？

ＧＭ：そうですね。では、ふたつめの依頼も解決……ということで、第三生徒会、結成一日目の活動はこのへんで終了になります。シーンを終了しましょう。




　生徒会本部ビルを出て行く第三生徒会の面々。

　その背中を見送って……プリシラは、楽しそうに、にんまりと笑う。

「あれが第三生徒会かー。なんだか面おも白しろそうな人たちだＮＥ？」

「チュー、チュチュチュー！」

　同意を示しめすように、肩の上でハツカネズミが鳴いた。







◆Middle05◆結成初日……その終わりに　Scene Player ─── なし




　星川修太郎が、オーヴァードアカデミアにやってきて、ちょうど丸一日。

　れいとの出会い、透子との再さい会かい。第三生徒会の結成と、最初の任にん務む。

　ずいぶんと……長い一日だった。




ＧＭ：このシーンは、一日の活動を終えての帰り道。ま、今日はどうだった……みたいなことを話すシーンのつもりです。登場は自由で。

修太郎：とはいえ、せっかくだから登場したいなー……よし、ダイス目は３。ジュースのおかげで侵しん蝕しよく率りつは２しか上がらない！

ＧＭ：他も全員登場ですね？　みなさんは、校こう舎しや群ぐんから学園中央駅の方に歩いているところです。時じ刻こくは夜の７時くらいでしょうか……初夏なので、ちょうど夕日が沈しずむくらい。




　夕日が沈んでいく。茜あかね色いろから藍あい色まで、見事なまでのグラデーションに染そまった空の下、四人はのんびりと歩いていく。




エナ：はらへったなー、って言いながらお菓か子しをもぐもぐ。

れい：こらっ、エナちん、晩ばんご飯はん食べられなくなっちゃうよ！

エナ：大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、あたい天才だから（一同笑）。




　部活や委員会活動などを終えた生徒も、三々五々、校舎を出て家路につく。

　微かすかに潮しおの香かおりがする風が、アスファルトに残った熱と、若わか者ものたちの体を冷ましていく。




修太郎：あ、そうだ。〈調ちよう達たつ〉判はん定ていで応おう急きゆう手当キットとか買っていいかな。

ＧＭ：いいですよ、そのへんのコンビニとか購こう買ばいで売ってます。

修太郎：ありがたい……よし、成功。れいちゃん、怪け我がしてるでしょ、これ使ってよ。

れい：（甘あまい声で）ありがとう……ほっしー……♡

ＧＭ：２Ｄ10点、ＨＰ回かい復ふくしてください。

れい：よっし、（ダイスに）おねがいしまぁーっす……11点回復！

ＧＭ：れいちゃんは26点減へってたから、もう一回くらい使いたい感じですね。

れい：なんか……（うっとりと）すごく、元気でちゃった♡

透子：私わたしも応急手当キットを持っているのだ。れいが使うといい。

れい：ううん、大丈夫。

エナ：やんわり断ことわった！（笑）

れい：（満足げな顔で周囲を見て）はーっ、なんか気分がいいなぁー！（一同笑）

修太郎：なんだかよくわからないけど、れいちゃんが嬉うれしそうでよかったなぁ……この第三生徒会も、透子ちゃんとれいちゃんのおかげで活動できてるようなものだし。

エナ：えっ、あたいは!?　みたいな顔で見上げる。

修太郎：もちろん、天才のエナちゃんがいないと何もできないよ！（笑）

エナ：そうかそうか、しゅーたろーちゃんはわかってるな（一同笑）。




　ボンクラ組（？）がのどかな会話をしている一方……。




れい：（楽しそうに）今日もほっしーかっこよかったねー！

透子：……そういえば、何な故ぜれいは、修太郎の近くにいたいんだ？

れい：えっ!?　（焦あせって）えーとぉ……んー、それは今は言えないかなぁ！

透子：ふむ……そうなのか？

れい：……うん、そっ、そう。（焦った声で）……とっ、透子は好きな人いるの？




「話を横に逸そらそうとして直進してしまった」感を、声だけで表ひよう現げんする佐藤有世さん。さすがである。……が、だいぶ天てん然ねんでやっている気もしました！




透子：（不思議そうに）……なぜ、そんなことを聞くのだ？

れい：えっ!?（一同爆ばく笑しよう）　い、いやぁ～……なんとなく？

透子：そうだな……れいのことは好きだぞ。

れい：（どうでもよさそうに）あっ、そう。わかった（一同笑）。

透子：ふむ……ま、今度寮でゆっくり話を聞こうか。

れい：あ、そうだ──あたし寮変わるから。今夜から（笑）。

透子：（動じず）ほう、奇き遇ぐうだな。

れい：えっ!?

修太郎：えぇっ!?（笑）

透子：春風寮に入寮することにしたのだ。どうした、そんなに驚おどろいて？（一同笑）

修太郎：い、いつの間にっ!?　ていうか、駅を過すぎてもみんな同じ方向に歩いてるから、「へーみんなこっちなんだー」って思ってたらそんなことに!?（一同爆笑）




　夕ゆう闇やみが周囲を染そめる中──春風寮の門前には、引ひっ越こし用のトラックが止まっていた。




修太郎：こっ、これから一体……どうなるんだ……。







◆Middle06◆闇やみに蠢うごめく仮か面めん　─── Master Scene




　何ど処ことも知れぬ、暗い──闇に包まれた部屋。

　不意に、幾いく条じようものスポットライトが灯ともる。ひとつのライトにつきひとり──幾いく人にんもの男女が照らし出される。アカデミアの制せい服ふくを着た者、戦せん闘とう用のボディスーツに身を包んだ者……共通しているのは、みな、その顔を仮面で覆おおっていることだ。




ＧＭ：このシーンはマスターシーン。ＰＣの登場しないシーンです。

修太郎：かっ、仮面……？

れい：わるいやつだ！　わるいやつだよね！




　部屋の中央に広がる暗くら闇やみにも、光が生まれた。映えい像ぞうモニタ。周囲に立つ仮面の男女に見えるよう、いくつものモニタが角度を変えて組み合わされている。

　そこに映うつるのは──第三生徒会の面々だ。

　ガラスの針はりを飛ばす御影透子。オーヴァード猫ねこを追い疾しつ走そうする光月れい。拳けん銃じゆうで射しや撃げきを行なうエナ・ソフォス──そして、わかめを顔に乗せ気き絶ぜつした星川修太郎。




修太郎：おい────っ!?　なんで僕ぼくだけそんなのなんだよ!!（一同爆笑）




「……これが、報ほう告こくのあった例の組そ織しきか」

「我われ々われへの対たい抗こう策さく──そう考えていいのでしょうね」

「それにしても……ふふっ、おかしなメンバーで作ったものね。楽しそうだわ」

　口々に、映像への感想を述のべる、仮面の男女たち。

「今のところ、雑ざつ用ようみたいなことしかしてないけど、強いのかなー？」

「……いずれにせよ、その力……見定める必要があるだろう」




エナ：楽しそうだなぁ、こいつら（笑）。




「仕し掛かけは、既すでにしてあるのだろう？」

「ええ……いずれ、掛かることになるでしょうね」

「では──見せてもらおうか、第三生徒会の力とやらを」

　──モニタとスポットライトが一いつ斉せいに消え、その部屋はふたたび……闇に包まれた。







◆Middle07◆幽ゆう霊れい騒そう動どう！　Scene Player ─── 星川修太郎




　一夜明けて、翌よく日じつ──放課後。

　晴はれ渡わたった初夏の青空の下、第三生徒会の面々が向かったのは──。




ＧＭ：さて、第三生徒会の活動も二日目になりました。残っている依い頼らいは、旧きゆうサークル棟とうでの幽ゆう霊れい騒さわぎと、手芸部のコスプレイベントですね。

修太郎：……コスプレ？

透子：……イベント？

ＧＭ：（何事もなかったかのように）幽霊騒ぎと、手芸部への応おう援えんが残っております。

エナ：お、おい、今あいつ誤ご魔ま化かしたぞ！（笑）




　うっかりネタバレをかましたＧＭはさておき、第三生徒会の面々は、「まあコスプレなら緊きん急きゆう度ど低そうだね」と幽霊騒ぎの現げん場ばである旧サークル棟にやってきたのであった。




ＧＭ：旧サークル棟は、高等部校舎群から少し離はなれた、山に入った場所にあります。




　旧サークル棟は、どこか古い病院を思わせる、木もく造ぞうの建物だった。

　十数年前──アカデミアの建けん設せつ当初に作られた建物だという。

　以前は、弱小サークルの集まったサークル棟として使われていたが、しばらく前に新しいサークル棟が造られて、現げん在ざいは使われていない建物だ。




ＧＭ：さて、みなさんが山道をしばらく登ってきますと、木造の建物が見えてきます。ちょっと高い場所ですね。振ふり向むくと──木立の向こうに、学園の校舎が見えます。




　近づいていくと、建物の前には十数人の生徒たちがおり、ざわめいていた。彼かれらのたくましい上半身にはランニングシャツ。下半身はゆったりしたニッカボッカに地じ下か足た袋び。頭を守る黄色い安全ヘルメットには、「土木研」の文字。




ＧＭ：責せき任にん者しやらしい男子生徒……えー、がっしりした体がよく日に焼けて、泥どろ棒ぼうみたいな髭ひげの跡あとも青々とした生徒が「おう、なんでぇ」と進み出てきます。

修太郎：おっさんくさい……（笑）。

ＧＭ：ちなみに彼は学園内の土木工事を請うけ負おうサークル、土木研所しよ属ぞく、高等部二年生の田中権三郎たなか・ごんざぶろうくん。初夏でも腹はら巻まきでお腹なかを守っているフレッシュな一七歳さいです。

修太郎：あの、僕たちは、第三生徒会といいまして、なにやら幽霊が出るというので、それをなんとかしに来ました。

ＧＭ：「第三生徒会だぁ？　……おい、第二はいつできたんだ？」（一同笑）

透子：その質しつ問もんはスルーで（笑）。

ＧＭ：「……まあいい。幽霊なぁ、俺おれたちも困こまってんだ。これじゃ工事が進まねぇや」

修太郎：……工事？




　今回彼らが受けた仕事は、「旧サークル棟の建て壊こわし」。放置された建物の解かい体たいである。

　が──工事に取りかかったところで幽霊騒ぎが勃ぼつ発ぱつ。幽霊が目もく撃げきされただけでなく、床ゆかや天てん井じようが崩くずれたり、物が勝手に飛んできたりと実害も出ているのだという。




透子：ふむ、実体があるのか……？　興きよう味み深ぶかいな。なあ、みんな？

エナ：かちかちかちかちっ、って歯を鳴らして……ゆゆゆ幽霊とかいるわけななななないじゃんね。ばばばばば馬ば鹿か馬鹿しい……っ（一同笑）。

れい：ねぇ～、もぉ帰ろうよぉ、幽霊やだぁ～っ！（一同笑）

修太郎：でででもっ、困ってるみたいだし……がくがくぶるぶる。

ＧＭ：透子さん以外はびびりまくってるのね（笑）。

透子：私はもう、すたすたと建物まで歩いている──どうした修太郎？　行かないのか？

修太郎：い、行きます……いや、行くよ（笑）。

れい：透子とほっしーをふたりっきりにできないよ！　あたしも行く！

エナ：目を閉とじてぷるぷるしてたんだけど、目を開けると誰だれもいない……ので、あわわわって震ふるえてから……あたいも行くーっ！（一同笑）




　建物の中は、掃そう除じもされず、荒あれ果はてていた。そこかしこに、剣けん道どうの防ぼう具ぐや、野球にテニス、ラグビーなどの各種ボール、碁ご盤ばんに将しよう棋ぎ盤ばん、等身大の人形などが転がっている。電気の消えた廊ろう下かには、窓まどから差さし込こんだ光が筋すじになって埃ほこりを照らしていた。




ＧＭ：中に踏ふみ込こむと、廊下が微かすかに軋きしみ──そして、離はなれた場所から、「バシッ！」と大きな音がします。「バシッ！　バシッ！」と、天井や離れた壁かべからも響ひびいてくる。

れい：あわわ……おそろしや～……。

透子：ふむ……温度差で建材が軋きしんでいるのだろうな。

ＧＭ：そうすると、天井を、みしっみしっと、誰だれかが歩いているような音が。

透子：おおかた、天てん井じよう裏うらに小動物でも住み着いているのだろうな。

ＧＭ：動じないなぁ……（笑）。進んでいくと、床ゆかに散さん乱らんしていた碁盤やボールが宙ちゆうに浮うき上あがり、透子さんに向かって──すごい勢いきおいで飛んできます。

透子：ほほう。これは興きよう味み深ぶかい。

修太郎：──透子ちゃん！　危あぶない！　間に入って重力で叩たたき落おとす！

ＧＭ：了りよう解かい、判定はなしでＯＫです。物体が飛んできた先……廊下の角からは、半はん透とう明めいな少女がこちらを覗のぞき込こんでいます。

れい・エナ：きゃ──────っ!?

ＧＭ：半透明で、向こう側が透すけて見える感じですね。黒くろ髪かみで、年としの頃ころは中高生くらい。服ふく装そうは、なんていうのかな、白い無地の……帯のない浴衣ゆかたみたいな服です。

修太郎：あっ、あの……キミは？

ＧＭ：「え、えっと、えっと……」女の子はおどおどして後ずさって……柱に体がめり込こむっていうか、すり抜ぬけそうな感じになります。

れい・エナ：きゃ──────っ!?

ＧＭ：幽霊（？）の女の子は「でっ、でていってくださーい！」と叫さけんで、またガラクタをふわふわ浮かせます。「こっ、この場所を壊こわさないでくださ────いっ！」

修太郎：この場所、って、この建物を……？

透子：ふむ……興味深いな。透けているのか？　どういう原理だ？

ＧＭ：「ちょっ、ちょっと……こっちにこないでくださいっ！」

透子：どういう仕組みなんだ？　触さわらせろ。……と、すたすた近ちか寄よっていく。

ＧＭ：「このひと怖いです！」（一同笑）

透子：おい、逃にげるんじゃない。何だ今のは？　壁をすり抜けただろ、どうやったのだ？あの浮いているのは、どうやっているのだ？　こら！　待たないか！

ＧＭ：「うわ────んっ！」　透子から逃げて、ふよふよ浮いてきます。

エナ：ぎゃーっ！　こっち来た────っ!?

れい：やだぁ────っ!!　こっちこないでよぉっ!?（笑）




　旧サークル棟の廊下をあっちこっちドタバタ逃げ回った後……少女は外の壁に背せをつけて、追おい詰つめられたように、怯おびえた目で透子を見ていた。




透子：ふふ……どうした？　この建物からは出られないのか？

修太郎：こ、こっちが悪人みたいだよ透子ちゃん!?（笑）

ＧＭ：じゃ、そこで──女の子は「もう、やだぁ────っ!!」って叫さけぶと、そのまま地面に潜もぐって消えてしまいます……《瞬しゆん間かん退たい場じよう》を使用しました。

エナ：と、とーこちゃんが……幽霊に勝った……（笑）。

修太郎：うーん……なんか事情があるっぽいけど……。ひとまず、外に出よう。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：外に出ると、田中権三郎くん一七歳さいをはじめとする土木研の部員たちが、心配そうに待っていますね。（野太い声で）「おぅ、どうだったい？」

修太郎：……一いち応おう、消えたみたいなんだけど。

ＧＭ：「ふーむ。……今までもよぅ、いったんは消えるんだが、また出てきちまうんだよなぁ……いってぇ、どうしたもんだかなぁ」

修太郎：あの子は、誰なんだろう。調べられないかな……誰か写真とか撮とってる？

エナ：写真はないけど、あたい絵描かけるよ。《写真記き憶おく》持ってるから。

れい：すごぉ───い！　さっすが天才！

エナ：ふふふ……もっと言って、もっと言って。鉛えん筆ぴつでさらさら描いていこう。

ＧＭ：じゃあ、絵を描いてるエナを土木研のみなさんも覗き込んで「おぅ、お嬢じようちゃん、絵うめぇなぁ」「将しよう来らいは絵描きだなこりゃ！」「先生様だな！」と盛もり上あがってます。

透子：酔よっぱらった親しん戚せきのおっさんみたいだ（笑）。

ＧＭ：──と、背はい後ごの山道から、また新しい一いち団だんが現あらわれます。一〇人ほどの高等部生徒。全員、びしりとアイロンをかけた制服を着て「美化委員会」の腕わん章しようを付けています。

修太郎：美化委員会……？

ＧＭ：そして、その中心に立つ──こう、貴き族ぞくっぽい金きん髪ぱつの男子生徒がですね……ふんぞりかえって言います。「フッ──なんだ、貴き様さまたちは？」

修太郎：僕たちは、第三生徒会。この建物の調ちよう査さに来たんだ。

ＧＭ：「ああ……アレか」

修太郎：おおっ、初めて知っててくれた！

ＧＭ：「なに、今耳にするまで忘わすれていたよ。私──美化委員長ギルバート・エデンは、美しくないモノを記き憶おくできない性せい質しつでね。第三生徒会……フッ、美しくないな」
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修太郎：名前を聞こうと思ってたら向こうから勝手に名乗った……（笑）。

ＧＭ：美化委員会というのはどういう組織かと言いますと……。




美化委員会

　オーヴァードアカデミアの生徒組織のひとつ。主な任務は、校内の美化・清せい掃そうである。

　清掃・ゴミ処しよ理り業ぎよう務むおよび、学園の施し設せつ・設せつ備びの修しゆう繕ぜん、建たて壊こわしを管理している。その関連で、自然災さい害がいおよびレネゲイド災害も、この美化委員会が対たい処しよする。




修太郎：ふむふむ……建て壊しに関することだから、美化委員会が出てきたのかな？

透子：いや、それなら委員長みずから足を運ぶ必要はない。おそらく──。

ＧＭ：「──そう、私は、レネゲイド災害の解かい決けつのために、この場に来ている」

修太郎：レネゲイド災害……？

ＧＭ：「そうとも。幽霊だと言われているその現げん象しようは──証しよう言げんを整理すれば、一いち目もく瞭りよう然ぜん、レネゲイドによる超ちよう自し然ぜん現象に間ま違ちがいない。ならば、その災害を解決するのは、我われ々われ、美化委員会の仕事だ。……こんなことは自明だろう？」

修太郎：くっ……！　イヤミったらしい奴やつだ！（笑）

ＧＭ：そうするとですね、ギルバート・エデンの隣となりに立っていた女子生徒が、「──その通りです、ギルバート様」と言う。

エナ：ちょ、その人はなんなの（笑）。

ＧＭ：彼かの女じよは美化委員会の副委員長ですね。名前はヴィペラ・セルペンス……基き本ほん的てきに、「その通りです、ギルバート様」しか言わない人です（一同笑）。

エナ：影田くんといい、副委員長ってのはそんなのばっかりなの!?（爆笑）

修太郎：……で、美化委員会は、この建物を力ちから尽ずくで破は壊かいしようっていうんですか？

ＧＭ：「フッ……そのような美しくないことはしないよ。嫌いやだねぇ……美しくない人間というのは。美しくない発想しかできない」「その通りです、ギルバート様」（一同笑）

透子：こ、こいつら……アホだぞ（笑）。

修太郎：その、レネゲイド災害ってのはどういうものなんですか？

ＧＭ：「フッ、キミが転校生の会長とやらか。いいだろう、教えてやる。レネゲイド災害とは、レネゲイドによって引き起こされる超自然現象のことだ。多数のオーヴァードが住むためか、この島のレネゲイド濃のう度どは非ひ常じように高く、災害も発生しやすいのだ」

エナ：巨きよ大だいイカなんかも災害の一種といえるかもね。

ＧＭ：「幽霊……というのも、何らかのきっかけで刷すり込こまれた記憶──情報を、レネゲイドが再さい生せいしているだけだ。あれに人じん格かくがあるわけではない」

修太郎：それは……僕には、そうは見えなかったですけど。

ＧＭ：「フッ、それは錯さつ覚かくというものだ。……我々は、レネゲイドに干かん渉しようすることで、あのレネゲイド災害を消滅させる。……貴様たちの出番はない」

修太郎：それは……。

ＧＭ：で、ギルバート・エデンが、片かた手てを上げると、部下が一いつ斉せいに何か機械を運んできて、旧サークル棟を囲むように配置していきます。

透子：なんだそれは？

ＧＭ：「フッ……これは、アンチ・レネゲイド・フィールド発生装そう置ちだ」

修太郎：アンチ……レネゲイド・フィールドだとっ……!?（わなわな）

エナ：名前だけで反はん応のうしすぎじゃない？（笑）

ＧＭ：「フッ、そうとも。このＡＲＦアンチ・レネゲイド・フイールドは──」

透子：そのネーミングは美しくないな。

ＧＭ：「ゲフォッ！」　ギルバートはその言葉にショックを受けて倒たおれます。

一同：倒れた────っ!?（爆笑）

ＧＭ：で、地面でビクビク痙けい攣れんしながら、「ばっ、馬ば鹿かな……」って繰くり返かえしているのを、部下が持ち上げて、立たせて、服をはたいて、髪かみを直してあげている（一同爆笑）。

修太郎：ちょっ……ちょっと……っ！（[image: ←]笑っている）

ＧＭ：部下が口々に「そんなことないです」「かっこいいですよ！」って言って……ギルバートは、「フッ……美しくない言葉にショックを受けてしまった」と、立ち直る。

れい：大変だね……美化委員って（笑）。

ＧＭ：で、立ち直ったギルバートが「このＡＲＦによって、ある程てい度どまでのレネゲイドの活動を抑おさえ込むことができる。未来科学研究会の試作品だが、効こう果かは実じつ証しよう済ずみだ」

れい：これも生徒の作品なんだ。すごいね！

修太郎：…でも、うーん……。やっぱり、それじゃダメだと思うんだ。あの子の気持ちを、ちゃんと聞かないと……。

ＧＭ：「フッ、くだらない感かん傷しようだ……美しくないな」

修太郎：そんなの、そっちこそ美び意い識しきのない、暴ぼう力りよく的てきな考えじゃないか。

ＧＭ：ドフ────ッと吐と血けつします。そしてまた倒れる（一同爆笑）。

エナ：（美化委員になって）ギルバート様しっかり！　美意識ありますよ！　あるある！

透子：（面めん倒どうくさそうに）私はもう帰ってもいいか？

れい：待って！　待って透子！　もうちょっとがんばって！（笑）

ＧＭ：「とにかく！　この一いつ件けんは、美化委員会の管かん轄かつだ！　これに関しては校こう則そくにのっとって判はん断だんしている。異い論ろんは認みとめん！」

エナ：んー……それは、そうなのかな。

ＧＭ：「この件は美化委員会で処理する。キミたちは、手を出さないでくれたまえ」と言って、機械を設せつ置ちしたところで、いったん彼らは退たい場じようしていきます。

透子：ふん。いけすかない連中だ。

ＧＭ：ちなみにギルバートの言ったことは、美意識はともかく、校則や生徒会の内則からは、特に間ま違ちがっていません。

修太郎：うーん……。

透子：仕方がないだろう。ひとまず、我々の仕事は終わり──ということだ。

ＧＭ：そうですね。イベントとしてはこれでいったん終しゆう了りようです。

修太郎：……考えはまとまらないんだけど、なんか、これでいいのかなぁって……。あの子……あの幽霊の子、なんだか事情がありそうな気がする……。それを、ただ消しちゃうのは違うような……。

エナ：そんなに気になるなら、調べてやろーか？

修太郎：できるのかい？

エナ：あたいは天才だからな。んー……侵しん蝕しよく率りつがキツいんで、次のシーンは出ないでおいて、その間に調べるって感じになるかな。

れい：エナちんいなくて大丈夫かな？

エナ：手芸部で何をするのかわからないけど、コスプレイベントかもしれないけど（笑）。まあ、あたいがいなくてもどうにかなりそうかなーって。

ＧＭ：コス……？　なんのことかわかりませんが、全員登場でなくてもＯＫですよ（笑）。

修太郎：じゃあ──お願いしていいかな、エナちゃん。




「僕はやっぱり、気になるんだ……あの子のこと」

　修太郎は、木造の建物を振ふり向むいて呟つぶやいた。



《瞬間退場》　そのシーンから退場するエネミー専用のエフェクト。

《写真記憶》　見たものの細部までを完璧に記憶するノイマンのイージーエフェクト。

イージーエフェクト　直接判定に関わらない、主に演出用のエフェクト。









◆Middle08◆恋こいのコスプレ戦争　Scene Player ─── 御影透子




　調べ物をするというエナを置いて、三人は手芸部部室へとやってきた。

　手芸部の部室は、それ自体がひとつのマンションのような建物にあり、中では部員たちが、大量生産の既き製せい服ふくから手て縫ぬいのオーダーメイドまで、さまざまな作業に勤いそしんでいた。




修太郎：うわぁ……なんというか、会社みたいだね。

ＧＭ：そんな感じで忙いそがしく働いている中から「あっ、第三生徒会のみなさんですねっ！」と、ぐるぐる眼鏡めがねの女子生徒がひとりやってきます。彼女が依頼を生徒会に出したココさんです。「よろしくですぅ！」と名めい刺しを出してきます。名刺にはこうあります──。




　手芸部　営えい業ぎよう担たん当とう副部長　ココ・エルメス・アラバスタ
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修太郎：ほんとに会社みたいだ────っ!?（笑）

ＧＭ：他にも、開発担当副部長とか、工場担当副部長とかいますよ。手芸部は、部員も数百人いる大だい規き模ぼサークルですからね。

修太郎：すいません、名刺の持ち合わせがなくて！

ＧＭ：「いいんですぅ！　そんなことより……まさか、御影透子さんと光月れいさんが来てくれるなんて感かん激げきですぅ！　おふたりとも可愛かわいさＳランクですぅ！」

修太郎：「可愛さＳランク」って表現、オッサンぽいなぁ……（笑）。

透子：で、依頼の内ない容ようはなんだ？　手伝いということだったが……。

ＧＭ：「市街区に新しん規き開店する、コスプレショップの宣せん伝でんのため……御影透子さんと、光月れいさんにコスプレをして欲しいですぅ」

一同：やっぱりそんなんか────っ!?（笑）

修太郎：そっ、そんなこと、わざわざ依頼しなくてもいいんじゃない!?

ＧＭ：ぶっちゃけると、このシーンはＰＣにコスプレしてもらって、それを本になるときにイラストにしてもらおう！　という趣しゆ旨しのシーンでございます。

修太郎：ぶっちゃけすぎじゃないですかね!?（笑）

透子：読者サービスだなっ！（[image: ←]やる気）

れい：いやーん……♡

ＧＭ：ちゃんと判定とかもありますけどね（笑）。……えー、では市街区の新しん店てん舗ぽに、ココがみなさんを案内していきます。すごいウキウキで。

透子：これ、手芸部の活動っていうかココの趣しゆ味みなんじゃ……（笑）。

ＧＭ：──さて、市街区の、目め抜ぬき通りから一本入ったくらいの場所に、その店舗があります。「本日開店！」と表に出ていて……で、中には色んなコスプレ衣い装しようがあります。

透子：本ほん格かく的てきだ……（笑）。

ＧＭ：ココは、「どれでも好きなもの着てくださぁい」とウキウキ顔。

れい：どんな衣装があるの～？

ＧＭ：なんでもありますよ。お好きな衣装を言ってもらえれば。……一応、決められなかった時のために、コスプレ衣装チャートも用意しました。

一同：コスプレ衣装チャートっ!?（笑）

れい：振ふってみた～いっ！（笑）




　チャートがあると振ってみたくなる……それはオーヴァードの……いや、人類の性サガというものかもしれない。
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透子：……ふむ。９だ。「エスニック」だな。民族衣装とか？

ＧＭ：そうですね、浴衣ゆかた、和服なんかも含ふくみますが。キルトとかアオザイ、チャイナドレスなんかでしょうか。

透子：む……チャイナ……。（[image: ←]気に入ったらしい）

れい：あたしも、振ってみまーっす！　（ダイスを振る）７は……「現げん代だいファンタジー」？

ＧＭ：これは、魔ま法ほう少女とか、美少女戦士とか、そういうアレです。

れい：かわいい～♡　……でも、胸むねのところがブカブカだ……（一同笑）。

透子：私はどうも胸のところがキツいようだな（一同爆笑）。

ＧＭ：「す、すぐ寸すん法ぽう直しますぅ！　オーヴァードの力で！」（一同笑）

透子：他のも着てみていいか？

ＧＭ：ココさんは、すごくイイ笑顔で、「どんどん着てみてくださぁい！」。

透子：（ダイスを振る）今度は「ファンタジー」か……どんなのだろうな。

ＧＭ：騎き士しとか、魔ま法ほう使つかいとか……透子さんは女騎士とか似に合あいそうですね。

透子：ふむ……では、なるべく露ろ出しゆつ度どの高いものを選んでみよう。

れい：ちょっ……や～ら～し～ぃ～っ!!（一同笑）

透子：れいには、妖よう精せいさんとか似に合あうんじゃないか？　こう、ヒラヒラと、羽をつけたりして……うむ、可愛い。れいは可愛いな。

れい：えー……？（笑）　あっ、あたし、ウェディングドレスとか着てみたい！

透子：おお、いいじゃないか。胸が平らでも気にならないデザインが豊ほう富ふだぞ。

れい：うっさいのよあんたっ！（笑）




　あーでもない、こーでもない、と試着する女子ふたり。

　その隣では、ココが、全身から熱いオーラを燃もえ上あがらせ、瞬しゆん時じに寸法を直していた。

　一方、我らが第三生徒会会長は……。




修太郎：こう、外で地味にビラとか配ってます……（笑）。えー、本日開店でーす、よろしくおねがいしゃーっす……。

透子：では、露出度の高い……そうだな、チャイナで、表に出て、修太郎に見せよう。

れい：ちょっと透子ずるいっ！（笑）　あたしも見せるっ！

ＧＭ：ではコスプレハプニングチャートを振ってみましょう。

一同：コスプレハプニングチャートぉ────っ!?（爆笑）
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エナ：（素すになって）ちょっ……お前、何でそんなとこ凝こってるんだよ……っ（笑）。

ＧＭ：大事なところだからだよっ!!（一同爆笑）




　──そして、ＧＭ渾こん身しんのハプニングチャートの結果は……。




れい：……「知り合いが見に来て指さして笑う」……（笑）。

一同：あー……。（[image: ←]納なつ得とく）

れい：ちょっとぉ！　なんで納得してるのっ!?（一同爆笑）




「ほっしーに見せよっと♪」

　ふわふわのウェディングドレスで店の外に駆かけだした、光月れい。

　だが、店の前に出たところで、知った顔と目があった──。




ＧＭ：では……ベアトリス・ハックマンがですね……れいと目があって、そのまま通りすぎて……で、しばらくして、すごい勢いで振ふり向むいて、れいを見る。

れい：二度見されたっ!?（一同笑）

ＧＭ：で、笑いはしないんですけど……とても、辛つらそうな表ひよう情じようでれいを見て、両手で顔を覆って……「（悲しげな声で）……光月れい、ついに恋れん愛あい妄もう想そうが末期に」（一同爆笑）。




　風紀委員長ベアトリス・ハックマン──意外と失礼な女であった。

　続いて、ハプニングチャートに挑ちよう戦せんするのは──クールビューティー、御影透子。




透子：「『転校生』が転んであなたに激げき突とつ」──ふっ（[image: ←]「計算通り」みたいな顔）。

修太郎：なにっ!?　今の笑いはなんなのっ!?

透子：（わざとらしく）きゃ～、修ちゃ～んっ！　って一いつ緒しよにコケて、上になる（笑）。

修太郎：またかっ!?（一同爆笑）

透子：（わざとらしく）あいたたた……修太郎、大丈夫か？

修太郎：なっ……なんだこの感かん触しよく……７シーンぶりくらいの……（一同笑）。

れい：ちょっと!!　なにやってんのあんたたちっ!?（一同爆笑）




　アタック方法は色いろ仕じ掛かけ……宣せん言げん通りの攻せめを見せる透子さんであった。




ＧＭ：そんなこんなで大おお騒さわぎしつつ──では本題の、客引きというか、宣伝の判定でございます。どれだけ堂々とコスプレできたか、とか、口上のうまさ、とかですね。

エナ：も、もう笑い疲つかれたよ……先に判定した方がよかったんじゃ……（笑）。

ＧＭ：判定は〈意い志し〉とか〈交こう渉しよう〉とか、応おう相そう談だん。難なん易い度どは８で──失敗すると、あまりのいたたまれなさに侵蝕率が１Ｄ10上じよう昇しようします。

エナ：そんな理由で侵蝕率が上がるの初めて聞いたよ!!（一同爆笑）




　はっはっは。ゲームデザイナーもびっくりである。




透子：んー……〈芸げい術じゆつ：ガラス工芸〉の判定でもいいか？

ＧＭ：ああ、いいでしょうね。

れい：あたし【精せい神しん】も【社会】も低い～……（笑）。

エナ：動きを見せる──とかで〈白兵〉でもいいんじゃない？

ＧＭ：なるほど、いいでしょう。どうぞどうぞ。




　ふたりのＳランクオーヴァードが、それぞれの衣い装しようを纏まとって目抜き通りに登場する。

　透子の、魅み惑わくのボディラインと、人目を引くために指先が作り出すガラス細工。

　れいの、満開の笑顔と、スレンダー（笑）な肢し体たいを輝かがやかせる身のこなし。




れい：ちょっと今なんで笑ったの!?（笑）

ＧＭ：はっはっは……では──判定をどうぞ。




　ふたりは一いつ斉せいにダイスを振り──そして。




れい・透子：──達たつ成せい値ち12！

ＧＭ：はい、ふたりとも、見事に成功です。

透子：では──修太郎のところに行こう。

れい：そうよね、ちゃんと聞かないとね！




「修太郎」「ほっしー♡」

　声に振り向いた修太郎の眼がん前ぜんには──。

　タイトなドレスに、グラマラスな肢体を包んだ幼おさななじみと。

　ふわふわのウェディングドレスに飾かざられた、小さな花はな嫁よめが──。
















透子・れい：どっちが似合う？（一同笑）

修太郎：どっ……どどうどっ、どっどどどっ……！

透子：──ふっ、私は普ふ段だん、白衣でラインが隠かくれているからな。このタイトな服ふく装そうは、かなりのギャップ萌もえを生み出すはずだ。

れい：透子計算高くないっ!?（笑）　あっ、あたしっ、ちょっと赤くなって上目づかいで……（照れた声で）どうかなぁ……変じゃな……い？




　修太郎の頰ほおは赤くなり、目は泳いで……。

　そしてしばし後……彼が出した答えは──。




修太郎：──ふたりとも、よく似に合あってるよ（一同爆笑）。

透子・れい：…………えー？（一同笑）

修太郎：ほっ、ほら、判定の達成値も一いつ緒しよだったからね！　だからしょうがない！

エナ：（しみじみと）よかったねぇ……ふたりの達成値同じで（笑）。




　こうして、大おお騒さわぎの後に、手芸部の新しいショップは大だい盛せい況きようとなり、ココは様々なコスプレを撮さつ影えいしたデジカメを手にご満まん悦えつとなったのであった。




修太郎：あ、そうだ。ここで、れいちゃんに「Ｐ：友ゆう情じよう／Ｎ：不安」でロイスを取得しておきます。油ゆ断だんしていると、コウノスケとアフロ団吉で埋うめたりしそうだ……（笑）。

れい：友情なのぉ～？（笑）……あ、あたしもロイス取ろう、ココちゃんに。

ＧＭ：ココに取るとは思わなかった（笑）。

れい：また、いろんな服作って欲しいなって！　サイズも直してくれるし……（笑）。

ＧＭ：はい、了解です──では、次のシーンにいきましょう。







Middle09◆七番目の賢けん者じや　Scene Player ─── エナ・ソフォス




　廃はい棄き寸すん前ぜんの旧きゆうサークル棟とうに出しゆつ没ぼつする、少女の幽ゆう霊れい。その正体はなんだろうか。

　エナは、ある推すい理りを元に、学園の要人を訪たずねることにした──。




ＧＭ：アイテムの「要人への貸かし」の演えん出しゆつで、誰だれかを訪ねる──と。誰だれにする？

エナ：（『ディスカラードレルム』をめくりつつ）そうだなー……せっかくだから、偉えらい人がいいなー。……そうか、うん（何事か考えつつ）、この人にする。




　エナが選んだのは、オーヴァード教きよう師し、〝魔ま女じよ〟フレデリカ・ソールド。生徒にエフェクトの使用法や侵しん蝕しよく率りつの制せい御ぎよを教える歴戦のオーヴァードで、医師でもある。
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ＧＭ：……なるほどね。フレデリカは医い務む室しつのひとつにいます。

エナ：（扉とびらを開ける仕草）あたいがきたぞー！

ＧＭ：フレデリカは無む視しして、なにやら薬品を調合したりしてます。

エナ：あたいだー！　あたいがきたぞー！（一同笑）

ＧＭ：「うるさいねぇ、聞こえてるよ」

エナ：そうか。ババアだから聞こえてないかと思った。

ＧＭ：「誰だれがババアだい!?」（一同笑）

エナ：魔女のばーちゃん。まずは落ち着いて、あたいにお菓か子しを出すんだ（笑）。

ＧＭ：「なんて図ずう々ずうしいガキだい……そこらへんに入ってるの、勝手に食いな」

れい：魔女なのに、意外と甘あまいね（笑）。

透子：ツンデレだな、ツンデレ（一同笑）。

ＧＭ：「……で、何の用だい？」

エナ：もぐもぐ……魔女のばーちゃん、この子知ってる？

ＧＭ：似に顔がお絵えを見たフレデリカは、すっと目を細めます。「こりゃまた、懐なつかしい顔だ」

れい：あ、おばあちゃん、知ってるんだ？

ＧＭ：うん。ちょっと、会いに行った相手がピンポイントに正せい解かいだったんで。

修太郎：正解……？

エナ：やっぱね。あの、幽霊の着てた「帯のない白い浴衣みたいな服」ってさ──入院する時に着る、患かん者じや衣いでしょ。

ＧＭ：うん、その通りです。「……そうさね、知ってるよ。もう十年くらい前だけどね、まだアカデミアが出来たばかりのころ、この島の病院に入院していた患者のひとりさ」




　フレデリカは、淡たん々たんと少女について説明する。

　学園島は当初、研究機関を中心に発はつ展てんした。その中には、レネゲイドやオーヴァードに関連した原げん因いん不明の病気を患わずらった者を扱あつかう、専せん門もんの病院もあった。

　少女──フレーズ・ウエハラは、その病院に入院していた、オーヴァードの少女だった。




エナ：ん～、その病院ってさ……（旧サークル棟のあたりを地図で示しめし）このへん？

ＧＭ：「よく知ってるね。ま、島の開発初期に建てられた建物でね。もともと、容よう態だいに変化の少ない患者のための、療りよう養よう所じよみたいなもんだったのさ。その後、医い療りよう施し設せつは研究所や大学の方に揃そろったから、療養所としては使わなくなってたはずだよ」

エナ：うん。その後、部室棟になって、それも今は使ってないんで建たて壊こわすんだって。

ＧＭ：「そうかい……あの建物がね……」ちょっと遠い目になります。

エナ：その子は、どうなったの？

ＧＭ：「……レネゲイド絡がらみの症しよう状じようかと思ったんだが、そうじゃなくてね」

エナ：どういうこと？

ＧＭ：「逆ぎやくだったのさ。オーヴァードだから保もってただけで、体は生まれつき弱くて……とっくに限げん界かいだったんだ。がんばってたけどね……この島に来て一年くらいで──」




　死んじまったのさ──と言って、フレデリカは窓まどの外を見た。

　窓の向こう、土手の下にはグラウンドが見える。オーヴァードも、そうでない生徒も、初夏の日差しの中、元気に走り回っていた。

「学校に行ってみたい、ってのが、あの子の口くち癖ぐせだったね」




エナ：そういえば、あの建物からも、校こう舎しやが見えたっけ……。

ＧＭ：──フレデリカの話は以上です。他に調べたいことがあれば、どうぞ。

エナ：んー……その後の、〝幽霊〟がいつから出てたか、とかを調べたい。

ＧＭ：いいでしょう。〈情じよう報ほう：噂うわさ話ばなし〉か〈情報：アカデミア〉で。難なん易い度どは９です。

エナ：了りよう解かい。パソコンでいろんな資し料りよう──学園の掲けい示じ板ばんのログとか、生徒会の記録とかをプリントアウトしたのを、ドサっと医務室のベッドに広げて──ヘッドフォンを取る。




　エナのトレードマークでもあるヘッドフォン。

　特に音楽が流れているわけではないそれは、いわば暗あん示じの鍵キー。エナ・ソフォス──「〝賢者ソフオス〟シリーズの七番目エナトス」の、高すぎる思考能力を抑よく制せいするための鍵キーだ。




エナ：判はん定ていは……うん。クリティカルした──達たつ成せい値ち18で成功。バラバラの資料を全部同時に認にん識しきして、高速思考で再さい構こう成せいする。

ＧＭ：あの〝幽霊〟が目もく撃げきされたのは、今回が初めてではありません。

エナ：ほほう。

ＧＭ：というより、あの建物がサークル棟として使われ出してから──これが七、八年くらい前ですね──最近まで、頻ひん繁ぱんとは言えませんが、時々、目もく撃げき談だんがあります。

修太郎：あれ？　そうなんだ……。

ＧＭ：ええ。しかし、それはああいった騒さわぎになる類たぐいのものではありません。




　ある生徒が、誰もいない部室で寝ねてしまい……起きた時、肩かたに上着がかけられていた。

　あるサークルでは、その幽霊を見ると、幸運が訪おとずれるとされていた。

　あるサークルでは、その幽霊は、もうひとりの部員として──〝幽霊部員〟という、古典的なジョークとして、代々、部員に伝わる存そん在ざいだった。




ＧＭ：そして、共通する証しよう言げんがあります。その〝幽霊〟は──部活や、生徒たちの雑ざつ談だんの場に現あらわれる時……とても、楽しそうな顔をしていたそうです。

エナ：……そっか。学校に、行ってみたかったんだもんね。……ちょっとわかるよ。あたいは、研究所に閉とじ込こめられて育ったから。

ＧＭ：最後に──わかることがひとつ。〝幽霊〟とは、ギルバート・エデンが言った通り、レネゲイドが関かかわる〝現げん象しよう〟です。何らかの、強い感かん情じようや記き憶おくが、レネゲイドに焼き付いて……それが、〝現象〟を引き起こしている。──そういう、ものです。

エナ：うん、そうだろうね。……じゃ、魔女のばーちゃんに挨あい拶さつして帰ろう。……その前に、フレーズにロイスを取っておく。「Ｐ：親近感／Ｎ：憐れん憫びん」。表は憐憫。




「魔女のばーちゃん、あたいはかえるぞー！」

「勝手に帰りな。ちゃんと片かた付づけてお行きよ」

　そう、つっけんどんに答えた後……フレデリカは、なぜかこんな質しつ問もんをした。

「エナ──あんたは、この学園……楽しいかい？」

「──うん。すっげーたのしいぞ！」

　その答えを聞いて、〝魔女〟は口くちの端はしを持ち上げて──少しだけ、笑ったのだった。



要人への貸し　「種別：コネ」のアイテム。情報収集の判定にダイスボーナスを得る。









◆Middle10◆任にん務む完かん了りよう……？　Scene Player ─── 星川修太郎




　第三生徒会に与あたえられた、四つの任務。

　そのすべてを終え、第三生徒会の面々は、ふたたび生徒会長室へと戻もどってきていた。

　あとは、報ほう告こくを済すませるだけ──そのはずだった。




ＧＭ：それでは、すべての任務を終えた第三生徒会のみんなが、生徒会長に報告する……というシーンになります。シーンプレイヤーは、修太郎。

修太郎：それでは侵しん蝕しよく率りつを……おおぅ、10！　だがマイナス１だ！　──それでも９！　うぉおおおお────っ!!（一同笑）

ＧＭ：ジュースの力も……ダイス目の前には無力だったか……（笑）。

修太郎：今93！　まあ、今回はほんとダイス目が走りました。

エナ：逆に考えるんだ……ジュースがなければ[image: 100]を超こえていたと考えるんだ。

修太郎：おぉ……おぉ……ありがとうスペリオルミックス！

エナ：ちなみにあたいは６上がって、現げん在ざい83。

透子：私は７を振ふって82だな。

れい：あたしは４が出て、81だよ！

ＧＭ：じゃ、帰ってきた三人と、調ちよう査さから戻もどったエナが、生徒会長室で合流する感じかな。

エナ：生徒会長室の扉とびらの前で、あたいが体育座ずわりで待ってる（笑）。

修太郎：やあ、なんとか終わったよ。お待たせ。

透子：では、雲雀の奴やつに報告するか。

エナ：ん……ちょっと待って、って言って、さっきの話を教えよう。脇わきに持っていた大きなカバンから、ごそごそと何かを取り出す。

修太郎：それは……？

エナ：あたいの作ってきた紙かみ芝しば居いだ（一同笑）。

修太郎：か、紙芝居……（笑）。

エナ：（絵を構かまえる手つきをしつつ）……読み上げるぞー……。「その女の子は、オーヴァードの病気を診みる病院で、ずっと入院してました」




　紙がめくられ、時間が進む。

　病院での死。果たされなかった夢ゆめ。

　サークル棟に現あらわれた幽霊の行動。生徒たちの反はん応のう。

　──「楽しそうだった」。そう表ひよう現げんされた……幽霊の想おもい。




修太郎：…………。

エナ：最後に──「でも、その建物から生徒はいなくなり、建物も壊こわされることになったのです。そして幽霊は、建て壊しの妨ぼう害がいを始めたのでした──おしまい」。

一同：………………。

エナ：じゃ、報告に行こうか──と、立ち上がって、ドアを開ける。




　紙芝居が終わり……沈ちん黙もくが流れる。

　それを断たち切きるように、エナはドアを開け──。




エナ：あたいがきたぞー！（一同笑）

修太郎：やっぱりそれなんだ（笑）。

ＧＭ：生徒会長室の中には雲雀宏一がいますね、キミたちが来ると──。

エナ：こう（ブラインドに指をかける仕草）「来たか……」（一同笑）

ＧＭ：じゃ、それで（笑）。

エナ：振ふり向むくと眼鏡めがねもキラーンって光るね。

ＧＭ：じゃあ光ります。

透子：振り向いた時にちょうど眼鏡が光るようにシャド田くんが調節してくれているんだな。なかなかの技ぎ術じゆつだ……と感心する。

ＧＭ：じゃあ調節してます（笑）。

れい：シャド田くん……おつかれさまっ。

ＧＭ：「ありがとうございます。影田です」（一同笑）




　生徒会長と副会長、みなさんに愛されてよかったです。




ＧＭ：では、雲雀はこほん、と咳せき払ばらいして……「最初の任務、無事に解かい決けつしたようだね。さすが、僕ぼくの見み込こんだメンバーだ」。

エナ：そうだろう、そうだろう。お菓子食べていい？（一同笑）

ＧＭ：「ああ、いいとも」（笑）。……で、雲雀は手元の書類を見ながら──ひとつずつ、確かく認にんしていきます。「まず……園芸部と、不良グループの件けんだね」

修太郎：アフロ団だん……強きよう敵てきだった。そして今では強敵と書いて「とも」と読む仲に。

ＧＭ：「園芸部のマキくんからは、その後アフロ団はきちんと許きよ可かを取って活動し、園芸部の手伝いで草むしり等しているので、解決ということでＯＫだ──と連れん絡らくがあったよ」

修太郎：よかったよかった。

透子：アフロ団の連中、園芸部に入ればいいのに……（笑）。

ＧＭ：「次は……盗とう難なん事じ件けんか。保ほ護ごした猫ねこは、やはり大学の研究所から逃にげ出だした、ＥＸオーヴァードだったよ」

れい：そういえば、猫ちゃんの世話ってどうしたんだっけ。

ＧＭ：決めてませんでしたね……じゃあ、影田くんが世話をしてました。無む表ひよう情じように、片かた手てに猫を抱だいてます（一同笑）。

れい：ありがとう、シャド田くんっ！

ＧＭ：「影田です」（一同笑）　──でまあ、研究所としても、ペットみたいな感じでいた子なんで、希望するなら飼かってもいいよ、という話だそうです。

れい：飼いたいっ！　飼います！

透子：（クールに）ま、れいがそう言うなら、いいだろう。

ＧＭ：えー、その子は、名前が「海うみ」ちゃん。体毛が青いからでしょうね。一歳さいの雌めすで、エンジェルハィロゥとキュマイラのシンドロームを持つ、ＥＸレネゲイドです。

れい：海ちゃ～ん♪　よろしくねっ！

透子：（猫の鳴なき真ま似ねで）……みゃ～。みゃーみゃー♪

ＧＭ：「次──手芸部のココさんからは、熱ねつ烈れつな感かん謝しやのメールが届とどいているね」（一同笑）

れい：また対決したいねっ！（笑）

透子：私は別に……やぶさかではないが（笑）。

エナ：勝負的な話なんだ、これ（笑）。

ＧＭ：「最後は──旧サークル棟の幽ゆう霊れい騒そう動どうか。この件は、美化委員会から連れん絡らくがあり──以後、美化委員会で対たい処しよすることになった。…………これで、キミたち第三生徒会の任務は、すべて終しゆう了りようだね」

一同：…………。

ＧＭ：「それでいいね？　では、お疲つかれ様さま──」




「───待ってください、会長さん」

　生徒会長の言葉を遮さえぎったのは──星川修太郎。




修太郎：……その任務は、まだ終わってません。

ＧＭ：「……どういうことかな？」

修太郎：僕らは……第三生徒会は、困こまっている生徒を助けるのが仕事だって、会長さんは、そう言いました。幽霊の件は──美化委員会では、助けられない人がいます。

ＧＭ：「……と、いうと？」

修太郎：彼かの女じよ……フレーズさんに、僕は──僕らはまだ、何もしてあげられてない。

ＧＭ：「ふむ」雲雀は修太郎以外の、第三生徒会のメンバーの方に、視し線せんを向けます。

透子：……修太郎の言うことは……わかるのだが……。

れい：……うん、でも……もう、無理じゃない？

エナ：管かん轄かつが違ちがうっていう、ギルバートちゃんの言葉は、間違ってないよ。それに、フレーズちゃんが第三生徒会に依頼してきたわけじゃない。そもそも生徒でもないしね。

修太郎：うん、わかってる──でも。




「でも──僕は、あの子を助けてあげたい」

　修太郎は、全員に向かってそう言った。




修太郎：僕は、ずっと学校に行かないで、逃にげていて──でも、ずっと憧あこがれてた、学校に。学園生活に。だから、あの子の……フレーズさんの気持ちが、少しはわかるんだ。

一同：…………。

修太郎：フレーズさんは……ここで過すごしたかったんだと思う。ずっと、病室の窓から見てた、この学園で。だから〝幽霊〟として他人と触ふれあえた、あの場所にこだわってるんだ。

透子：修太郎……。

修太郎：あの子は言ったんだ、「この場所を壊さないで」って……あの子は、この学園にいて、この学園が好きなんだ。だったら──第三生徒会は、彼女を助けなきゃ、いけないんだ。




　修太郎がそう言った後……しばし、その場には沈ちん黙もくが流れた。




透子：──不意に、昔のことを思い出す。




　自分は人と違うのだと……人を傷きずつけるバケモノなのだと泣いていた少女に──少年は言った──「そのままのキミでいい」。




透子：……変わらないな、修太郎は。──いいだろう。修太郎がそう言うなら。私は手伝う。

れい：うん──あたしも、気持ち、わかるよ。あたしも……ほっしーと会うまで、毎日が楽しくなかった！

一同：えぇ────────っ!?（爆ばく笑しよう）

透子：驚おどろいて、思いっきり横のれいをガン見する（笑）。

修太郎：ちょっ、……だってパンフレットであんなに元気だったのにっ!?（笑）

透子：私なんて後ろで見切れてるのに……（笑）。

れい：ほっしーに会ってから、あたしの世界は輝かがやいたの！（一同爆笑）

透子：う、うん……？（笑）

れい：だからね、あたしも、いいよ。ほっしーを手伝う！

修太郎：……透子ちゃん、れいちゃん……ありがとう。

エナ：んー……。しゅーたろーちゃんは、あの子が生徒だって思うの？

修太郎：……うん。そうだ。彼女は、僕らが手助けする対象だよ。

エナ：死んだ子の記憶が転写されたレネゲイドでも？

修太郎：難むずかしいことはよくわからないけど……でも、ここにいたい、って。ここが楽しいって思うなら、彼女はここにいていい──そのはずだ。

エナ：……あっはっは！　しゅーたろーちゃんは馬ば鹿かだなぁ（一同笑）。

修太郎：ちょ、えっ……？

エナ：いいやつってことさ。……いいよ。あたいも……ま、いろいろあって、あの子の気持ちもわかる……うん、あの子は生徒だ、って言いい張はるなら、美化委員会を止めて、あたいたちが動くことができるだろうね。いいよ、やってみよう。

修太郎：ありがとう、エナちゃん！

エナ：ん、ＧＭに確認……フレーズちゃんは、レネゲイドビーイングなのかな？

ＧＭ：はい、その通りです。

エナ：──で、このアカデミアは、レネゲイドビーイングでも生徒になれる？

ＧＭ：はい。

エナ：ってことはホントに正式な生徒にしちゃえば、第三生徒会への依い頼らいとして成立だね。……必要なのは手続きの時間か。美化委員会がいつ動くかわかる？

ＧＭ：ＡＲＦの設せつ置ちは終しゆう了りようしているでしょうし、いつ動いてもおかしくありません。

エナ：正当な手続きを踏ふんでいる時間はない……かな。




　美化委員会の動きを止めるには、なんらかの名目──この件が、美化委員会の管かん轄かつではなく、第三生徒会の管轄であると示しめす根こん拠きよが必要だ。

　彼女──フレーズを〝災さい害がい〟ではなく、人として扱あつかう根拠──。




れい：…………第三生徒会に、いれる？

エナ：おお？　──ひばりちゃん！

ＧＭ：「うん。実は……可か能のうだね」と、雲雀はにこやかに言います。そして──「シャド田くん──あれを」「影田です」と、分ぶ厚あつい紙かみ束たばを影田くんから受け取ります。

エナ：用意がいいねえ……（笑）。

ＧＭ：「この、生徒会内ない則そくでは、各委員会の管轄がバッティングした場合の処しよ理りとして……『当事者たる生徒会ないし委員会の役員は異い議ぎ申し立てを行なえる』とある──つまり」

一同：つまり？

ＧＭ：「その幽霊くんが役員なら、異議申し立てを行なうことができる──第三生徒会の一員であれば、生徒である必要はないってことだね」（一同笑）

修太郎：ど、どう考えても詭き弁べんだ……（笑）。

ＧＭ：「うん、詭弁だね──でも、一時しのぎには使える。キミたちが欲ほしいのは？」

透子：時間。……なるほどな。

修太郎：じゃあ、行こう──ありがとう、会長さん。

ＧＭ：「行ってらっしゃい──がんばってね、会長くん」




　そして、第三生徒会は駆かけだしていった。

　第三生徒会最初の任務を──すべて終わらせるために。



レネゲイドビーイング　レネゲイドウィルス自体が意志を持った、人類とは別種の生命体。『ＤＸ３』ではＰＣとして使用することもできる。









◆Middle11◆ハレーション・ゴースト　─── Master Scene




　空は、夜の藍あい色いろに染そまっていた。気の早い星が既すでに瞬またたき始めている。

「本当に今からやるんですかい？　明日でもいいんじゃ……」

　土木研、田中権三郎の言葉に、美化委員長ギルバート・エデンは首を振った。

「レネゲイド災さい害がいは、その拡かく大だいや余よ波はが予よ測そくしきれない。一いつ刻こくも早く、解かい消しようすべきだ」

「その通りです、ギルバート様」

　ギルバートの横で、副委員長、ヴィペラ・セルペンスが頷うなずいた。




ＧＭ：というわけで、ミドルフェイズ最後のシーン。マスターシーンになります。

修太郎：美化委員会、もう動いたのか……。

ＧＭ：普ふ通つうなら執しつ行こうは明日以い降こうなんですが、ギルバートが急いだようですね。

エナ：（土木研部員になって）社長ぉ、こりゃボーナスはずんでもらいますぜぇ。

ＧＭ：「フッ、わかっている。任まかせたまえ」（一同笑）

修太郎：太ふとっ腹ぱらだなー。ギルバート。

ＧＭ：彼は貴き族ぞく的てきな人物なんですよ（笑）。……だから、工事を急いでいるのも、自分で言っている通り、被ひ害がいの拡大を憂ゆう慮りよしてのことです。

修太郎：彼は……彼なりに真しん摯しなのか……。

ＧＭ：「フッ、それにこのような美しくない建物は、早々に解かい体たいするべきだ」「その通りです、ギルバート様」「──フッ、汚お物ぶつは？」「消毒です、ギルバート様」（一同爆笑）

修太郎：やっばりバカだろお前ら!?（爆笑）




「それでは、工事を開始してくれたまえ、諸しよ君くん」

　土木研の重機が前進を始め──と、建物の入り口に半はん透とう明めいの人ひと影かげが浮うき上あがった。




れい：フレーズちゃんだ。

ＧＭ：そうです。フレーズは「こ、ここを壊こわすのはっ、許ゆるさないですっ！」と必死に叫さけんで、周囲にボールやヤカンなどを浮うかせます。




「なるほど……あれが、レネゲイドによる超ちよう常じよう現象……災害だな」

　ギルバート・エデンは、余よ裕ゆうたっぷりに笑うと、レースのついた片かた袖そでを上げた。

「アンチ・レネゲイド・フィールド──展てん開かい！」

　ＡＲＦ発生装そう置ちが起動し、青白い光の線が建物を囲むように展開。同時に周囲に耳鳴りのような甲かん高だかい音が響ひびき……そして、少女──フレーズの体にノイズが走る。




エナ：ノイズ──ホログラムが乱みだれた、みたいな。

ＧＭ：そういう感じです。周囲に浮かび上がっていた雑ざつ多たな物も地面に落ちていきます。




「よし。いけそうだな……それでは、旧サークル棟の解体工事を開始する」

　フレーズは、震ふるえる手で、ノイズの走る体を抱だきしめた。

「やっぱり──あの人の言う通りだった。これを使うしかないんだ」

　そう呟つぶやいた彼女の手は、いつの間にか、仮面を持っている。




修太郎：え……仮面……？

エナ：……そーきたか。




　少女が仮面をつけると同時に、周囲のレネゲイド濃のう度どが一気に上じよう昇しよう。落ちていた物体が再ふたたび浮き上がり、ＡＲＦが一いつ斉せいに火花を吹ふき上げた。

「ここヲ……壊さセハ……しナイ……ッ」

　呟きは震え、歪ひずみ──そして少女は、咆ほう吼こうした。







　　　ＣＬＩＭＡＸ ＰＨＡＳＥ







◆Climax01◆亡なき少女のためのパヴァーヌ　Scene Player ─── 星川修太郎




　異い様ような光景だった。

　ライトに照らされた旧きゆうサークル棟とう。周囲には横転した重機と、倒たおれ伏ふした生徒たち。

　建物の入り口には、淡あわく光る半はん透とう明めいの──仮か面めんの少女。




ＧＭ：──と、いう状じよう況きようでクライマックスフェイズになります。フレーズからは、凶きよう悪あくな《ワーディング》が放たれていて、周囲には土木研のみなさんが気き絶ぜつして倒れています。

エナ：一いつ般ぱん生徒は気絶したか……彼かれらが巻まき込こまれると厄やつ介かいだね。

ＧＭ：ギルバート・エデンは、副委員長のヴィペラが支ささえており、キミたちを見ると苦しげに──「貴き様さまたちか……今いま更さら、何をしに来た？」

修太郎：工事を止めに来たんだけど……それどころじゃ、なさそうだね。

ＧＭ：フレーズが声のない咆ほう吼こうを上げると、周囲の木が根ごと引ひき抜ぬかれ、横転していた重機がずりずりと滑すべって──宙ちゆうに浮うき上あがります。

れい：なんかすごくパワーアップしてないっ!?

修太郎：フレーズさん、話を聞いて！　僕らは、キミを助けに来たんだ！

エナ：──無む駄だだよ、しゅーたろーちゃん。フレーズちゃんは、あの仮面の力で暴ぼう走そうしてるんだ……話ができる状じよう態たいじゃない。

修太郎：仮面……あれを知っているのかい、エナちゃん。

エナ：うん。『ディスカラードレルム』に書いてあるからね（笑）。……でも今はそれを説明してる時間はないよ。

ＧＭ：ギルバートはよろよろと起き上がって……「フン、余よ計けいな手出しは無用だ」。

修太郎：あの子は──フレーズさんは、僕ら、第三生徒会が助ける。




　修太郎はそう言うと、ギルバートに書類を差し出した。生徒会内ない則そくの抜ばつ粋すい……そして、フレーズ・ウエハラの名前が記された、第三生徒会の役員名めい簿ぼ。




ＧＭ：「なっ……役員だと？　くだらぬ小細工を……雲雀の差し金か！」

エナ：まあ、そうなんだけど……（笑）。

修太郎：いいや──違ちがう。……と、言うよ（笑）。──これは僕の、僕ら第三生徒会の意い志しでやることだ。僕らは、あの子を助ける。

ＧＭ：「感かん傷しようだ。あれは人間ではない」

修太郎：関係ないよ。フレーズさんは、僕らと同じ想おもいを持ってる……仲間なんだ。

ＧＭ：「愚おろかな……だが、愚かさも極きわめればひとつの美しさにもなる……か」

れい：なんかいいこと言い始めたよ！（笑）

ＧＭ：「……気に食わないが、この件けんが貴様たちの管かん轄かつになったことは認みとめる。私わたしはただ、規き則そくに従したがっているだけだ。決して……貴様を認みとめたわけではない」

修太郎：ギルバート……さん……。

ＧＭ：「それに、美化委員はほとんどが倒れている。貴様らに頼たよる他はない──気絶している一般生徒たちが危き険けんだ」えー、倒たおれた生徒たちは戦せん闘とう不ふ能のう状態です。したがって──１点でもダメージを受けると……死し亡ぼうします。

エナ：おっと……これはやばいね。

ＧＭ：さらに──旧サークル棟の中から、ガシャガシャと音を立てて人ひと影かげ……の、ようなものが現あらわれます。

透子：増ぞう援えんだと……？　あの中には、誰だれもいなかったはずだが。

ＧＭ：ライトに照らされると、それが人間ではないことがわかります。剣けん道どうの防ぼう具ぐが盾たてと模も造ぞう剣けんを構かまえていたり、大小さまざまなボールが集まって人型になったものなど。

修太郎：あの、ポルターガイスト現げん象しようみたいなので作られたトループ……かな。

ＧＭ：うん、その通り。……ガラクタが組み上がり、なんとなく人の形になっています。頭部がヤカンだったり炊すい飯はん器きだったり。このトループは、〝人形〟と呼こ称しようします。

透子：む……（ＧＭが並ならべた駒こまを見て）……ずいぶん数が多いな。

ＧＭ：人形トループは10グループです。

一同：10グループ……！（どよめく）
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ＧＭ：そこで──ギルバートが、修太郎にリモコンのようなものを渡わたします。「ＡＲＦのリミッターを解かい除じよするスイッチだ。本体はともかく、遠えん隔かく操そう作さしているあっちのザコくらいは排はい除じよできるはずだ」

修太郎：ギルバートさん……。

ＧＭ：「だがな──ＡＲＦを起動した場合、貴様が言っていた、あのレネゲイド現象を助けるというのは、不ふ可か能のうになる」

エナ：む……そういう選せん択たく肢しか。

ＧＭ：その通り──ＡＲＦを使用することで、トループを排除できます。しかし、使用すると、フレーズを正気に戻もどしたとしても、消しよう滅めつしてしまいます。

修太郎：それじゃ意味がないよ！

ＧＭ：「……気絶した一いつ般ぱん生徒を守ることを優ゆう先せんするべきだ」

修太郎：……一般生徒も守るよ。どっちも助ける。それしかない。

ＧＭ：ギルバートは、溜ため息いきをついて──「私は、撤てつ退たいする。風紀委員会に連れん絡らくし、増ぞう援えんを連れてこよう。それまで……死ぬなよ」。

修太郎：ああ、わかってる。

ＧＭ：ではギルバート……を抱かかえたヴィペラがエフェクトを使用し、ふたりは退たい場じようします。

修太郎：自分の力じゃないのかよ！（一同笑）

透子：最後まで美しくない男だ……（笑）。

エナ：……でも、確たしかにギルバートちゃんの言う通り、気絶している生徒たちを守りながら戦うのはキツいと思うよ……。ＡＲＦを使うべきじゃないかな。

修太郎：それは……でも……。

ＧＭ：では──トループが展てん開かいし、気絶した生徒に迫せまる……その時！

一同：そのときっ!?

ＧＭ：はい。ここで、ミドルフェイズで任務を処理した際の選択の結果、イベントが発生。背はい後ごから声が響ひびきます──「話は、超ちよう聞かせてもらったぜ！」

修太郎：そっ、その口くち癖ぐせ……お前は────っ!?（笑）

ＧＭ：「そうとも、超俺様、アフロ団吉とアフロ団──超参さん上じよう」

れい：か──っこいい！（一同笑）

ＧＭ：「そこらの気絶した連中は、超俺様たちに超任まかせな！」──というわけで、アフロ団の任にん務む達成時に「その後も畑を使えるようにした」結果、アフロ団が、気絶した一般生徒を助けてくれることになりました。

一同：──おぉーっ！

ＧＭ：ま、結果としてトループは最初からＰＣを狙ねらうことになるわけですが。

修太郎：Ｏｈ……。

エナ：ま、ここまできたら仕方ないよ。

透子：だな。

れい：うんっ！

修太郎：そうだね……じゃあ、始めようか。第三生徒会の仕事。あの子を──助けるんだ。

ＧＭ：はい、というわけでラウンド進行になりますが──その前に。

修太郎：（重々しい口調で）衝しよう動どう……判はん定ていか……。




　衝動判定とは、クライマックスに行なう、レネゲイドの衝動に耐たえる判定のことだ。

　失敗するとガードやカバーリングの行なえない「暴走」状態になるため、修太郎には鬼き門もんである。そして──衝動判定後は侵しん蝕しよく率りつがさらに２Ｄ10上じよう昇しようするのだ。




ＧＭ：では……キミたちが近づいていくと、フレーズから……というか、その仮面から、強きよう烈れつな衝動を感じ、キミたちの中のレネゲイドが共鳴する──ということで、衝動判定になります。〈意志〉判定、難なん易い度どは９。

れい：失敗するとどうなるの？

ＧＭ：衝動が抑おさえきれず、暴走状態になります。まあ、れいちゃん透子さんの場合、あまり実害はなく、演えん出しゆつ的な話になると思いますが。

透子：衝動が……。（[image: ←]「殺さつ戮りく」）

れい：暴走するのかぁ……（笑）。（[image: ←]「破は壊かい」）




　──が、なんと衝動判定には全員が成功。衝動を抑よく制せいした。

　そして衝動判定に伴ともなう侵蝕率上昇の結果、修太郎の侵蝕率は[image: 113]に。他の三人はほぼ横よこ並ならびで、透子97、れい95、エナ94……といった状態で、クライマックスの戦せん闘とうが始まった。







◆第一ラウンド

ＧＭ：さて──セットアップに、まずアフロ団イベントが発生します。




「ヒャッハーッ！　人命救助だ────ッ！」

　アフロ団の不良たちが、気絶した土木研部員を抱かかえ上あげ、団吉に渡す。

　団吉は、一般生徒を次々と──巨きよ大だいなアフロの中に収しゆう納のうしていった。

「こっちは任せな──ブラザー」




エナ：やっぱりアフロの中にしまった────っ!?（爆ばく笑しよう）

ＧＭ：物品をコンパクトにするモルフェウスの《折おり畳たたみ》の演出ですよ（笑）。

れい：……やだぁ……絶ぜつ対たい入りたくない、あそこ（一同笑）。

ＧＭ：アフロ団は生徒たちを助けて離り脱だつしていきます──セットアップの行動をどうぞ。

修太郎：《虚きよ無むの城じよう壁へき》を使用。──侵蝕率が[image: 100]％を超こえてるんで、エフェクトのレベルがあがって、ガード値ち＋12。

ＧＭ：こちらはセットアップなし。それでは行こう動どう値を確かく認にんしよう。




行動値（第一ラウンド）

エナ　　　　　　　……18

透子　　　　　　　……17

フレーズ　　　　　……15

人形（トループ）　……７

修太郎　　　　　　……６

れい　　　　　　　……６




[image: ]

ＧＭ：フレーズを倒せばトループは停止します。

エナ：トループの行動前に、あたいと、とーこちゃんのふたりで倒す……のは、さすがに無理っぽいかなぁ。

透子：──いや、問題ない。私に任まかせておけ。

ＧＭ：相談はここまででいいですか？　では、【行動値】18のエナ……の前に、イニシアチブプロセスで、フレーズが《加速する刻とき》を使用──割わり込こみで追加行動！




　フレーズが、その半はん透とう明めいの体に、放電の光を纏まとって吠ほえる。うっすらと背後の透すけた体に、仮か面めんだけが、はっきりと禍まが々まがしく、実体を持っていた。




ＧＭ：マイナーアクションで《オリジン：ヒューマン》《ポルターガイスト》。フレーズの周囲で重機や木々も浮き上がっていく──！




　《ポルターガイスト》は、武ぶ器きを遠隔操作し、攻こう撃げき力りよくを上昇させるブラックドッグのエフェクトだ。データ的には武器ひとつを指定しているが、木々や重機はその演えん出しゆつである。




ＧＭ：メジャーアクションは、《コンセントレイト：オルクス》《要かなめの陣じん形けい》《棘いばらの縛いましめ》……宙に浮き上がった様々な物体を投げつけます。命中すると、それらが絡からんで、バッドステータスの「硬こう直ちよく」……移い動どう不ふ可かを受ける！




　重機や木々、なぜかサッカーゴール用のネットや登山用のザイルまで、あらゆる物が宙を舞まい、投げつけられる。さながら、嵐あらしのような攻こう撃げきだ。




ＧＭ：エナ以外の３人に──ダイス目は18、固こ定てい値ちが＋９で達たつ成せい値27！




　修太郎はガードを宣せん言げん。他の二人はドッジを試みるも……全員失敗。




修太郎：《崩くずれずの群むれ》でカバーリング！　移動できなくなると困こまる、れいちゃんを。……〝魔ま眼がん〟がレンズのように変形。重力を歪ゆがめて飛来物を自分に引きつける！

ＧＭ：ダメージは３Ｄ10＋20点だが……なんと３Ｄ10で25！　合計45点！

透子：倒れた……が──《リザレクト》。ＨＰが１Ｄ10……７点で復ふつ活かつ。

修太郎：《グラビティガード》を使ってガード……25点軽けい減げんしたけど、ふたり分受けて40点！　倒れます……っ！

れい：ほっしーっ！

ＧＭ：侵蝕率[image: 100]％を超えているので《リザレクト》できないね。戦せん闘とう不ふ能のう。

修太郎：ここでロイスを……フレーズに取ると、タイタスにしにくい。（重々しく）……仕方がない、アフロ団吉に取って、即そく座ざに昇しよう華か（一同笑）。

ＧＭ：団吉は夜空に浮かび上がり、笑顔で親指を立ててるよ（笑）。

一同：団吉────っ!!

修太郎：いや、死んでないからね（笑）。

透子：なるほど、タイタスにしやすいロイスを取っておくといいのか……私は、ギルバートに取っておこう（笑）。

ＧＭ：さて、次は──《加速する刻》って１ラウンド１回だっけ？

エナ：そうだよ。

ＧＭ：じゃあ、次は行動値18のエナ。

エナ：拳けん銃じゆうを構えて──あの仮面を壊こわせば暴走も止まるよ！　仮面を狙ねらうんだ！

ＧＭ：はい、その通り。仮面が壊こわれればフレーズの暴走は止まります。ちなみに、特に仮面を狙う行動は必要なく、壊すと宣せん言げんしてフレーズを戦闘不能にすればＯＫとします。

エナ：了解！　トループは、とーこちゃんに任まかせた！　フレーズちゃんを狙って射しや撃げきするよ──２回クリティカルして、28！

ＧＭ：ふっ──多分避よけちゃうよ？

エナ：まじで？

ＧＭ：まじで。──リアクションで《見えざる僕しもべ》を使用。〈ＲＣ〉でドッジを行なうブラックドッグのエフェクトね。ダイス10個こに、固定値が＋９！　──悪いね、天才くん！　（ダイスを振ふって）……えーと……達成値15。ドッジ失敗。ダメージをどうぞ（一同笑）。

エナ：なにが「悪いね天才くん」だ（笑）。ダメージは17点！

ＧＭ：さすが天才か……くっ、次は行動値17で──透子！

透子：うむ。プレパラートに一いつ瞬しゆん触ふれた指先を、空中で振って──見せてやろう、これが〝硝子の誘惑クリスタル・ミラージユ〟だ。




　透子のすらりとした指先が空中をなぞる──同時に、周囲一面に、巨きよ大だいなガラスの薔ば薇らが──複ふく雑ざつに折り重なった花か弁べんが出しゆつ現げん。背後のライトによる光と、フレーズの放つ電光を受け、薔薇はこの世のものとは思えないほど美しく輝かがやき──そして、砕くだけた！




透子：砕け散ったガラスが広こう範はん囲いを切きり裂さく！　……いつもの《砂すなの刃やいば》その他にくわえ、《クリスタライズ》と──《スターダストレイン》！

エナ：シーン攻こう撃げきか！　とーこちゃん、やるぅ！　あたいは邪じや魔まそうな浮ふ遊ゆう物ぶつを撃うち落おとしておこう──「Ａランク：サポーター」でダイス＋２個！

透子：助かるぞ、ちっこいの──ダイス12個、クリティカル値７で──よし、３回クリティカルして……達成値36！

エナ：さらに、そこに《勝利の女神》！　達成値＋12して、合計……48っ！

ＧＭ：避け……られるわけね─────っ!?（一同笑）　ダメージください！




　砕け散った幾いく百ひやくの花弁が、周囲をまばゆい煌きらめきで照らし出す。奇き妙みような姿すがたの〝人形〟たちは、あるいは花弁に切り裂かれ、あるいはガラスで固められ──。




透子：ダメージは47点──対象は敵てき全員っ！

ＧＭ：くっ……人形トループは、それで全ぜん滅めつっ！

修太郎：……こ、これが透子ちゃんの……Ｓランクオーヴァードの力……！

透子：そうだ。──安心しろ修太郎。お前は、私が守る。




　しかし、強力すぎる透子の力は、彼かの女じよ自身の体も傷きずつけていた。




透子：「対抗種カウンターレネゲイド」の代だい償しようでＨＰが３点減げん少しよう。残り４点。……さっき《リザレクト》で７を出していてよかったな。あと一発はいける。

エナ：対抗種は《リザレクト》するの怖こわいんだよね……。

透子：一気に大量に錬れん成せいしたガラスが、自分の内ない臓ぞうも傷きずつけて……口元から血を流すが、表ひよう情じようは変えない。──まだ終わってない。来るぞ。

ＧＭ：その通り、次はふたたびフレーズの行動。さきほどと同じコンボで、対象は透子以外の三人！　仮面が少女に囁ささやく──「アノがらす使イハ、モウ動ケン」。大木や重機に、砕くだかれた人形の残ざん骸がいも一いつ緒しよに宙に持ち上げて……砲弾のように叩たたき付つける！

修太郎・れい・エナ：ドッジは失敗っ！

ＧＭ：カバーリングはどうしますか？

修太郎：くっ、もう倒たおれるのは厳しい……でも、れいちゃんを移動不可にさせるわけにはいかない……っ！　れいちゃんを、かば──。

れい：ん？　あたし大だい丈じよう夫ぶだよ？

修太郎：へ？

れい：攻撃と同時に移動する《一いつ閃せん》持ってるから。

修太郎：…………あの、かばわなくても、いいですか？（一同笑）

れい：うん！　あたしは大丈夫っ！　ほっしー押おしのけて胸むねを張はるっ！




　カバーリングしなければ、修太郎は倒れずに済すむかもしれない。そのため、ＰＣたちはそれぞれでダメージを受け持つことになった。

　しかし修太郎の残りＨＰは15点。そして攻撃のダメージは……41点！




修太郎：ガードします。ガード値が14、《グラビティガード》で３Ｄ10……15！　合計29点軽減して……ＨＰ残り３で、立ってます！

透子：（嬉うれしそうに）──修太郎っ！

修太郎：ただ、硬こう直ちよくを受けて移動不可なので……このラウンドは攻撃できない。

エナ：あたいは倒れるけど──あの仮面に「脅威」でロイスを取って即そく座ざにタイタス化、昇華して立ち上がる！　……仮面にヒビが入ったっ、もう少しだっ！

れい：ＨＰ０になった！　でも踏ふん張ばる！　《リザレクト》してＨＰ10点！

ＧＭ：では──お待たせしました、れいちゃんの番です！




　念動力によって投げつけられた大たい樹じゆが、れいへと叩たたき付つけられ、その姿を土つち煙けむりで覆おおう──次の瞬しゆん間かん、粉々になった大樹を吹き飛ばし、外がい装そう型がたサイバーアームが突つき出だされた。

「よっくも……ほっしーを攻撃したわねっ！　おしおきしちゃうんだからっ!!」




れい：えっと、マイナーアクションで硬直を解除して──《コンセントレイト：ブラックドッグ》《アームズリンク》《雷らい光こう撃げき》に、《一いつ閃せん》。これで移動できる！

ＧＭ：ぐぐぐっ……ですが、こちらのＨＰはまだまだあるぞ！

れい：さらに──《マシラのごとく》！　すっごくダメージ増ふやします！　タイタスをひとつ昇しよう華かして、判定のダイスを＋10個！　……ん～、ココちゃん！　あたしホントは可愛かわいいだけじゃないの……ごめんね♡　ってタイタス化して昇華（一同笑）。

ＧＭ：ぐぬぬ……ええい！　判定どうぞ！

れい：いっきます！　「学生王者ヘラクレス」の効果も使って──達成値47っ！




　大樹に鉄板、重機に剣道の防具──果ては西洋鎧よろいまで。あらゆる物が浮き上がり、光月れいの突とつ進しんを止めるべく、進路を塞ふさぐ。だが────。




れい：（ラブ可愛い声で）……ラブ☆ハリケ──────ンッ!!（一同爆笑）




　れいの進路上にある浮遊物が──一瞬にして消滅。

　丸くくりぬかれた空間に、やや遅おくれて、衝しよう撃げき波はとプラズマが渦うず巻まいた。

　それはまるで──嵐のように。




れい：「Ｓランク：アタッカー」も使用！　ダメージは合計──77点！

ＧＭ：なんつーダメージだ……いっ、一発でもっていかれたっ！

れい：溜たまってたからね──ラブゲージが！（一同笑）




　稲いな妻ずまをまとった鉄てつ拳けんが、障しよう害がい物ぶつを吹ふき飛とばしフレーズに肉にく薄はく！　そこで、互たがいの放つ電光がせめぎ合って停止するが──一いつ瞬しゆんの後、周囲に衝しよう撃げき波はを広げながら、れいの鉄拳がフレーズの仮面に叩き付けられた。




ＧＭ：これでＨＰ０っ！　だが、ここでエネミーエフェクト、《蘇そ生せい復活》を使用──ＨＰ１で復活するっ！　仮面にヒビが入りますが──まだ、砕くだけない！

修太郎：粘ねばられたかー！

ＧＭ：修太郎は特にできることないね。では、第一ラウンドは終しゆう了りよう。

エナ：……まずいな、《加速する刻》がもう一回来る。さっき、「一ラウンドに１回しか使えないんだっけ？」って聞いてたからな……。

ＧＭ：えへへ、よく覚えてたね（一同笑）。だが、ラウンドは終了──。

修太郎：いや、ちょっと待った。──僕の「触媒カタリスト」がある！

一同：おお────っ！




　Ｄロイス「触媒カタリスト」──。

　１シナリオに１回、任にん意いのキャラクターに追加行動をさせる効果である。




修太郎：さて、誰に追加行動をさせるのがいいか──。

エナ：フレーズの残りＨＰは１か……あたいは侵蝕率に余よ裕ゆうがあるけど、命中させられる自信がないな……れいちゃんか透子ちゃんで、命中する確かく率りつが高い方が合理的だね。

修太郎：まっ、またその選せん択たくが……っ！

ＧＭ：さあ、修太郎──キミは誰に力を与あたえるんだい？（一同笑）

透子：ふっ──私は、「Ｓランク：スペシャリスト」を残しているぞ、修太郎。




「Ｓランク：スペシャリスト」──。

　れいの「Ｓランク：アタッカー」がダメージ増ぞう幅ふくなら、スペシャリストの効果はダイス増ぞう加か。確かく実じつに命中させるためには、うってつけの能のう力りよくだ。




修太郎：よっ、よし！　じゃあ透子ちゃん──。

れい：……（ぷくーっ、と頰ほおを膨ふくらませる）。

修太郎：（れいの方を見ないようにして）……とっ、透子ちゃん、今だ！




　──ぎしっ

　透子の体内で、ガラスの欠片かけらと罪ざい悪あく感かんが軋きしむ。

　あの日……能力に目覚めた日から、ずっと続く、その痛いたみ。

　けれど──。

「透子ちゃん……あの子を、助けてよう」

「──任まかせろ、修太郎」

　あの時、壊こわれかけた彼女を救ってくれたように。

　修太郎の言葉は──声は、彼女の痛みを消し、力をくれる。




透子：……変わらないな、修太郎は。あの頃ころと同じだ。……いくぞ。ガラスを錬れん成せいして飛ひ翔しようさせる──命中の達成値は、29。

ＧＭ：《見えざる僕》でドッジ！　……くっ、達成値22！　命中！




　透子の指が持ち上がる。その先には──壊れかけの仮面を着けた少女。

　学園生活に憧あこがれながら病やまいに倒れ、けれどほんの少しだけ手に入れた幸せを──。

　命を賭かけて守ろうとした少女だ。




透子：お前の気持ちは……わかるさ。私も──皆みなもだ。




　自分でも思いがけず、優やさしい声が零こぼれる。

「だから──大丈夫。修太郎は、あれで頼たよりになる男だ」

　伸のばした指の周囲に、煌きらめく光──ガラスの、欠片かけらたち。

「そんな仮面に頼たよることはない。……お前はもう、私たちの」

　そして、言葉と共に美しい輝かがやきが撃うち出され──。

「──仲間なのだからな」

　少女の絶ぜつ望ぼうを──砕くだいたのだった。



《ワーディング》　特殊な物質を空中に散布し一般人を無力化するエフェクト。

《オリジン：ヒューマン》　人間が元になった、あるいは人間を模して生まれたレネゲイドビーイングであることを示すレネゲイドビーイング専用エフェクト。エフェクトを使用した判定の達成値が上昇する。

《要の陣形》　対象を３体に変更するオルクスのエフェクト。

《棘の縛め》　射撃攻撃を行ない硬直を与えるオルクスのエフェクト。

《リザレクト》　ＨＰを回復する一般エフェクト。侵蝕率[image: 100]％以上では使用不可。

タイタス　ロイスとの繫がりが失われた状態。昇華することで、復活やダイス増加など、様々な効果を得られる。

昇華　タイタスを昇華することで、戦闘不能からの復帰など、いくつかの効果を得ることができる。

《クリスタライズ》　対象を結晶化させ砕く、ダメージを増加させ装甲値を無視するモルフェウスのエフェクト。

《スターダストレイン》　シーン全体を攻撃するエンジェルハィロゥのエフェクト。

《勝利の女神》　判定直後に達成値を上昇させるノイマンのエフェクト。

《一閃》　一挙動で移動と攻撃を行なうハヌマーンのエフェクト。

《マシラのごとく》　１シナリオに１回大ダメージを追加するハヌマーンのエフェクト。









　　　ＥＮＤＩＮＧ ＰＨＡＳＥ




　クライマックス終了後には、「バックトラック」が行なわれる。これはレネゲイドの活かつ性せい化かで上がった侵しん蝕しよく率りつをロイスとの絆で下げ、日にち常じようへ戻もどってくるというもの。この時、侵蝕率が[image: 100]％未満にならないと、衝しよう動どうに飲のみ込こまれてしまうのだ。




ＧＭ：というわけで、みなさん、残っているロイスの数だけＤ10を振ふってください。その合ごう計けい値ちだけ、現げん在ざい侵蝕率が下がります。

エナ：あたいは侵蝕率[image: 101]で、ロイス４つ──ダイス目がいいな、30下がって71！

れい：はいっ！　あたしは、[image: 118]から、５つ振って30！　88になりました！

透子：侵蝕率[image: 123]で、残りロイスは６個。……98まで下がった。少しヒヤっとしたな（笑）。

修太郎：同じく[image: 123]％、ロイスはさらに少ない５個……経けい験けん点てんを減へらせばダイスを増ふやせるけど……経験点欲ほしい（笑）。そのまま振って──よし、92まで下がった！

ＧＭ：よかったねぇ（笑）。それでは、エンディングフェイズを始めましょう。







◆Ending01◆仮か面めんの記き憶おく　Scene Player ─── なし




　透子の放ったガラス片へんが、仮面の眉み間けんに命中する。

　仮面は粉々に砕くだけ散ちり、その破は片へんが舞まい上あがる。そして……ライトに照らされ、季節外れの雪のように、煌きらめきながら降ふり注そそいでいった──。




れい：きれい……。

ＧＭ：……という場面。全員登場です。

エナ：あたい、ちょっとみんなに話したいことがあるんだけど、いいかな？

ＧＭ：ＯＫです。ちなみに仮面が砕けて、フレーズは気絶しています。

エナ：うん、じゃあみんなに向かって……あの仮面のことなんだけど。

修太郎：……フレーズちゃんは、あれに操あやつられていたみたいだね。

エナ：操られて、というか、衝動を暴走させられていた感じかな。

ＧＭ：そうです。彼女の衝動は「飢き餓が」でした。

透子：思い出を失うわけにはいかない……そういう、飢うえか。……なるほどな。

エナ：そういう、不思議な力──レネゲイドに干かん渉しようする力を持った仮面を使って、アカデミアの平へい穏おんを壊こわそうとする連中がいるんだ。

修太郎：そんなのが……。

エナ：仮面で正体を隠した秘密結社、ディオゲネスクラブ。それが連中の名前。

修太郎：ディオゲネス……クラブ……。

エナ：きっとまた会うことになるよ。ま──今回はあたいたちの勝ちだ、と胸を張る。

修太郎：そうだね……倒れているフレーズちゃんのところに歩いていこう。




　ん……と、少女が微かすかに呻うめいた。半透明の体に、淡あわく光が走る。

　それに呼こ応おうするように、周囲でゆっくりと舞まうガラス片が煌めいた。




ＧＭ：では、そこでみなさんの脳のう裏りに──誰だれかの記き憶おくが流ながれ込こんできます。

れい：フレーズちゃんの？

ＧＭ：かもしれません。一時的なレネゲイドの活性化に、謎なぞめいた力を持つ仮面の破片が反はん応のうしたのか……理由はわかりませんが、こんな記憶です──。




　わたしはずっと、部屋の窓から〝学校〟を見てる。

　退屈な、白い部屋。わたしも、外に出て、みんなと遊びたいな。

　みんなと──笑って、過ごしてみたい。

　──きっと、楽しいんだろうな。

　そう思って、思い続けて……わたしは、死んだ。死んで、幽霊みたいなものになった。

　病院は、そのうち引っ越して、ここは部室になった。

　幽霊でも、声が届かなくても、みんなが周りにいて、楽しそうで、嬉しくなった。

　ある時、わたしを見て、「幽霊部員」、って言った子がいた。

　うれしかった……うれしかった！　わたしのこと、部員だって。仲間だって！

　だから守りたかった。この建物を。わたしが、みんなと一緒だった場所を。

　でも……力が足りなくて。力が欲しくて、悪い子になって……暴れて。

　……真っ暗だ。仕方ないよね。わたし、幽霊だし。悪い子だし。

　ああ、真っ暗……向こうに──光が。これで、もう──。




ＧＭ：──フレーズは目を開けます。目の前にはちょうど……修太郎がきている。

修太郎：…………うん。手を差し出すよ、フレーズちゃんに。そして、こう言う──。




　真っ暗な中に光が見えて、わたしは、目を開けた。

　目の前には男の子がいて……そして。

「──ようこそ、アカデミアへ。キミを、歓かん迎げいするよ」







◆Ending02◆進め！　第三生徒会　Scene Player ─── なし




　事じ件けんから数日後……旧サークル棟。

　そこには、見み違ちがえるように建て直された木もく造ぞうの建物があった。

　入り口には墨ぼつ痕こんも鮮あざやかな看かん板ばん。書かれた文字は──。




ＧＭ：というわけで、エンディングの２シーン目。ここも全員登場になります。

修太郎：か、看板……！　もしや……！

ＧＭ：キミたちの後ろには生徒会長──雲雀が立って、にこにこしてます。建物の前には土木研のみなさんがいて──田中権三郎一七歳さいがニヤっと笑う。「どうでぇ？」




　新しん築ちく同然に修しゆう繕ぜんされた建物。そこに掲かかげられた看板には、こうあった。

「第三生徒会本部」──と。




一同：本部っ！

透子：雲雀が用意した部屋は狭せまくて最悪だったからな……ふむ。ここなら、理科準じゆん備び室しつにある作品やキノコも運んでこれるだろう。

エナ：あたいのお菓か子しもだね！

修太郎：ちょっ、ちょっと待って……本部ってそういうのじゃないと思う（笑）。

ＧＭ：さて、色々説明します。




　あれから──。

　フレーズは無事に、オーヴァードアカデミアの生徒として転入の処しよ理りを終えた。学年は高等部一年生。レネゲイドビーイングとしての年ねん齢れいは不明だが、精せい神しん年齢や知ち識しきから高校一年生程度、判はん断だんされたのだ。

　しかし、ひとつ問題があった──フレーズは旧サークル棟から離はなれることができなかったのだ。授じゆ業ぎようはレポートやライブカメラによる中ちゆう継けいである程てい度ど補おぎなえるものの、半はん壊かいした旧サークル棟をどうするかは問題になった。

　そこに──土木研が、「無む償しようで修しゆう繕ぜんを行なう」と申し出たのだ。




ＧＭ：田中くんは「ま、おめぇらは、命の恩おん人じんだ。気合い入れて、三日で土台から直したからよ、二、三十年は余よ裕ゆうで保もつぜ」（笑）。

修太郎：そんなに長く使うかなぁ……（笑）。

ＧＭ：修繕された建物は第三生徒会本部として利用され、フレーズはそこに住むことになりました。なお、フレーズの暴走は、レネゲイド災さい害がいとして処理されました。生徒としてのフレーズとは関係がない……とは、美化委員会の判断だそうです。

修太郎：ギルバート……いいやつなのかもしれない。

透子：いいや、己おのれの不始末を表おもて沙ざ汰たにしたくなかっただけだろう（笑）。

れい：あたしは──ここでほっしーとの愛が始まるのね……ってキラキラしてる（一同笑）。




　一同が、旧サークル棟あらため、第三生徒会本部を眺ながめていると、扉とびらが開き、中からアカデミアの制せい服ふくを着た半透明の少女が顔を出した。

「みなさーん！　お茶が入りましたよ～！」




エナ：馴な染じんでるなぁ……（笑）。

修太郎：そういや、フレーズは、仮面をくれた人のことは覚えてたのかな？

ＧＭ：相手も仮面で顔を隠かくしていたため、正体不明とのことです。




　フレーズの話では、あの事件の少し前に、無人の旧サークル棟に、仮面をかぶった何者か──外がい套とうで体型を隠し、男か女かもわからない──がやってきたという。

「この場所を守るには力で対たい抗こうするしかない」

　彼……あるいは彼女は、そう言って、あの仮面をフレーズに渡した。




ＧＭ：フレーズは直感的に「これは悪いものだな」って思って、できれば使いたくなかったんだけど……もうこの場所を絶対守れない、と思って使ってしまったと。

透子：ギルバートのせいで。

れい：ギルバートのせいよね！（笑）

ＧＭ：あなた方や、土木研のみなさんを建物内に案内しながら、フレーズは、とても申もうし訳わけなさそうにしています。

修太郎：気にすることないさ。みんな無事だった……それでいいじゃないか。

エナ：そーそー、悪いのはフレーズちゃんじゃなくて仮面だしね。

透子：うむ、これでゆっくりフレーズの調ちよう査さもできるしな（一同笑）。

ＧＭ：じゃあ……フレーズは最初に会った時に透子に追いかけられた恐きよう怖ふを思い出したのか、ビクンっとして──修太郎の後ろに隠かくれて、袖そでを握にぎります。

修太郎：あれ、こっち来た。

れい：…………っ！（[image: ←]息を吞のんだ）

ＧＭ：呼こ吸きゆうでショックをアピールするのやめてください、書けません（一同笑）。

れい：うぅ…………またライバルが増ふえたぁ……（笑）。

修太郎：怖こわがってるフレーズちゃんに……大だい丈じよう夫ぶ、誰だれも、キミを傷きずつけたりはしないよ。

ＧＭ：「はっ、はいっ！　わかってるんですけど……」って、半透明の体が薄うすくなったり濃こくなったりする（笑）。

透子：興きよう味み深ぶかい……（一同笑）。

エナ：そういえば、実体とかどうなってるの？　手とかすり抜ぬけるの？

ＧＭ：普ふ段だんは触さわれますよ。ある程度コントロールして、壁かべ抜けとかもできるみたいです。

透子：……面おも白しろいな。

ＧＭ：透子の視し線せんにビクビクして、修太郎にしがみつきます。

れい：…………っ！

ＧＭ：だからこっちに目力を向けても文章に書けないですから！（笑）

修太郎：はっ──何か寒気が……っ！（一同笑）




　真新しい木の香かおりが満ちた廊ろう下かに、初夏の陽光が差さし込こんでいる。

　そこに広がる笑い声と、笑顔──。

　それは確かに──少女の夢ゆめ見た光景だった。







◆Ending03◆恋こいは戦争……？　Scene Player ─── 御影透子＆光月れい




　春風寮──おんぼろの男子寮舎に比くらべ、新しく設せつ備びも充じゆう実じつした女子寮舎。

　そこに新しく入寮した生徒ふたりが、会話をしている。

　仲の良い友達同士の、他愛たわいもない会話──そのはずだった……。




透子：れいと会話するシーンが欲ほしいな。話を聞かせてもらおうじゃないか。

れい：えー……透子こわい（笑）。

透子：（素すになって）このへんで、透子が気持ちを自覚するイベントが欲しいな、と。

れい：あっ、そういうことね。それならオッケー！（一同笑）

修太郎：お腹なか痛いたくなってきた……（笑）。




　夜。春風寮、女子寮の一室。

　透子とれい、Ｓランクオーヴァードのふたりは、お茶とお菓子を楽しんでいた。




れい：透子はさー……ほっしーのことどう思ってるの？（一同笑）

透子：なんだいきなり？

れい：（困こまった笑顔で）んー？　……んーん？（一同笑）

透子：ふむ……修太郎は、幼おさななじみだが？

れい：それだけ？

透子：……他に、何があるのだ？

れい：ふぅー……ん。──じゃあさっ、あたしが好きになってもいい!?

透子：れいが？

れい：うんっ！

透子：修太郎を？

れい：そうよっ！

透子：（不思議そうに）れいは、私のものだろう？（一同笑）

れい：ちっがうわよ！　そういうこと言ってんじゃないのっ！（笑）




　テーブルをバンバン叩たたいて荒あらぶる光月れい。




れい：あのねっ！　最初に会った時、ほっしーは言ってくれたの！　「そのままのキミでいいよ」って！　あたしに！

ＧＭ：超ちよう寝ね言ごとだったけどね……（笑）。

透子：それを聞くと──急に動どう揺ようして……そっ、そんなはずはないぞ……それは、れいに言ったわけではない……はずだ。……（ぶつぶつと）それは昔、私に……だな……。

れい：（スルーして）あたしね……初はつ恋こいなの。

透子：──う、うむ……初恋……と呟つぶやいて、なんだかまた急に動揺した感じになる。

れい：（気づかずに）「初恋は実らない」ってジンクスがあるでしょ？

透子：なにっ!?　そっ、そうなのか……？

れい：ぶちこわしてやるわ！　この破は壊かい力りよくで……ラブ☆ハリケーンで！（一同爆笑）

透子：う、うむ……むむっ、って、困っている（笑）。

ＧＭ：珍めずらしく透子さんが困ってますね（笑）。

れい：だから、透子は応おう援えんしてくれるよねっ!?

透子：すごい困って……それは……その、れいのすることなら……私は応援しないわけにはいかないが……しかし、修太郎はその、私の……もごもご……。




　心の中のモヤモヤを言葉にできず……考かんがえ込こんでいた透子は──不意に、勢いきおいよく立ち上がった。




透子：──そうだ！

れい：えっ、なになに？　どうしたのよ透子っ！（笑）

透子：修太郎が私の彼かれ氏しになって、れいが私の彼女になればいい！

れい：ちょっとこの子……もー厄やつ介かいだよー！（一同笑）

透子：それならふたりとも私と付き合えるし、ふたりも恋こい人びと同士になれるだろう？　……うむ、完かん璧ぺきだ。

れい：こっ、この……もーっ！　このわがままボイスっ！（一同爆笑）

透子：……わ、わがままボイス？（笑）

れい：（可愛かわいく）ばかたれっ!!

透子：（きょとんとして）違うのか？

れい：ちがうよっ!!（笑）

透子：すると……私はどちらかを選ばねばならないのか……？

れい：──それって、透子もほっしーのことが好きってこと？

透子：……そうなのか？

れい：そうなんじゃないの？

透子：そうか……私は修太郎が好きだったのか。

れい：……。──いやーんっ！　気づかせちゃったよ！（一同笑）




　ライバル覚かく醒せいに、本気で焦あせるれいちゃんですが……。

　そもそも、そのために始めた会話です。




透子：ふむ。そうかそうか。なら、れいもがんばるといい。

れい：なんでいきなり上から目線になったのっ!?（一同笑）

透子：（残念そうな顔で）……勝負したら、私が勝ってしまうぞ？（一同爆笑）

れい：ちょっ……（笑）。

透子：私の方が、はっきり言って美人だし……スタイルもいいだろう？

れい：ぐっさーっ！　あんた……ちょっ……あんたねっ……（笑）。

透子：（悲しそうな顔で）これは勝負するまでもないだろう？




　悲しそうな顔をしつつ、さりげなく腕うでを組んでいろいろな部分をアピールする透子。

　だが、れいはまだ、敗北してなどいなかった──バン！　と机つくえの上にノートを置く。




一同：ノートきた────っ!!（一同爆笑）

れい：いい？　あたしね、本を買ったの！　その本にね、書いてあったのよ──「男子は完かん璧ぺきすぎる女子は好きじゃない」って！（一同爆笑）

透子：なん……だと……？　馬ば鹿かな……そんなはずはない……！

れい：あたしもびっくりしたけど、どうもそうらしいのよ！（一同爆笑）

透子：困ったぞ、私は美人だし成績もいい……完璧ではないか……（わなわな）。

れい：（スルーして）あとねっ！　「男子は可愛いわがままを言ってほしい」って書いてあったの！

透子：（呟つぶやくように）……可愛いわがまま。

れい：そうよ！（笑）　だからあたし、結けつ構こうわがまま言ってみた！

透子：いや、普ふ段だん通どおりのれいだったと思うが？

れい：（聞いてない）──でも「グラマーな女子が好きだ」ってのもあって、そこはちょっとがんばっていかなきゃなって思う！（一同爆笑）

透子：可愛いわがまま……。「どうしても私、アイタケがほしい」……よし（頷うなずく）。

れい：……へっ？　あいたけ!?（笑）




　アイタケ──ベニタケ科ベニタケ属ぞく。北半球、温帯に広く分ぶん布ぷする……入手しやすいあたりが「可愛い」ということでしょうか。




透子：よし──次はなんだ？

れい：──次っ!?（笑）　えっ、えーとね……「男子は多くを語らない女子が好き」なんだって！　だからちょっとね、無口だった今日！（一同爆笑）

透子：そっ、そうだったのか……確かにいつもより無口だったかもしれない（笑）。

れい：だけどね！　次からはあたし喋しやべるから！　めちゃくちゃ喋るからね！（一同笑）

透子：（ノートを覗のぞき込こんで）……「男子は時に、思っていることとは反対のことを言ってしまう」。……不ふ可か解かいだな。男子。

れい：そう！　男子って意味わかんないの！（一同笑）

透子：次はなんだ……？

れい：ちょっと待ちなさいよ、すっごいんだから──。

ＧＭ：いっ、いつの間にか勉強会になっている……（笑）。




　春風寮──女子寮。

　ふたりの恋する乙女おとめは、いつの間にやら勝負を忘わすれ、恋れん愛あい談だん義ぎにかしましく。

　初夏の夜は、ゆっくりと更ふけていったのだった──。







◆Ending04◆ふたりの会長　Scene Player ─── 星川修太郎＆エナ・ソフォス




　事後処理を終え、修太郎とエナは生徒会長室に向かった。

　これですべてが終わり──ここからすべてが始まるのだ。




ＧＭ：それでは、最後のシーン……修太郎とエナが、雲雀に報ほう告こくを行なうシーンですね。

エナ：あたいがきたぞー！（一同笑）




　バーン、と勢いよく扉とびらが開き、雲雀が振ふり向むく。

　最初にここに来てから、ずいぶん時間が経たったようにも、つい昨日のようにも思えた。




ＧＭ：「やあ、星川くん。今回の件は、お疲つかれ様さま」

修太郎：いえ……と言って、今回の件についての報ほう告こく書しよを出そう。

エナ：あたいは既すでにくつろいで、お菓子食べてる（笑）。

ＧＭ：雲雀は書類を確認して……頷うなずきます。「幽ゆう霊れい騒そう動どうの解かい決けつ。新しい生徒の転入と、第三生徒会への所しよ属ぞく。確たしかに確認したよ」

修太郎：まさか、こんなに大おお事ごとになるなんて……思ってなかったですよ。

ＧＭ：「そうだろうね……うん。ねえ、星川くん。キミを無理矢理、第三生徒会長にしたことは、すまなかったと思ってるよ」

修太郎：いっ、いまさら何を……!?（一同笑）

ＧＭ：「うん、だからね──もし、やっぱり無理だ、と思ったら……やめてもいいんだよ」

修太郎：………………はぁ（溜ため息いき）。ずるいですよ、会長さん。

ＧＭ：「そうかい？」

修太郎：こんな風に、一回やりがいを味わっちゃったら、やめられるわけないでしょう。

ＧＭ：「そうかい」──雲雀は、にこにこしています。

修太郎：はぁー……じゃ、僕は戻もどりますよ、第三生徒会本部に。

エナ：あたい、もうちょっとお菓子食べてく（一同笑）。

修太郎：あ、あんまり食べ過ぎないようにね（笑）。




　修太郎が生徒会長室を出て行き──エナと雲雀のふたりが残る。




ＧＭ：「で──どうかな、彼は」

エナ：（もぐもぐしつつ）ん～……そうだねぇ。──てゆうかさ、ひばりちゃんは、しゅーたろーちゃんの、何が気になってるの？

ＧＭ：「彼は……変えるだろう。自分の周囲を、この学園を。それが、どんな変化なのか……ってところかな」

エナ：よくわかんない（一同笑）。……ま、いいやつだよ、しゅーたろーは。ただ……うん、甘あますぎるかもしれないね。なんでも全部助けようとしちゃうところとかさ。

ＧＭ：……雲雀は、少し考えてからこう言います──「では、彼を補ほ佐さするために、有ゆう能のうな人物が必要だね。たとえばそう……天才とか」（一同笑）。

エナ：──そうか！　じゃあ、仕方ないな～、あたいはしゅーたろーの補佐をしなくちゃいけないなー。仕方ないな～、天才だからな～（一同笑）。

ＧＭ：「ほら、そのお菓子は持って行っていいから、早く彼のところに行ってあげなよ」

エナ：うん、あたいお菓子もってく（笑）。




　駆かけだしていくエナを見送って……雲雀は、窓の外に目をやった。

「さてと……本当の任務はこれからだよ──会長くん」





……To be continued.


















　　　ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay01◆いざ、第二話！




　無事に第一話の収しゆう録ろくも終わってしばらく──。

　ふたたび登場、富ふ士じ見み書しよ房ぼうの萩はぎ原わらさんと第二話の打ち合わせです。




やにお：第一話では第三生徒会が結成されて、それぞれのキャラクターもわかったと……おおむね、目もく論ろ見み通りにいったのではないかと思います。

萩原：やはりこの、片かた岡おかさんと佐さ藤とうさんのヒロインバトル──これが、面おも白しろいですね。

やにお：あのふたりは、本当に面白いですね（笑）。

萩原：次は修しゆう太た郎ろうと、それぞれのヒロインが一対一で話すシーンを入れて欲ほしいです！

やにお：おお、個こ別べつルート。それは必要ですね！　透とう子こさんとれいちゃんだけでいいかな。エナは……もはや半マスコットだし（笑）。

萩原：あの位置はあの位置で美お味いしいんですよ。ファン……付きますよ（にやり）。

やにお：さすが萩原さん……上級の紳しん士しですね。

萩原：それと、サービスシーンもひとつ……よろしくお願いしますよ。

やにお：任まかせてください！　プレイヤーさんがノリノリなんで、大だい丈じよう夫ぶだと思います。無理に入れることはできないので……（笑）。

萩原：そうですね。いやー、ゲストプレイヤーの人選、成功でしたね。

やにお：ええ、成功でした……！




　頷うなずき合う、目と目で通じ合うわれわれ。

　──美人だから嬉うれしいんでしょ？

　──ちっ、ちっげーよ！　あくまでセッション成功のための話だよ！

　視し線せんだけでこれだけの意思疎そ通つうが行なわれる。コミュニケーションも完かん璧ぺきである。




やにお：あとは……修太郎にはやっぱ、ひどい目にあってもらおうかな、と（笑）。

萩原：彼かれは窮きゆう地ちでこそ輝かがやく男ですからね……賛さん成せいです（笑）。




　そんなわけで、他にもいくつかのアイデアを相談しつつ、打ち合わせは終わり──。そしてさらに一週間後。セッション当日を迎むかえたのであった。







◆Preplay02◆セッション当日！　ふたたび。




　夏の日差しが照りつける、某ぼう月げつ某ぼう日じつ。

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の会議室に、ふたたび五人の男女が集まっていた。




佐藤：今回は……がんばりますよ！

Ｏはた：前回も十分、がんばってたと思いますけど（笑）。

やにお（以下、ＧＭ）：そうだねぇ（笑）。

佐藤：今回はですね……前回は本を買ってみたらダメだったんで（一同笑）、今度は、お友達に知ち恵えを借りてきました！　はいっ！

片岡：……一体、何を聞いてきたの？（笑）

佐藤：男の子を落とすにはどうしたらいいかアンケートとってきたの！（一同笑）

矢や野の：面白すぎる……（笑）。

佐藤：そうですかぁ!?　あのっ、あたし、がんばろうと思って！

ＧＭ：……あの、テクニック以外にも、増ふえてますよね、ノートの記事……。

佐藤：はいっ、これ、れいちゃんの日記です（一同笑）。

ＧＭ：こっ……これは……っ!?




れい[image: ]ｓ　Ｄｉａｒｙ

●月△日　晴れ　『Shooting Star』

　今日ついに運命の人に出会った。海うみ辺べで倒たおれながらも、「そのままの君でいいんだよ」って耳元でささやいてくれた彼。ほっしーこと、星ほし川かわ修太郎くん。初めて私わたし自身を認みとめてくれたの。心のセンサーがグワン②なりだした……。これが恋こいってヤツね！

　大きなイカから守ってくれようとしたほっしー。

　彼の事が頭から離はなれないよ[image: →]!!




●月□日　晴れ　『Rising Star』

　第三生徒会？　そんなもの全く興きよう味みがなかった。断ことわるつもりだった。

　でも、会長の名前を知った瞬しゆん間かん、体内に電流が流れた。

　衝しよう動どうが起きたのカモ……？　ちがうわッ！　ラブハリケーンよ!!




片岡：ノ、ノリツッコミしてる……！　日記なのにっ！（笑）

Ｏはた：さ、佐藤さんすげぇ……！

●月×日　晴れ　『Twinkle Star』

　手芸部の手伝いに行った。コスプレさせられたの!!

　どの服もブカブカな私の前には、ピチピチでフェロモン全開な透とう子こ!!　嫌いやみか!!

　透子の胸むねを明らかに意い識しきしていたほっしー。もー。彼も男なのね♡　待っててねほっしー!!　目指せメロンカップ!!




片岡：めっ、めろんかっぷ……!!




　四つの任にん務むを遂すい行こうした。その先頭に立っていたのはいつだって、ほっしー。最初は嫌いや々いやだった彼がこんなに変わるなんて……ハートビートがとまらないわ！　スキなの！　大スキなの！　心しん臓ぞうフライアウェイ[image: ↑][image: ↑]




一同：心臓が飛んだ──────!?（爆ばく笑しよう）

ＧＭ：お、面白い……けど、こ、これ以上読んでるとこっちの体力が尽つきそうだ……そろそろ、セッションを始めましょう（笑）。

佐藤：ウェヒヒ……（照れ笑い）。よろしくおねがいしまっす！







◆Preplay03◆トレーラー＆ハンドアウト




ＧＭ：それでは、第二話のトレーラーとハンドアウトを読み上げまーっす！




●トレーラー

　第三生徒会の結成から二週間。順調に依い頼らいは増ふえていった。──が、その中身といえば、単なる雑ざつ用よう係がかりと勘かん違ちがいした掃そう除じや買い出しの依頼ばかり。

　第三生徒会側にも、ヘタレ、毒どく舌ぜつ、暴ぼう走そう、自じ称しよう天才など問題が山積みだ。




片岡（以下、透子）：（自分を指さして）毒舌？（笑）

佐藤（以下、れい）：（自分を指さして）暴走？（笑）




　失敗が続き、アカデミアに第三生徒会の悪あく評ひようが広がり始める。

　悪評は異い常じようなほどの広がりを見せ、第三生徒会に解かい散さんの危き機きが迫せまる。

　そこで、起き死し回かい生せいの一手として、我われらが第三生徒会のプロモーションムービーを撮さつ影えいすることになった。第三生徒会の崇すう高こうな理念、献けん身しん的てきな行動、華か麗れいなアクション、それを見せれば、みんなわかってくれる！

　……その、はずだった。

『ダブルクロスThe 3rd Edition リプレイ・アカデミア』第二話

「第三生徒会 Ｔｈｅ Ｍｏｖｉｅ」

　ダブルクロス──それは裏うら切ぎりを意味する言葉。




一同：第三生徒会……Ｔｈｅ　Ｍｏｖｉｅ!!

透子：もう映えい画が版ばんがっ!?（笑）

ＧＭ：このMovieは、プロモーションムービーのムービーです。ＰＶプロモーシヨンビデオともいいますね。

矢野（以下、エナ）：わかってるよ！（笑）

ＧＭ：ははは。──えー、続きましては……ハンドアウトになります。




ハンドアウト：星川修太郎

シナリオロイス：蜷にな川がわしねま　　　推すい奨しよう感かん情じよう　Ｐ：好意／Ｎ：食しよく傷しよう

　なんということだろう。第三生徒会の任務は失敗続き、周囲には悪評が広がっていく。

　このままではいけない……そこで出たアイデアが、プロモーションムービーの撮影。

　こいつを成功させれば、キミの学園生活は薔薇ばら色いろに違ちがいない。

　その撮さつ影えい者しやとして派は遣けんされたのが、報ほう道どう部ぶ所しよ属ぞくのカメラ少女、蜷川しねまだった。




Ｏはた（以下、修太郎）：ムービー……薔薇色……嫌いやな予感しかしない（笑）。

ＧＭ：失礼な（笑）。しねまは、レトロな８ミリカメラを持った映えい画が少女で、好こう奇き心しん旺おう盛せい、いつでも撮影中！　がキャッチフレーズです。で、最後はこうです──。




　撮影の成せい否ひはキミにかかっている。なんとしても撮影を成功させなければ。




修太郎：くっ、やりますよ、やればいいんでしょう！（笑）

ＧＭ：では、次のハンドアウト──透子さんです。




ハンドアウト：御み影かげ透子

シナリオロイス：星川修太郎　　　推奨感情　指定なし

　幼おさななじみの修太郎と共に始まった第三生徒会の活動。キミの有ゆう能のうさをもってすれば、依頼の達成など造ぞう作さもないこと……そのはずだった。だが、キミを見ただけで怯おびえる生徒、本当のことを言ったら心が折れる生徒などが続出。解げせぬ。




透子：（真ま面じ目めな口調で）……解せぬ（一同笑）。




　先日も、掃除の依頼で綺き麗れいさっぱり片かたづけてやったら泣かれてしまい不ふ可か解かいである。

　そんなこんなで第三生徒会の悪評が広がり、逆ぎやく転てんの一手、ＰＶの撮影が始まった。

　……これはキミと修太郎の関係を深めるチャンスかもしれない。がんばろう。




透子：（自分に言い聞かせるように）……うん、がんばろう。

ＧＭ：あ、この掃除の話はですね、オープニングで、任務をひとつ、失敗してもらう、という意図のものです。内ない容ようは変えてもＯＫです。続いて、れいちゃんのハンドアウト。




ハンドアウト：光こう月げつれい

シナリオロイス：星川修太郎　　　推奨感情　指定なし

　運命の人、星川修太郎と共に始まった第三生徒会の活動。これはキミのいいところを見せるチャンス！　と思いきや、なぜか失敗続きの日々である。

　先日も、迷まよい猫ねこを捕つかまえようとしたらなぜかそこら中が停電になってしまった。

　残念なことだ。だがキミは悪くない。




れい：（胸を張はって）あたし悪くないから！（一同笑）

修太郎：なんなんだ、このハンドアウト……なんでこんなこと書いてあるの（笑）。




　そんなこんなで第三生徒会の悪評が広がり、逆転の一手、ＰＶの撮影が始まった。

　……これはキミと修太郎の関係を深めるチャンスかもしれない。がんばろう。




れい：あたしがんばるわっ！　恋こいの必殺作戦も聞いてきたし！（一同笑）

修太郎：ふたりとも、任務もがんばろうよ！（笑）

ＧＭ：それでは最後──エナのハンドアウトです。




ハンドアウト：エナ・ソフォス

シナリオロイス：星川修太郎　　　推奨感情　指定なし

　天才たるキミの力で始動した第三生徒会。

　だがしかし、任務は失敗続きで、学園内のあちこちから苦く情じようが寄よせられている。

　天才たるキミはともかく、他のボンクラどもでは仕方がない結果といえる……が、しかし、どうも苦情が多すぎる。




れい：ボンクラってひどくない!?（笑）

エナ：天才たるあたいに苦情が来るわけないからな！（笑）




　この悪評をどうにかしないことには、第三生徒会の解散までありうるだろう。

　悩なやむキミの前に生徒会長・雲雀ひばり・宏こう一いちがあらわれ、ひとつの提てい案あんをした。

　うまくいけば一発逆転、悪評を好こう評ひように変えることも可か能のうな、その作戦とは──!?




修太郎：ＰＶだろ────っ!?　「作戦とは？」じゃないでしょ!?（笑）

エナ：これさ、ＰＶってアイデア、あたいが思いついたことにしてもいい？

ＧＭ：超ちよういいよ。

エナ：よし。ＰＶか……まさに天才の発想だ（一同笑）。

ＧＭ：超そうだね（笑）。──では、こういったシナリオであることを踏ふまえ、前回得た経けい験けん点を使って、キャラクターの成長を行ないましょう。

一同：はーい！

ＧＭ：それと、今回から「Ｓロイス」というルールを使います。

透子：ほう、それはどんなルールかな？

ＧＭ：ロイスの中で、特に大切なものを、ひとつ指定する、というルールです。




　ちなみに、Ｓロイス（スペリオルロイス）に指定したロイスをタイタスにせずに残すと経験点が増え、タイタスにした場合も特殊効果がある。お得なルールである。




エナ：やっぱ注目はしゅーたろーのＳロイスだなー。

透子：（勝かち誇ほこった顔で）──修太郎は、もちろん私を選ぶだろうな。

れい：ちょっと！　何勝手に決めてんのよ!?（笑）　あたしよ、あたし！

修太郎：……えー、まあ、シナリオの中でですね、よく考えて決めようと思います、はい。セッション中、いつでも決定できるわけですから、はい（笑）。

エナ：ヘタレだなー（笑）。

ＧＭ：ま、そんな感じで──では、成長を行ないましょうか。




▼星川修太郎

修太郎：《グラビティガード》を１レベルあげて、あと《伸しん縮しゆく腕わん》を１レベル取りました。成長が５点、新しいエフェクト１レベルが15点なので、これで20点。

ＧＭ：《伸縮腕》……腕うでが伸のびて遠くまで攻こう撃げきするエフェクトだね。伸びるの？（笑）

透子：腕が伸びるのは主人公っぽいな！（一同笑）

修太郎：いえ、〝魔ま眼がん〟が変形する方向でいこうかなと（笑）。体の一部という扱あつかいで。

ＧＭ：演えん出しゆつはＯＫよん。あ、固定ロイスは変へん更こうした？

修太郎：初期ロイスの「妹」を、れいちゃんに変えました。毎回取ることになるだろうし、固定ロイスにしたほうがいいだろう、と。実家の記き憶おくが薄うすれていく……（笑）。




▼御影透子

透子：私は、《スターダストレイン》を１から３レベルに上げた。複ふく数すう体たいを攻こう撃げきする方法が、今のところ他にないからな。これでシーン攻撃時のダメージが上がる。

ＧＭ：いいと思いますよ。シーン攻撃はやはり強力ですから。

透子：あとは〈ＲＣ〉を８レベルまで上じよう昇しようさせた。

エナ：固こ定てい値ちは大事だからね！

透子：固定ロイスは、ささきを修太郎に入いれ替かえた。

ＧＭ：修太郎へのロイスはＰＣ間ロイスでも取ることができますが、いいですか？

透子：うむ。これは決意の問題なので（笑）。──そして修太郎へのロイスは、ちょっとダイス振ふって決めてみようかな。

れい：変なのが出ますように！（一同笑）

ＧＭ：ちょ……（笑）。

透子：んー、「誠せい意い」が出た。うん、これにしよう。前回、「成長もしているし、大事なところも変わっていない」と認にん識しきしたので。修太郎らしいな……みたいに思うことが多い。

ＧＭ：おお、いいですね──ネガティブは？

透子：「憤ふん懣まん」。「……鈍にぶすぎる」とか「奥おく手てすぎないか!?」と思っている（一同笑）。




▼光月れい

れい：はいっ！　あたしは、《雷らい光こう撃げき》と《マシラのごとく》を、それぞれ１から３レベルまで上げた！　ずどーん、どかーん！（一同笑）

ＧＭ：ダメージを上げてきましたね、れいちゃんらしくていいと思います（笑）。

れい：透子みたいに器用なことはできないんで、とにかく突とつ進しん！（笑）

ＧＭ：了りよう解かいです。修太郎へのシナリオロイスはどうしましたか？

れい：ポジティブは前と同じで「純じゆん愛あい」!!　一直線よ！　ネガティブは……前は「恐怖」だったのが、今は「不信感」。どうしてはっきりしてくれないの……？　って思ってる（笑）。

修太郎：は、はっきりするも何も……何をはっきりしろと（笑）。

れい：そういうところが信じられないわ！　って思ってるの（一同笑）。

透子：……ふっ、固定ロイスにした私の方が気持ちが強い（一同笑）。

れい：ばっかやろぅ!?（一同爆ばく笑しよう）　そんなこと……あれ、そうなの？

ＧＭ：いえ、別に気持ちの強さと固定かどうかは関係ないですよ（笑）。

れい：そうだよっ！　関係ないよ!?（笑）……負けられないっ！

透子：……ふっ。

ＧＭ：透子さんはプリプレイで挑ちよう発はつしないで！（一同笑）




▼エナ・ソフォス

エナ：成長は《ディフェンスサポート》を新しくとって２レベルにした。これで終わり。

ＧＭ：他人のガード値ちを上げるエフェクトだね。

エナ：修太郎のカバーリングをより機き能のう的てきにできるからね。

修太郎：へっへっへ、もう天才様の言う通りにガードしますぜ……（一同笑）。

エナ：固定ロイスは変化なし、雲雀宏一と、もうひとつは同じ施し設せつで育った……というか作られた「姉し妹まい」。ソフォスシリーズの他の素体が、アカデミアにいるかもね。

透子：ソフォスシリーズ……ＡＩみたいだな。

ＧＭ：そうですね。修太郎へのロイスは？

エナ：「Ｐ：庇ひ護ご／Ｎ：憐れん憫びん」で変化なし。

ＧＭ：相変わらず上から目線だ（笑）。

エナ：あと、カヴァーを「天才」に変えた！　これでもう、自じ称しよう天才とは呼よばせない……。

ＧＭ：いや、それ思いっきり自称だから（一同笑）。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：はい！　それでは、ＰＣ間ロイスを再さい設せつ定ていしましょう。まず、修太郎から透子さんへ。

修太郎：えー、ポジティブが「友ゆう情じよう」で変わらず。

透子：なん……だと……？（笑）

修太郎：ゆっ、「友情」で！（笑）で、ネガティブは、前は「疎そ外がい感かん」だったんだけど、今は「悔かい悟ご」。あの時、透子ちゃんの気持ちをもっとわかってあげられたら……と思ってる。

透子：（感極きわまった声で）修太郎……（一同笑）。

ＧＭ：はい、表はポジティブだね。──次は透子さんかられいちゃんへ。

透子：ポジティブは「幸福感」。れいといると幸せだな、と。ネガティブは「不ふ快かい感」。

れい：ちょっとぉーっ!?（笑）　前は「偏へん愛あい」だったじゃない！

透子：こう……最近、れいを見るとなんだかちょっとモヤモヤするというか……なんだろうか、この気持ちは？（笑）

れい：知らないわよ！（笑）　あたしは、エナちんに「Ｐ：好こう奇き心しん／Ｎ：劣れつ等とう感」。前は憧あこがれてたんだけど、今は──あたしも賢かしこくなりたいので（一同笑）、どうしたらあんな風になれるのかなっ、って思ってる！

エナ：うむ、がんばりたまえ（笑）。──あたいはシナリオロイスと同じなので省しよう略りやく～。

ＧＭ：了りよう解かいです。……それでは、セッションを始めましょう！
















　　　ＯＰＥＮＩＮＧ ＰＨＡＳＥ







◆Opening01◆起き死し回かい生せいの一手！　やはり天才か　Scene Player ─── エナ・ソフォス




　──第三生徒会に、危き機きが迫せまっている。

　エナは、誰だれに言われずとも、それを察知していた。なぜなら、天才だからである。




ＧＭ：最初のシーンはエナのオープニングです。侵しん蝕しよく率りつ上げてね。

エナ：……６。34から40になったぞー。

ＧＭ：ほい。……では、場所は第三生徒会本部──かつての旧きゆうサークル棟とう、今ではすっかり新しん築ちくのようにピカピカな木もく造ぞう建けん築ちく──の、会議室です。

エナ：窓まどのブラインドに指をかけ、真しん剣けんな顔で空を見て「……まずいな」と呟つぶやく。──特に意味はなくて、かっこいいからやってみてるだけ（一同笑）。

ＧＭ：……隣となりの壁かべをすり抜ぬけてきたフレーズが、「エナさーん、そこ、はたくからどいてくださーい」ってハタキをパタパタさせます（一同笑）。

[image: ]

エナ：あ、うん。フレーズちゃん、コーラある？　あたいコーラ飲みたい。

ＧＭ：「も～、甘あまいものばっかり飲んでちゃダメですよ～」

エナ：大だい丈じよう夫ぶ。あたい天才だから虫歯とかならないから大丈夫（笑）。

ＧＭ：「天才でもダメです。……はい、牛ぎゆう乳にゆう」って、冷れい蔵ぞう庫こを念力で開いて、中から牛乳パックがふよふよ飛んできます。

修太郎：ものすごく馴な染じんでる（笑）。

ＧＭ：ちなみにフレーズはアカデミア高等部の制せい服ふく姿すがた。頭には苺いちごのヘアピンをつけてます。「フレーズ」はフランス語で苺の意味なので。

エナ：牛乳とお菓か子しもいいね。天才的な組み合わせだよ！（むしゃむしゃ）

ＧＭ：そんな風に、エナとフレーズが平和に戯たわむれていると、来客があります。生徒会長、雲雀宏一ですね──「や、エナくん、フレーズくん。ごきげんよう」。

エナ：やあ、ひばりちゃん。相変わらず眼鏡めがねが光ってるねぇ。

ＧＭ：光ってるのか……じゃあ、影かげ田たくんもいて、手鏡で光線を反はん射しやさせて眼鏡を光らせてます。「どうだい、今日もよく光って──うお！　まぶし！　シャド田くん！　シャド田くん！　眩まぶしいよ！」「影田です」──みたいな小こ芝しば居いをしてる（一同笑）。

エナ：うん。……何しにきたの？（笑）

ＧＭ：そうだった！　「うん、それがだね……」と話し始めます。




　雲雀の話では、ここしばらくで第三生徒会への苦く情じようが増ぞう加かしているのだという。設せつ立りつしたばかりの第三生徒会だが、生徒からの苦情が多いとなれば──解かい散さんもありうる。




エナ：解散するの!?

ＧＭ：「元々、トラブル対策で作った、臨時的な組そ織しきだからねぇ。評ひよう判ばんが悪いと解散もありうるんだよねー。困ったもんだ」

エナ：なん……だと……。解散したら……ここにあるお菓子は、どうなる？

ＧＭ：（悲しそうに）「なくなる……だろうね」（一同笑）

エナ：ううむ……どんな苦情がきてるのかな。

ＧＭ：そうだね、メールとか投書とか色々あるけど……たとえば「第三生徒会は無む能のうだ」「解かい決けつ手しゆ段だんが乱らん暴ぼうすぎる」「いちいち物を壊こわすな」とかだね。

れい：乱暴すぎるよ透子は！（笑）

透子：……れいは物を壊しすぎじゃないか？（笑）

ＧＭ：えー、他にも「女に囲まれてうらやましい爆ばく発はつしろ」とか「もっと熱くなれよ」といった苦情が寄せられています（一同笑）。

修太郎：最後のヤツは明らかに知ってる人が投書してるよね!?

ＧＭ：「……こんな風な苦情がね、ずいぶんとたくさん届とどいてるんだよ、エナくん」

エナ：ふーむ……とにかく解散は困こまるね。

ＧＭ：「そうとも。そうならないためにも、この、第三生徒会の評判をだね、どうにかする方法を考えないといけないんだ──何か、いい案はないかい？」

エナ：じゃあ、そう言われると目を閉とじて考かんがえ込こんで……しばらくして──ひらめいた！って叫さけぶと、目がグルグルと、スロットマシンみたいに回り始める（一同笑）。

修太郎：え、ちょ、どういうことなの？（笑）

エナ：シャキーン！　回転が止まり──目には「Ｐ」「Ｖ」という文字がっ!!（一同爆ばく笑しよう）

透子：ど、どういう仕組みなんだ……？（笑）

ＧＭ：──では、「ＰＶ？」と小首を傾かしげているフレーズの横で、雲雀は納なつ得とくしたように頷うなずきます。「なるほど……そういうことか」

修太郎：どういうこと────っ!?（一同笑）




「では、それに関してはこちらで手配しよう」

「頼たのんだよ、ひばりちゃん」

　生徒会長と天才は、そう言って頷き合ったのだった──。







◆Opening02◆うっかりハリケーン　Scene Player ─── 光月れい




　恋こいのライバル出しゆつ現げん！　その事じ態たいに、〝ラブ☆ハリケーン〟光月れいは、かつてなく緊きん迫ぱくしていた。相手はフェロモン過か多たのわがままボディ、御影透子。

　どうにかして、恋のイニシアチブを握にぎらねばならない。

　れいは、作戦を練り、準じゆん備びを重ねる……それはそうと、仕事中なのであった。




ＧＭ：次は、れいちゃんのオープニングです。侵蝕率上げてください。

れい：はぁい！　５上がって……39でっす！

ＧＭ：れいちゃんが任にん務むを失敗してしまうという……ハンドアウトにあるシーンです。

修太郎：でも、「キミは悪くない」って書いてある（笑）。

れい：うんっ！　あたし悪くない（一同笑）。




　れいが探さがしているのは、初等部生徒が飼かっていた猫ねこだ。迷まよい猫を飼い主の元に返すため、市街区で捜そう索さくをしている。猫の写真を手に歩きつつ……しかし、れいの頭は、新たに出現した恋のライバル……透子への対たい策さくでいっぱいだった。




れい：うー……どうしてくれようか、透子め……（笑）。（[image: ←]ノートを開く）

修太郎：ノートきたぁ────っ!!（笑）

れい：あたしね、友達にアンケート取ったの！　それで生まれた作戦──ラブ・テクニックがここに書いてある！（一同笑）

透子：ラブ……テクニック……（笑）。

れい：聞きたい？　しょうがないなー……ノートをばって開きます！

ＧＭ：だ、誰と話してるんだ、れいちゃん……。

透子：猫じゃないか？　透とう明めい猫の海ちゃん。

れい：そう。猫を探すには猫だからね。海ちゃんと一いつ緒しよよ！




　市街区──大通り。植うえ込こみに座すわり、ノートを広げて猫を相手にラブ・テクニックを披ひ露ろうする光月れい。周囲の視し線せんは、わりとこう、かわいそうな人を見る感じである。




れい：いくわよ……「①好きな人の目を見つめる」！　いい？　目を見つめるのよ、海ちゃん！　わかったわね!?

透子：（猫になって）にゃ～……。（[image: ←]興きよう味みなさそう）

れい：「②好きな人の名前を渾あだ名なで呼よぶ」、「③一緒にいる時間を増ふやす」──これは両方ともオッケーね！　ほっしーって呼んでるし……第三生徒会で一緒だし！

透子：（猫になって）にゃっ、にゃっ、にゃっ！（[image: ←]飛んでいる蝶ちようと遊んでいる）

れい：「④料理ができるアピールをする」！　これいいわね、今度やってみるわ！

透子：……ほう。悪くないアイデアだな……。

れい：透子あんたここにいないからね！　教えたげないんだから！（笑）　……「⑤酔よったふりをして寄よりかかる」！　ばかやろぅ！　飲めないよ！（一同爆笑）

修太郎：学生だからね……。

れい：「⑥セクシーな服を着る」！　──制せい服ふくだよ!!

透子：胸むねのところ、かぱかぱだしな（笑）。

れい：うっさいわよ!?（笑）　──「⑦ボイスのキーを上げる」もともと高いわっ!!

修太郎：ど、どんどん加速していく……！

ＧＭ：なんか、友達に聞いた感あっていいですね（笑）。

れい：「⑧癒いやし系けいを装よそおう」──無理だ（一同笑）。「⑨押おして押して押して引く」！

透子：お、⑨のこれはいいんじゃないか？

れい：これよさそうだよね！　これから使っていくわ！　最後！　「⑩上うわ目め遣づかいで目をウルウルさせる」……目薬を、買いました（一同爆笑）。

修太郎：今買ってたんだ!?　ていうか仕事してください!?（一同爆笑）

ＧＭ：す、すごいシーンだ……というか、まだ何も始まっていない（笑）。

透子：猫、猫探しだぞ（笑）。

れい：そうっ、そうだった！　海ちゃん、がんばって探して！

ＧＭ：「にゃー？」（笑）　──ま、ともかく、猫を探して市街区を歩いているわけです。




　学がく園えん島とう、市街区。

　その特とく徴ちようは、真新しい町まち並なみや、学生の多さの他、企き業ぎようの協きよう賛さんと研究所の成果による、近未来的なテクノロジーにある。ゆっくりと道路を進んでいく自動清せい掃そうロボットに、ホログラム・ディスプレイによる街頭広告──。

　そんな市街区を歩き回り、れいはとある路地の奥おくで、探していた猫を見つけ出した。




れい：いたわ！　海ちゃん、ほら、行きなさい！　海ちゃんのお尻しりを押します（一同笑）。

ＧＭ：海は、普ふ通つうにめんどくさそうな顔してます（笑）。

れい：ばっかやろー！（一同笑）　もういいっ、あたしがいくわ！　その猫の近くに行って、ポケットに入れていた煮に干ぼしを、バババって全部出す！

ＧＭ：おお、そうすると、猫は寄よって来て、煮干しをくわえて──。

れい：くわえて!?

ＧＭ：素す早ばやく逃にげます。

れい：なんでだぁ────っ!?（一同笑）　もう！　こうなったら能のう力りよく全開で、どかーん！って、すごい速度で飛びつく！

ＧＭ：──すると、そこには偶ぐう然ぜん、配はい電でん盤ばんが。

れい：（聞いてない）猫ちゃん！　おとなしくしなさい！　バリバリー！

修太郎：やめて！

ＧＭ：配電盤から、派は手でに火花が走り、煙けむりが噴ふき上あがります。……そうすると、周囲のビルで、次々と電気が消えていく。

れい：……。や、やっちった……（一同笑）。……猫ちゃんは大だい丈じよう夫ぶかな？

ＧＭ：ちょっと痺しびれて、毛がふわってなってますけど、怪け我がとかはないですね。

れい：よかったぁ……ごめんね、もうこわくないよー（猫を抱だきかかえる）。

ＧＭ：──そこで、周囲のビルの窓が一いつ斉せいに開きます。「なんだ、いきなり電気が落ちたぞ！停電か？」「煙だ！　テロかもしれんぞ！」「風紀委員会を呼べっ!!」

れい：やばっ……みんな大変よ！　配電盤が壊こわされてるわ！　って叫ぶ（一同爆笑）。

修太郎：思いっきり誤ご魔ま化かした────!?（爆笑）

ＧＭ：えー、通つう報ほうを受けて、腕わん章しようを付けた風紀委員たちが駆かけ寄よってきます。彼かれらは学園内でのエフェクト使用を許きよ可かされた、いわば警けい察さつのような存そん在ざいですね。

れい：こっち！　こっちよ！（迫はく真しん）　……で、あたしはこっそりそこから離はなれる！

ＧＭ：では、ひとりの風紀委員がキミの横を駆かけ抜ぬけ──振ふり向むきます。

れい：二度見されたっ!?

ＧＭ：振り向いたのは風紀委員を率ひきいるリーダー──ベアトリス・ハックマン。

れい：来たなぁ……来たな悪魔っ！（一同笑）

ＧＭ：「……光月れい。貴き様さま、ここで何をしている？」

れい：え、あたし？　あたしはちょっと……この猫ちゃんとお散歩してたの。

ＧＭ：「ほう。その猫はなぜ……少し、感電した感じなのだ？」

れい：（目を泳がせて）さ、さぁ？（笑）　何？　なんでそんなこと聞くの？（一同笑）

ＧＭ：そうすると──背はい後ごの、路地の方から風紀委員たちがですね「委員長！　配電盤が、何者かの電でん撃げきによって破は壊かいされています！」（一同笑）

れい：……う、うぅ……。……実は、あちしがやっちゃったのよ（一同爆笑）。

透子：あちし!?（笑）

れい：やっちゃったの！　でも、ちがうの！　頼たのまれたのはこの猫ちゃんを捕つかまえることだったから、しょうがなかったの！

ＧＭ：「……ほう？」（一同笑）

れい：こう、力が有あり余あまって、迸ほとばしるこのエネルギーが……もう、もうね、ば────────っ！　ってなっちゃったの！（一同爆笑）

ＧＭ：「言いい訳わけは、本部で聞こうか」（一同笑）

れい：い────や──────っ!?（笑）

透子：海が、悲しそうな顔で見送っている。「（溜ため息いき混まじりに）……にゃー」（一同笑）

れい：うっ、海────っ!?（笑）

ＧＭ：では、引きずられていくキミを、海ちゃんが悲しげに見送ったところで、このシーンは終しゆう了りようになります（笑）。

れい：はい……（笑）。

ＧＭ：最後に、ちょっとだけ描びよう写しやが──。




　停電騒さわぎで集まった群ぐん衆しゆうが、引きずられていく光月れいを見て、口々に囁ささやく。

「おい、また第三生徒会の奴やつだぜ」「人ひと騒さわがせだなー」

　その群衆の中から、カメラを構かまえた女子生徒がひとり、顔を出し、

「やれやれ……だめだこりゃ」──と、溜息をついた。







◆Opening03◆なんとなくクリスタル　Scene Player ─── 御影透子




　部室の掃そう除じ……そんなものは、アカデミアの誇ほこるＳランクオーヴァード生徒、御影透子にふさわしい仕事ではない。──だが、すべては大切な幼おさななじみのため。透子はひとり、依い頼らいのあったサークルの部室へと向かっていた。




ＧＭ：では、次は透子さんのオープニング。部室の掃除を依頼されて──それを失敗する、というシーンになります。

れい：透子も派は手でに失敗しなよ!!（一同笑）

透子：この私わたしが掃除とは、面めん倒どうだな……などと考えながら、依頼を受けた部室にやってくる。いつも通り、白はく衣い姿すがたで。ちなみに侵蝕率は７上がって41。

ＧＭ：はい。依頼をしてきたサークルは、小しよう規き模ぼなサークル……マイナーサークルのひとつで、囲い碁ご相撲すもう部ぶというところです。

一同：囲碁……相撲部……？

修太郎：え、それはなに？　どういうことなの？

ＧＭ：「チェスボクシング」という競きよう技ぎにヒントを得てアカデミアで生まれた競技です。

エナ：ど、どんなスポーツなの？（笑）

ＧＭ：チェスボクシングというのはチェスとボクシングを交こう互ごにやって、チェックメイトかノックアウトで勝利が決まる……という実じつ在ざいの競技なんですが、囲碁相撲部はその和風版ばん。

透子：ふむ……実にどうでもいい。ノックもせずにドアを開けるぞ。──第三生徒会の者だが。清掃に来た。

ＧＭ：では、中には、アンコ型の体たい格かくをした生徒が、ふんどし姿すがたで、ちゃんこを食べています。「ごっつぁんです。待っていたでごわす」

修太郎：キミたち、もう相撲部でいいよね!?（笑）

ＧＭ：そんなことないですよ！　彼らは眼鏡めがねをかけ、詰つめ碁ごの本を持っています。

透子：……眼鏡が、囲碁部成分なのか？

ＧＭ：「あと、おいどんは下の名前がヒカルでごわす」

修太郎：関係ないよねそれ！　全然関係ないよね!?（一同爆笑）

ＧＭ：「シーンに登場してない人は喋しやべらないで欲ほしいでごわす」（一同笑）

透子：暑苦しいな。さっさと片かた付づけよう。部室の中はどんな様子だ？

ＧＭ：部室の中には、サンドバッグやベンチプレス用のベンチとバーベル、各種球きゆう技ぎのボール、くいだおれ人形や、フライドチキンのあのおじいさんとかが転がってます。

透子：明らかにトレーニングに関係のないものが混まじっているのだが？

ＧＭ：「囲碁相撲に王道なしでごわす……なんでも稽けい古こになるでごわす」

透子：……ふむ。いいだろう、私が綺き麗れいさっぱり片かた付づけてやる。お前達は外に出ていろ。

エナ：とーこちゃんは動じないなぁ……（笑）。

ＧＭ：そのあたりで、囲碁相撲部員たちがざわめきはじめます。「おい、あれ、御影透子でごわすよ」「あの、Ｓランクオーヴァードの……」

透子：──どうやら、私の美び貌ぼうがよほど噂うわさになっているらしいな（髪かみをかきあげる）。

れい：透子……どうしたの？　馬ば鹿かなの？（一同笑）

透子：先日、れいと話している時に気づいてしまったのだ。……いかんな。……私はどうも、美人だぞ、と。これは困こまったぞ、と（笑）。

れい：なんであたしと話してると気づくのよ!?

ＧＭ：部員たちはざわざわと……「あの、乱暴で毒どく舌ぜつの御影透子でごわす」「美人なのに残念な御影透子でごわす」「さらに残念になっているでごわす」（一同爆笑）




　ともあれ──透子は混こん沌とんとした部室にひとりになって、片付けを開始した。

　閉とざされた部室からは土木工事のように盛せい大だいな音が響ひびき……そして、数分後──。




透子：うむ──よし、終わったぞ。

ＧＭ：「わー」と部員たちが入ってきます。

透子：不要な物品は……というか、何が不要で何が必要か全然わからんので、そのへんに転がっていたものはすべて、ガラスのオブジェの中に閉とじ込こめてある。

修太郎：……と、透子ちゃん、それは片付けではない（笑）。

透子：せっかくなので、土ど俵ひようもガラスで作り直し、人形などはその底に沈しずめておいた。サンドバッグは相撲らしくないので鉄てつ砲ぽう柱ばしらに作つくり替かえておいたぞ──ガラスのな！

ＧＭ：部員たちは、うっとりと手を合わせ、呟つぶやきます……「わぁ……綺麗」「キラキラして……ロマンチック……！」

修太郎：ぶっ（笑）、なんでそんなリアクショ────。

ＧＭ：「──って、アホか──────いっ!?」「なんじゃこりゃーっ!?」（一同爆笑）

れい：ノリツッコミだ（笑）。

透子：ふっ……いい仕事をしてしまったな（一同笑）。

ＧＭ：では、囲碁相撲部員たちの悲鳴絶ぜつ望ぼうの叫びを背せに、透子さんが満足げに去っていくところで、このシーンは終了です……最後に、描写が入ります。




　阿あ鼻び叫きよう喚かんの部室を背に、満足げに去っていく透子。

　部室の角から顔を出した女生徒が、その背せ中なかに向けてカメラを構かまえ、溜息をついた。

「やれやれ……だめだこりゃ」







◆Opening04◆登場！　カメラ少女！　Scene Player ─── 星川修太郎




　星川修太郎が、この奇き妙みような学園に転校してきてから二週間ほどが経けい過かした。

　寮りよう生せい活かつ、オーヴァード向けの授じゆ業ぎよう、そして第三生徒会の活動……。修太郎は、初めて味わう、憧あこがれだった「学園生活」を、楽しんでいた。




ＧＭ：さて、オープニング最後は修太郎のシーンです。

修太郎：おお、侵蝕率を上げましょう──５か。普通だ。

ＧＭ：朝、食堂にいるところですね。キミが朝ご飯を食べていると、背中がバシーン！　と叩たたかれます。「もっと熱くなれよ！」

修太郎：お前か！（笑）──ふふ、コウノスケ……お前はもうデータのある存在さ。

ＧＭ：「どういうことだ、修太郎！　俺おれにロイスを取ってくれたのか!?」

修太郎：見てくれよ、常じよう備び化かしたこのアイテム……「コネ：学園通の友人」を（一同笑）。

ＧＭ：「ヒューッ！　俺は間ま違ちがいなく学園通だからな……いつでも頼たよってくれよ！」

修太郎：ああ……頼らせてもらうぜ、コウノスケ。お前のダイス＋２にな！

ＧＭ：それはそうと、コウノスケはちょっと深刻な顔で言います……。「最近……女の子たちの間で、お前の悪い噂が広まってるぜ」

修太郎：なんで女の子限げん定ていなの!?（一同爆笑）

ＧＭ：「おお……間違えた、生徒たちの間で、第三生徒会の悪い噂が広まってるぜ」

修太郎：その間違いはどうやって発生したんだよっ!?（一同笑）

ＧＭ：生徒たちの間に不満や苦情が多くなってきている……という話ですね。エナのオープニングで雲雀が言ってたような話を、コウノスケもしてくれます。

修太郎：うーん……そっか。みんな、がんばってるのになぁ。

ＧＭ：「お前も大変そうだな。ま、これでも飲んで、元気出してくれよ」と、ジュース──スペリオルミックスをテーブルの上に置きます。

修太郎：あれ？　今回はオープニング１シーンしかないけど……。

ＧＭ：「お前は今回も大変な目に遭あいそうだと思ってな」

修太郎：なぜわかるんだ。お前がシナリオ作ってんのか!?（一同笑）　……まあ飲むけど。

ＧＭ：では、そんな風に盛もり上あがっていると────修太郎は、ふと、視線に気づきます。

修太郎：むむ、振り向きます。

ＧＭ：振り向けば、テーブルの端はしからこっそりと覗のぞく、カメラのレンズが。

修太郎：──だっ、誰だ!?

ＧＭ：ダンッ！　と、テーブルの上に乗って仁に王おう立ちになる女子生徒！　小こ柄がらな体に、ショートの赤毛。航空用のゴーグルを額ひたいに上げて、古風な８ミリカメラを構えてます。
















修太郎：（手で顔を隠かくして）やめてくれたまえっ！　プライベートなんだ！（一同笑）

エナ：なんで芸げい能のう人じんみたいなリアクションなんだ。

ＧＭ：女の子は、「公人にプライベートなど、ないでありま────すっ！」と叫さけんで、カメラを構えたまま接せつ近きんしてきます（一同笑）。

修太郎：ひっ、ひぃっ!?　やめてくださいっ！　人を呼よびますよ!?（一同爆笑）

ＧＭ：「ふっふーん……呼んでも無む駄だであります。小生、これこのように、許可をもらって撮さつ影えいしているのであります！」──彼かの女じよは、ピラっと一いち枚まいの紙を出します。




　──紙には、このように書かれていた。

「蜷川しねま殿どの　貴き殿でんに第三生徒会に関する撮さつ影えいを許可します。

　　　　　　　　オーヴァードアカデミア生徒会　会長　雲雀宏一」




修太郎：会長さ──────んっ!?

ＧＭ：「小生は報ほう道どう部ぶの蜷川しねまであります。小生、第三生徒会のイメージアップのために、プロモーションムービーを撮影することになったでありますよ」

修太郎：プロモーションムービー？

ＧＭ：「宣伝用のムービーであります。ＰＶプロモーションビデオとも言うであります」

修太郎：それはわかってるよ！（一同笑）　そんなこと急に言われても……そうだ、学園通のコウノスケに聞こう。コウノスケ、この子は信用できるのかい？

ＧＭ：コウノスケは、だらだらと感動の涙なみだを流してます──「ＰＶだって……？　チャンスじゃないか！　名めい誉よ挽ばん回かいのチャンス、評判回かい復ふくのチャンスだよ！　熱くなれよ！」

修太郎：だ、ダメだこいつ……（笑）。

ＧＭ：で、しねまが「ま、生徒会長からの依頼でありますから。あきらめて、小生にいい画えを撮とらせるであります！　ふふふ、新しん設せつされたハーレム部隊、第三生徒会の真実を赤せき裸ら々らにしてやるであります！」

修太郎：なんかすごい誤ご解かいがあるみたいなんだけど!?（一同笑）




　蜷川しねま。報道部所しよ属ぞく。高等部二年生の一いつ般ぱん生徒。

　８ミリカメラを愛用し、将しよう来らいはドキュメンタリー映えい画がの監かん督とくになりたいのだという。

　学園通の友人、コウノスケはそんな情じよう報ほうを口にし……逃にげるように先に登校した。




修太郎：コウノスケ────っ!?（一同笑）

ＧＭ：そんなわけで、キミは彼女にまとわりつかれながら登校することになります。歩きながら、くるくるとキミの周囲を回りつつ、カメラを構えている。

透子：鬱うつ陶とうしい……（笑）。

修太郎：ねえ、蜷川さん──。

ＧＭ：「しねまで良いであります」

透子：……ほう？　ずいぶんと馴れ馴れしいな？（一同笑）

修太郎：はっ！　なぜか寒気が……。じゃあ……しねまちゃん。……あのさ、こういう、宣せん伝でんみたいなのじゃなくて、もっと地道に誤解を解といていったほうがいいと思うんだよ。

ＧＭ：「チッチッチッ、であります」

修太郎：その「であります」いらないよね!?（笑）

ＧＭ：「小生、実は数日前から、既すでに撮影に入ってたであります」

れい：あの、オープニングで「だめだこりゃ」って言ってた子だ！（笑）

ＧＭ：「その通りであります」

修太郎：しねまちゃん？　誰だれと話してるの、しねまちゃん!?（一同笑）

ＧＭ：「しかし……第三生徒会は、ダメダメでありますなー」（一同笑）

修太郎：くっ……（笑）。

ＧＭ：「あっはっは！　本当にダメダメであります！　もう笑っちゃうであります！」

れい：ひっ、ひどい……（笑）。

ＧＭ：「でも、安心するであります。小生の編へん集しゆうテクニックにかかれば、どんなダメダメダメダメな第三生徒会でも、バッチリ有ゆう能のうに演えん出しゆつするでありますよ」

修太郎：キミは本当にドキュメンタリー作家志し望ぼうなの!?（一同笑）

ＧＭ：しねまはそっぽを向いて「ピュ～ピュピュ～♪　であります」と口くち笛ぶえ吹ふく真ま似ね。

修太郎：こっ、こいつ……っ（笑）。

ＧＭ：──さて、キミたちがそうやって、楽しげに歩いているとですね。背後から、なにやら騒ぎが聞こえます。

修太郎：ん……？　なんだろう。

ＧＭ：こんな声です──「大変だーっ！　路面電車が暴ぼう走そうしたぞ──っ！」

透子：なんて説明的なセリフなんだ……（笑）。

ＧＭ：制せい御ぎよコンピュータの異い常じようか、誰だれかのエフェクトがうっかり発動したのかはわかりませんが……路面電車が異常な速度で暴走し、周囲の生徒が蜘く蛛もの子を散らすように逃にげていきます──しかし！　その進路上に、倒たおれた初等部の生徒たちが。

修太郎：飛び出します！　その子たちをかばう！




　考えるより先に、修太郎の体は動いていた。

　暴走路面電車の前に立ちふさがると、両手を前に突つき出だす──次の瞬しゆん間かん、虚こ空くうに〝魔ま眼がん〟が展てん開かい！　電車の慣かん性せいを中和すると同時に、網あみのように変形して受け止める！




ＧＭ：ＯＫ。ここは演出なので、エフェクトの侵しん蝕しよく値ちとかは上げなくていいです。

修太郎：それは嬉うれしいけど……倒れた生徒たちと、中の乗客は無事かな？

ＧＭ：はい。路面電車は停止し、中の乗客も怪け我がはないですね。

修太郎：よかった…………あ、しねまちゃんのこと、忘わすれてた。




　修太郎が振ふり向むくと──しねまは、真しん剣けんな表ひよう情じようでカメラを構えていた。

　そして、カメラを下ろし……ニヤっと、楽しそうに笑う。




ＧＭ：「ほー、考えるより先に、他人を助けるために飛び出したでありますね」

修太郎：……だって、そうしないと、怪け我が人にんが出たかもしれないだろ？

ＧＭ：「面白いであります──星川修太郎クン。なかなか、興きよう味み深ぶかい男であります」




　そう言って──映画少女、蜷川しねまは、ニカっと笑った。

「小生、本気でＰＶを撮とりたくなってきたでありますよ」



コネ：学園通の友人　〈情報：アカデミア〉の判定にダイス＋２個するアイテム。









　　　ＭＩＤＤＬＥ ＰＨＡＳＥ







◆Middle01◆ライバルからの手紙　Scene Player ─── 星川修太郎




　放課後──修太郎は、第三生徒会本部で書類の整理をしていた。

　他にやる者がいないため、会長みずから書類整理……第三生徒会らしい光景だった。




ＧＭ：さて、次のシーンは続けて修太郎。本部の会議室で、書類整理しているところ。

エナ：書類整理か、じゃあ、あたいも出よう。

ＧＭ：では放課後、第三生徒会本部──修太郎とエナで、集まった依い頼らいや苦く情じようのメモを整理しているような場面ですね。他のふたりと、しねまはまだ来てない感じ。

修太郎：はぁ……コウノスケの言う通り、苦情が多いなぁ。メールで来てるのもいっぱいあるし、大変だよ。エナちゃんが来てくれて助かったな。

エナ：うーん……むにゃむにゃ。

修太郎：寝ねてる────!?（笑）

エナ：いや、寝てないよ。アイマスクにも「寝てません」って書いてある（一同笑）。

修太郎：いやそれ明らかに熟睡する体勢だよね!?（笑）

ＧＭ：さて、そんな感じで、修太郎が書類整理などしておりますと、会議室に来客があります。コンコン、とノックの音が──。

修太郎：扉とびらをノックされるなんて初めてだ！　（緊きん迫ぱくした声で）──何者だ!?

ＧＭ：修太郎はかわいそうな子だね（笑）。……ま、入ってきちゃおう。ドアを開けたのは、見覚えのある女子生徒──美化委員会副委員長の、ヴィペラさんです。

れい：あっ、「その通りです、ギルバート様」の人だ！

透子：……む？　あいつがひとりで来るのか？

ＧＭ：はい、ひとりです。「失礼します。第三生徒会にお届とどけ物ものがあって参りました」

修太郎：ああ、これはどうも、わざわざすいません。

ＧＭ：ヴィペラは、非ひ常じように高級そうで美しい封ふう筒とうを取り出します。

修太郎：……高級そうで。

透子：……美しい？

ＧＭ：「こちらはギルバート様からの手紙です」

修太郎：え？　えーと、はあ、どうも……。

ＧＭ：ヴィペラさんは、そのまま開かい封ふうし、手紙を広げる。

修太郎：ここで読むんだっ!?（一同笑）　それ別に手紙じゃなくてもいいでしょ！

ＧＭ：無む視しして読み始めます（笑）。内ない容ようはですね──。




　第三生徒会の諸しよ君くん。私わたしだ。

　美と秩ちつ序じよを愛する美しき美男子……つまり私だ。




ＧＭ：「──その通りです、ギルバート様」（一同爆ばく笑しよう）

修太郎：ちょ、ちょっと待って……！　「美しき美男子」って表ひよう現げんカブってるでしょ!?　あとその「その通りです、ギルバート様」ってのも手紙に書いてあるのっ!?

ＧＭ：書いてないよ。ヴィペラさんがその場で合いの手を入れているだけだね。

修太郎：──手紙である意味ないでしょ！　ていうか本人来ればよかったじゃん！

ＧＭ：ははは。じゃ、続き読みます（笑）。




　旧きゆうサークル棟とうの一いつ件けん以来、私はキミたちの活動に注目してきた。そして、ひとつの結けつ論ろんに達した。キミたちの活動には、大いに問題がある。




ＧＭ：「その通りです、ギルバート様」

修太郎：これほんと、手紙である必要あるの？　ないよねっ!?（笑）




　あるとも。手紙の方が古風で美しいだろう？




修太郎：返事すんな────っ!?（一同笑）




　えー、とにかくだ……キミたちの活動には失敗および周辺への被ひ害がいが多すぎる。施し設せつ管理を担たん当とうする美化委員会としても見み過すごすわけにはいかない。さらに、その被害がエフェクトによるものとあっては、オーヴァード全体の信しん頼らいに関かかわる問題だ。

　このままでは、美化委員長として、第三生徒会の解かい散さんを提てい案あんせざるを得ない。




修太郎：そ、それは困るよ、ヴィペラさん。

ＧＭ：ヴィペラさんは、その言葉を無視して淡たん々たんと続きを読みますよ（一同笑）。

透子：何をしに来たんだこいつは（笑）。




　この美しき美男子、ギルバート・エデンから……かろうじて、ほんのたまたま……一本取った君たちが、このまま消えるのは忍しのびない。

　励はげみたまえ、美しく。

　──そう、あの空に羽ばたく……私のように。




修太郎：羽ばたいちゃったよ────っ!?（一同爆笑）

ＧＭ：「ギルバート様は、美しいものと自分を同どう一いつ視ししてしまう傾けい向こうがあります。別に、本当に空を飛んだわけではありません」

修太郎：ヴィペラさんも冷静に解かい説せつしないでよ!?

れい：んー……ギルバートってさ、そういえばどういう能のう力りよくなんだろ。

透子：ふむ……言われてみると、わからんな。

ＧＭ：彼かれはオーヴァードではない、一いつ般ぱん生徒です。雲雀やしねまと同じだね。

一同：一般生徒なのかよっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：前回もエフェクト使ってないですしね。

エナ：そうだった……（笑）。

修太郎：うーん、でもまあ、忠ちゆう告こく……っぽいよなー、手紙は。

れい：心配してるんじゃない？

修太郎：そうかも……うん、じゃあ、ギルバートさんには、ご忠告ありがとうございます、って、伝えておいてください。

ＧＭ：「わかりました」──そう言って、ヴィペラは帰ろうとします。

透子：……なんだったんだ、このイベント（笑）。

ＧＭ：それはすぐわかります。──帰ろうとしたヴィペラが……偶ぐう然ぜん床ゆかに落ちていたバナナの皮に足を滑すべらせて、転てん倒とうしそうになります！（ちら、と修太郎を見る）

修太郎：え、え？　なにこれ？（笑）　いや、まあ……じゃあ、助けますよ。

ＧＭ：では、修太郎が助けに入るんですが、支ささえきれず絡からみ合あって──（真しん剣けんな口調で）ヴィペラさんは、エッチな感じに倒たおれ込こんできます。

修太郎：なんで無む駄だに真ま面じ目めな口調なんだっ!?（笑）

ＧＭ：大事なシーンだからだよ!!（一同笑）

透子：まさかのヴィペラがお色気要員……だと……!?

修太郎：ちょっ、ええとっ、どうしようこれ……（おろおろ）。

ＧＭ：だいぶ密みつ着ちやくし、なにやら柔やわらかい感かん触しよくが──。

透子：（ヴィペラになって）「やめてください。私にはギルバート様が……」

ＧＭ：そんなこと言いません（笑）。

透子：…………ちっ（笑）。




　この動き！　この、ＮＰＣを乗っ取ることで、さりげなく修太郎に近づく女子を排はい除じよする動きを読者諸しよ兄けいも是ぜ非ひ覚えておいて頂いただきたい──透子さん、マジ策さく士しである。




ＧＭ：ヴィペラは、修太郎に覆い被さった格好になって……「（淡々と）すみません、星川修太郎。助かりました」。

修太郎：いやっ、それはいいんだけど、は、早く起きてください！　この状況……なんだかすごくヤバい予感がするんですよっ！（笑）

ＧＭ：「わかりました」　……ヴィペラが身動きすると、柔らかい感触が色々当たって、ふわっと髪がなびくと──いい匂いがしたりします。

修太郎：そういう余計な描写入れなくていいからっ!!（笑）

エナ：──はっ！　そこであたいが起きる！　アイマスクを取って──ちがうちがう、寝てない寝てないっ──と言いながら起き上がって……（修太郎を見る）。

修太郎：た、たすけてー……（笑）。

エナ：しゅーたろー……またラッキースケベか（一同笑）。

ＧＭ：では──そこで透子さんと、れいちゃんが登場になります（一同爆笑）。

修太郎：罠わなだ……これはＧＭの罠だよ!!　ちょっとヴィペラさん早くどいてよ！（笑）

ＧＭ：えー、ドアが開かれて──。

れい：なにやってんのよ──────っ!?（一同爆笑）

修太郎：いや、あのね、れいちゃん、これは……。

透子：ふむ……私は修太郎とヴィペラを見み比くらべて……ふっ、なんだ修太郎、そういうことなら、言ってくれればいいのに……と言って脱ぬぎます。

修太郎：透子ちゃんはなにしちゃってんの────っ!?（一同爆笑）

透子：（素すになって）ま、白衣を脱ぐだけなんですが（笑）。

れい：でもエロいよっ！（一同笑）

ＧＭ：ヴィペラさんは、周囲の大おお騒さわぎに反はん応のうすることなく、無む表ひよう情じように立ち上がって──「では、ギルバート様の手紙は読み終わりましたので、私はこれで失礼します」と、淡々と言います。

修太郎：ちょっ、ヴィペラさんからも説明してくださいよ!?（笑）

ＧＭ：──答えはなく、ヴィペラは会議室を出て行きました。

エナ：出てったぞ（笑）。

修太郎：あ、争いの種だけ撒まいて出て行った……だと……。

れい：ほっしー……どーぉいうことなのよぉーっ！（笑）

修太郎：これはですね、ヴィペラさんが転びそうになったのを助けようとしてちょっと互たがいに倒たおれてしまった！　それだけなんです!!　やましい思いは何もありません！　だから許ゆるしていただけないでしょうか──と深々と土ど下げ座ざ。

ＧＭ：弁べん解かいと土下座がシームレスに繫つながっている……（笑）。

れい：じゃあ！　あたしは目薬をさして──ホント？　って、上うわ目め遣づかいをする！

ＧＭ：ラブ・テクニックだ！（笑）　……でも修太郎は土下座してるから……。

れい：ホントね？　ねえホント？　って、お互たがい這はいつくばってる（笑）。で、内心「あたしコレ、今けっこうイイんじゃないっ!?」って思ってる（一同笑）。

透子：れい、気にするな。修太郎も男の子だから、こういった間ま違ちがいもあるさ。

修太郎：間違ってないって!!　全然弁べん明めい聞いてないじゃないかっ!?（笑）

透子：私は心の広い女だということをアピールしているのだ。

修太郎：心が広いんだったらこっちのことも信じてよっ!?（笑）　ＧＭの陰いん謀ぼうなんだよ！　一いつ緒しよにいたエナちゃんも知ってるでしょ！

エナ：あたいは──何でこんなところにバナナ？　って、ずっとそれ考えてる（笑）。

ＧＭ：じゃあですね、不自然に膨ふくらんでいたカーテンが……。

修太郎：ま、まさか……。

ＧＭ：ばーん！　と開いて──「話は聞かせてもらったであります！」バナナをもぐもぐしながらしねまが登場。

一同：お前かあぁ──────っ!!（笑）

ＧＭ：じゃ、ここで一回シーン切りますね（笑）。







◆Middle02◆発動！　ＰＶ大作戦　Scene Player ─── なし




「貴き様さまらは、全然ダメであります！」

　第三生徒会本部──会議室。そこに、可愛かわいらしい罵ば声せいが響ひびいた。




ＧＭ：しねまは、机つくえの上に仁に王おう立ちになって、叫さけびます。「話にならんであります！」

れい：（ひそひそ声で）仁王立ちって……ぱんつ見えそうじゃない？

透子：（ひそひそ声で）……私も食堂の時から気になっていたのだが。

ＧＭ：スパッツ履はいてます（一同笑）。で、しねまは、仁王立ちでビシっとキミたちを指さす。「こんな調子じゃ、イメージアップなんて無理でありますこのボンクラども！」

修太郎：そうだよね……苦情もいっぱい来てるしね……。「毒舌」とか「暴走」とか。

れい：でもホントのことだし、仕方なくない？　別に悪口じゃないと思う、あたし。

透子：そうだな……放置していても、害はあるまい。

ＧＭ：苦情の中には「貧ひん乳にゆう」とか書いてあるのもありますね。

れい：ぶっ殺す！　バリバリーって紙を破やぶいて、ついでに電でん撃げきも出ちゃう！

透子：（やる気なさそうに）しかし、イメージアップといっても、何をどうするのだ？　別にイメージがアップしても、れいの乳ちちはアップしないしな。

れい：うまいこと言ってんじゃないわよっ!?（一同笑）

ＧＭ：「これから、小生の指し示じに従したがってＰＶを撮さつ影えいするのであります」

れい：ぴ～ぶい～？

透子：というかだな、こいつは誰だれなのだ？

ＧＭ：「小生は報ほう道どう部ぶのカメラマン、蜷川しねまであります」

修太郎：第三生徒会のイメージ改善のために生徒会長から依頼してもらったんだよ。

ＧＭ：「小生の指示に従したがえば、第三生徒会のイメージは一気に回かい復ふくでありますよ」

透子：……ふぅん、こいつの腕うでは信用できるのか？

ＧＭ：「ふっ、小生を甘あまく見みてるでありますね……じゃあ、これを見るであります」そう言うと──しねまは、会議室のテレビに、ＤＶＤをセットします。

エナ：８ミリ映えい写しや機きとかじゃないんだ。

ＧＭ：これは、既すでに編へん集しゆうしてテレシネ……ＤＶＤへの移うつし替かえを行なったものですね。




　流れ始める映像……。そこには、荒あれ果はてた囲碁相撲部の部室の光景が映うつされていた。

　そして──透子が登場し、画面は一度、暗転する。




ＧＭ：次に映うつるのは──きらびやかにガラスで飾かざられた、囲碁相撲部の部室です。

修太郎：し、失敗映像じゃないか……。

ＧＭ：そしてナレーションが入る。「なんということでしょう！　あの荒れ果てた囲碁相撲部の部室が、匠たくみの手によって美び麗れいに変身しました！」（一同爆笑）




「綺き麗れい……」

　理知的なアンコ体型の囲碁相撲部員たちが、手に手をとって呟つぶやく。

　カメラは輝かがやくガラスの装そう飾しよく品ひんを映し──そして、ガラスの土ど俵ひようまで。




ＧＭ：（ナレーション）土俵で転がされたときも、土にまみれる代わりに、下にある美しいオブジェの数々と目が合い、癒いやされます。これが匠の心こころ遣づかい。




　囲碁相撲部員がふたり、土俵に並ならんで寝ねそべっている。

「なんだか……海の底にいるみたいだね」

「うん、ロマンチック……」

「あ──見て」

　指さした先には──くいだおれ人形。




一同：どこがロマンチックだ!?

透子：ふむ……なかなか、いい映像だ。わかっているではないか。（[image: ←]満足そう）

ＧＭ：「ふっ、小生の実力はわかっていただけたようでありますね」

透子：確たしかに実力はあるようだな（一同笑）。

修太郎：えー……？（笑）

れい：どんなＰＶを作るの？

ＧＭ：「ＰＶには、ストーリー性せいが必要であります。そして、一にサービス、二にサービス。三、四がなくて五にサービスであります！」

修太郎：キミは本当にドキュメンタリー作家志し望ぼうなのかなぁ!?（一同笑）

ＧＭ：「そのふたつの要よう素そを満たすためのプランが……ずばり、コレであります！」　自信満々に取り出したボードには、こう書いてあります──。




「第三生徒会ラブ・バトル！　第三生徒会長の本命はドッチ!?」




修太郎：イメージアップ関係ねえええええ────っ!?（爆笑）

れい：（身を乗り出して）どゆこと？　ねえ、どゆこと？

エナ：れーちゃんが食いついたっ（笑）。

ＧＭ：「視し聴ちよう者しやを最後まで食いつかせるストーリーとして、会長の修太郎クンに対してラブなアピールをしてもらうであります！　視聴者はどっちが本命なのかハラハラして、最後まで見てしまうという寸すん法ぽうであります！」

修太郎：でっ、でもそんなの……第三生徒会の活動に関係ないじゃないか！（笑）

ＧＭ：「ちゃんと人助けもして、その合間にラブ！　そしてチラリ！　であります！」

透子：ほう……チラリ。いいではないか。

エナ：とーこちゃんが食いついたっ!?（笑）

ＧＭ：えー、おおむね賛さん同どうが得られたみたいなので（笑）、ミドルの進行を説明します。ミドルでは、３シーンの「撮影シーン」があります。このうち２シーンは、「修太郎と透子」「修太郎とれい」のシーンになります。その合間に、情じよう報ほう収しゆう集しゆうシーンが入ります。

透子：その撮影シーンで、バトルが起こるわけだな！

れい：よぉ～し！

ＧＭ：なお、撮影シーンでは判はん定ていが用意されてまして、それに成功すると、「シナリオの目的を達成した」の経けい験けん点てんが増ふえることになります。

修太郎：それは嬉うれしいね。

ＧＭ：では──しねまが、カメラを掲かかげます。「それでは、撮影開始であります！」







◆Middle03◆第三生徒会の日にち常じよう　Scene Player ─── 星川修太郎




　第三生徒会とは、アカデミアの生徒を助け、困こまりごとを解かい決けつする組そ織しきである。

　特にレネゲイドが関連した事じ件けんについては、ふたりのＳランクオーヴァードを擁ようし、無類の解決能力を見せるのだ！　すごいぞ、第三生徒会！


──「第三生徒会 The Movie」オープニングナレーション






ＧＭ：全員登場。日常を撮さつ影えいするシーンです。まずは生徒たちの相談に乗る場面。

エナ：第三生徒会に相談なんてくるんだ。

ＧＭ：演えん劇げき部ぶのエキストラですけどね。

修太郎：やらせじゃん!!（一同笑）

ＧＭ：「このくらい、今時は常じよう識しきでありますよ」と口を尖とがらせるしねま。かわいい！

修太郎：じ、ＧＭが自分で言うんだ……（笑）。

ＧＭ：「すっかり忘わすれてたけど、小生、修太郎のシナリオロイスであります。いわばシナリオヒロイン。そういえば暴あばれ路面電車から助けてもらって、ときめいたであります！」

修太郎：はい今落おちた！　今キミ、シナリオヒロインの座から滑すべり落ちたからね！

れい：ま、またライバルがぁ……。

透子：あれはライバルにはならない。安心しろ（一同笑）。

ＧＭ：「仕方ないでありますね、では相談は中止して、書類整理のシーンであります」

れい：書類にがて～ぇ～。

ＧＭ：「お！　れいクン、いいでありますね、それはいい！」

れい：えっ、これいいの!?

ＧＭ：「男子は完かん璧ぺきすぎる女子のことは好きでないのであります」（一同笑）

れい：やっぱりそうよね！（笑）

ＧＭ：そんなわけで、全員で会議室に集まり、書類整理を始めます。しねまは、８ミリカメラを構かまえて、その様子を撮影している。

修太郎：さっき普ふ通つうにやってる時に撮とってくれればいいのに……（笑）。

透子：私は、わざと書類で指を切る──（色っぽい声で）や～ん、指切っちゃった～♡

修太郎：えーとその……大丈夫？

透子：修太郎が舐なめてくれるなら、大丈夫♡

れい：あたしが舐めてやるわよっ!?（一同爆笑）

透子：（色っぽい声で）舐めてくれたら……治るぞ？　──と、カメラに。

エナ：急にどうしたの、とーこちゃん。

透子：色々とＰＶについて調べてみたのだが……ＰＶには、適てき度どなカメラ目線と、適度なお色気が必要だという結論になったので──ちょっと私なりにがんばってみた（一同笑）。

修太郎：これ、そういうＰＶじゃないからね!!

ＧＭ：そうすると、しねまが「シャラーップ!!」と叫さけんで修太郎を突つき飛とばす。

修太郎：おぶはーっ!!

ＧＭ：「──透子クンは大変よくわかってらっしゃるであります」（一同笑）

修太郎：え！　僕ぼくが間ま違ちがってるの!?

ＧＭ：「（スルーして）はーい、じゃあ次の場所に移い動どうでありまーす」




　書類整理を終え、しねまが次に向かったのは……なぜか、園えん芸げい部ぶの畑だった。




ＧＭ：「次は、『畑仕事を手伝う第三生徒会』のシーンであります」

修太郎：なんでそんなシーンなの……。

ＧＭ：──友ゆう情じよう出しゆつ演えん、アフロ団だんのみなさん。

修太郎：（急にテンションが上がって）団だん吉きち！　団吉じゃないか!?（一同笑）

ＧＭ：「いよぉ……超ちよう久ひさしぶりだな！」アフロ団吉です、はい。

修太郎：ああ、一昨日、一いつ緒しよにカレー食べに行って以来だな！

ＧＭ：超最近じゃん！　超仲なか良よしじゃんっ!?（笑）

エナ：前回、タイタスにしたくせに……（笑）。




　すっかり爽さわやか園芸系けい不良集しゆう団だんと化したアフロ団と共に、畑仕事に汗あせを流す第三生徒会の面々。……とはいえ、真ま面じ目めに畑仕事をやっているのは修太郎だけで──。




エナ：あたいは果物とかむしゃむしゃしてる。

修太郎：勝手に食べちゃダメだよ!?（笑）

ＧＭ：アフロ団の下したっ端ぱたちが「あ、いいよいいよ」「子こ供どもはくいしんぼだからね」って修太郎をなだめますよ。「メロンもっと切ろうか？」（一同笑）

修太郎：お前ら、どこが不良なんだ……（笑）。




　一方、ラブなバトルにギラギラするＳランクオーヴァードコンビは……。




れい：野菜をこう、摑つかんで……（甘あまったるい声で）いやぁ～ん、抜ぬけない～（一同笑）。

透子：それは何をアピールしているんだ？

れい：非ひ力りきさをね！　アピールしてる！　いや～ん（チラっと修太郎を見る）……抜けないよぉ～（チラッ）、たいへぇ～ん！（チラッ）

修太郎：……ねえ、れいちゃん。いつもみたいに、普通に抜いたらいいんじゃない？

れい：ちょっとぉーっ!?　ほっしーの馬ば鹿かっ!!（一同笑）

ＧＭ：しねまは喜んでますよ。「そのアピールはナイスであります！」（笑）

透子：私は……鍬くわを持ってこう、ざくっと振ふり下おろして……（かわいい声で）ふぅ～、重いな～？　……あっ、お野菜だと思ったらアフロだった～（一同笑）。

ＧＭ：「あああ危あぶねぇな！」「何すんだよ!?」とアフロ団は盛せい大だいにビビってます。

透子：（無視して）なんだか、動いたら熱くなってしまったな！（服を脱ぬぐ仕草）

一同：また脱ぎ始めた────っ!?

修太郎：ちょっ、透子ちゃん、こんなところで何を……っ！

透子：まあ、白衣を脱いだだけなのだが（笑）。




　そんなこんなで畑仕事の撮影を終え……本日の撮影は終しゆう了りようとなった。




ＧＭ：しねまはフィルムを交こう換かんしながら「うん、今日はこんなところでありますねー！」と手を振ふって去っていきます……で、入いれ替かわりに、団吉が近づいてくる。

修太郎：おお、団吉、今日はありがとう！

ＧＭ：「超気きにすんなよ。畑のお礼だ」と言ってから……真顔になって、「実はよ……超ちょっと気になることがあるんだ」。

透子：それは……超なのか？　ちょっとなのか？（一同笑）

ＧＭ：「超ちょっとだ（笑）。……超俺おれ様さまが気になってるのは、お前らの評ひよう判ばんが超悪すぎじゃねえか？　ってことだ。超不自然なくらいにな」

修太郎：悪すぎ……？

エナ：誰だれかが……仕し掛かけてるってこと？

ＧＭ：「超ザッツライト」（一同笑）

修太郎：うーん……そんなことが、あるのかなぁ……。

エナ：ふむ……撮影イベントの合間には情報収集ができるらしいから、あたいはその件について調べてみるよ。




「お前らを超潰つぶしたい奴やつらがいるのかもしれねえ。超気をつけるんだな」

　アフロ団吉はそう言うと、夕日を背せに去っていく。

「ありがとう！　団吉！」

　修太郎の声に背せ中なか越ごしに手を振って──そして、微かすかな呟つぶやきが届とどいた。

「超俺様だけじゃねえ、お前らに超感かん謝しやしてる奴らは多いんだ……負けるなよ」







◆Middle04◆オーヴァード保ほ育いく園えん　Scene Player ─── 御影透子




　翌よく日じつ──土曜日。休日である。星川修太郎と御影透子は、ＰＶ撮さつ影えいのため、市街区の一角、指定された場所に向かっていた。




ＧＭ：修太郎と透子さんの撮影シーン、しねまが選んだ場所は、オーヴァード保育園です。

一同：オーヴァード保育園？

ＧＭ：初等部に上がる前の、未み就しゆう学がく児童のオーヴァードを預あずかる施し設せつですね。幼おさない子こ供どもの場合、エフェクトのコントロールが難むずかしいので、専せん門もんの施設が必要なことも多いのです。

透子：保育園か……ふむ……。

修太郎：透子ちゃん、どうかした？

透子：……いや、なんでもないぞ。むぅ……。

ＧＭ：では──ふたりで保育園に向かって市街区を歩いている最中、声が掛かかります。「あらあら～、星川くんと～、御影さんじゃないのぉ～ん？」

修太郎：こっ、このユルい喋しやべりは……担たん任にんのヒロミ先生！

ＧＭ：「うふ～ん。そぉよ～ん♡」（一同笑）　

修太郎：相変わらずユルいなぁ……。

ＧＭ：ヒロミ先生は、修太郎と透子さんを見て……「うふふ～、デートぉ？」

修太郎：（慌あわてて）いっ、いや、そういうんじゃないです！　全然っ！

透子：……いや、今日は仕事だ。──と、どこか上の空で。

修太郎：透子ちゃん？

透子：……時間だ。行くぞ、修太郎。

ＧＭ：「やぁん～、『先生もデートですか？』から、あたしのスイート自じ慢まん話ばなしが繰くり出だされる予定だったのに～ん」（一同笑）




　──というわけで、オーヴァード保育園にやってきたふたり。修太郎は、どこか沈しずんだ様子の透子を気にしつつも、しねまと合流し、保育園へと入っていった。




ＧＭ：保ほ育いく士しさんが出てきて、「どうも～、助かります！」と挨あい拶さつします。

修太郎：どうも、第三生徒会です。素人しろうとが、役に立つかわかりませんが。

ＧＭ：「（疲つかれ切きった声で）……本当に助かります……。……みんな、すごく元気で」

修太郎：だ、だいぶ疲れてらっしゃる（笑）。

ＧＭ：保育士さんの背はい後ごには十人以上の子供たちがいます。「みんなー、今日はこのお兄ちゃんとお姉ちゃんが遊んでくれるよ～」「わーい！　やったー！」

修太郎：ははは、可愛かわいいもんだなぁ。

ＧＭ：「本気出してもいいんだよね!?」「いくぜっ！　《フルパワーアタック》！」（一同爆笑）

修太郎：ちょっとぉ────っ!?（笑）　それは危あぶないからね!?

透子：はっはっは、元気なのはいいことだな……と、優やさしく笑ってる。

修太郎：あれ……透子ちゃん、少し元気出たかな？

ＧＭ：子供たちが、次々と修太郎に飛びかかってきます。常つねに全力で走り、常に笑いながら、どっかんどっかん体当たり。楽しそうですよ（笑）。

修太郎：ぜぇ、はぁ……ちょ、ちょっと……元気すぎる……（笑）。

透子：はっはっは、だらしないな修太郎は。

ＧＭ：透子さんにも「わー！」「おねいちゃーん！」って飛びかかってきますよ。

透子：ちょっと待てお前たち──う、うわ────っ!?（一同笑）

ＧＭ：「お姉ちゃん白はく衣いだー！」「かっこいー！」「お姉ちゃんおっぱい大きい！」

修太郎：こらぁ────っ!?（笑）

透子：子供だからな、仕方ないだろう。……だいぶ白衣とかはだけて、色っぽい感じになってしまったので、カメラに流し目しながら、髪かみをかき上げたりする（笑）。

ＧＭ：しねまが、「いいねいいね透子クン！　色っぽいよ！」と絶ぜつ賛さんします（一同笑）。

透子：一いち応おう、これで目的も果たしたし……（笑）、園庭にガラスで滑すべり台だいとかブランコとか造つくって、そっちに子供を引ひき寄よせよう。

ＧＭ：子供たちは、「わーっ！　透とう明めいな滑り台だ！」「かっけー！」と叫さけびながら、わーっとそちらに向かっていきます（一同笑）。




　つかの間の休息……並ならんで腰こし掛かけ、園庭を見守る修太郎と透子。

　ふと──子供たちの輪から離はなれ、ひとりでいる子供を見つけた。




透子：近くに行こう。（優やさしい声で）……どうしたんだ？

ＧＭ：その子──そうですね、五歳さいくらいの女の子は、昏くらい瞳ひとみをキミたちに向けて──「わたしがいっしょにあそんだら……あいつら、こわれちゃうし」

透子：そうか……力が強すぎるのだな……と、独ひとり言ごとっぽく呟く。

修太郎：じゃあ、僕ぼくも行って──エフェクトをコントロールできるようになれば、一緒に遊べるよ。僕と一緒に練習しようか。

ＧＭ：女の子は、修太郎を見て「クックック……」と笑います。「おまえみたいなへいぼんなヤツに、わたしの呪のろわれし力がおさえられるわけないよ」

エナ：ご、五歳にして中二っぽい病やまいを発病している……（笑）。

ＧＭ：「わたしの力をみたら、パパやママと同じで、バケモノだっておもうよ！」

透子：ふっ。その程てい度どの力で自じ己こ憐れん憫びんとは──ちゃんちゃらおかしいな。

ＧＭ：女の子は、ムっとした感じになる。「わたしの力のなにがわかるのよ！　あいての記き憶おくをよみとり、ふれたものを消しよう滅めつさせる──この力の！」

エナ：モルフェウスっぽいな。

透子：お前こそ、修太郎の何がわかる──修太郎は、お前の力ごときで壊こわれたりはしない。噓うそだと思うなら、全力で壊してみるがいい。

修太郎：ちょ、ちょっと透子ちゃん……透子さん？（一同笑）

透子：……修ちゃんなら……修太郎ならできる。──頼たのむ。

修太郎：透子ちゃん？　…………わかった。頷うなずいて、〝魔ま眼がん〟を呼よび出だすよ。

ＧＭ：では……その様子に気づいた他の子供とか、保育士さんが近づいてきます。「だ、大だい丈じよう夫ぶですか？　その子に攻こう撃げきさせるのはやめたほうが……」

修太郎：いやまあ、大丈夫ですよ。

ＧＭ：「私わたし、《竜りゆう鱗りん》使いなんですが、その子、装そう甲こう値ち無む視ししてくるんですよ」（一同笑）

修太郎：本当にメタな会話の多い学園だな!?（笑）　……大だい丈じよう夫ぶです、と言っておこう。

ＧＭ：さて──これは、撮影イベントです。

透子：お。これがイベントか。

ＧＭ：しねまがカメラを構かまえて「いいねいいね！　こいつはこのシーンの目玉になりそうでありますな！」と嬉うれしそうにしてます（一同笑）。




　このシーンの撮影イベントは、このオーヴァード幼よう女じよの一いち撃げきを受け止める、というもの。攻撃の結果ＨＰが０になると、残ざん虐ぎやくシーンになってしまい、撮影した映えい像ぞうが使用できなくなる。つまり、修太郎のガードで受け止めることを想定したイベントだ。




ＧＭ：女の子は拳こぶしを後ろに引いて「こうかい……しないでよね」と呟つぶやく──次の瞬しゆん間かん、猛もう烈れつに加速した拳が、修太郎に迫せまる！




　ダメージは装甲値無視で２Ｄ10＋20点。

　大ダメージとはいえ、ガードすれば、修太郎のＨＰが０になるほどではない……が、修太郎は、不必要に思えるほど全力で、ガードエフェクトの使用を宣言した。




ＧＭ：全力でやるんだ？

修太郎：ダメージを０にできるのが、この子にとって一番いいな、と思ったんで。

ＧＭ：女の子の攻撃によるダメージは28点ですが──。

修太郎：エフェクトのレベルも上がってる。そのくらいなら０にできる！

ＧＭ：いえ……そのとき、何者かが《力の法ほう則そく》を使用。ダメージロールに４Ｄ10を追加。

修太郎：ダメージを増ぞう加かさせるオルクスのエフェクト!?　誰だれだ！

ＧＭ：合計ダメージは50点！　女の子は不意にコントロールが効きかなくなった拳にパニックになります！　「やだ！　こんなの、あたしの力じゃない！」

修太郎：ガードで31点止める！　女の子の攻撃だけなら０にできたけど……でも、ＨＰは14点残った。女の子を抱だきとめる。

透子：……今のエフェクトは誰が使用したんだ？




　〈知覚〉に成功した透子は、園庭を見下ろすビル──その屋上に人ひと影かげを見つける。




ＧＭ：そこにいるのは、フードつきの外がい套とうで体と顔を隠かくした人物ですが……目があった瞬間、突とつ風ぷうでフードが外れ、その下の仮か面めんが見えます。

透子：仮面！　──ディオゲネスクラブか。

ＧＭ：そしてもうひとつ……相手の髪かみが、小さな蛇へびの群むれとなっているのが見えた気がしました……その人物は、《瞬しゆん間かん退たい場じよう》で退場します。

修太郎：髪が……蛇に……？

透子：……今は考えても仕方がないか。女の子はどうしてる？

ＧＭ：力が暴ぼう走そうしたのかと思って、涙なみだ目めで震ふるえています。

修太郎：……大丈夫、怖くないよ。って、頭を撫でてる。

透子：今のはお前のせいではない。──それに、言った通り、修太郎は無事だろう？

ＧＭ：女の子は透子の言葉に顔を上げ、修太郎を見て──「うん……」と、頷うなずきます。

透子：（優やさしい声で）いいか、お前はまだ小さい……力は確たしかに強いが、お前より強いオーヴァードは、ここにはたくさんいる。そして、大きくなれば、もっと確かく実じつに力をコントロールできるようになる……だから、そう怖こわがるな。

修太郎：透子ちゃんの言う通りだよ。少しずつ、力をコントロールしてさ、友達とも、一いつ緒しよに遊ぼうよ。その方がきっと……楽しいから。

ＧＭ：「──うん！　ありがとう、おねえちゃん、おにいちゃん！」女の子はそう答えて……心配そうに見守っていた、他の園児たちのところに走っていきます。

透子：（呟くように）……よかった。

ＧＭ：では、そこで──しねまが、カメラを構えてやってきます。ちょっと心配そうですね。「なんだか様子が変だったでありますが……」

修太郎：うん、ちょっとね……まあ、でも大丈夫。

ＧＭ：「よかったであります。……あの子、ちゃんと笑えてるでありますね。いい表ひよう情じよう、しているであります」と、カメラを構えて……園児たちの方を撮とっていますね。

修太郎：……そうだね。うん、よかった。

ＧＭ：そんな感じで、撮影は終しゆう了りようしました。みなさんは何度もお礼を言う保育士さんと園児に見送られ、帰路につきます。しねまは「じゃ、修太郎クンは、明日もよろしくであります！」と手を振ふって去っていきました。

修太郎：明日もかー……大変だなぁ（笑）。

ＧＭ：さて、これでシーンは終わりですが……。

透子：少し……いいかな。帰り道に、修太郎と話したい。




　夕日が、周囲をオレンジ色に染そめていた。

　無言の帰り道──透子は、来るときと同じように、物思いにふけっているようだった。




透子：なぁ……修太郎。

修太郎：なんだい？

透子：あの子たちは……あんなに小さいのに、能のう力りよくに目覚めてしまって……。かわいそう、と言うのも……違ちがう気がするんだが、けど……。なんだか……。

修太郎：……うん、そうだね。

透子：元気そうでよかった……とも思うし……。なんだろうな、うまく言えないな。




　透子の呟つぶやきは、どこか幼い声で……ふたりで過すごした、遠い日々を思い出させた。




透子：……修太郎、手を繫つないで帰らないか？

修太郎：え、えっと……なんか、恥はずかしいよ（笑）。

透子：……ダメか？　あの頃ころは、よく、手を繫いでふたりで帰ったろう……？

修太郎：じゃあ……そうしようか。

透子：──うん！




　それっきり、会話はなく。

　けれど、気き詰づまりでもなく……ふたりはただ、童どう子じのように、手を繫いで歩いた。



《フルパワーアタック》　ダメージを大幅に上昇させるキュマイラのエフェクト。

モルフェウスっぽい　モルフェウスシンドロームには、物品の記憶を読み取る《サイコメトリ》《巨匠の記憶》といったエフェクトが存在する。触れたものを消滅させるのは《クリスタライズ》の演出だろうか。

《竜鱗》　リアクションを放棄して装甲値を大幅に上昇させるキュマイラのエフェクト。









◆Middle05◆謀ぼう略りやくの学園　Scene Player ─── エナ・ソフォス




　何かがおかしい──エナ・ソフォスの天才の勘かんが、そう告つげていた。

　何者かが、第三生徒会を貶おとしめようとしている……。それはつまり、〝敵てき〟がいる、ということだ。




ＧＭ：それでは──一方その頃ころ、エナとれいちゃんの情じよう報ほう収しゆう集しゆうシーンですね。

エナ：「コネ：要人への貸かし」を使うんで、誰だれかに会いに行く。ひばりちゃんでいいかな。

ＧＭ：では、ふたりで生徒会本部ビルに向かうところですね。

れい：あたし、歩きながらずっとそわそわしてる……。

エナ：どしたの？

れい：あのふたりっ、今なにしてるんだろう？（一同笑）

エナ：ああ、しゅーたろーと、とーこちゃんね。……さあ？（笑）

れい：気になるよぉ……透子、ほっしーに変なことしてないでしょうねっ！

エナ：さあねーどうだろねー、と、どうでもよさそうにしてる（笑）。

透子：……ふふふ。そうだ。さっきのシーンで修太郎をＳロイスに指定しておこう。

れい：勝手にすれば!?（笑）

　吞のん気きに会話をしつつ、ふたりは生徒会本部ビルに到とう着ちやく。

　勝手知ったるよその本部……といった風ふ情ぜいで、意い気き揚よう々ようと生徒会長室に向かった。




エナ：あたいがきたぞーっ！

れい：あたしもきたぞぉ～♡

ＧＭ：中には、生徒会長、雲雀宏一がおりますね。「や、エナくん、光月くん」

エナ：お菓か子しを食べに来たぞ！

ＧＭ：「うん、違うよね。お菓子を食べに来たわけじゃなくて、話を聞きに来たんだよね？あ、お茶とか出さなくていいからね、シャド田くん」

修太郎：（影田くんになって）「影田です」（一同笑）

ＧＭ：ま、影田くんは普ふ通つうにお茶出してくれますよ。

れい：いいひとだー！

エナ：んじゃ、お茶をずずずと飲みつつ……ねー、ひばりちゃん。第三生徒会への苦く情じようなんだけどさ、どうも、多すぎる気がするんだよねぇ。

ＧＭ：では〈情報：アカデミア〉か〈情報：噂うわさ話ばなし〉の判定をどうぞ。難なん易い度どは８。

エナ：「要人への貸し」を使って……お、さすがあたい天才──達たつ成せい値ち18！

ＧＭ：では……「そうだね、僕も気になっていた。──実は、特定の組そ織しきや人間がわざと苦情を集めたり、不満に誘ゆう導どうして回っている節があるんだ」。

エナ：うん。どこが動いてる？

ＧＭ：「学園の施し設せつや器き物ぶつへの被ひ害がい報ほう告こくが多いね。それに清せい掃そう関連……とすると」

エナ：──美化委員会？

ＧＭ：「そういうことになる」

エナ：美化委員会ねぇ……。確かに前回揉もめてるけど、なんかしっくりこないな。

ＧＭ：「意図まではわからないけどね。キミたちへの妨ぼう害がい工作と考えていいだろう。あるいは、任にん務むの失敗に関しても……介かい入にゆうがあったのかもしれない」

エナ：了りよう解かい。……任務への介入ねー。れーちゃん、そういうのに詳くわしい知り合いいない？

れい：ベアトリスなら知ってるかも！

エナ：風紀委員会か。本部って近い？

ＧＭ：はい。風紀委員会本部は生徒会本部の近所にあります。

エナ：じゃ、そっち行こう。ドアをバーン！　と開けて──あたいが帰るぞー！（一同笑）

れい：あたしも帰るぞぉ～♡




　来る時も帰る時も騒そう々ぞうしいふたりであった。




ＧＭ：さて……風紀委員会本部は、風紀委員会単たん独どくで使用している建物です。生徒会本部が役所──官かん公こう庁ちようみたいなイメージだとすると、ずばり警けい察さつ署しよっぽい雰ふん囲い気き。

エナ：気にしないで、とっとこ入っていこう。あたいがきたぞー！

れい：あたしもきたぞーっ！

ＧＭ：入ったところで、風紀委員に止められます。「風紀委員会に何か御ご用ようですか」

れい：ベアトリスに会いにきたの！

ＧＭ：困こまった顔で……「アポイントメントはありますか？」

れい：え……ええと、（目を泳がせて）……あ、あるんじゃない？

ＧＭ：「本当ですか？　噓うそついてないですか？」（一同笑）　──と、そこで、奥おくから声がかかります。「構かまわん、通せ」──ベアトリスですね。

れい：ベアトリスは、あたしに借りがあるからね！

ＧＭ：嫌いやそうな顔で奥の風紀委員長室に入れてくれますよ（笑）。「で、何をしに来た？」

れい：話を聞きに来たの！　えっと……あたし、うまく説明できないわ！（笑）　ほら、苦情で来たのよ……わかる？

ＧＭ：「わからん」（一同笑）

エナ：横でカンペを出そう。ほら、れーちゃん……「妨害」「工作」「心当たり」。

れい：うん、えっとね、苦情が多くて、そんで、中にはわざとらしすぎる！　ってのがあってね、それで……そんな感じになったの！

ＧＭ：「なるほど。……わからん」（一同笑）

エナ：か、カンペがひとつも役に立たなかった……（笑）。

ＧＭ：ま、判はん定ていしてください（笑）。〈情報：アカデミア〉〈情報：警察〉で難易度８。

れい：「コネ：学園通の友人」使う。これベアトリスのことね！　ぴったり成功！

ＧＭ：ベアトリスは微び妙みように目を逸そらしながら……「光月れい──お前の言っていることはまったくわからんが……別の話ならある」。

れい：お？

ＧＭ：「この間の、停てい電でん事じ故この件けんだが……」──そこで、ベアトリスは、報ほう告こく書しよをバサっと置いて、「お前以外の何者かが、エフェクトによって介入した形けい跡せきがあった」。

れい：ほらぁ！　ほら！　あたし悪くなかったでしょ！（一同笑）

ＧＭ：ベアトリスは目を逸らしつつ、ぼそぼそと「……そういうことになるな」（笑）。

修太郎：ハ、ハンドアウトの「キミは悪くない」は伏ふく線せんだったのか！

れい：あんなに引きずって、あんなに事じ情じよう聴ちよう取しゆしたくせに！　ばかっ！（一同笑）

ＧＭ：ベアトリスは、ギリッ……と奥おく歯ばを嚙かみしめますが、何も言い返せません（笑）。

れい：でも、誰がやったの？　

ＧＭ：「心当たりはある……ディオゲネスクラブによるものだろうな」

れい：あの、仮か面めんの人たち？

ＧＭ：「ああ」──ベアトリスは、あらためてディオゲネスクラブについて説明します。学園内で暗あん躍やくする秘ひ密みつ結社で、目的ははっきりとはわかりませんが、学園の治安や平へい穏おんを破は壊かいするために動いているのは間ま違ちがいないようだ──と。

れい：（『ディスカラードレルム』のイラストを見つつ）髪かみ型がたとかでけっこう正体バレバレなのに、仮面つけてるとバレないんだよね！

透子：美少女戦士や魔ま法ほう少女の正体がバレないようなものだな……（笑）。

ＧＭ：──で、この仮面には不思議な力があります。前回も、フレーズは暴走させられただけでなく、本来より強力なエフェクトを使えるようになったりしてました。

エナ：仮面はＤロイスを増ふやしたり、ジャーム──人との絆きずなと理り性せいを失った怪かい物ぶつ──にしか使えない力を使ったりできるんだよね。

ＧＭ：「その通り、厄やつ介かいな連中だ……」と言ってから、ふと──「……それにしても、驚おどろいたぞ、光月れい。お前が、生徒会活動などというものに関かかわるとはな」。

れい：動機は不ふ純じゆんだけどね！（一同笑）

エナ：自覚あったんだ!?（笑）

ＧＭ：「不純……？　どういうことだ、まさか──生徒会の運うん営えい費ひを狙ねらって……」

れい：ちがうわよ！（笑）　……好きな人がいたからよ──ひゅーぅ！

透子：自分で囃はやし立たてたぞ!?（一同爆笑）

ＧＭ：「すっ、好きな人……だと？」ベッキーは赤くなってうろたえる。

エナ：話をしている隙すきに、あたいは棚たなからお菓子を取り出して食べてる。

ＧＭ：「おい、やめろッ！　それは本土から取とり寄よせた羊よう羹かんだぞ!?」（一同笑）

エナ：（スルーして）ん～、ベッキーちゃんは、美化委員会については知らないんだね？

ＧＭ：「美化委員会……？　なんのことだ？」

エナ：ふーん……変なの。美化委員会が、苦情を集めて回って……でもその苦情の元は、ディオゲネスクラブの介入？　どうも、繫つながらないなぁ……。

ＧＭ：「貴き様さまら……いいから羊羹を離はなせ。そうしないと、なぜ私が〝サイレントノイズ〟と呼よばれているか、その体に教えてやることになるぞ」（一同笑）

エナ：よし。羊羹持って逃にげよう、れーちゃん！

れい：オッケー！（一同笑）




「ちっ……逃がしたか」

　逃げ出したふたりを睨にらみつつ──ベアトリスは、微び苦く笑しようを浮うかべていた。

「その羊羹で借りひとつ帳消しだ……がんばれよ、光月れい」







◆Middle06◆キミがくれたもの　Scene Player ─── 光月れい




　翌日、日曜日。天気は──雨の多い学がく園えん島とうには珍めずらしく、今日も快かい晴せい。

　初夏の日差しは強く、暑い一日になりそうだった。




ＧＭ：というわけで、修太郎とれいちゃんの撮影シーンです。場所は市街区ですね。噴ふん水すいのある広場のようなところで待ち合わせ、しねまも含ふくめ三人揃そろったところ。

れい：……ほっしー……（低い声で）昨日透子と、何してたの？（一同笑）

修太郎：え、何って、撮影だけど……あ、子供に殴なぐられてた（笑）。

れい：昨日から、透子と雰ふん囲い気きちがくない？　なんか、距きよ離りが詰つまってない？

透子：れいは、意外と鋭するどいな……（笑）。

修太郎：そっ、それは、えーと……そう！　一いつ緒しよに、撮影という試練を乗のり越こえたから、少し、距離が縮ちぢまったのかもしれない！

れい：そっか！　じゃあ、あたしとも一緒に試練を乗り越えよう！　よっし、やる気出てきたよ、しねまちゃんっ、なにやればいいのっ!?（一同笑）

ＧＭ：「今日はボランティア活動をするであります。道行く困ってる人を助けるとか」

れい：任まかせて！　探さがすわ、困ってる人！（一同笑）




　修太郎とれいは、市街区を回り、人助けをしていく。

　ゴミを拾い、迷まい子ごを保ほ護ごし、重い荷物を持ったおばあちゃんを手伝う……などなど。

　市街区のあちこちで人助けをするふたりを、しねまの８ミリカメラが追っていく。




ＧＭ：適てき当とうなところで、しねまが「じゃあ、休きゆう憩けいにするであります。暑い中で、お疲つかれ様さまであります」と、ジュースを渡わたしてくれます。

修太郎：ふぃー……これはありがたいな。

れい：もー、喉のどかわいてたっ！

ＧＭ：で、ジュースを渡わたした際さい、しねまの懐ふところから、一いち枚まいの写真がひらひらと落ちます。

修太郎：何の写真かな？

ＧＭ：夕日に照らされて──修太郎と透子が手を繫つないでいる写真です。

修太郎：うおぉ────っ!!　いつ撮とったんだこんなの────っ!?（一同爆笑）

ＧＭ：「おっと。小生、うっかり写真を落としたであります」（一同笑）

修太郎：こっ、こいつ……！

れい：なによこれぇ────っ!!　どーいうことなのっ!?

修太郎：いや、僕と透子ちゃんは、幼おさななじみだからね……ちょっと昔むかしを思い出して……。

れい：……（無言で修太郎を見ている）。

修太郎：それだけなんだけど、なんでこんなに怯おびえて言いい訳わけしてるんだろう!?（一同笑）

れい：そう──わかったわ。あたしも負けてられない！　さっきもらったジュースをぐびぐびぐびっ！　って一気に飲のみ干ほす！

透子：ま、まさか……！

れい：ふぅ……なんだか酔よっぱらっちゃった（一同爆笑）。




　これぞラブ・テクニックの⑤。「酔ったふりをして好きな人に寄よりかかる」である。




修太郎：え、しねまちゃん……ジュースに何か入れたのっ!?

ＧＭ：しねまは真ま顔がおで「……入れてないよ」って言う。

修太郎：しねまちゃん！　口調、口調！

ＧＭ：「……入れてないであります」（一同笑）

れい：あ～、なんか暑ぅい……（しねまに）ちょっと！　はやく撮って！　はやく！

ＧＭ：「はぁ」と、しねまは能のう面めんのような無む表ひよう情じようになってカメラを向けます。

修太郎：大だい惨さん事じすぎるよ！　早くイベント起こして、イベント！（一同笑）

ＧＭ：では……そこにですね、なんかチャラい男たちがやってきて、絡からんできます。

れい：チャラいのいらない！　帰れっ！（笑）

ＧＭ：「チョリーッス」（一同笑）　馴なれ馴れしく近ちか寄よってきますよ。「カノジョー、ご機き嫌げんだねぇ！」「そんなショボい男じゃなくて、俺おれたちと遊ばな～い？」

透子：なんだこの、化石みたいな連中は（笑）。

れい：ちょっと来ないでよ！　今いいところなんだからっ！（一同笑）

エナ：いいところ……かなぁ……？（笑）

ＧＭ：じゃあ、チャラ男たちはちょっとムっとしてから、ふと、れいの顔を見直して……「あれ、こいつ知ってるぜ、Ｓランクの……ラブ☆ハリケーンだ」（一同笑）。

エナ：相変わらず、名前だけでもう面おも白しろい……。

ＧＭ：「へっ！　こいつらオーヴァード生徒は、うかつにエフェクト使ったら停学だぜえ」「じゃあ、オーヴァードでも怖こわくねえな」「へっ、この暴あばれ馬うまが！」（一同笑）

れい：あっ、暴れ馬っ!?（笑）

ＧＭ：というところで──イベントの判定です。




　イベントの内ない容ようは「挑ちよう発はつに耐たえる」。〈意い志し〉で難易度８の判定を行ない、失敗すると暴走して相手をぶちのめしてしまう、というものだ。いわば自じ制せい心しんチェックである。

　ふたりのうち、どちらかでも成功すれば問題ないが、ふたりとも失敗すると、市街区でエフェクトを使用することになり、撮影した映像は使えなくなってしまう。




修太郎：あわわ、ダイス目がひどい──達たつ成せい値ち６で失敗！

れい：あたし【精せい神しん】低いんだけど……あ、クリティカルしたっ！　達成値──18！

ＧＭ：れいちゃんが制せい止しする側とは意外でした（笑）。では、演えん出しゆつをしましょう。




　チャラ男たちは挑発するように、れいを囲んで悪口を浴びせた。

「この女、アレだろ、すぐ暴走して電でん撃げきで破は壊かいしまくるんで有名なヤツだ」

「つーかよ、Ｓランクとかって、同じ人間とは思えないよなー」

「ほんとほんと。もう──バケモノだよな」




れい：……っ！　昔のこと、とか思い出して……俯うつむいちゃう……。




　れいの脳のう裏りに、幼い頃ころの自分が浮うかぶ。いつも、必死に笑っていた自分が。

　──みてみて、おかあさん！　あたし、こんなことできるよ！

　──ひっ、やめなさい……やめてよっ！　そんなこと、普ふ通つうの子はしないわ！




れい：泣きそうになるけど……でも、我が慢まん……しなきゃ……。

修太郎：……そこで、僕がキレます。

れい：えっ、ほっしー……？

修太郎：判定に失敗したから──だけじゃないけど。（押おし殺ころした声で）……謝あやまれよ。

ＧＭ：「はぁん？　何イキがっちゃってんの？」

修太郎：……れいちゃんは……ここで、みんなと楽しく、学園生活を送りたいだけなんだ。そのために、彼かの女じよは、すごく、がんばってるんだ。

ＧＭ：「な、なんだよ……お前……」

修太郎：そんな風にがんばってるのを──笑って、台無しにするなよ！

れい：ほっしー……やだ、なんかホントに泣けてきちゃったよぉ……。

ＧＭ：修太郎は、〈意志〉判定に失敗しているので──その怒いかりに反はん応のうするように、〝魔眼〟が勝手に出しゆつ現げん、攻こう撃げき的てきな形けい態たいに変化していきます。チャラ男たちは、急にビビって、「お、おい！　やめろよ！」と慌あわてますが──。

修太郎：怒おこってて暴走に気づかない──そのまま攻撃しそうになる。

れい：手を握にぎって止める！　いいよ、ほっしー。ほっとこ……。

修太郎：でも……！

れい：あたし、大丈夫。ほっしーが、言ってくれたから……もう、大丈夫だから。

修太郎：……れいちゃん……。

ＧＭ：〝魔眼〟は、動きを止め……消えていきます。ビビっていたチャラ男たちは、安あん堵どして……誤ご魔ま化かすように、「へっ！　だっせぇ！」と捨すて台詞ぜりふを吐はいて去っていきます。

れい：へんだっ、かっこわるっ！（笑）




　どこか気まずそうに去っていく男たち──。

　それに、あっかんべーをして見送ったれいは、ごしごしごしっと目を擦こすり──笑った。




れい：……ほっしー、かっこよかった！

修太郎：いや、その……へどもど（笑）。自分としては、なんか暴走しそうになっちゃって、恥はずかしいというか、反省してる。

ＧＭ：修太郎の衝しよう動どうは「闘とう争そう」ですしね。そこで、慌あわてた感じのしねまが、手に携けい帯たい電話を持って駆かけ寄よってきます。

修太郎：ああ、お巡りさん──じゃないや、風紀委員を呼よぶためかな。

ＧＭ：そうです。「いやー、よく我慢したでありますね。危あぶなくなったら、助けを呼ぼうと思っていたのでありますが……偉えらいであります！」

修太郎：いや、れいちゃんのおかげだよ。

ＧＭ：──と、そこで、上から罵ば声せいが浴びせられる。

れい：上から？

ＧＭ：「へっ、ばーか！　お前らなんか、たいしたことねーんだよ！」と、歩道橋の上から、チャラ男のひとりが叫さけんでいます。

れい：か、かっこわるぅ……（一同笑）。

ＧＭ：れいの言葉が聞こえたのか、チャラ男は怒って手に持っていた空あき缶かんを投げつけようとするんですが──体たい勢せいを崩くずして、歩道橋から落下します。

れい：えっ、え、どゆことっ？　あたしのせい!?（一同笑）

ＧＭ：いえ、違ちがいます──彼かれは歩道橋から身を乗り出して空き缶を投げつけようとしたんですが、その瞬間──手が石のようになり、バランスを崩し、落下ました。

修太郎：あ、危ないっ！　咄とつ嗟さに走り出す！

れい：あたしも！




　高速で突とつ進しんしたれいが、落下してくる男に手を伸のばすが──間に合わない！　

　しかし、着地の寸すん前ぜん、修太郎の〝魔眼〟が出現。慣かん性せいを制せい御ぎよし、落下が一いつ瞬しゆん停止する。




ＧＭ：ギリギリのところで……落下してきた男を、れいが受け止めます。

修太郎：だっ、大丈夫っ!?

れい：もーっ、なんで落ちるのよっ！　ばかっ！

ＧＭ：「手、手が……」見ると、手が石のように硬かたくなっていて──しかし、見ている間に、元に戻もどっていきます。

れい：なんだろう、これ……。

透子：石……石になる？　昨日の奴やつは蛇の髪かみ……それって──。

ＧＭ：修太郎とれいちゃんは、一いつ瞬しゆん──歩道橋をさらに見下ろすビルの屋上に、フードを目ま深ぶかにかぶった人影を見たような気がしました。

修太郎：あれ……昨日の……？

ＧＭ：修太郎に抱かかえられたチャラ男くんが「……あの、もう、大丈夫です」（一同笑）。

修太郎：ああ……うん。怪け我ががなくてよかった。

れい：もう、馬ば鹿かなことしないでよねっ！

ＧＭ：「あ、ああ……おう」と、チャラ男くんは気まずそうな顔をして、仲間の方へと歩いて行きます。──で、入いれ替かわりに、カメラを構えたしねまが。

れい：（嬉うれしそうに）今の、ちゃんと撮とった？（一同笑）

ＧＭ：「バッチリでありますよ！　……うん、本当に、思ったより、ずっと──バッチリであります。小生は、感動したであります」

れい：ほっしー、かっこよかったもん！

ＧＭ：「そうでありますね……修太郎クン、かっこよかったであります……」

れい：──あれ？

透子：──んっ？

ＧＭ：しねまは、ぷいっと顔を背そむけて表情を隠します……だが、耳が赤い（一同笑）。

れい：ちょっと……ちょっとぉーっ!?　今のはあたしも一緒だったでしょ！（笑）

ＧＭ：「ごほんごほんっ、も、もちろんでありますよ！」（笑）　……で、しねまは、カメラを持ち上げて見せて「これで、素そ材ざいは揃そろったであります。小生は、これから報ほう道どう部ぶのラボで、現げん像ぞうと編へん集しゆうをするでありますよ」。

れい：あたしのいいとこ、バッチリ見せてよね！（笑）

ＧＭ：「了りよう解かいであります！　完成を楽しみにして欲ほしいであります。完成したＰＶは、全学園に放送するでありますよ」

修太郎：うん、じゃあ、よろしく！

ＧＭ：しねまは、手を振って去っていきます……というところで、シーン終了です。




　こうして、トラブル続きではあったが、ＰＶは無事に撮影終了となった。

　あとは映像の完成を待つのみ……そのはずだった──。







◆Middle07◆美しき美男子ふたたび　Scene Player ─── 御影透子




　第三生徒会本部──その一室。

　そこでは今、ふたりの美少女が、なにやら体に触ふれ合あって調ちよう査さを行なっていた。




ＧＭ：さて……一方その頃ころ、ということで透子さんとエナのシーン。

エナ：ちょっと考えがあるので、とーこちゃんを呼よびに行こう。

透子：うむ。私は第三生徒会本部にある、実験機材とか石とかキノコが置いてある部屋で、フレーズの体を調べている。……ふむ、半はん透とう明めいになったり透明になったり……すり抜けたり触さわれたりと、実に興きよう味み深ぶかい……。

ＧＭ：「ふえ～ん、エナさ～ん、助けてください。くすぐったいですよぉ～」

エナ：とーこちゃんとーこちゃん、フレーズちゃんを調べるのはいつでもできるから、ちょっとあたいに付き合ってよ。ギルバートちゃんに話が聞きたいんだ。

透子：ギルバートぉ～？（[image: ←]嫌いやそうな声）

エナ：とーこちゃんがいれば、あいつも噓はつけないと思うんだよね。ほら、しゅーたろーもがんばってるんだし、手伝ってあげないとさ。

透子：ふむ。修太郎のためになるならいいだろう。

ＧＭ：透子から解かい放ほうされたフレーズが、「いってらっしゃい～」と送り出します。

エナ：しゅーたろーは撮影だねー。昨日はれーちゃん、そわそわしてたけど、とーこちゃんは気にしないの？

透子：しないな。明らかに自分に分ぶがあると思っているので。

れい：くやしぃ～！　せめて、あたしもほっしーをＳロイスに指定しておくわ！（笑）




　そんなこんなで、美化委員会本部に到とう着ちやくした、透子とエナのふたり。

　美化委員会本部は、高等部校こう舎しや群ぐんの一角にある平ひら屋や建だての美び麗れいな建物だ。




修太郎：美麗な建物って……なに？（笑）

ＧＭ：なんか装そう飾しよく過か多たな感じ。廊ろう下かに赤い絨じゆう毯たんが敷しいてあって、そこここに、花か瓶びんとか絵が飾かざってあります。ちなみに、これはギルバートの私し物ぶつですね。

透子：興きよう味みがないので、すたすたとスルーして美化委員長室に向かう。

ＧＭ：ああっ、いいものなのに……（一同笑）。

エナ：扉とびらをバーン！　あたいがきたぞーっ！

透子：ふっ……私が来たぞ。

ＧＭ：部屋には、ふかふかの絨毯が敷いてあって、あちこちに彫ちよう像ぞうとか置いてあります。で、ギルバートは豪ごう華かな椅い子すから立ち上がって──「な、なんだねキミたちは！　きちんとアポイントメントを取ってから来たまえっ！」。

透子：そんなものを取ったら、逃にげるだろう貴様。

ＧＭ：「に、逃げるだと……馬鹿な。この美しき美男子である私が、そんなことをするわけがないだろうっ！」と言いつつ、じりじりと後ろに下がっていく（笑）。

エナ：面白いなぁ、この人（笑）。

透子：ギルバート。貴様、第三生徒会に手紙を出したろう？

ＧＭ：「ああ、出したとも。美しい手紙だったろう？　ふっ、紙も封ふう筒とうも一流のものを使用し、この私が手ずから書いたのだからな」

透子：あの手紙はカモフラージュだったのか？

ＧＭ：「ん？　どういうことだ？」

エナ：ひばりちゃんから聞いたけど、第三生徒会の妨ぼう害がいしてるんでしょ。

ＧＭ：ギルバートは、頭の上にハテナマークを浮かべています。

エナ：苦情をいっぱい集めたり、苦情を誘ゆう導どうしたりさ。

ＧＭ：「失しつ敬けいな！　なぜ私がそんなことをしなければならんのだ？」

エナ：うーん、どうも本当っぽいな……じろじろ見て観察する。

ＧＭ：憤ふん慨がいしてますよ。「ぷんぷん！」（一同笑）

れい：かわいい……（笑）。

ＧＭ：「私は修太郎の……いや、キミたちのことは、いわばライバルだと思っている。激げき励れいこそすれ、妨害などするわけがない。……このギルバート・エデンは、卑ひ怯きよう者ものではない！」──キリッ、と言った後、何か待ってるような間がある。

一同：…………？

透子：──そういえば、あの「その通りですギルバート様」女はどうした？

エナ：ああっ！　ヴィペラちゃんがいない！

ＧＭ：透子さん、よく気づきましたね。ヴィペラはいません。ギルバートも不思議そうに周囲を見回して……「ヴィペラくんは……どこに行ったのかな？」

透子：そういえば、ここは来る時、誰だれにも止められなかったな。

ＧＭ：そうですね、休日とはいえ、委員会本部にしては人が少ないと思います。

透子：……おい、他の委員はどうした？

ＧＭ：「うん？　どうしたのかな。なぜか人が少ないようだな。ヴィペラくんもいないし……ま、とにかく、美化委員会は妨害などしていないぞ！　ははは！」

エナ：……これさぁ……（笑）。

透子：どうやら、こいつは何も知らないようだな。──役立たずめ。

ＧＭ：「ぐはぁっ！　こ、この私は役立たずなどではない……！」ギルバートさんは、苦しそうに床ゆかに倒たおれます。「誰か！　私を起こしてくれ……誰か、誰かー！」

エナ：だめだこいつ（笑）。




　ふたりは、倒れたギルバートを背せに、美化委員会本部を後にしたのであった。




透子：──どうやら、美化委員会が動いているのを、ギルバートは知らないようだな。

エナ：ギルバートちゃんが知らない間に、美化委員会を動かせる立場……やっぱり、ヴィペラちゃんが怪あやしいよねぇ。──ＧＭ、ヴィペラちゃんを調べられるかな。

ＧＭ：はい。学園のデータベースなどから調査可か能のうです。〈情報：アカデミア〉でどうぞ。

透子：「コネ：学園通の友人」を使おう──ささきに電話する。

ＧＭ：「おー、透子。どうしたー？」

透子：少々、尋たずねたいことがあってな──判定は、達成値10。




　無む道どうささきから聞き出せたのは、以下のような情報だった。

　ヴィペラ・セルペンス──高等部三年。美化委員会副委員長。

　Ａランクスペシャリストのオーヴァード生徒で、シンドロームはエグザイル／ノイマン。




エナ：肉体操そう作さのエグザイルと、知ち能のう増ぞう強きようのノイマンか。

透子：オーヴァード保育園で私と修太郎を妨害してきた仮か面めんはオルクスだったが……。

エナ：うーん……。みっつめのシンドローム持ちがいないわけじゃないけどねぇ……。

ＧＭ：ヴィペラの経けい歴れきですが、孤こ児じだったのを、ヨーロッパで保ほ護ごされてアカデミアに来たようです。で、保護されたくだりには、情じよう報ほう規き制せいがかかっているようです。

エナ：情報規制……学園のデータベースに？

ＧＭ：はい。学園上じよう層そう部ぶ──運営機関カウンシルによるものなので、何らかの公開しにくい事情があるのかもしれません──といった内容を、ささきが教えてくれます。「まー、情報収集が得意な番長に頼たのんだんだけどな、わはは」（一同笑）

透子：なるほどな……助かったぞ、ささき。

ＧＭ：「ぐー……」真面目な話をして疲つかれたのか、寝ねてます（一同笑）。

エナ：経歴不ふ詳しようかぁ……まあ、あたいも多分そうだけどね。

透子：何にせよ、気になるところだな……。




　第三生徒会を狙ねらうのは誰か、妨害を行なった仮面の人物の正体は……。

　──透子とエナは、考かんがえ込こみながら帰路についたのだった。







◆Middle08◆放課後バスタイム　Scene Player ─── 光月れい




　第三生徒会本部。

　土木研のプロフェッショナルたちによって新しん築ちく同然に改かい装そうされたその建物には──なんと、立りつ派ぱな大だい浴よく場じようまで存そん在ざいするのであった。




ＧＭ：さてさて。ＰＶが完成するまでは間がありますが、一度情じよう報ほう交こう換かんとかします？

エナ：しておきたいねー。

ＧＭ：んじゃ……シーンプレイヤーは、一番侵しん蝕しよく率りつが低い人。

れい：53のあたし！　どんなシーンにしようかな～。

修太郎：ＧＭから指定とかはないのかな？

ＧＭ：特には……あ、一いち応おう、編へん集しゆうの萩原さんからもらったネタメモがありますよ。えーとね……「シャワールームでばったり遭そう遇ぐうする」「着き替がえを覗のぞく」（一同笑）。

修太郎：ちょっとぉ──っ！　なんのネタメモなのそれ!?

ＧＭ：えーと……イベントシーン？（笑）　「修太郎の寝ね込こみを襲おそって人生相談する」とか「生徒会室で延えん々えんとダベる」とか、まあ色々ありますが。

れい：ん～……お風ふ呂ろ！　お風呂に入りたいなぁ。

ＧＭ：第三生徒会本部には浴場ありますよ。

修太郎：そんなものまで……！

ＧＭ：元々、長期入院に対たい応おうした療りよう養よう所じよですからね。しかも、田中権三郎くん（17）を中心とした土木研の手によって、綺き麗れいに改装した大浴場になってます。

れい：じゃっ、みんなでお風呂入ろう～！

ＧＭ：……あ、でも、情報交換のシーンなのに、修太郎が出られないね、これ（笑）。

透子：誰だれもいないと勘かん違ちがいして入ってくるとかでいいんじゃないか？

れい：（嬉うれしそうに）ごちそうさまですっ♪（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：ごちそうさまって……（笑）。




　──第三生徒会本部。浴場。

　初夏の日差しの下でかいた汗あせを流すため、第三生徒会の面々が仲良く入浴していた。




透子：そういえば、空いた枠のロイスを取ってなかったな……フレーズに取ろう。

ＧＭ：じゃ、フレーズちゃんも登場してお風呂入ってます。

透子：半はん透とう明めいでも風呂には入れるのだな。興きよう味み深ぶかい……「好こう奇き心しん」で取ろう（笑）。

ＧＭ：「ふふふ……わたしは、質しつ量りようを持った残ざん像ぞう！」（一同笑）

エナ：あたいは風呂で泳いでるよ。ざぱざぱざぱざぱっ！（笑）

修太郎：行ぎよう儀ぎ悪いなぁ……（笑）。

ＧＭ：「こらー、お風呂で泳いじゃダメですよ～」ってフレーズが怒おこりますよ（笑）。

エナ：しかもあたい、ヘッドフォンつけたまま。

ＧＭ：「これ、防ぼう水すいとか大だい丈じよう夫ぶなんですかね～」と不安そうなフレーズちゃんです。




　フレーズがエナの面めん倒どうを見ている間、透子とれいは、浴よく槽そうでお湯を堪たん能のうしていた。




れい：…………。（[image: ←]じっと透子を凝ぎよう視ししている）

透子：なんだ？

れい：……どうしたら、そんなボディになれるの？（一同笑）

透子：（胸むねを張はって）うらやましいのか？（[image: ←]すごく得意げ）

れい：うー……あたし、毎日牛ぎゆう乳にゆう飲んでるのにっ！

エナ：牛乳と発育は関係ないらしいよ～。

れい：えっ……!?

透子：私わたしは牛乳嫌きらいだぞ。

れい：ちょっとどういうこと!?（一同笑）




　浴場で暴あばれる光月れい。これでもＳランクオーヴァードです。




れい：はぁ……。もぉ……ちょっと見てよ、あたしエナちんと大差ないんだけど、これ……これどうしよう？

透子：ふっ……と哀あわれんだ目で見る（一同笑）。……まあ、いいんじゃないか。そういう需じゆ要ようもあるだろう、マニアックな需要が。

れい：（真ま面じ目めな顔で）……ほっしーはマニアなの？（一同笑）

ＧＭ：「それ！　……どっ、どうなんですかね？　やっぱり、修太郎さんも大きい方が好きなんでしょうかっ!?」

透子：フレーズが食いついたぞ（笑）。

れい：え、なに、どういうこと？　フレーズちゃん、ほっしー好きなの!?（一同笑）

ＧＭ：「好きだなんてそんな……でも、あの、ずっとひとりぼっちだったのを……救ってもらったっていうか……。感かん謝しやしてるっていうか……」もじもじしてます。

れい：あたしも助けたよね？　あたしたちで助けたよね!?（笑）

ＧＭ：「もっ、もちろん、透子さんもれいさんも、大事なお友達ですよ！」

エナ：…………あたいは？（一同笑）

ＧＭ：「エナちゃんはその、お友達っていうか……妹みたいです」

一同：あー……（笑）。（[image: ←]納なつ得とくした）

ＧＭ：フレーズはエナの頭洗あらったりしてます。シャンプーあわあわ。

れい：やさしいな～……そうだ！　エナちんは、好きな人とかいないの？

エナ：あたい？　あたいはね……（うっとり）今はベアトリスの羊よう羹かん（一同笑）。

ＧＭ：本土から取とり寄よせた羊羹ね（笑）。

エナ：ちょーうまかった……。

ＧＭ：あれ高かったんで、ベッキー怒おこってると思うよ。

修太郎：……僕ぼく、ホントにこのシーンに登場するの……？（一同笑）

ＧＭ：ふむ、難むずかしそうだね。では──。




　一方その頃ころ──第三生徒会本部の庭にある菜園。

　修太郎とアフロ団吉が、軽く畑仕事で汗を流していた。




ＧＭ：「ヒューッ！　超ちよういい汗かいたぜ！　超バスタイムとしゃれこもうか！」　団吉はいい笑顔でそう言います。で、彼かれは肩かたに大音量で鳴るラジカセを担かついでいる。

修太郎：お風呂かぁ。いいけどさ……そのラジカセ、すごい音大きいね。

ＧＭ：「まあな。風呂に誰だれか入ってても、この音じゃ超気づかないが、こんな時間に本部の風呂に入ってるヤツなんかいないから、超大丈夫だろう」（一同笑）

修太郎：……ちょっとボリューム下げたりしない？

ＧＭ：「超何言ってんだ！　『宇う宙ちゆうのファンタジー』……超名めい曲きよくだぜ！」（一同笑）

修太郎：いや、そういうことじゃなくて、今時ラジカセってのもさ、ね──。

ＧＭ：（スルーして）キミたちがそんな風に会話しながら浴場まで歩いてくると、脱だつ衣い場じようの床ゆかになぜか石けんが落ちており──アフロ団吉がそれに滑すべって転びます。

修太郎：だっ、団吉────っ!?（爆笑）

ＧＭ：さらに！　団吉は転んだ後に床を高速で滑すべり──浴場の扉とびらに激げき突とつ！　開く扉！　広がる絶ぜつ景けい！　気き絶ぜつした団吉！　鳴なり響ひびく『宇宙のファンタジー』！（一同爆笑）

修太郎：わっ、罠わなだ、これは罠だよ!?　くそっ、仕方ない！　……団吉──っ！　って駆かけ寄よって──　状じよう況きように気づいて、そのまま土ど下げ座ざします（一同爆笑）。




　第三生徒会会長、星川修太郎。特とく技ぎは土下座であった。




ＧＭ：というわけで、いきなり扉が開いて──修太郎が土下座してますが（笑）。

れい：チャーンスッ！　小さいタオルで大事なとこだけ隠かくして、立ち上がります！
















ＧＭ：たっ、立ち上がった──っ!?（一同爆笑）

れい：（修太郎に）……どうかね？（一同爆笑）

透子：ど、どうかね……ってなに？（笑）

れい：あのね！　「セクシーな服を着る」を実行したの！　タオルで！




　これぞラブ・テクニックその⑥──「セクシーな服を着る」であった。




修太郎：セクシーな服っていうか……服着てないですよ!?（一同笑）

れい：はっ！　言われて気づいて……きゃーっ！　って後ろ向く！

ＧＭ：ちなみに、フレーズは普ふ通つうに「ひゃー」って言って、お湯の中に飛とび込こみました。

エナ：あたいは、フレーズちゃんがいなくなって、頭があわあわで目が開けられなくなってる（笑）。……どうしたー？　なんだー？　なにがあったー？（笑）

透子：ふっ……なにを騒さわいでいるんだ。──どうだ修太郎。お前も一いつ緒しよに風呂に入らないか？　と言いつつ、お湯の中から立ち上がろうと──。

ＧＭ：慌あわててフレーズが止めますよ！（笑）　「どうしてそんなに堂々としてるんですか！　恥はずかしくないんですか？　いい体してやがるからですか!?」（一同笑）

透子：修太郎とは、昔よく一緒に入ったものだ……何を恥ずかしがることがある？




　色々とダメな対応の女じよ性せい陣じん。事ここに至いたり──星川修太郎は、決けつ断だんした。




修太郎：……しっ、失礼しました──っ!?　団吉を抱かかえて、ダッシュで逃にげる！

透子：それを見送って…………ちっ、と舌した打うちをする。せっかくの、色いろ仕じ掛かけのチャンスだったのに（一同爆笑）。

れい：と、透子……あんた恐おそろしいわ、恐ろしい子だわ……（笑）。




　そんなこんなで、大おお騒さわぎのうちに夜は更ふけていったのである。

　……ちなみにうやむやになった情報交換は、この後にやったことになり、ついでに、保ほ育いく園えんで受けた修太郎の傷きずなども治ち療りようしたのであった。



『宇宙のファンタジー』　アース・ウィンド＆ファイアーの名曲「Fantasy」の邦題。









◆Middle09◆Painted Video　─── Master Scene




　テレビの画面。ポップなロゴが中央で踊おどる──「アカデミアＴＶ」。

　そして、「特別番組」の表ひよう示じが流れ……タイトルロゴ。

　第三生徒会　Ｔｈｅ　Ｍｏｖｉｅ




ＧＭ：さて、次はマスターシーン。撮さつ影えい終しゆう了りようから数日後……ケーブルＴＶの報道部チャンネルで、学園中に第三生徒会のＰＶが放送される、というシーンです。




　おどろおどろしい音楽と共に、画面には修太郎が登場。

　こちらを睨にらみ付つけ──吐はき捨すてた。

「一いつ般ぱん生徒なんて、ゴミだ……なんの価か値ちもない」




一同：……………へ？




　次に映うつったのは御影透子。

　指先が耳元のプレパラートに触ふれ……次のカットは、落下するチャラ男。

「消えろ──クズが。一般生徒が私の視し界かいに入るな」

　さらに、拳こぶしを構かまえて飛び出す光月れい。

「オーヴァードでなければ……Ｓランクでなければ人間とは認みとめないわ！　豚ぶたよ！」




れい：えええええええええええええええっ!?

透子：……まったく言ってないことが流れているのだが？（笑）

エナ：（わなわな震ふるえながら）あ、あたいは……？




　──エナ・ソフォス。邪じや悪あくな笑えみを浮うかべた幼よう女じよが叫さけぶ。

「あたいは天才だ────っ!!」

　ドカーン！　大だい爆ばく発はつだ！




一同：爆発した────────っ!?（爆笑）




　その後も映えい像ぞうは続く。

　おどろおどろしいＢＧＭに乗せて、第三生徒会の面々が次々と暴ぼう虐ぎやくの限かぎりを尽つくす。

「やめてよね、一いつ般ぱん人じんがオーヴァードにかなうはずないだろ！」

　膝ひざをつく囲い碁ご相撲すもう部員、気絶したアフロ団吉、涙なみだをこぼす保育園児！

　そして──ふたたびアップになる、エナ。

「あたいは天才だ────っ!!」（爆ばく発はつ音おん）




エナ：あたいの素材それしかないの!?（一同爆笑）




　画面にはひとりの男子生徒。テロップ──美化委員長、ギルバート・エデン。

「我われ々われは、彼らの行ないを許ゆるさない！」

　拳こぶしを握にぎり、震ふるえるギルバート……そして最後に、蜷川しねまが登場する。

「横おう暴ぼうの限りを尽つくす第三生徒会……我われ々われは、彼らを止めなくてはいけません」

　エンドクレジットが流れ──ＰＶは終わった。




　そして──同どう時じ刻こく。報ほう道どう部ぶ。第五スタジオ。

　放送を終えたモニターの前で、蜷川しねまは呆ぼう然ぜんとしていた。

　あんぐりと口をあけ……そして立ち上がり──叫ぶ。

「こ、こんなＰＶ作ってねぇでありま──────すっ!?」







◆Middle10◆緊きん急きゆう査さ問もん会議　Scene Player ─── 星川修太郎




　生徒会本部ビル──大会議室。

　そこには今、生徒会、風紀委員会をはじめとした各委員会の役員や、大だい規き模ぼサークルの幹かん部ぶたちが顔を揃そろえていた。

　入り口の脇わき、墨ぼつ痕こんも鮮あざやかな張はり紙がみには、こう書かれている。

「第三生徒会に関する緊急査問会議」




ＧＭ：さて──次のシーン。ちょっと変へん則そく的てきですが、最初は修太郎ひとりの場面から始まって、間に回想が入ります。

修太郎：査問会議……それに僕が呼よばれているのか。

ＧＭ：その通り。ＰＶが流れてすぐに招しよう集しゆうされた、緊急会議です。大会議室に円形に配置された席には、委員会やサークルの重じゆう鎮ちんが集まり……その中央に、修太郎が立っています。

透子：まるで被ひ告こく人にん席せきのようだな──だが、それなら告発者は誰だ？

ＧＭ：修太郎に向かい合って、この会議の中心になっているのは──美化委員会副委員長、ヴィペラ・セルペンスです。

れい：やっぱり……！

ＧＭ：ヴィペラは、淡たん々たんとＰＶの中身と、それに関かかわる事じ項こうについて説明し──こう言います。「……よって、ここに、第三生徒会の解かい散さんを提てい議ぎします」

修太郎：──僕は、僕らはあんなこと……やってない！

ＧＭ：では──そこで時間が遡さかのぼります。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：全員登場です。ＰＶ放ほう映えい直後の第三生徒会本部。ＰＶを見たみんなで集まったところ……フレーズが「どどど、どういうことなんですか～っ」と叫さけびます。

修太郎：おおお落ち着くんだフレーズちゃん。まままだ慌あわてるような時間じゃない！

ＧＭ：──さらに、会議室のドアがバーン！　と開いて、しねまが駆かけ込こんできます。「小生は、あんなＰＶ作ってないのでありますっ！」

透子：では……どういうことなのだ？

ＧＭ：「だ、誰かに映像をすり替かえられたかと……小生は……あんなものを撮とりたいわけでは、なかったのであります……」しねまは、泣きべそをかいています。

修太郎：ま、まあ……あんなにあからさまな偽にせの映像、すぐに噓うそだってバレるんじゃないかなぁ……きっと大丈夫だよ！




　──キィ……ン。

　不意に、学園島内のあちこちに設せつ置ちされたスピーカーが唸うなった。

　緊きん急きゆう時じのみに使用される全学園放送で、ひとつの言葉が繰くり返かえされる。

「……第三生徒会は、ただちに生徒会本部まで出頭してください……」




れい：出頭……？　呼び出し？

透子：このタイミングだ。ＰＶについて問い詰める気だろうな。

修太郎：で、でも、誤解なんだから。ちゃんと偽物だって説明すれば……。

エナ：それを聞いて、ヘッドフォンを外すよ──即そく座ざに解散させてしまえば、映像の噓が後から証しよう明めいされても問題ない……と、〝敵てき〟は考えてるかもよ。

修太郎：そんな……そんなの、絶ぜつ対たいおかしいよ。

エナ：あのＰＶは、偽にせ物ものなりに、いいとこついてるよ。オーヴァードが増ぞう長ちようし、暴ぼう走そうすることを、みんな恐おそれているんだ。

修太郎：せめてあのＰＶが偽物だって証明できれば──しねまちゃん、本物のデータは？

ＧＭ：しねまはぐすぐす言いながら顔を上げて……「デジタルデータは上書きされてしまったでありますけど……小生が編集した、８ミリのテープが残っていれば……」。

れい：それよ！　それって、どこにあるの？

ＧＭ：「スタジオのロッカーに入れておいたのが、いつの間にかなくなっていて……」

エナ：──よし。《インスピレーション》を使用するよ。ＧＭにひとつ質しつ問もんをする、ノイマンのエフェクト。質問は──「テープの在あり処かはどこだ？」

ＧＭ：では、エナの高速思考が、無数の断だん片ぺんを繫つなぎ合あわせ、回答を導みちびきだします。




　犯はん人にん──高こう確かく率りつでヴィペラ。ヴィペラに関するこれまでの情報から読み取れる目的──第三生徒会の解散。そのために必要な手順とこれまでの経けい過か時間──。

「テープはまだある。場所は恐おそらく……美化委員会、本部」




透子：──よし！

れい：しねまの背せ中なかを叩たたく！　泣くんじゃないわよ！　絶対に、取とり戻もどそう！

エナ：外のスピーカーを指さして──あの呼よび出だしはどうする？

修太郎：……僕がひとりで行くよ。行って、少しでも解散までの時間を稼かせぐ。……その間、みんなでテープを探さがして欲ほしい。

一同：──了りよう解かい！

ＧＭ：では、場面は現げん在ざいに戻もどって──大会議室。修太郎は、ヴィペラに弾だん劾がいされています。「オーヴァードの暴走は、このアカデミアにおいてはもっとも恐おそれるべきこと……第三生徒会は、即そつ刻こく、解散すべきです」

修太郎：いや、あの、それはですね……。

ＧＭ：周囲からは、「そうかもなぁ」「あの映像はひどかったよ……」「ああ、さすがに見み過すごせないな」といった呟つぶやきが沸わき上あがります。

修太郎：ちょっと待って！　あの映像は、そもそも噓うそっぱちで──。

ＧＭ：そこで……ヴィペラは、マイナーアクションで《オウガバトル》を使用。

修太郎：…………はい？

ＧＭ：メジャーアクションで、《コンセントレイト：ノイマン》《言葉の刃やいば》。「第三生徒会の悪あく行ぎようは明白です」とヴィペラが言い──その言葉が、キミの精せい神しんを切きり裂さきます。

エナ：エフェクトによる攻こう撃げき!?

ＧＭ：〈交こう渉しよう〉ベースの精神攻撃。周囲からは攻撃だと認にん識しきできない──とします。クリティカル値ち８でダイス９個こ……４回クリティカルして、達成値48！

修太郎：ぬおっ！　ガ、ガードしますっ！

ＧＭ：前後しますが、セットアップのエフェクトも使用していいですよ。

修太郎：なら、セットアップで《虚きよ無むの城じよう壁へき》！　そして《グラビティガード》！〝魔ま眼がん〟が活かつ性せい化か！　不ふ可か視しの防ぼう壁へきを展てん開かいする。

ＧＭ：ダメージは５Ｄ10＋15で……40点！

修太郎：きっつ……！　26点軽けい減げんして──14点受けた。残り７点！

エナ：保育園でのダメージ残ってたか。全ぜん快かいさせておくべきだったな……。




　強きよう烈れつなプレッシャーに精神が削けずれていく。心に、言葉の刃が突つき立っていく。

「そういえば、第三生徒会のお仲間は……どうしているんでしょうね。今いま頃ごろ、貴方あなたを見み捨すてて、逃にげているかもしれませんね」

　そんなことはありえない──のに、言葉が、毒のように染しみこんでくる。




ＧＭ：ダメージを受けましたね？　では、《餓が鬼き魂だまの使い》《タブレット》！　修太郎に、バッドステータスの邪毒３ランクを与あたえます。

一同：毒きた──────っ!?

修太郎：３ランクだと９点……これで、このシーンの最後に僕は倒たおれるっ！

ＧＭ：テープを見つけて、他のメンバーが駆かけつけるまで、毎シーン、修太郎はヴィペラの言葉によって攻撃を受けます。シーンの最後にイベント発生、みたいな感じ。

修太郎：げげぇ……！

ＧＭ：そして、戦せん闘とう不ふ能のうでシーンが終了した場合、修太郎は弁べん解かいする気力を失い……会議で、第三生徒会の解散が決定します。

一同：げぇ──────っ!?

エナ：こ、これは……毎シーン２回も戦闘不能から《リザレクト》してたら、侵蝕率がすごい勢いきおいで上がっていくことになるよ……！

修太郎：今のガードで侵蝕率74……。この後、《リザレクト》することになる。

ＧＭ：では、これでシーン終了。無む表ひよう情じようなヴィペラの、その瞳ひとみだけが……ぬらりと、嗜し虐ぎやく的に光ります──「いつまで……耐たえられますか？」

修太郎：みんなが来るまで……耐えるとも！　邪毒で倒れて《リザレクト》！




　視界が霞かすむ。ヴィペラの言葉が、キリキリと心に突つき刺ささる。

「さあ、会議を続けましょうか──あなたの心が、折れるまで」

　そう言って……ヴィペラは、蛇へびのように嗤わらった。



《オウガバトル》　直後の攻撃のダメージを増加させるノイマンのエフェクト。

《言葉の刃》　〈交渉〉で攻撃を行なうノイマンのエフェクト。

《餓鬼魂の使い》　邪毒を与えるソラリスのエフェクト。

《タブレット》　組み合わせたエフェクトの射程を伸ばす、ソラリスのエフェクト。









◆Middle11◆第三生徒会、走る！　Scene Player ─── 光月れい




　修太郎が査問会議で時間を稼かせいでいる間に、なんとしてもオリジナルのテープを奪だつ還かんしなければならない──第三生徒会のメンバーは、必死で走り出した。




れい：テープを取り返しに行かなきゃっ！

ＧＭ：はい。美化委員会本部に向かう場面。侵しん蝕しよく率りつ上げてください。

透子：６だ──現在、83。

れい：５上がって74だよ……透子、高くない？

エナ：あたいは３上がって78。うん、とーこちゃんだけ高い。

透子：登場回数は同じだ。ダイス目の問題だな──今は、そんなことは気にならない。

ＧＭ：了解です。で、さらに、フレーズがついてきます。

透子：む……第三生徒会本部から離はなれられるのか？

ＧＭ：本来は無理なはずなんですが……微び妙みようにノイズが走ったりしつつ、がんばってついてきます。「今度は、わたしが修太郎さんを助ける番ですからっ！」

透子：よし、この際さい、ひとりでも多い方がいい。

エナ：とはいえ、一般生徒のしねまちゃんは置いていこう。美化委員会本部はオーヴァード生徒で固めているだろうから、《ワーディング》でも使われたら、かばいきれない。

ＧＭ：透とう明めい猫ねこの海も、みんなの様子が変なので、にゃーにゃー鳴いてます。

れい：じゃ、海ちゃんもつれてくっ！　もう第三生徒会全員でっ！

透子：文字通り、猫の手も借りたいからな……。




　全員で向かったのは──美化委員会本部。

　先日とは違ちがい、入り口にはオーヴァード生徒らしき見み張はりが立ち、物々しい様子であった。




エナ：侵しん入にゆうして、テープを取とり戻もどすよ──判はん定ていとかはどうすればいい？

ＧＭ：はい。美化委員会本部は、ギルバートの私し財ざいによって、非ひ常じように強力なセキュリティが設置されています。まずはそれを無力化しなければなりません。

一同：ギルバート──っ！　余よ計けいなことを！（笑）

ＧＭ：判定は、三回必要です。




①気づかれずに接せつ近きんする　　　　　　〈知覚〉〈回かい避ひ〉

②セキュリティを切る　　　　　　　〈知ち識しき：機械工学〉

③入り口の警けい備び員いんを無力化する　　　〈白兵〉〈ＲＣ〉




ＧＭ：判定はひとり一回。難なん易い度どは──すべて15。

一同：高っ!!

ＧＭ：ざざっとノイズが混まじりつつ、フレーズが……「わたし、一回だけなら、力を使ってサポートできると思いますっ！」──具体的には《妖よう精せいの手》を一回だけ使用して、ダイス目ひとつを10にする。使用後、フレーズは実体を保たもてなくなって退たい場じようします。

エナ：そういえばオルクスだった……うん、そいつは助かる！

透子：〈知覚〉は私しか成功の目がないだろう。行くぞ。

エナ：うん、お願い。とーこちゃんに、「Ａランク：サポーター」でダイス＋２！

透子：──っ！　くっ、11個振ふって、10の目がひとつもない……っ！

エナ：早さつ速そくだけど……仕方ない。フレーズちゃん！

ＧＭ：「はいっ！」──フレーズが周囲に〝領りよう域いき〟を展開、見張りの目を逸そらします……が、フレーズはそのまま薄うすくなって消えていく──。「第三生徒会本部で……待ってます！」

透子：ああ、待っていろ！　10になったので振り足して……よし、17で成功だ。

エナ：でも、次の判定は正直、厳きびしい！　【精神】が一番高いのはあたいだけど……それでも５個。難易度15は……。

ＧＭ：セキュリティのスイッチは、ちょっと高いところにある上に、見張りに見つからないように作業しなければいけないので、難易度が高いです。

れい：高いところ……見つからないように……。じゃあ、海ちゃんに手伝ってもらえる？

ＧＭ：お──その通りです。透明猫の海に手伝わせることで、難易度が低下する──そういう仕し掛かけでした。ヒントを出す前に気づくとは。

透子：一話の時といい、ここぞというときのれいは、やたらと冴さえてるな。

ＧＭ：では……海が「にゃー！」と、やる気満々に鳴きます。彼かの女じよに手伝ってもらうことで、難易度が15から──５に低下。

エナ：それならいける！　……よし、判定は成功！




　青い毛け並なみの猫が走っていく。微かすかな足音に警けい備び員いんが振ふり向むくが──海の体が透とう明めい化かし、そのまま疾しつ走そう！　スイッチの場所まで駆かけ上あがった！




ＧＭ：不意に、本部全体のセキュリティが停止します。入り口を守っているオーヴァード生徒が、「なんだ、無線が停止したぞ！」「これでは、今襲しゆう撃げきされても中に通つう報ほうできないじゃないか！」と騒さわいでいます。

透子：なんという説明的なセリフ……（笑）。

れい：最後の判定はまかせてっ！　背中のバックからサイバーアームを装そう着ちやくっ！　「学生王者ヘラクレス」の効こう果かも使って〈白兵〉で判定──達成値19っ!!

一同：──よしっ！

ＧＭ：では、警備の美化委員は気絶。セキュリティの停止した美化委員会本部に、みなさんは走はしり込こみます──と、いうところで、いったんシーンは終了！　査問委員会のイベントを処しよ理りします。

修太郎：きたか……っ！




　　　　＊　＊　＊




　──一方その頃。生徒会本部ビル、大会議室。

　第三生徒会を弾だん劾がいするヴィペラの言葉が、修太郎の精神を切きり裂さいていた。




ＧＭ：修太郎は、登場の侵蝕率は上げなくていいですよ。特殊な処理なんで。……大会議室のモニタには、偽のＰＶが流れています。「……このように、第三生徒会の行動は、オーヴァードの危険性を明確に示しています」

修太郎：だ、だから、それは偽物だって……！

ＧＭ：「御影透子、光月れい。Ｓランクオーヴァードのふたりは、強すぎる力によって傲ごう慢まんになっています。一般生徒を同じ人間だと思っていない──バケモノだ」

修太郎：そんなことない！　保育園の時だって、街で絡まれた時だって、ふたりは、他人を助けるために行動してたんだ！

透子：修太郎……。

れい：ほっしー……。

ＧＭ：「エナ・ソフォス。……ただの、バカな子供です」（一同笑）

修太郎：違う！　エナちゃんは……天才？　だよ……？

エナ：しゅーたろー……なんで疑問系なんだ？（一同笑）

ＧＭ：「そして星川修太郎。あなたは、ただの……偽善者です。人間でも、バケモノでもない。両方の側にいようとして、どちらにもいられない──裏切り者ダブルクロスだ」

修太郎：そんな、ことは……ない……。

ＧＭ：ヴィペラの言葉は、キミの精神を擂すり潰つぶすように迫ってくる──。

修太郎：くっ、来たか……！

ＧＭ：では、組み合わせは同じで、《オウガバトル》からの《言葉の刃》──うーん、クリティカル値８なんだけど、やたら回るね！　達成値46！

修太郎：ガードします！

ＧＭ：ダメージは……こっちはいまいち。33点。

修太郎：う～ん……３Ｄ10で12出せば生き残る。《グラビティガード》！




　ガードでダメージを０にすれば毒どくを受けずに済すむ。

　が──３Ｄ10の合計はなんと10。修太郎は倒れて《リザレクト》。さらに毒を受けて再さい度どの《リザレクト》と、急きゆう激げきに侵蝕率が上じよう昇しようする。




修太郎：うおーっ！　今のシーンだけで侵蝕率16上昇！　今、侵蝕率99！




「違う……僕らは……」

　修太郎の声は、力のない囁きになっていた。

　それでも、倒れるわけにはいかない。

　──耐たえるんだ。みんなが、来るまで。

「いいでしょう……最後まで、きちんと〝議ぎ論ろん〟しましょう」

　嘲わ笑らい混じりの声が、ひどく遠く聞こえた──。







◆Middle12◆硝子がらすの疾しつ走そう　Scene Player ─── 御影透子




　時間がない──第三生徒会の面々に、焦あせりが滲にじむ。

「あそこだ──」

　透子の呟き──ドアには「美化委員長室」の文字。

　ここに──本物のＰＶテープがあるはずだ！




ＧＭ：さて、一方、美化委員会本部の三人。

エナ：あー、会議の様子見たいな。見れないかな。

ＧＭ：じゃ、雲雀がこっそり中ちゆう継けいしてますよ。スマートフォンのＴＶ通話。

エナ：ちょっ、しゅーたろー、なんかヤバそうな顔色になってる！（一同笑）

透子：これは……おかしいな。攻撃されているのか？

ＧＭ：では、そういう会話をしながら廊ろう下かを走り──委員長室のドアを開けます。部屋にはやたら豪ごう華かな家具に美術品……そして床には、縛しばられたギルバートが転がっています。

透子：……ギルバート、お前……（笑）。

ＧＭ：ギルバートは感動に目を潤うるませて──「私を助けに来てくれたのか!?」（一同笑）

透子：（冷たく）違ちがう。テープはどこだ？

ＧＭ：ギルバートは微妙にしょんぼりしつつ、「あ、あそこの壺つぼの中に、ヴィペラくんが隠していった。気をつけてくれ、あの壺はいいものなんだ」。

エナ：がしゃーん！（一同笑）（[image: ←]壺をたたき割わった）

透子：テープはあるか？

ＧＭ：はい。「本物」ってラベルの貼はられた８ミリのテープがあります。

れい：わっかりやすい！（一同笑）

ＧＭ：ギルバートが「ほ、ほどいてくれ～」とバタバタしてますが。

透子：ちっ……（笑）。じゃあ、プレパラートに触さわってガラスを錬れん成せいして……それを、すっごく鋭するどくして、無む造ぞう作さに投げる。

ＧＭ：「ひっ！」と悲鳴を上げますが……（笑）。まあ、解かい放ほうされてですね、ギルバートはキビキビと立ち上がって「部下の美化委員たちは、ヴィペラくんに洗せん脳のうされている。気づかれないように脱だつ出しゆつするぞ」と案内しようとします──。

エナ：おおっ、案外役に立──。

ＧＭ：──が、つまずいて、バターン！　と倒れ、そのついでにドアを開けてしまう。ドアの向こうから「いたぞー！　あっちだー！」

エナ：役に立たね──────っ!?（一同爆笑）

透子：もうお前はじっとしてろ！　と、ガラスの針はりで壁かべに釘くぎ付づけにしておく（笑）。




　廊下からは大おお勢ぜいの殺気だった足音！

　逃にげ出だす間もなく、美化委員長室に、ホッケーマスクをかぶったモヒカンの美化委員たちが、駆かけ込こんできた。「汚お物ぶつどもめ！　消しよう毒どくしてやる！」




修太郎：なんでモヒカンなのっ!?（笑）

ＧＭ：ホッケーマスクがディオゲネスクラブの〝仮か面めん〟で、彼らは洗脳されています。

透子：洗脳されると……モヒカンになるのか？（笑）




　かくして──美化委員のトループたちと戦せん闘とうが開始される！

　敵は美化委員トループ３グループに、美化委員リーダーが１体。

　さらに、ＧＭから特別ルールが宣せん言げんされる。




ＧＭ：毎ラウンドの最後に、査問会議での、修太郎への攻こう撃げきの処理を行ないます。

修太郎：なん……だと……？

ＧＭ：ただし、戦闘終しゆう了りようしたら、その後には攻撃は発生しません。

れい：すぐ終わらせるよ！

ＧＭ：さあて、そううまくいきますかね──戦闘、開始します。




行こう動どう値ち（第一ラウンド）

エナ　　　　　　　　　……18

透子　　　　　　　　　……17

美化委員（トループ）　……９

れい　　　　　　　　　……６

美化委員（リーダー）　……３

[image: ]




◆第一ラウンド

エナ：修太郎の侵蝕率がヤバイ。このラウンドの最後に回したら、そこでもうタイタス昇しよう華かして復ふつ活かつが確かく定ていだ。

透子：１ラウンドで終わらせるしかないな。

れい：でも、敵てきいっぱいいるよ……？

透子：１シナリオ１回の《スターダストレイン》を撃うつ。使える手はすべて使う。

ＧＭ：では──互たがいにセットアップの行動はなし。最初のメインプロセスはエナ。

エナ：マイナーアクションでエンゲージを離り脱だつ。メジャーでリーダーに射しや撃げきだ！　雑ざ魚こはとーこちゃんに任まかせる。１ラウンドで倒たおすにはそれしかない。しゅーたろーを助けなきゃ……うん、あたい、ここでしゅーたろーをＳロイスにしよう。

ＧＭ：リーダーがホッケーマスクの下で笑う。「ククク……俺おれはまだ、ガード用の武ぶ器きを作っていない。俺の行動順まで……待って、くれませんか？」（一同笑）

エナ：やかましい！　《コンセントレイト：ノイマン》《コンバットシステム》で射しや撃げき！　銃じゆうを撃うちながら「どかーん！」って叫ぶ！（一同笑）　──達たつ成せい値ち20！

ＧＭ：ドッジには失敗。ダメージどうぞ。

エナ：ダイス目がいい……同じく20点！

ＧＭ：そこで──リーダーはダメージを軽減するサラマンダーのエフェクト、《氷ひよう雪せつの守しゆ護ご》を使用！　装そう甲こう値と合わせて16点軽減──。「今、何かしたか？」

エナ：歯をカチカチ鳴らして「どかーん！　どかーん！」て叫さけんでる（笑）。

ＧＭ：「俺たちは、お前らが倒たおしてきた、アフロ団のような雑魚とは違う。ただの銃じゆう撃げきで倒れると思ったら、大おお間ま違ちがいだぜ……」「ヒューッ！　さすがリーダーだ！」（一同笑）

エナ：ぐぬぬ……！

ＧＭ：では、次は透子さん。

透子：《スターダストレイン》を使ってシーン攻撃だ！　侵蝕率が[image: 100]％未満なので攻こう撃げき力りよくは低いが……《スターダストレイン》のレベルを上げておいてよかったな。

エナ：「Ａランク：サポーター」！　ダイス２個追加！

透子：「Ｓランク：スペシャリスト」も使用──ダイス17個。

ＧＭ：うぉ……マジで全力だっ!?

透子：そこを退どけ、貴き様さまら。私は急いでいるのだ──命中の達成値、54っ！

ＧＭ：ドッジします……って54　!?　無理だ────っ!!




　伸のばした指先から、煌きらめくガラスの薔ば薇らが錬成される。

　急きゆう激げきに活性化したレネゲイドが暴走し、無む秩ちつ序じよに広がったガラスの花か弁べんが、透子自身をも傷きずつけていく──が、透子は、眉まゆひとすじも動かさない。

　彼女は急いでいるのだ──幼おさななじみを、助け出すために。




ＧＭ：くっ、でも[image: 100]％未満の《スターダストレイン》は攻撃力がだいぶ減へるはず！

透子：攻撃力はマイナス２だ。……ダメージのダイスは、「対抗種カウンターレネゲイド」を入れて８個。

ＧＭ：それなら、耐えるはずっ！




　美化委員たちは、２～３ラウンドは保もつように作ってある。１シナリオ１回などの切り札的なエフェクトを使用しても、１ラウンドで倒すのはかなり難むずかしいはずだ──しかし。




エナ：（振ったダイスを見て）うおっ！　10ばっかり！

透子：８Ｄ10で55！　攻撃力マイナス２で53点ダメージ！




　ちなみに８Ｄ10の期き待たい値ちは44である。恐おそるべし、幼なじみパワー……。




ＧＭ：ちょ……トループはひとたまりもなく吹ふっ飛とぶ！　リーダーは、装甲で２点軽減して51点ダメージ！

れい：どう？　やった!?

ＧＭ：……リーダーのＨＰは55。さっき受けた４点で──ちょうど55。倒たおれます。




「行くぞ──修太郎が待っている」

　れいとエナは、透子の背中を見──互いに顔を見合わせた。

「透子って……怒おこらせると怖こわいよね」

「あれが愛だよ、れーちゃん」

　そう言って、ふたりも駆かけだしていく。

　修太郎の──彼らの会長が待つ、大会議室へ！







　　　ＣＬＩＭＡＸ ＰＨＡＳＥ







◆Climax01◆　逆ぎやく転てん会議　Scene Player ─── 星川修太郎




「第三生徒会が、現げん状じよう、害悪しかもたらしていないのは、誰だれの目にも明らかです」

「そんな……ことは……ない……っ」

　ヴィペラに反はん論ろんする修太郎。だが、その声はもう、囁ささやきほどしか出ていなかった。

「では、そろそろ決めましょうか。第三生徒会は、解かい散さん──」

「ちょっと待ったぁ────────っ!!」




ＧＭ：というわけで、バーン！　と扉とびらを開けて、透子たちが飛とび込こんできます。

透子：──修太郎っ！　無事か!?

修太郎：み、みんな……！

ＧＭ：ヴィペラはちょっと焦あせった感じで、「既すでに議ぎ論ろんは出尽つくしました！　議ぎ決けつ権けんを持つ役員での投票に移うつるべきです」と言います。

れい：待って待ってっ！　本物のＰＶ持ってきたのにっ！

ＧＭ：キミたちの後ろから、しねまが手にカメラとテープを持って出てきます。「放送されたＰＶは偽にせ物ものであります！」　ヴィペラはたじろいで──「し、しかし苦く情じようが……」。

エナ：その苦情も、ヴィペラちゃんが誘ゆう導どうしたものだ！

ＧＭ：ヴィペラは明らかに焦あせり始める。「だ、第三生徒会が、オーヴァードの力を乱らん用ようするものであることは、明らかです！　その存そん在ざいは、不要なものです！」

修太郎：それは……それは違ちがう！　僕ぼくらは……そりゃ、力不足もあったし、失敗もしてる。でも、誰だれかを助けるために活動をしてきた。そのことは──噓うそじゃない！

ＧＭ：では、その言葉に──「そうだよ！」と応こたえる声がします。

一同：おおっ!?

ＧＭ：反対の扉が開き──小さな、子こ供どもたちが立っている。

透子：お前たちは──オーヴァード保ほ育いく園えんの！

ＧＭ：「だいさんせいとかいのみんなは、わるくないよ！」「いっぱいあそんでくれた！」「……わたしの、呪のろわれた力をうけとめてくれた」（一同笑）

修太郎：微び妙みように治ってないよあの子！（笑）

ＧＭ：その後ろから、やたらとチャラチャラした男子生徒たち。

れい：あれ……あのナンパしてきた！

ＧＭ：「チョリーッス！」（一同笑）　「まあ、あんときはこっちが悪くてさ」「謝あやまろうと思ってたんだけど、タイミング逃のがしててさー」「助けてくれて、ありがとよ！」

れい：そっか……うん。いいってことよ！




　荷物を持ってもらった、迷まよい猫ねこを探さがしてもらった……次々と、感かん謝しやを告つげ、第三生徒会を弁べん護ごするためにやってくる人々。そして大会議室に並ならぶ生徒の中にも──。

「そうですぅ！　第三生徒会解散なんてダメですぅ！」

　──手芸部、ココ・エルメス・アラバスタ。

「解散なんて認みとめねぇや。あいつらは、俺おれたちの命の恩おん人じんだぜ」

　──土木研、田中権三郎たなか・ごんざぶろう（17）。




修太郎：みんな……。

ＧＭ：そして──「おいどんたちも、解散に反対でごわす！」

一同：囲い碁ご相撲すもう部ぶだ──────っ!?（笑）

修太郎：で、でもキミたちは普ふ通つうに被ひ害がい者しやだよっ!?（笑）

ＧＭ：「おいどんたち囲碁相撲部……いや、クリスタル囲碁相撲部は、新たな美の誕たん生じように感謝しているでごわす」（一同笑）

れい：な、名前が変わってるっ！（笑）

透子：満足げに……やはりな、とか呟つぶやいて、力士と目を合わせて頷うなずいている（一同笑）。

ＧＭ：そこで、偉えらい組も口を開く……ベアトリス・ハックマンが「確たしかに……第三生徒会ができてから、光月れいの被ひ害がいは少なくなったかもしれんな」と言って目を逸そらす。

れい：なんで目を逸らすのっ!?（笑）

ＧＭ：照れてるんですよ（笑）。それから──ずっと寝ねていた番長連総そう番ばん長ちよう、無道ささきが目を開いて──「透子はさ、力を使うのずっと嫌いやがってた。力のあるオーヴァードが、それを他人のために使えるんならさ、いいことだと思うよ」

透子：ささき……。

ＧＭ：そう言って、ささきはまた寝ます（一同笑）。

透子：そう、だな。最初は、修太郎が喜ぶなら……と思って始めただけだったが……。他人に感謝されるのは──悪くないものだな。




　そして──修太郎の肩かたに置かれる大きな手と──。

「超ちようお前らの活動は、超無む駄だじゃなかったってことさ」

　隣となりに現あらわれた……ほとんど透とう明めいになった〝元もと幽ゆう霊れい〟の姿すがた。

「そうですっ！　わたしだって──みんなに助けられたんです！」




修太郎：団吉……フレーズちゃん……。

ＧＭ：ヴィペラは、うつむき、沈ちん黙もくしています。──そして、周囲の役員席から、ひとりの威い厳げんある女じよ性せいが立ち上がると、大会議室がシン……と静まります。女性は「決まったみたいだね」……と言って、キミたちの方にゴロゴロ転がってくる。

エナ：マキちゃんじゃん！（笑）

ＧＭ：はい。ほぼ球体に近い体型の女子生徒──園芸部部長、ボール・マキさんです。

透子：あまりに偉えらそうなので、教きよう師しかと思った（笑）。

ＧＭ：マキちゃんは偉いんですよ！（笑）　園芸部は、アカデミア有数の大だい規き模ぼサークルですから。……マキちゃんは、修太郎に歩あゆみ寄よると、手のひらから蛇じや口ぐちを出して、ジュースをコップに注いでくれます。

修太郎：マキさん、これは……？

ＧＭ：「疲つかれたろう……飲みな」……ソラリス・シンドローム能のう力りよくで作り出した、体力回かい復ふくのためのジュースです。ＨＰ全ぜん快かい。

修太郎：あ、ありがとう、マキさん！




　周囲の視し線せんから、刺とげ々とげしさが消えていく。

　それを見み届とどけ、生徒会長──雲雀宏一は頷うなずき、口を開いた。

「提てい出しゆつされた資し料りように改かい竄ざんの疑うたがいがある以上、この会議はこれで終しゆう了りようだね。実じつ際さい、これだけの人が味方なんだ……いいよね、美化副委員長？」

　生徒たちの視線が、雲雀の声の先──ヴィペラに向けられる。

　彼かの女じよは俯うつむき、肩を震ふるわせ──。

「ははっ！　ははははっ！　くだらないっ！　とんだ茶番ですね！」

　そして──上げた顔には、仮か面めん。




一同：──ディオゲネスクラブっ！

ＧＭ：仮面をかぶったヴィペラが、顔を上げた瞬しゆん間かん──笑い声に驚おどろき、ヴィペラを見ていた生徒……つまり、全員が──石になります。

修太郎：なっ…………!?

ＧＭ：では──ここでシーンが変わります。



ソラリス　体内で様々な化学物質を合成するシンドローム。ちなみにマキはエグザイル／ソラリスで、蛇口はエグザイル能力で造り出したもの。









◆Climax02◆アテナの盾たて　Scene Player ─── 星川修太郎




　笑い声が──静まりかえった大会議室に響ひびく。

　周囲に並ならぶ生徒たち。第三生徒会の弁護にやってきた者たち。

　みな──石になっていた。




エナ：これは……《ワーディング》、いや──エフェクトによる、攻こう撃げき？

ＧＭ：その通り！　まずは強力な《ワーディング》が放たれ、そして、《言葉の刃やいば》に《神速の鼓こ動どう》。対象をシーンにし──ＰＣ以外の全員に攻撃。判はん定ていは省しよう略りやく、大会議室にいた全員が、戦せん闘とう不ふ能のう──石になる！

修太郎：そっ、そんな──ちょっとヴィペラさん！　何してるの!?

ＧＭ：ヴィペラの顔は、蛇へびを思わせる意い匠しようの仮面に覆おおわれています。そして、その髪かみはざわざわとうねり──無数の蛇に変化している。

透子：蛇の髪──あの時、妨ぼう害がいしてきたヤツか。

れい：チャラ男を石に変えたのもあんたね！

修太郎：……髪が、蛇に……これって……オーヴァードの能力なの？

ＧＭ：エグザイルの演えん出しゆつと、もうひとつ──この姿は、Ｅロイス《妄もう念ねんの姿》の演出です。

　Ｅロイス──エグゾーストロイスとは、衝しよう動どうに吞のまれ、日にち常じようへと戻もどれなくなったオーヴァード──ジャームが使用する、凶きよう悪あくな力。歪ゆがんだ精せい神しんのもたらす、世界の歪みである。




れい：ジャーム……本物の怪かい物ぶつなの？

エナ：いいや、多分あれは──。

ＧＭ：この仮面──「堕だ落らくの仮面」の効こう果かです。ヴィペラはジャームではありません。

修太郎：なんで、なんでこんなことをするんだ、ヴィペラさん！




「私わたしは──ディオゲネスクラブの〝ゴルゴーン・サーカス〟」

　くつくつ、と笑うヴィペラ──いや、ゴルゴーン・サーカス。

「なぜ？　なぜですって？　教えるためです──オーヴァードは、バケモノだと」




修太郎：オーヴァードは、バケモノなんかじゃないっ！

ＧＭ：「いいえ、バケモノですよ。人外の力を使う、人ではないバケモノ。心や感かん情じようが、いくらあるように見えても──所しよ詮せん、それはいつか衝動に飲み込まれる。……私は、それを、皆みなに教えてあげようとしただけ」

修太郎：そのために……第三生徒会を、解散させようとしたっていうのかっ!?

ＧＭ：「そう。オーヴァードと人間の共きよう存ぞんなど、決して実じつ現げんはしません。このアカデミアは偽物の楽園。外に出れば、人間はオーヴァードを見世物や実験対象……そうでなければ、殺すべき怪物としか見ないのだから」

エナ：…………。

透子：そんな──そんなことはないっ！　貴き様さまは、間ま違ちがってるっ！

ＧＭ：「まるで悲鳴ですよ、御影透子。……私は、この学園が嫌きらいです。聖せい人じんぶった人間も、人間ぶったバケモノも、すべて壊こわす──そのためにここに来た」

エナ：……第三生徒会をさ、特に許ゆるせないのは、なんで？

ＧＭ：「……オーヴァードが他人を助けるなんて噓は、許せないからですよ」

エナ：それは……それってさぁ……。

ＧＭ：「うるさいっ！」ゴルゴーン・サーカスが叫さけぶと同時に、蛇と化した髪かみの毛けが、触しよく手しゆのように異い様ように伸のび──同時に、濃のう密みつな《ワーディング》が再さい度ど展てん開かいされます。

れい：……もういいわ、エナちゃん。時間の無む駄だよ。




　れいが、ゆっくりと前に出る。

　歩きながら──その右みぎ腕うでに強化外がい装そうが装そう着ちやくされ、電でん撃げきを纏まとう。




れい：いっぺん、ぶっとばさないと──わかんないみたいだからね！

エナ：……そうだね。れーちゃんの言う通りだ。フレーズちゃんの時と同じ。あの仮面を壊こわさないと……話なんてできない。

ＧＭ：「やれるものならね……。あなた方を石化せず残した理由を教えてあげましょうか……？　あなた方を〝処しよ分ぶん〟すれば、失敗を取とり戻もどせるからですよ！」　そして、ヴィペラと、その髪の蛇たちが一いつ斉せいに咆ほう吼こうします──衝動判定です！




　ヴィペラ──ゴルゴーン・サーカスの全身から、濃密なレネゲイドの波動が放たれる。修太郎たちの中のレネゲイドも反はん応のうし、ぞわりと蠢うごめく────しかし。




一同：衝動判定──成功！

ＧＭ：おお……また、全員成功ですか。うーん、【精神】の低いメンツなのになぁ。

　だが、衝動判定に伴う侵しん蝕しよく率りつ上じよう昇しようで全員が[image: 100]％超ごえ。修太郎に至いたっては──。




修太郎：２Ｄ10で……18上昇！　侵蝕率、[image: 126]％！

エナ：うっひゃ……一気に上がったね。

修太郎：査さ問もん会議前は一番低かった僕がこんなことに……（笑）。

ＧＭ：それでは、配置して──戦闘になります。




◆第一ラウンド

行動値ち（第一ラウンド）

エナ　　　　　　　　　……18

透子　　　　　　　　　……17

ゴルゴーン・サーカス　……10

修太郎　　　　　　　　……６

れい　　　　　　　　　……６

[image: ]




ＧＭ：セットアップです。こちらはなし。

修太郎：侵蝕率[image: 126]％か……でも、やるしかない！　《虚きよ無むの城じよう壁へき》──〝魔ま眼がん〟が、盾のように展開する！

エナ：ゴルゴーンには盾が必要だもんね。──行くよ、行動値18であたいだ！

ＧＭ：イニシアチブで割わり込こみ！　Ｅロイス《さらなる絶ぜつ望ぼう》──敵てきが一体増ふえます！

一同：げぇ……！




　バタンッ！　と大会議室の扉とびらが開き、生徒がひとり飛び込んでくる。

「待ってくれたまえ！　そのＰＶは偽にせ物ものなのだ！　…………って、あれ？」

　ギルバート・エデンは、石と化した生徒たちを見て、呆ぼう然ぜんと立たち尽つくす。

　そのギルバートの眼がん前ぜんに──仮面の女。

「本当に……貴方あなたは、愚おろかですね……」

　淡たん々たんとそう呟つぶやくと、女は──ギルバート・エデンの顔に、新たな仮面を塡はめた。




一同：ギルバートぉ──────────っ!?（爆ばく笑しよう）

ＧＭ：……と、いうわけで、今のは《さらなる絶望》の演えん出しゆつでした。

透子：本当に足を引ひっ張ぱることしかしないヤツだ……（しみじみ）。

ＧＭ：データは先ほどの美化委員リーダーと同じです。では、改めてエナ──どうぞ。

エナ：どっちを狙ねらおう……ギルバートちゃんにしようか。なんかキモいし（笑）。

ＧＭ：ホッケーマスクをかぶって、ちょっと逞たくましくなってますね。

エナ：キモいよ！（笑）《コンセントレイト：ノイマン》《コンバットシステム》に──《バリアクラッカー》を組み合わせる。これでガード不ふ可か、装そう甲こう値無む視し！

ＧＭ：む……辛つらいな。だが、ギルバートは優ゆう雅がに手て招まねきする。「来たまえ」

エナ：うっさい（笑）。──達成値は19！

ＧＭ：クリティカル値10でドッジします──なんと２回クリティカル！　24！

一同：避よけた──────っ!?

ＧＭ：では……仮面の力でオーヴァードの能力を手にしたギルバートは、ふわり……と宙ちゆうに飛び上がり、空中で華か麗れいに回転して銃じゆう弾だんを避けます。

一同：飛んだ──────っ!?（爆笑）

エナ：くっ、悔くやしい！　すごい悔しい！（笑）

ＧＭ：さらに──次のイニシアチブで、ゴルゴーン・サーカスから《ブリッツクリーク》！

修太郎：──追加行動エフェクトっ！

ＧＭ：ギルバートがマイナーで《氷炎の剣けん》と《氷の回かい廊ろう》。空気中の水分を凍とう結けつさせて美しいレイピアを造つくり出し──氷の階かい段だんを蹴けって空中に駆かけ上あがる！

修太郎：ギルバート……よかったな、あの空を飛ぶ鳥のようだよ……（笑）。

ＧＭ：移い動どうして、ＰＣのエンゲージに入ります。

透子：（嫌そうに）近い！

ＧＭ：ち、近いって……エンゲージしてそんな風に言われたの初めてだ……ショック……。──傷きずついたので透子に攻撃しますっ！（一同笑）




　氷のレイピアが、さらなる冷気と──そして雷かみなりを纏まとって突つき出だされる！

　空中からの、高速の刺し突とつ技──あまりに美しい攻撃っ！




ＧＭ：《コンセントレイト：サラマンダー》《冷気の鎌かま》《雷らい光こう撃》その他を組み合わせて攻撃──！　ダイス６個こで──とぅっ！（ダイスを振ふる）

れい：……ね、なんか、すっごいダイス目悪くない？（笑）

ＧＭ：…………ダイス目の最大が３。達成値……６。

透子：（ダイスを振って）９。避けた。

ＧＭ：「フッ……さすがは、Ｓランクオーヴァードといったところか」（一同爆笑）

れい：なんか、ギルバートらしいよね！

修太郎：……ギルバートさん、普通に喋しやべってるけど、本当に洗せん脳のうされてるの？（笑）

ＧＭ：むちゃくちゃ洗脳されてるし操あやつられてるよ！　……なのに、誰も「正気に戻もどれ！」とか言ってくれないんだよね。

れい：違い和わ感かんがないからじゃない？（笑）

透子：次は行動値17で私だな──ガラスの針はりを錬れん成せいしてギルバートに飛ばす。《コンセントレイト：エンジェルハィロゥ》《光の手》《砂すなの刃やいば》《クリスタライズ》で──44。

ＧＭ：「フッ、どうやら、もうガラスの薔ば薇らは造れないようだな、御影透子！　そのような針など、受け止めてみせる！」　今度は《氷炎の剣》を造ってあるのでガード！　ガード値６ですよ！　装甲値だってある！

透子：《砂の刃》でガード値マイナス５。《クリスタライズ》で装甲無視だ。

ＧＭ：そう……だった……。

透子：悪いな、ギルバート。ダメージロールは７Ｄ10＋16……56！

ＧＭ：《氷雪の守しゆ護ご》！　ダメージ軽けい減げん……ダイス目悪いけど、残り４点で立ってる！

エナ：さっきの攻撃が当たっていればぁ～！

ＧＭ：では行動値10でゴルゴーン・サーカス！　「これで終わりです」──マイナーで《オウガバトル》と《骨ほねの剣つるぎ》。髪の蛇たちが、牙きばをずるりと伸のばし──《伸しん縮しゆく腕わん》《踊おどる髪》《異形の祭典》《エンタングル》その他で攻撃！

修太郎：白兵攻撃にシフトした……これが本気かっ！




　ゴルゴーン・サーカスが蛇の髪を振ふりかぶると、蛇たちは一気に数メートルに伸び、無数のミサイルのように複ふく雑ざつな軌き道どうを描えがきながら全員に襲おそいかかる！




ＧＭ：蛇の牙にはぬらりと毒が光ります……この攻撃を受けると硬こう直ちよくと重じゆう圧あつ！

修太郎：重圧はまずいな……カバーリングも、エナのサポートも封ふうじられる！

エナ：この状じよう態たいだとれいちゃんが《一いつ閃せん》で移動できないから硬直もやばい！

ＧＭ：エンゲージをギルバートで塞ふさぐのと併あわせて、完全に封ふう殺さつする作戦です！　クリティカル値８で、ダイスは《言葉の刃》より多い！　──が、達成値16。あれぇ……？




　この攻撃に対し、エナは自力でクリティカルを叩たたき出だし回かい避ひ！　さらにエナは、れいのドッジに達成値上昇の《勝利の女神》を使用することで回避に成功させる。

　一方、修太郎は透子をカバーリングし二発分のダメージを受けるが──。




ＧＭ：ダメージは28点！　──低いか。達成値低かったのが響ひびいたな。

修太郎：ガードで37点止めます！　ダメージ０。

ＧＭ：全員ダメージ０かっ！　１点でも入れば《餓鬼魂の使い》で邪毒を与あたえたものを……だが、《加速する刻とき》で追加行動！　組み合わせは同じで──達成値29！




　先ほどより大きく達成値を上げた攻撃は全員に命中！

　ダメージ31点を叩き出し、エナは戦せん闘とう不能に。




エナ：ゴルゴーン・サーカスに「恐きよう怖ふ」でロイスを取得、即そくタイタスにして昇しよう華か！　お前なんか……怖こわくない！

れい：あたしは30点受けて──ＨＰ残り４！　立ってる！

修太郎：透子ちゃんをカバーリングしてガード……48点止めて、ダメージ０！

ＧＭ：くぅ、なんとも堅かたい……！　ですが《餓鬼魂の使い》でれいとエナに邪毒！

エナ：このままだと、れーちゃんが毒で倒たおれるか。次のラウンドに回したくないけど……。




　目の前のギルバートを排はい除じよしなければ、ゴルゴーン・サーカスには到とう達たつできない。

　残りＨＰ４点のギルバートに、修太郎が《コンセントレイト：エグザイル》《伸縮腕》で攻撃するが……ガードで弾はじかれてしまう。




ＧＭ：ギルバートは悲しそうに首を振って「力なき大たい義ぎとは……無力だな」（一同笑）。

れい：行動値６であたし！　──どきなさいよ、ギルバート！




　れいの攻撃に対し、ギルバートはさらにガードを試みるが……所詮、残りＨＰ４点の男。れいのサイバーアームの前に、紙くずのように吹ふき飛とんだ。




ＧＭ：「フッ……そんな大おお振ぶりな攻撃など──ウボアーッ！」すっごい吹き飛んだ。

れい：でっかいサイバーアームの指をびし！　ヴィペラ！　次はアンタよ！

ＧＭ：「ギルバート様は、十分に仕事を果たしてくださいました……そろそろ、毒が回る頃ころでしょう、光月れい。時間切れ……おしまいです」

修太郎：いや──時間は作れる！　──「触媒カタリスト」！




　修太郎の〝魔眼〟が中空で高速回転。時間が歪んでいく。

　圧あつ縮しゆくされた時の中で、れいが動くが──ヴィペラは、いまだ無む傷きず。




れい：……ねえ、ヴィペラ。あんた、オーヴァードでしょ。なのに、なんでバケモノバケモノって、オーヴァードが悪いみたいにしたがるの？

ＧＭ：「それが……事実だからだ！　私を見ろ！　バケモノ以外の何に見えるッ!?」

れい：何に見えるって？　そんなの──決まってるじゃない。




　れいは、ゴルゴーン・サーカスから一〇メートルほども離はなれた場所で腕を振ふりかぶる。背はい後ごに回された巨きよ大だいな機械腕が、紫し電でんを光らせ、纏まとわせる。




れい：あんたは──ただの女の子よ。




　れいは腕を大きく振りかぶり────消えた。

　次の瞬間、魔ま法ほうのように距きよ離りを飛ばし、ゴルゴーン・サーカスの眼前に現あらわれる。




れい：《コンセントレイト：ブラックドッグ》《雷光撃》《アームズリンク》《一閃》……そしてっ、《マシラのごとく》！　コンボ名は──〝ラブ☆マックス〟！（一同爆笑）

ＧＭ：ラブ……マックス!?




　ドンッ！　空気が弾はじける音──紫電の拳こぶしが撃うち出される！

　ゴルゴーン・サーカスは蛇じや髪はつを呼よび戻もどし、重ねて盾にするが──。




れい：達成値は……44ッ！

ＧＭ：っ！　ガードします！

れい：ダメージは────90点ッ！

ＧＭ：ガード値を引いてダメージ84。ＨＰは……80点でした。よもや……。

一同：おぉ……！

ＧＭ：……一いち撃げき……とは。




　蛇たちが重なり合って盾となる──その前に。

　神速の鋼こう拳けんは既に目標に到達し、それを──仮面を、打うち砕くだいていた。



《神速の鼓動》　攻撃の対象を「シーン（選択）」に変更するハヌマーンのエフェクト。

石になる　《ワーディング》による無力化と、攻撃による戦闘不能の演出である。

《妄念の姿》　本来持っていないシンドロームの能力を使うＥロイス。ヴィペラの《力の法則》や《神速の鼓動》はこのＥロイスで取得している。

堕落の仮面　『ディスカラードレルム』収録のエネミー専用アイテム。Ｅロイスを使用可能にさせる。

《ブリッツクリーク》　対象に追加行動を行なわせるノイマンのエフェクト。

《氷炎の剣》　氷や炎で武器を造り出すサラマンダーのエフェクト。

《氷の回廊》　氷で道を造り移動するサラマンダーのエフェクト。

《冷気の鎌》　極低温の冷気で回避を困難にするサラマンダーのエフェクト。

《骨の剣》　白兵用の武器を造るエグザイルのエフェクト。

《踊る髪》　髪で相手を絡め取り硬直を与えるエグザイルのエフェクト。

《異形の祭典》　触手で複数体を攻撃するエグザイルのエフェクト。

《エンタングル》　触手で拘束し重圧を与えるエグザイルのエフェクト。

重圧　オートアクションのエフェクトが使用できなくなるバッドステータス。

《一閃》で移動できない　同じエンゲージに敵が存在するため、離脱できない。









　　　ＥＮＤＩＮＧ ＰＨＡＳＥ




ＧＭ：……ギルバートよりだいぶＨＰ高かったし、まさか一いち撃げきで倒たおされるとは思わなかった……。２ラウンド目、行くと思ったんだけどなぁ。

エナ：蘇そ生せい系けいのエフェクト持ってなかったんだね。

ＧＭ：《さらなる絶望》で呼よんだギルバートにエンゲージを封ふう鎖ささせる作戦があったので、いらないと思いましたっ！

エナ：ま、その判はん断だんはわかる。れーちゃんが強かったね（笑）。

ＧＭ：くぅ……では、みなさんバックトラックを。Ｅロイスが合計みっつ使われているので、その分、さらに３Ｄ10、侵しん蝕しよく率りつを下げることができます。

修太郎：お、それなら……侵蝕率[image: 144]だけど、９Ｄ振ふれるから……よし、93で生せい還かん！

透子：私は庇かばってもらったので余よ裕ゆうだな……うん、72。

れい：いいなぁ、透子……（笑）。うん、あたしも大だい丈じよう夫ぶ！　86。

エナ：76。全員、一倍振りで戻もどってきたね。

ＧＭ：了りよう解かいです。では、エンディングにいきましょう。







◆Ending01◆ゴルゴーン・サーカス　Scene Player ─── なし




　仮か面めんが砕くだかれ──破は片へんが、宙に舞まう。

　鋼こう拳けんの纏まとっていた紫し電でんが、破片にもまとわりつき、空中で破片を灼やいていった。




ＧＭ：さて……前回もそうでしたが、誰だれかの記き憶おくが、断だん片ぺん的てきに見えてきます。

修太郎：不思議な現げん象しようだなぁ……。今度はヴィペラさんの記憶かな。

ＧＭ：かもしれません。見えるのは、こんな光景です──。




　檻おり──。少女が、鎖くさりに繫つながれ、檻の中に閉とじ込こめられている。

　そして──それを見下ろす、複ふく数すうの……人間たち。

「ハハハ、これは面白いバケモノだ。よい見世物になるでしょう」

「見世物小屋の蛇女ゴルゴーン・サーカス……というわけだ」

　楽しそうな、人間たちの笑い声──そして、暗転。




　誰かが──彼女の手を握にぎる。

「大だい丈じよう夫ぶ。わたしたちは友達だよ。見世物にされても、一いつ緒しよなら耐たえられる」

「ありがとう……ずっと、友達だよ」

　少女たちは涙なみだを流して頷うなずき合う──そして、暗転。




　笑い声。怯おびえ。興こう奮ふん。──見世物小屋の、客たちのざわめき。

　彼女の前には、誰かが倒たおれている。全身から血を流して──もう、動かない。

「ハハハ、見てごらん、バケモノ同士の殺し合いだ！」

「仲が良さそうに見えたのに、やっぱりバケモノなんだねぇ」




　──その通りだ。

　少女は思う。あいつらの、言う通りだと。

　約束したのに。友達だと、誓ちかったのに……なのに。

　彼らの言う通りだ──私は、バケモノなのだ。




ＧＭ：仮面の……最後の欠片かけらが、紫電に灼やかれ……消えていきます。

エナ：…………ヴィペラちゃんは？

ＧＭ：髪かみや体の変化は元に戻もどっていますね。で、仰あお向むけに倒たおれ……呟つぶやいています。「オーヴァードはバケモノなのです……そうでなくてはいけない……そうでなくちゃ……」

れい：…………。

ＧＭ：「そうでなければいけないんだ……だって、私は……バケモノなんだから」

れい：……ばっかじゃないの。

透子：（優やさしく）……れい。

れい：だってさ……だって、そんなのさ……う～……。

修太郎：…………あのさ、ヴィペラさん。

ＧＭ：ヴィペラは上を見たまま、動きませんが──聞いています。

修太郎：うん……そうだな。ここで──透子ちゃんをＳロイスに指定する。

れい：え？

透子：修太郎……？

修太郎：僕には、昔むかし……仲のいい子がいて。その子も、やっぱり、大事な人にバケモノって──そう、言われたんだ。

透子：…………。

修太郎：それで、その子はいつも悲しそうで。周りに迷めい惑わくをかけたくない、って泣いてて……そして……いなくなっちゃったんだ……。

ＧＭ：ヴィペラは、少しだけ目を動かして、修太郎を見ます。

修太郎：でも──でもね。僕は思ってた。バケモノなんかじゃないって。その子は、ただ、辛つらいことがあった……普ふ通つうの、女の子だって。

ＧＭ：「馬ば鹿か馬鹿しい……綺き麗れい事ごとを……」

修太郎：そうかもしれない。実際、自分がオーヴァードになってみたら……うん、やっぱりショックだった。でもさ、ここに来て……この、アカデミアに来て、僕は、その子とまた会えたんだ。元気に、ここで学園生活を送る、その子に。

透子：修ちゃん……。

修太郎：その子も、キミも……バケモノなんかじゃない。そんな風に言わないでよ。誰かがそんなこと言っても、馬鹿馬鹿しい、って、そっちを否ひ定ていしようよ。

ＧＭ：「…………」

修太郎：美化委員会の活動をしてるヴィペラさんは、楽しそうだった。演えん技ぎだとしても、全然楽しくなかったなんて、そんなの信じない。だからさ──。




「だからキミは──」

　透子、れい、エナ──そしてヴィペラ。視線が、修太郎に集まった。




「キミは、そのままのキミでいいんだ。

　ここは、このオーヴァードアカデミアは、そういう場所なんだから」




　修太郎は、倒れたヴィペラに、手をさしのべる。

「だからさ──友達になろう、ヴィペラさん」
















ＧＭ：……ヴィペラは、表ひよう情じようを隠かくすように、顔を手で覆おおいます。周囲では、石化が解とけ始めた生徒たちが、徐じよ々じよにざわめき始めて……ここで一度、シーンを切ります。




「馬鹿だ……お前は、お前達は……」

　最後に聞こえた、その声は──。

　なぜだか、小さな女の子の泣き声のように聞こえた。



不思議な現象　仮面を砕いたら常にこういう現象が発生するわけではない。









◆Ending02◆しねまの想おもい　Scene Player ─── 星川修太郎




　結局──会議はお開きになった。

　石化した生徒たちは、石になっている間のことを覚えておらず……彼らが元に戻った後、ヴィペラがＰＶの捏ねつ造ぞうを認みとめたからだ。

　修太郎はひとり、事じ件けんに関連する報ほう告こく書しよをまとめるため、本部に戻っていた。




ＧＭ：──というわけで、修太郎がひとり、第三生徒会本部で仕事しているところに、しねまがやってきます。

修太郎：もう夕方くらいかな……じゃ、顔を上げて、やあ、しねまちゃん……って言うんだけど、ちょうど夕日が目に入って、眩まぶしそうにする。

ＧＭ：「ＰＶは、本物を再さい放ほう送そうしてもらうことになったであります」

修太郎：そう！　それはよかったな～。

ＧＭ：「うん、よかったであります」しねまは、心から安あん堵どしたように、深い溜ため息いきをつきます。──修太郎は、偽にせのＰＶを見た後、彼女が泣いていたことを思い出します。

修太郎：……そっか、一いつ生しよう懸けん命めい、作ってくれたんだな。




　窓まどから差さし込こむ西日が、部屋をオレンジに染そめていた。

　しねまは、珍めずらしく押おし黙だまって……窓の外の、夕日を見ている。




修太郎：……そういえばさ、しねまちゃんは、なんでその、古いカメラ使ってるの？

ＧＭ：「これは……」と、しねまは、膝ひざの上に置いた８ミリカメラを愛いとおしそうに撫なでて、「──これは、小生がこの学園に来る、きっかけみたいなものであります」。

修太郎：きっかけ……？

ＧＭ：しねまは、こくんと頷きます。「学園の外では、オーヴァードに関かかわる事件が起きた場合、それを隠いん蔽ぺいするために、記き憶おく操そう作さを行なうことがあるのであります」

修太郎：ああ、それは……知ってるけど……。




　レネゲイドとオーヴァードに関する情じよう報ほうは、一いつ般ぱん社会に漏もれ出さないよう厳げん重じゆうに管理され、情報隠いん蔽ぺいのため、様々な手しゆ段だんが駆く使しされる。

　事件関係者への記憶操作も、その手段のひとつだ。




ＧＭ：「前に小生のいた学校で、オーヴァードに覚かく醒せいして……でも、その能力に耐たえられず、暴ぼう走そうして──死んでしまった人がいたのであります」




　オーヴァードとして覚醒したショックに耐たえきれず、死んでしまう者は少なくない。不死にも等しい生命力をもたらすレネゲイドの力は……しかし、それに耐えきれない者にとっては、劇げき薬やくなのだ。




ＧＭ：「亡なくなった彼女は、小生の……友人でありました」




　しねまは話し続ける。

　暴走したそのオーヴァードは、周囲に大きな被ひ害がいをもたらしていったこと。

　その目もく撃げき談だんを封ふうじるため、非ひ常じように大規模な記憶操作が行なわれたこと。

　結果──周りの人間はみな、彼女を──亡くなった友人を忘わすれてしまったこと。




ＧＭ：「小生も忘れていたであります。あんなに仲がよかったのに……忘れてしまって、でも、そのときから……『自分は何かを忘れている』と、そんな風に、いつも感じるようになってしまったのであります」




　教室で、校庭で、通学路で──繰くり返かえしよぎる、喪そう失しつ感かん。

　自分は……何かを忘れている。何か、大切なことを。

　しねまは、微かな、けれど焦げ付くような違和感を抱き続けた。

　そんなとき、引き出しにしまってあった、このカメラを見つけたのだ。

　確たしか……最初は物置の奥おくで見つけた、骨こつ董とう品ひんのような８ミリカメラ。「撮とれるのかな」と、誰かとはしゃいだ、そんな記憶の……断だん片ぺん。

　８ミリのテープを現げん像ぞうしてもらうのは大変だったけれど、なんとか調べて。

　そして、やってきたフィルムを、やはり骨董品の映えい写しや機きで映うつしてみた。

〝彼女〟は──そこにいた。

　ピントはずれ、画面はぼやけ、それでも──。

　忘れてしまっていた友人は、画面の中で、笑っていた。

　笑っていたのだ。




ＧＭ：「……それがきっかけで、小生の記憶操作が解けて……小生は、オーヴァードのことを知る一いつ般ぱん人じんとして、このアカデミアに来ることになったのであります」

修太郎：……そうだったんだ。

ＧＭ：しねまはしばらく黙だまってから……「──ＰＶ、見てみるでありますか？」

修太郎：……そうだね。うん、見てみたい。




　カラカラと、リールが回る。

　生徒会長室の白い壁かべに、光が映っていく。

「ねえ、しねまちゃん……その子のこと、思い出せて──忘わすれなくて、よかったね」

「はい……。小生も、そう思うであります」




　微かすかに揺ゆれる画面の中──映し出される、タイトルロゴ。




　第三生徒会 Ｔｈｅ Ｍｏｖｉｅ




　そこには、第三生徒会と、オーヴァードアカデミアの皆みなが映される。

　恋こいと勇気と冒ぼう険けんと──。

　大げさで、作り事だらけのストーリー。

　けれど、そこには、しねまが本当に撮とりたかったものが映っていた。

　本物の──心からの、笑顔が。







◆Ending03◆いつわりの楽園　Scene Player ─── エナ・ソフォス




　事件から数日後──ヴィペラ・セルペンスの処分が決定した。

　彼女のやったことは、本来なら退たい学がくもありうる行こう為いであったが……。




ＧＭ：それでは、エナのエンディングです。

エナ：ん～……ヴィペラちゃんの処しよ遇ぐうってどうなるのかな？

ＧＭ：はい、そのことなんですが、プレイヤー側である程てい度ど決められます。

エナ：お、そうなんだ。

ＧＭ：ＰＶの捏ねつ造ぞうや苦情の誘導、そして大会議室でのエフェクト使用は本人が認めていますが……石化の間、みんな意い識しきを失っていたため、その間のことは覚えてないんです。

透子：石になってたからか……（笑）。

ＧＭ：はい。つまり、仮面のことや、殺意を持って攻撃エフェクトを使用したことを報ほう告こくするかは、あなた方に任まかされるわけです。

エナ：なるほどね……。てことは……（ちらっと修太郎を見る）。

修太郎：できれば、あんまり重い処分にならないようにしたいなぁ。

エナ：……ってなるよねー（一同笑）。

透子：ま、修太郎が言うなら、それでいいだろう。

れい：そうそう。ほっしーが言うならいいわ。

エナ：キミら……（笑）。

れい：それに──わかってなかったら、またぶっとばせばいいのよ！




　事件から数日後──ヴィペラは生徒会本部ビルに呼よび出だされた。

　生徒会長室に入ったヴィペラの目に入ったのは……机つくえの上に行ぎよう儀ぎ悪く座すわり、お菓か子しをむさぼり食う──幼よう女じよだった。




エナ：やあ、ヴィペラちゃん。あたいはヴィペラちゃんの処分を伝える役をひばりちゃんに押おしつけられ……じゃない、天才なのでひばりちゃんに託たくされたんだー。

ＧＭ：「（淡たん々たんと）……そうですか」

エナ：結果、気にならないの？

ＧＭ：「退学……のち、しかるべき組そ織しきによる監かん視し下かに置かれる、といったところでしょう」

エナ：ブー。はずれー。えー、処分は……一週間の停学。その間の奉ほう仕し活動。

ＧＭ：「それは……どういうことですか……」

エナ：しゅーたろーが「友達になろう」って言ったのに、退学になったら、それ守れないじゃん。それにさ──ここに、まだいたいって、そう思えるようになったでしょ？

ＧＭ：「それは……」

エナ：それから、美化委員会の副委員長も、続けてもらうから。

ＧＭ：「そ、それはさすがに……」と、慌あわてます。無理があると思ったのでしょう。

エナ：これを見てよ。美化委員会役員からの、嘆たん願がん書しよ。「ヴィペラさんがいないと、業ぎよう務むがまったく遂すい行こうできません」「ギルバートさんだけでは何もできない」（一同笑）

透子：ヴィペラ、人じん望ぼうあるな（笑）。

れい：ギルバート……ひどい……かわいそう（笑）。

エナ：いや、本人からも「フッ、この美しい私だけではとても仕事にならないぞ」という、なんだかよくわからない手紙がきている（一同笑）。

ＧＭ：ヴィペラは、困こん惑わくしたように俯うつむいてます。「……それは……でも」

エナ：……アカデミアのこと──ヴィペラちゃんの、言う通りだとも思うよ。

ＧＭ：「……え？」

エナ：あたいだって、〝外〟では道具だった。とーこちゃんだって、れーちゃんだって、ここにいる生徒はみんな、多かれ少なかれ、外でひどい目にあってる。

ＧＭ：「…………」

エナ：──ここはさ、このオーヴァードアカデミアは、夢ゆめのような場所だよ。だから居い心地ごこちがいいし、逆ぎやくに危あぶなっかしいところもある。

ＧＭ：「夢は──夢なら、いつかは覚めます」

エナ：夢なら、叶かなえればいいんだよ……きっとね。

ＧＭ：「あなたは……」

エナ：ま、もうしばらく、ここで一いつ緒しよに遊ぼうよ。……じゃ、また一週間後に。

ＧＭ：「ええ……」と、答えて、ヴィペラは背せを向けます──そして。




「私は……本当に、退学でもいい、と思っていましたよ」

　部屋を出る直前、ふと足を止め、ヴィペラはそう言った。

「あの時……『友達になろう』と、そう言ってくれた言葉と──差し出してくれた手で、私はもう……十分だったので」

「うん、でもしゅーたろーはさ」

　エナは、机に座すわって足をブラブラさせながら答える。

「それじゃ、満足できないんだと思うよ。馬鹿だから……天才じゃないからね」

　その言葉にヴィペラは、ごく淡あわく、けれど確かに──微笑ほほえんだ。







◆Ending04◆おわりなき戦い！　Scene Player ─── 御影透子＆光月れい




　夜──春風寮、女子寮。その一室で、ふたりの女子生徒が会話をしている。

　液えき晶しようテレビに、アカデミアＴＶの特別番組が流れている。

　タイトルは──「第三生徒会 Ｔｈｅ Ｍｏｖｉｅ」。




ＧＭ：というわけで……ふたりでＰＶを見ているシーンでございます。

れい：あたし！　大きなクッション抱かかえて、う～って唸うなっている。




　何やら、ずっと不ふ機き嫌げんそうな光月れい。

　体には時折、ビリっと紫し電でんが走り、不機嫌さを表ひよう現げんしている。




れい：はぁ～……あのセリフ、誰だれにでも言うんだなぁ……でも、その優やさしいとこが好きになったわけだし、あの言葉であたしは救われたわけだし……でもさぁ……！




　一方、御影透子は上じよう機き嫌げん。不機嫌そうなれいを尻しり目めに、珍めずらしく鼻歌などを歌いながら、キッチンでお茶の支し度たくをしている。

透子：ふふ、そうかそうか……修太郎は、ずっと私のことが忘わすれられず、このアカデミアで再さい会かいできたことが嬉うれしかったのだな……ふふふ、そうか……。




　対照的なふたり。ＴＶにはＰＶが──非常に誇こ張ちようされた第三生徒会の活かつ躍やくが──映し出されていたが、ふたりとも、それどころではなかった。




れい：…………ちょっと透子。

透子：（上機嫌に）うん？　なんだ、れい？

れい：あんた、Ｓロイスに指定されたからって調子乗りすぎじゃないっ!?

修太郎：……え、Ｓロイスの指定は他人からわかるものなの……？

透子：あの時、修太郎が持ち出したのが私の話だったので──ああ、私は大切にされているのだなぁ……と、しみじみ幸福感に包まれているのだ（笑）。

れい：で、あたしはそれを見て不機嫌になってる（笑）。──あのね！　まだ負けたわけじゃないからっ！　あたしだって、がんばるからっ！

透子：ん～？　私と修太郎の交こう際さいは順調だが？

れい：ばっかやろ──────ぅ!?（一同爆笑）

透子：ふふふ……何度も修太郎の言葉をリピートしては……うふふ、って、透子さんらしからぬ笑いを漏もらして、ずっと浮うかれている。

れい：やだもー……この人どうすればいいの……？（一同笑）

透子：まあ、れいもいい夢が見れてよかったではないか……（れいの頭を撫なでる）。

れい：上から目線きたっ！（笑）つか、あんたさー、ホントに付き合ってるの？

透子：そうだが？（胸を張はる）

れい：こンのぉ……。──知ってる!?　男の人って同時に二人の相手を好きになれるの！　本に書いてあったんだからね!?（一同爆笑）

透子：はっはっは。私は、修太郎とれいがどちらも好きだぞ？

れい：やだもう会話通じないわこの子っ!?（一同笑）

ＧＭ：では、そこで──画面の中で、しねまが修太郎にインタビューしてます。「えー、ぶっちゃけ、御影透子クンとは、お付き合いしてらっしゃるんでありますか？」

修太郎：え？　いやいやっ、そんなまさかっ！　全然付き合ってないですよ！

透子：……なん……だと？（一同爆笑）

ＧＭ：「ほほー、しかしですな修太郎クン。一緒に帰ったり、手を繫つないだりしているでありますよね？」

修太郎：彼女とは……ただの幼おさななじみで。それに、透子ちゃんが僕なんかを好きなんて、そんなわけないじゃないですか、やだなぁ……ハハハ。

透子：……ど、どういう……あれ？　……修ちゃん？　あれー？

れい：透子が壊こわれたわ！　透子、透子！　しっかりして！（一同笑）




　ＰＶは続く──。

　一度奪うばわれ、偽にせ物ものが作られた後──しねまは、素そ材ざいを追加したらしい。

　査問会議での、いろいろな生徒による弁べん護ごのシーン。

　そこで語られる……第三生徒会への、感謝の言葉。

　そして──。




ＧＭ：最後のシーンは、すでに夕ゆう暮ぐれを過すぎた、第三生徒会本部の一室。机の上では、修太郎が疲つかれて寝ねています。

修太郎：こんなの、いつ……あ、僕のエンディングの後か。

ＧＭ：はい。で、しねま自身が画面に映うつり──「小生も、第三生徒会と……修太郎クンには、とても感謝しているのであります」。




　しねまは、ふふっと悪戯いたずらっぽく笑い、カメラに向かって内ない緒しよ話ばなしのように囁ささやく。

「まだ、誰とも付き合っていないなら、小生が立りつ候こう補ほしても、いいでありますよね？」

　そしてしねまは、眠ねむっている修太郎の頰ほおに顔を近づけて──。




れい：なにやっとんじゃ────っ!?　周囲にバリバリ思いっきり放電！

透子：ふ、ふふ……修太郎も仕方のないやつだ。私との交際を……照てれ隠かくしで言えないのだな？　ふふふ……と、周囲にガラスの針がものすごくたくさん出しゆつ現げんする（笑）。

修太郎：……あれ、なんか、嫌いやな予感がするなあ……（笑）。

れい：ちょっと透子、ほっしーを少しとっちめた方がいいんじゃない!?

透子：いいだろう。これは協力せざるを得んな……。




　ふたりのＳランクオーヴァードががっちりと手を組む、その向こう──。

　画面の中では、ＰＶのエンディングが流れていた。

　スタッフロールの合間に映るのは、第三生徒会メンバーと、関かかわった人々の──心からの、笑顔だった。





　第三生徒会 Ｔｈｅ　Ｍｏｖｉｅ　Ｆｉｎ









◆Ending05◆ディオゲネスクラブ　─── Master Scene




　──すべてが終わった後の……闇やみの中。

　不意に、幾いく条じようものスポットライトが灯ともる。ひとつのライトにつきひとり──幾いく人にんもの男女──仮面の男女が、照らし出される。




ＧＭ：最後に──マスターシーンが入ります。

修太郎：またこいつらか……（笑）。

ＧＭ：スポットライトに照らされて、仮面のひとりが口を開きます。

エナ：……ま、まさか!!

ＧＭ：「……ゴルゴーン・サーカスがやられたようだな」

一同：やっぱりそれかっ!!（爆笑）




「あの第三生徒会っていうの……面おも白しろそうね」

　花をあしらった仮面の少女。

「ふふ、恋こいの香かおりがするわ……とても純じゆん粋すいな、強い想おもい」




れい：本に載のってるツインテールちゃんだ。

ＧＭ：そうです。〝カルペ・ディエム〟ですね。──そして、別の仮面が喋しやべりはじめる。




[image: ]

　ボンデージスーツのような、扇せん情じよう的てきな衣い装しように身を包んだ女が笑う。

「お上品ねぇ。……あたしは、もっとドロドロにしてみたいわねぇ～ん……んふふ～、この男の子……美お味いしそうだわ～ん」




透子：こ、この喋しやべり方かた、聞き覚えがあるのだが……。主に教室とかで……（笑）。

修太郎：先生……なにやってんですか……。




「ですが──ゴルゴーン・サーカスは、あのまま放置してよいのですか？」

　苛いら立だったような誰かの声に──ひときわ深い、穏おだやかな声が返される。

「構かまいません。放ほうっておきなさい」

　その声の主だけは──完全に闇の中に沈しずみ、仮面すらも見えない。




エナ：ボスっぽいのがいるな……。

ＧＭ：ディオゲネスクラブは、互たがいの正体を知らないので、別に裏うら切ぎり者ものが出ても、たいした情報は漏もれないってことですね。んで──。




「裏切り者ダブルクロスなんかより、第三生徒会とやりあいたいぜぇ……へへ、いいね、あいつらは──久ひさ々びさに、熱くなれそうだ！」




修太郎：お……お前は──────っ!?（爆笑）

ＧＭ：炎ほのおを模もした仮面をかぶった少年です。もちろん、誰だれだかはわかりませんが──別のメンバーが「抜ぬけ駆がけは許ゆるさないぞ、〝ディアボロ・ロッソ〟」と言います。




　そして、ふたたび深く穏やかな、〝闇〟の声。

「第三生徒会……。あれは明らかに、我われらディオゲネスクラブへと放たれた杖つえ……ですが、我われ々われを追い出すほど、その木は堅かたくないでしょう」

　穏やかな──愉ゆ悦えつに満ちた声。

「我々の力が知りたいというなら、見せてあげましょう──存ぞん分ぶんにね」

　その声に、仮面の男女は頭こうべを垂たれ──そして、スポットライトが一斉に消えた。





「進め！　第三生徒会」　了









　　　　あとがき




「巨きよ大だい学園とか好きだからー！」

　どもども、やにおでございます。

　えー、俺が、はじめて〝巨大学園〟という舞ぶ台たいを認にん識しきしたのは、かれこれ二〇年ほど前。富ふ士じ見み書しよ房ぼう『ドラゴンマガジン』の巻かん末まつに載のっていた、『蓬ほう萊らい学園の冒ぼう険けん！』というゲーム（ＰＢＭ）の広告イラストでした。もうねー、これが、すっごいワクワクしてね！　当時、小学生だったんですけど、一枚のイラストから溢あふれるほどの物語を想そう像ぞうして、ただただ、飽あきずに眺ながめていたものです。

　それからずいぶん時間が過すぎまして。様々なゲームや小説、ゲームにアニメで、〝巨大学園〟を見てきました。そして、やっぱり、ワクワクしまくってきました。巨大学園ならではの愉ゆ快かいなサークル、委員会。〝普ふ通つう〟ではありえない、超ちよう人じん奇き人じんの入り交じった愉快でイカした生徒たち！　もう、大好きです。

　そんなわたくしの、そして、『ＤＸ３』スタッフの〝巨大学園愛〟の詰つまったリプレイ、〝アカデミア〟シリーズの開かい幕まくでございます。

　一いつ緒しよにワクワクして頂いただければ、幸いです。

　──さて、『ＤＸ３』といえば、現げん代だいを舞台にした異い能のう、あるいは超ちよう能のう力りよくもの、というジャンルのＴＲＰＧです。これまでは、闇やみに隠かくれて戦ってきたオーヴァードたちですが、このアカデミアでは、授じゆ業ぎようで能のう力りよくの使い方とか教えてくれます。全然隠れてない。

　オーヴァードアカデミアのテーマは、「レネゲイドのある日にち常じよう」。遅ち刻こくしそうになれば能力で加速し、畑の野菜はレネゲイド汁じるでふっくらつやつや。他のシリーズではあまり注目されない、様々な、〝日常的〟な能力も出てきますし、それを利用したサークル活動なんかも盛さかんです。

　そんな愉快な舞台を活かすために、ＰＣたちには、学園のトラブルを解かい決けつする〝第三生徒会〟なるものに所しよ属ぞくしてもらいました。学園島を西東、恋こいにバトルに奔ほん走そうします。

　……恋？　そう、この〝アカデミア〟シリーズは、学園ラブコメストーリーでもあります。お色気クールな〝ガラス使い〟、御影透子。恋するハリケーン少女、光月れい。そして微び妙みようにヒロインから脱だつ落らく気味な〝あたいは天才だー〟エナ・ソフォス。三人の少女と、お人好しでヘタレな〝魔ま眼がん使い〟、星川修太郎の繰くり広ひろげる恋模様も、サービス満点でお届とどけいたします。ぜひぜひ、楽しんでください。




　さて、ここからはシナリオの解かい説せつになります。ネタバレになるので、本文をまだ読まれていない方は、また後ほどお会いしましょう！




第一話「結成、第三生徒会！」

　第一話ということで、第ステージの紹しよう介かいを意い識しきしたシナリオです。そのため、あちこちを巡めぐり、いろんなＮＰＣと会ってミニイベントをこなしていく、という形式にしました。

　さらに、イベントをこなしていく中で、「ＰＣがどんなキャラクターか」というのが見えるシナリオにしたいな、と思ったので、イベントのうちふたつ、「不良生徒」と「幽ゆう霊れい騒そう動どう」は、ＰＣの性せい格かくや考え方が出るような仕し掛かけにしてあります。具体的には、「不良生徒の処しよ分ぶんをどうするか」「幽霊の過か去こを調べるか／調べたあとどうするか」あたりに〝揺ゆらぎ〟が出るようにしてみました。特に幽霊については、調べなくても進むようにし、また、調べる方向に誘ゆう導どうしないようにマスタリングしました。

　ちなみに、幽霊──フレーズの過去を調べなかった場合のクライマックスは、「美化委員会が壊かい滅めつし、急きゆう遽きよ、第三生徒会が救きゆう援えんに向かう」という展てん開かいになります。入手している情じよう報ほう以外はほぼ同じですね。戦せん闘とう後、フレーズは成じよう仏ぶつ（？）。仮か面めん破は壊かい後に記き憶おくが見える……という演えん出しゆつは、こちらの展開になった場合でも、フレーズの過去の情報を出せる、という意味もありました。

　結果として、ＰＣたち──特に修太郎の人ひと柄がらがよくわかる展開になったと思います。

　エンディングの、透子とれいのガールズトークは、ＧＭがほとんど喋しやべらないシーンでしたが、見ていてむちゃくちゃ面白かったです……なんで勉強会になってるのか！




第二話「第三生徒会 The Movie」

　続いての第二話では、結成した第三生徒会について、そしてＰＣ間の関係……特に、修太郎と透子、れいの関係を掘ほり下さげることを意識しました。そのために考えたのが、「第三生徒会に対し、〝敵てき〟が攻こう撃げきをしてくる」、そして「ＰＶ撮さつ影えいのイベントシーン」です。当初、ふたつのアイデアを別々に考え「どっちにしようかな」と思ってたんですが、煮に詰つめる過か程ていで合体。〝敵〟の攻撃と、ＰＶの撮影を関連させてみました。結果、途と中ちゆうからシナリオのトーンが変わる、面白い感じになったかなーと思います。自じ画が自じ賛さん！

　一話の様子を見て、エナにはフォロー役っぽい位置に回ってもらいました。……うん、あいつがヒロインから脱落していなければ、撮影シーンもあったかもしれません。そしたら、「あたいは天才だー！」以外の台詞せりふもあったろうに……。

　しねまとヴィペラの記憶については──アカデミアは、明るく楽しいステージですけど、『ＤＸ３』らしい、キャラクターを掘ほり下さげた演出をしたかった、というのと、俺はたくさんのＮＰＣを出すのが好きで、そして、それぞれのキャラクターたちが、それぞれの想いや過去を抱かかえている……っていうのが大好きだから！　です、はい。

　最後のシーンですが、えー……うん、一話で、コウノスケやナオミ先生の名前をその場で考えた感じに言ってますが、ごめん、あれ噓うそ。最初から考えてありました。ＮＰＣ考えるの好きなんですよね！　ちなみにコウノスケのフルネームは、春日紅之介かすが・こうのすけ、です。

『ダブルクロス』シリーズは、今年、十周年を迎むかえました。そして、この『アカデミア』を含ふくめ、みっつの新リプレイシリーズが開始し、ますます盛もり上あがっていきます！　

　加納正顕かのう・まさあきくんの『リプレイ・デイズ』シリーズには、わたくしもプレイヤーとして参加しております。自分のＰＣ、〝会長かわいい〟雲雀ひばり風見は、アカデミアの雲雀くんのイトコ、という俺の中だけの設せつ定ていがありまして……まあ、風見の方は、アカデミアやレネゲイドのこと全然知らないんですけどね！　そして、『デイズ』とクロスして始まった、エナのプレイヤー、矢野俊策やの・しゆんさくの『リプレイ・ナイツ』はデザイナーみずからのリプレイシリーズ、ハードな特とく殊しゆ部隊ものとなっております！　どちらもよろしく！




　最後に、お世話になった方々にお礼をば。まずはプレイヤーの皆みな様さま。すごくいいＰＣ、すごく楽しいセッションでした、二巻かんもよろしくおねがいします！　担たん当とう編へん集しゆうの萩はぎ原わらさん、そして、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の皆様には、進行からシナリオ・執しつ筆ぴつのアドバイスまで、色々とお世話になりました、あと、ホッツ、蜂はち巣すさん。そのうち感想でも聞かせてください。

　そしてなにより、読者のみなさん！　楽しんで頂いただけたら幸いです。

　それでは、また二巻で。次巻も、サービスサービス！　で、いきたいと思います！





二〇一一年　十一月　中村やにお












ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・アカデミア①




進め！　第三生徒会
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